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※網掛けの科目については、本年度開講しません

藤田　俊
1

１年

歴史と政治 2学期 1 2■基盤教育科目
■教養教育科目

■ビジョン科目

閉講
１年

家族を問う 1 2

神原　ゆうこ
2

１年

人間と文化 2学期 1 2

漆原  朗子
3

１年

ことばの科学 2学期 1 2

伊野  憲治
4

１年

国際学入門 2学期 1 2

閉講
１年

教養としての平和学 1 2

藤田　俊
5

２年

可能性としての歴史 1学期 2 2

閉講
２年

家族の再生 2 2

神原　ゆうこ
6

２年

文化と政治 2学期 2 2

漆原  朗子　他
7

２年

言語と認知 2学期 2 2

伊野  憲治
8

２年

共生社会論 2学期 2 2

戸蒔　仁司
9

２年

戦争と平和 2学期 2 2

高木　駿
10

１年

生活世界の哲学 1学期 1 2

閉講
２年

共同体と身体 1学期 2 2

寺田　千栄子
11

１年

メンタル・ヘルスⅠ 1学期 1 2■スキル科目
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閉講
１年

メンタル・ヘルスⅡ 2学期 1 2■基盤教育科目
■教養教育科目

■スキル科目

髙西  敏正
12

１年

フィジカル・ヘルスⅠ 1学期 1 2

柴原　健太郎
13

１年

フィジカル・ヘルスⅠ 1学期 1 2

徳永  政夫
14

１年

フィジカル・ヘルスⅠ 1学期 1 2

髙西  敏正
15

１年

フィジカル・ヘルスⅠ 2学期 1 2

柴原　健太郎
16

１年

フィジカル・ヘルスⅠ 2学期 1 2

閉講
１年

フィジカル・ヘルスⅡ 2学期 1 2

日高　京子　他
17

１年

自己管理論 1学期 1 2

眞鍋　和博
18

１年

キャリア・デザイン 1学期 1 2

石川　敬之
19

１年

キャリア・デザイン 1学期 1 2

見舘　好隆
20

１年

キャリア・デザイン 1学期 1 2

閉講
１年

コミュニケーションと思考法 2学期 1 2

見舘　好隆
21

２年

プロフェッショナルの仕事 1学期 2 2

閉講
１年

大学論・学問論 1 2

中村　英樹　他
22

１年

法律の読み方 2学期 1 2
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閉講
１年

社会調査 2学期 1 2■基盤教育科目
■教養教育科目

■スキル科目

閉講
１年

統計を読む・統計をつくる 1 2

黒田　次郎
23

１年

フィジカル・エクササイズⅠ（バドミントン） 1学期 1 1

倉﨑　信子
24

１年

フィジカル・エクササイズⅠ（ソフトバレー／バレーボール） 1学期 1 1

黒田　次郎
25

１年

フィジカル・エクササイズⅠ（外種目） 1学期 1 1

小幡　博基
26

１年

フィジカル・エクササイズⅠ（ソフトバレー／バレーボール） 1学期 1 1

梨羽　茂
27

１年

フィジカル・エクササイズⅠ（バドミントン） 1学期 1 1

山本　浩二
28

１年

フィジカル・エクササイズⅠ（バドミントン） 1学期 1 1

下釜　純子
29

１年

フィジカル・エクササイズⅠ（女性のスポーツ） 1学期 1 1

梨羽　茂
30

１年

フィジカル・エクササイズⅡ（バドミントン） 2学期 1 1

黒田　次郎
31

１年

フィジカル・エクササイズⅡ（バドミントン） 2学期 1 1

黒田　次郎
32

１年

フィジカル・エクササイズⅡ（バスケットボール） 2学期 1 1

小幡　博基
33

１年

フィジカル・エクササイズⅡ（ソフトバレー／バレーボー 2学期 1 1

梨羽　茂
34

１年

フィジカル・エクササイズⅡ（外種目） 2学期 1 1

仲里　清
35

１年

フィジカル・エクササイズⅡ（外種目） 2学期 1 1
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徳永  政夫
36

１年

フィジカル・エクササイズⅡ（バドミントン） 2学期 1 1■基盤教育科目
■教養教育科目

■スキル科目

休講
２年

教養演習ＡⅠ（防衛セミナー） 1学期 2 2■教養演習科目

伊野  憲治
37

２年

教養演習ＡⅠ（発達障がいセミナー） 1学期 2 2

休講（浅羽　修丈）
２年

教養演習ＡⅠ 1学期 2 2

未定
38

２年

教養演習ＡⅠ 1学期 2 2

石川　敬之
39

２年

教養演習ＡⅠ 1学期 2 2

休講（神原　ゆうこ）
２年

教養演習ＡⅡ（文化論セミナー） 2学期 2 2

休講
２年

教養演習ＡⅡ（防衛セミナー） 集中 2 2

休講（浅羽　修丈）
２年

教養演習ＡⅡ 2学期 2 2

未定
40

２年

教養演習ＡⅡ 2学期 2 2

石川　敬之
41

２年

教養演習ＡⅡ 2学期 2 2

閉講
３年

教養演習ＢⅠ（防衛セミナー） 1学期 3 2

閉講
３年

教養演習ＢⅡ 2学期 3 2

閉講
２年

プロジェクト演習Ⅰ 1学期 2 2

閉講
３年

プロジェクト演習Ⅱ 2学期 3 2



索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

文学部  人間関係学科（2012年度入学生）
<昼>

履修年次

備考

学期 単位

竹川  大介　他
42

１年

自然学のまなざし 1学期 1 2■基盤教育科目
■教養教育科目

■テーマ科目

到津の森公園、文学部　竹川大介
43

１年

動物のみかた 2学期 1 2

閉講
１年

地球の生いたち 2学期 1 2

閉講
１年

くらしと化学 1学期 1 2

松本　亜紀　他
44

１年

現代人のこころ 1学期 1 2

閉講
１年

数のたのしみ 1 2

閉講
１年

私たちと宗教 2学期 1 2

閉講
１年

思想と現代 1学期 1 2

閉講
１年

ものがたりと人間 1 2

閉講
１年

文化と表象 2学期 1 2

閉講
１年

言語とコミュニケーション 2学期 1 2

真武　真喜子
45

１年

芸術と人間 2学期 1 2

閉講
１年

文学を読む 1学期 1 2

閉講
１年

戦争と人間 1 2

重松  博之
46

１年

現代正義論 2学期 1 2
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中井　遼
47

１年

民主主義とは何か 1学期 1 2■基盤教育科目
■教養教育科目

■テーマ科目

柳井　美枝
48

１年

人権論 1学期 1 2

力武　由美
49

１年

ジェンダー論 1学期 1 2

伊野  憲治
50

１年

障がい学 1学期 1 2

閉講
１年

共生の作法 1学期 1 2

日高　京子　他
51

１年

北九州学 2学期 1 2

西田　心平
52

１年

市民活動論 2学期 1 2

山下　剛
53

１年

企業と社会 1学期 1 2

石川　敬之
54

１年

つながりの人間学 1学期 1 2

閉講
１年

現代社会と倫理 1学期 1 2

西日本新聞社、基盤教育センター　稲月正、外国語学部　中野博文
１年

現代社会の諸問題 1学期 1 2

北　美幸　他
55

１年

現代の国際情勢 1学期 1 2

閉講
１年

国際社会論 1学期 1 2

閉講
１年

国際紛争と国連 2学期 1 2

閉講
１年

民族・エスニシティ問題 1学期 1 2



索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

文学部  人間関係学科（2012年度入学生）
<昼>

履修年次

備考

学期 単位

閉講
１年

開発と統治 2学期 1 2■基盤教育科目
■教養教育科目

■テーマ科目

魏　芳　他
56

１年

グローバル化する経済 1学期 1 2

閉講
１年

テロリズム論 1学期 1 2

中野  博文　他
57

１年

国際社会と日本 2学期 1 2

閉講
１年

歴史の読み方Ⅰ 1学期 1 2

閉講
１年

歴史の読み方Ⅱ 1学期 1 2

閉講
１年

そのとき世界は 2学期 1 2

閉講
１年

戦後の日本経済 2学期 1 2

閉講
１年

都市と農村の生活文化史 1 2

閉講
１年

ものと人間の歴史 1学期 1 2

閉講
１年

人物と時代の歴史 1学期 1 2

休講
１年

教養特講Ⅰ 2学期 1 2

大平　剛
58

１年

教養特講Ⅱ（現代社会とエシカル消費） 1学期 1 2

休講
１年

教養特講Ⅲ 1学期 1 2

休講
１年

教養特講Ⅳ 2学期 1 2
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古賀　康士
59

１年

日本史 2学期 1 2■基盤教育科目
■教養教育科目

■教職関連科目

疇谷　憲洋
60

１年

西洋史 1学期 1 2

植松　慎悟
61

１年

東洋史 2学期 1 2

稲月  正
62

１年

社会学 1学期 1 2

外枦保　大介
63

１年

人文地理学 2学期 1 2

野井　英明
64

１年

土地地理学 1学期 1 2

外枦保　大介
65

１年

地誌学 2学期 1 2

中村　英樹
66

１年

日本国憲法 2学期 1 2

清水　満
67

１年

倫理学 2学期 1 2

中尾　泰士
68

１年

エンドユーザコンピューティング 2学期 1 2■情報教育科目

閉講
２年

情報表現 2学期 2 2

閉講
２年

プログラミング基礎 2 2

團迫　雅彦
69

比人１－F

英語Ⅰ（比人１-F） 1学期 1 1■外国語教育科目
■第一外国語

木梨　安子
70

比人１－Ｇ

英語Ⅰ（比人１-Ｇ） 1学期 1 1

木梨　安子
71

比人１－Ｆ

英語Ⅱ（比人１-Ｆ） 2学期 1 1
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永末　康介
72

比人１－Ｇ

英語Ⅱ（比人１-Ｇ） 2学期 1 1■基盤教育科目
■外国語教育科目

■第一外国語

ダニー・ミン
73

比人１－Ｆ

英語Ⅲ（比人１-Ｆ） 1学期 1 1

ロバート･マーフィ
74

比人１－Ｇ

英語Ⅲ（比人１-Ｇ） 1学期 1 1

ロバート･マーフィ
75

比人１－Ｆ

英語Ⅳ（比人１-Ｆ） 2学期 1 1

ダンカン・ウォトリィ
76

比人１－Ｇ

英語Ⅳ（比人１-Ｇ） 2学期 1 1

十時　康
77

比人２－Ｃ

英語Ⅴ（比人２-Ｃ） 1学期 2 1

安丸　雅子
78

比人２－Ｄ

英語Ⅴ（比人２-Ｄ） 1学期 2 1

安丸　雅子
79

比人２－Ｃ

英語Ⅵ（比人２-Ｃ） 2学期 2 1

十時　康
80

比人２－Ｄ

英語Ⅵ（比人２-Ｄ） 2学期 2 1

デビット・ニール・マクレーラン
81

比人２－Ｃ

英語Ⅶ（比人２-Ｃ） 1学期 2 1

マーニー・セイディ
82

比人２－Ｄ

英語Ⅶ（比人２-Ｄ） 1学期 2 1

大塚　由美子
83

比人２－Ｃ

英語Ⅷ（比人２-Ｃ） 2学期 2 1

安丸　雅子
84

比人２－Ｄ

英語Ⅷ（比人２-Ｄ） 2学期 2 1

伊藤  晃
85

英中国済営比人律政３年

英語Ⅸ（英中国済営比人律政３年） 1学期 3 1

杉山  智子
86

英中国済営比人律政３年

英語Ⅹ（英中国済営比人律政３年） 2学期 3 1
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ロバート･マーフィ
87

英中国済営比人律政３年

英語XI（英中国済営比人律政３年） 1学期 3 1■基盤教育科目
■外国語教育科目

■第一外国語

デビット・ニール・マクレーラン
88

英中国済営比人律政３年

英語XII（英中国済営比人律政３年） 2学期 3 1

板谷　秀子
89

英１－１・１－２

中国語Ⅰ 1学期 1 1■第二外国語

小椋　吾郎
90

英１－３・１－４

中国語Ⅰ 1学期 1 1

有働　彰子
91

済営人律政群１年

中国語Ⅰ（１－a） 1学期 1 1

板谷　俊生
92

済営人律政群１年

中国語Ⅰ（１－b） 1学期 1 1

板谷　秀子
93

英１－１・１－２

中国語Ⅱ 2学期 1 1

小椋　吾郎
94

英１－３・１－４

中国語Ⅱ 2学期 1 1

有働　彰子
95

済営人律政群１年

中国語Ⅱ（１－a） 2学期 1 1

板谷　俊生
96

済営人律政群１年

中国語Ⅱ（１－b） 2学期 1 1

陳　青鳳
97

英１－１・１－２

中国語Ⅲ 1学期 1 1

黄　健
98

英１－３・１－４

中国語Ⅲ 1学期 1 1

艾 文婷
99

済営人律政群１年

中国語Ⅲ（１－a） 1学期 1 1

于　佳
100

済営人律政群１年

中国語Ⅲ（１－b） 1学期 1 1

陳　青鳳
101

英１－１・１－２

中国語Ⅳ 2学期 1 1
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黄　健
102

英１－３・１－４

中国語Ⅳ 2学期 1 1■基盤教育科目
■外国語教育科目

■第二外国語

艾 文婷
103

済営人律政群１年

中国語Ⅳ（１－a） 2学期 1 1

于　佳
104

済営人律政群１年

中国語Ⅳ（１－b） 2学期 1 1

有働　彰子
105

英済営人律政群２年

中国語Ⅴ 1学期 2 1

有働　彰子
106

英済営人律政群２年

中国語Ⅵ 2学期 2 1

黄　健
107

英済営人律政群２年

中国語Ⅶ 1学期 2 1

黄　健
108

英済営人律政群２年

中国語Ⅷ 2学期 2 1

唐　雋
109

英国済営比人３年

上級中国語Ⅰ 1学期 3 1

唐　雋
110

英国済営比人３年

上級中国語Ⅱ 2学期 3 1

王　晨
111

英国済営比人３年

上級中国語Ⅲ 1学期 3 1

王　晨
112

英国済営比人３年

上級中国語Ⅳ 2学期 3 1

金　光子
113

英中比人１年

朝鮮語Ⅰ（１－d） 1学期 1 1

金　光子
114

英中比人１年

朝鮮語Ⅱ（１－d） 2学期 1 1

金　光子
115

英中比人１年

朝鮮語Ⅲ（１－d） 1学期 1 1

金　光子
116

英中比人１年

朝鮮語Ⅳ（１－d） 2学期 1 1
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安　瀞珠
117

済営比人律政群２年

朝鮮語Ⅴ 1学期 2 1■基盤教育科目
■外国語教育科目

■第二外国語

安　瀞珠
118

済営比人律政群２年

朝鮮語Ⅵ 2学期 2 1

安　瀞珠
119

済営比人律政群２年

朝鮮語Ⅶ 1学期 2 1

安　瀞珠
120

済営比人律政群２年

朝鮮語Ⅷ 2学期 2 1

安　瀞珠
121

英中国済営比人３年

上級朝鮮語Ⅰ 1学期 3 1

安　瀞珠
122

英中国済営比人３年

上級朝鮮語Ⅱ 2学期 3 1

金　貞愛
123

英中国済営比人３年

上級朝鮮語Ⅲ 1学期 3 1

金　光子
124

英中国済営比人３年

上級朝鮮語Ⅳ 2学期 3 1

芳之内　雄二
125

英中国済営比人律政１年

ロシア語Ⅰ 1学期 1 1

芳之内　雄二
126

英中国済営比人律政１年

ロシア語Ⅱ 2学期 1 1

ナタリア・シェスタコーワ
127

英中国済営比人律政１年

ロシア語Ⅲ 1学期 1 1

ナタリア・シェスタコーワ
128

英中国済営比人律政１年

ロシア語Ⅳ 2学期 1 1

芳之内　雄二
129

英中国済営比人律政２年

ロシア語Ⅴ 1学期 2 1

芳之内　雄二
130

英中国済営比人律政２年

ロシア語Ⅵ 2学期 2 1

ナタリア・シェスタコーワ
131

英中国済営比人律政２年

ロシア語Ⅶ 1学期 2 1
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備考

学期 単位

ナタリア・シェスタコーワ
132

英中国済営比人律政２年

ロシア語Ⅷ 2学期 2 1■基盤教育科目
■外国語教育科目

■第二外国語

古賀　正之
133

済営人律政１年

ドイツ語Ⅰ 1学期 1 1

古賀　正之
134

済営人律政１年

ドイツ語Ⅱ 2学期 1 1

山下　哲雄
135

済営人律政１年

ドイツ語Ⅲ 1学期 1 1

山下　哲雄
136

済営人律政１年

ドイツ語Ⅳ 2学期 1 1

山下　哲雄
137

英中国済営比人律政２年

ドイツ語Ⅴ 1学期 2 1

山下　哲雄
138

英中国済営比人律政２年

ドイツ語Ⅵ 2学期 2 1

山下　哲雄
139

英中国済営比人律政２年

ドイツ語Ⅶ 1学期 2 1

山下　哲雄
140

英中国済営比人律政２年

ドイツ語Ⅷ 2学期 2 1

山下　広一
141

済営人律政１年

フランス語Ⅰ 1学期 1 1

山下　広一
142

済営人律政１年

フランス語Ⅱ 2学期 1 1

中川　裕二
143

済営人律政１年

フランス語Ⅲ 1学期 1 1

中川　裕二
144

済営人律政１年

フランス語Ⅳ 2学期 1 1

小野　菜都美
145

英中国済営比人律政２年

フランス語Ⅴ 1学期 2 1

小野　菜都美
146

英中国済営比人律政２年

フランス語Ⅵ 2学期 2 1



索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

文学部  人間関係学科（2012年度入学生）
<昼>

履修年次

備考

学期 単位

小野　菜都美
147

英中国済営比人律政２年

フランス語Ⅶ 1学期 2 1■基盤教育科目
■外国語教育科目

■第二外国語

小野　菜都美
148

英中国済営比人律政２年

フランス語Ⅷ 2学期 2 1

野村　明衣
149

中国済営人律政１年

スペイン語Ⅰ 1学期 1 1

野村　明衣
150

中国済営人律政１年

スペイン語Ⅱ 2学期 1 1

辻　博子
151

中国済営人律政１年

スペイン語Ⅲ 1学期 1 1

辻　博子
152

中国済営人律政１年

スペイン語Ⅳ 2学期 1 1

青木　文夫
153

英中国済営比人律政２年

スペイン語Ⅴ 1学期 2 1

青木　文夫
154

英中国済営比人律政２年

スペイン語Ⅵ 2学期 2 1

辻　博子
155

英中国済営比人律政２年

スペイン語Ⅶ 1学期 2 1

辻　博子
156

英中国済営比人律政２年

スペイン語Ⅷ 2学期 2 1



索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

文学部  人間関係学科（2012年度入学生）
<夜>

履修年次

備考

学期 単位

藤田　俊
157

１年

歴史と政治 2学期 1 2■基盤教育科目
■教養教育科目

■ビジョン科目

閉講
１年

人間と文化 1学期 1 2

漆原  朗子
158

１年

ことばの科学 2学期 1 2

閉講
１年

国際学入門 2学期 1 2

休講
２年

可能性としての歴史 2学期 2 2

神原　ゆうこ
159

２年

文化と政治 2学期 2 2

閉講
２年

共生社会論 2学期 2 2

休講
２年

戦争と平和 2学期 2 2

高木　駿
160

１年

生活世界の哲学 1学期 1 2

中島　俊介
161

１年

メンタル・ヘルスⅠ 2学期 1 2■スキル科目

閉講
１年

メンタル・ヘルスⅡ 2学期 1 2

山本　浩二
162

１年

フィジカル・ヘルスⅠ 1学期 1 2

閉講
１年

フィジカル・ヘルスⅡ 2学期 1 2

閉講
１年

社会調査 2学期 1 2

山本　浩二
163

１年

フィジカル・エクササイズⅡ（バドミントン） 2学期 1 1



索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

文学部  人間関係学科（2012年度入学生）
<夜>

履修年次

備考

学期 単位

閉講
１年

地球の生いたち 2学期 1 2■基盤教育科目
■教養教育科目

■テーマ科目

日高　京子　他
164

１年

自然史へのいざない 2学期 1 2

福田　恭介
165

１年

現代人のこころ 1学期 1 2

閉講
１年

思想と現代 1学期 1 2

閉講
１年

文学を読む 1学期 1 2

休講
１年

現代正義論 2学期 1 2

休講
１年

民主主義とは何か 1学期 1 2

休講
１年

人権論 1 2

閉講
１年

ジェンダー論 1 2

閉講
１年

障がい学 1学期 1 2

西田　心平
166

１年

市民活動論 2学期 1 2

山下　剛
167

１年

企業と社会 1学期 1 2

閉講
１年

現代社会と倫理 1学期 1 2

北　美幸　他
168

１年

現代の国際情勢 1学期 1 2

閉講
１年

国際社会論 1学期 1 2



索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

文学部  人間関係学科（2012年度入学生）
<夜>

履修年次

備考

学期 単位

閉講
１年

国際紛争と国連 2学期 1 2■基盤教育科目
■教養教育科目

■テーマ科目

閉講
１年

開発と統治 2学期 1 2

休講
１年

グローバル化する経済 1学期 1 2

休講
１年

国際社会と日本 2学期 1 2

閉講
１年

歴史の読み方Ⅰ 1学期 1 2

閉講
１年

歴史の読み方Ⅱ 1学期 1 2

閉講
１年

そのとき世界は 2学期 1 2

閉講
１年

人物と時代の歴史 1学期 1 2

中尾　泰士
169

１年

エンドユーザコンピューティング 2学期 1 2■情報教育科目

廣渡  栄寿
170

１年

データ処理 1学期 1 2

閉講
２年

情報表現 2学期 2 2



歴史と政治 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

/Instructor
藤田　俊 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

本授業では、第一次世界大戦から太平洋戦争終結までの日本近代史を講義します。授業を通して、学校教育や日常生活の中で学んできた「史実
」の根拠となっている史料や諸研究に触れ、「史実」の実態をより深く理解すると共に、「史実」を相対化して歴史を多角的に捉える力の修得
を目指します。その上で、近代日本の歴史が、現代の政治・外交・軍事・社会・文化・メディア等のあり方にいかなる影響を与えているのかを
考え、各履修生が歴史を身近なものとして捉えられるようにします。

・本授業の到達目標
「知識」
　→日本の近代史を理解するための基盤となる知識を総合的に身につけている。
「思考・判断・表現力」
　→日本の近代史について論理的に思考し、自分の考えや判断を適切な方法で表現する力を身につけている。
「自立的行動力」
　→日本の近代史に関する課題を自ら発見し、解決のための学びを継続する意欲を有している。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
指定はありません。授業では、教員作成のレジュメ・画像・映像等を使用します。

授業の中で適宜紹介します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

   第1回　大学で学ぶ歴史
  第2回　現代の起点としての第一次世界大戦
  第3回　言論の「中立」化
  第4回　国際協調体制と戦争の違法化
  第5回　1920年代の日本と中国
  第6回　近代日本と災害
  第7回　政治の大衆化
  第8回　軍縮をめぐる政治と世論
  第9回　満洲事変と「熱狂」の創出
第10回　政党政治の崩壊と軍の政治的台頭
第11回　日中戦争の諸相
第12回　新体制運動　
第13回　日米交渉・日米開戦
第14回　戦時体制下における情報・宣伝・報道
第15回　太平洋戦争の終結と聖断

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

学期末試験70％、日常の授業への取り組み30％　
成績評価の方法　/Assessment Method

授業終了後は、レジュメ等の配布資料や各自が作成したノートを読み返し、授業中に紹介した参考文献にも目を通しておいて下さい。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

第1回授業において、授業の進め方や受講する上での注意事項について説明しますので、受講希望者は必ず出席して下さい。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

1701 /



人間と文化 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

/Instructor
神原　ゆうこ / YUKO KAMBARA / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

　本講義では文化を「人間の生活様式を規定してきたもの」としてより幅広く考え、現代社会における多様な文化のありかたを基礎から考える
ことを目指す。（おそらく大部分が）北九州周辺に在住の大学生という受講者にとってあたりまえである「常識」もまた、それまで生きてきた
文化のなかではぐくまれたものである。本講義では、その受講者にとっての「常識」を問いなおしつつ、世界や日本の家族・親族関係のありか
た、世界観を軸に文化を理解することの基礎を学ぶ。文化に関する日常的な知識は、応用的なものばかりなので、基礎をしっかり学び、総合的
な理解力、思索力を身につけることをめざす。
  毎回、受講者から事前に提出された課題から読み取れる「現在、受講者が持っている文化に関する常識」を導入として広義を進める。本講義は
、個々の文化の違いについて逐一学ぶものではない。身近なようでつかみどころのない文化をどうとらえるか、文化という既成概念を問い直す
ことで、自分が世界に対峙するための姿勢を身に着ける手掛かりを学んでほしい。

（到達目標）
【知識】異文化を理解するための基盤となる知識を総合的に身につけている。
【思考・判断・表現力】異文化理解に関する課題について論理的に思考し、自分の考えや判断を適切な方法で表現する力を身につけている。
【コミュニケーション力】他者と協働して、異文化理解に関する諸問題の解決に向けて取り組む姿勢を身につけている。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
教科書はありません。

予習復習のための資料として、『世界民族百科事典』『世界宗教百科事典』『社会学事典』（いずれも丸善出版、北九州市立大学図書館契約の
電子ブックとして閲覧可能）の関連項目のリンクをMoodleに掲載するので、各自ダウンロードして読むこと。個人で事典を購入する必要はあり
ません。なお、講義に関する映画（有料動画の場合もあります）を見に行くように指示することもあるので、その費用がかかるかもしれません
（観に行けない人のための代替手段として、図書館所蔵の図書も用いた課題などは指示します）。

○綾部恒雄・桑山敬己2006『よくわかる文化人類学』ミネルヴァ書房
○奥野克己（編） 2005 『文化人類学のレッスン』 学陽書房
○田中雅一ほか（編）2005『ジェンダーで学ぶ文化人類学』世界思想社
○波平恵美子2005『からだの文化人類学』大修館書店

※そのほか必要に応じて講義中に指示する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　導入：世界を理解するてがかりとしての文化

第Ⅰ部　文化の基礎としての家族
第2回　伝統的家族の多様性
第3回　家族観の変容と近代
第4回　親族という認識
第5回　親族・家族関係から社会関係への拡張
第6回　ジェンダーと伝統文化
第7回　文化相対主義の考え方　
第8回　伝統文化について：構築主義と本質主義
第9回　レポートの書き方と課題レポート①の説明
　　
第Ⅱ部　文化と世界観
第10回　儀礼と世界観
第11回　宗教とコミュニティ
第12回　さまざまな信仰心
第13回　不幸への対処としての呪術
第14回　政教分離と世俗化
第15回　課題レポート①の解説と課題レポート②の説明

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題レポート（2回）50％、毎回の授業課題　50％　
毎回の授業課題は、提出時期、授業への貢献によって得点が変化する。

成績評価の方法　/Assessment Method

1702 /



人間と文化 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

・毎回何らかの課題があります。計画的に取り組みましょう。
・予習復習のための資料として、『世界民族百科事典』『世界宗教百科事典』『社会学事典』（いずれも丸善出版、北九州市立大学図書館契約
の電子ブックとして閲覧可能）などの関連項目を講義中に指示するので、各自ダウンロードして読むこと。
・講義に関連する映画やDVDなどの映像資料を授業時間外に視聴することを求めることもあります。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

・詳しい評価方法や電子書籍の閲覧方法などは第一回の講義で説明します。
・提出課題において剽窃などの不正が発覚した場合、評価割合の枠を超えて大幅に減点することがあります。
・遠隔授業の場合はオンデマンド配信となりますが、課題は提出時期によって得点が異なります。計画的に受講しましょう。
・受講にあたっては、基本的なPC操作環境が整っていることが望ましいです。

履修上の注意　/Remarks

○○人に××を贈るのはタブーである、といった個別具体的な異文化理解のマニュアルは、必要な時に努力すればおそらく入手できます。この授業
では、文化が異なるとはそもそもどういうことかについて、もっと根本に立ち戻って考えたいと思います。あなたは、人間関係をマニュアルで
対応しようとする人と、あなた個人の特性を理解しようとする人と、どちらを友人として信頼しますか？

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

文化、個人と集団、家族、ジェンダー、宗教、共同体、社会関係、SDGs10 不平等をなくす
キーワード　/Keywords

1702 /



ことばの科学 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

/Instructor
漆原  朗子 / Saeko Urushibara / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

「ことば」は種としての「ヒト」を特徴づける重要な要素です。しかし、私たちはそれをいかにして身につけたのでしょうか。「ことば」はど
のような構造と機能を持っているのでしょうか。「ことば」の構成要素を詳しく見ていくと、私たちが「ことば」のうちに無意識に体現してい
るすばらしい規則性が明らかになります。それは、狭い意味での「文法」ではなく、もっと広い意味での言語の知識です。この講義では、私の
専門である生成文法の言語観に基づきながら、日本語、英語はじめその他の言語のデータをもとに、「ことば」について考えていきます。

[到達目標]
DP1 知識：言語の様々な側面を理解するための基盤となる知識 を総合的に身につけている。
DP2 技能：ことばの規則性を正しく理解するために必要な技能 を身につけている。
DP3 思考・判断・表現力：言語学に関する課題について論理的に思考し、自分 の考えや判断を適切な方法で表現する力を
　　身につけている

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
漆原　朗子（編著）『形態論』（朝倉日英対照言語学シリーズ第4巻）。朝倉書店、2016年。￥2700 + 税。
配布資料・その他授業中に指示

○大津　由紀雄（編著）『はじめて学ぶ言語学：ことばの世界をさぐる17章』。ミネルヴァ書房、2009年。
○スティーヴン・ピンカー（著）椋田　直子（訳）『言語を生みだす本能（上）・（下）』。NHKブックス、1995年。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　ことばの不思議
第2回　ことばの要素
第3回　ことばの習得
第4回　普遍文法と個別文法
第5回　ことばの単位(1)：音韻
第6回　連濁
第7回　鼻濁音
第8回　ことばの単位(2)：語
第9回　語の基本：なりたち・構造・意味
第10回　語の文法：複合語・短縮語・新語
第11回　ことばの単位(3)：文
第12回　動詞の自他
第13回　日本語と英語の受動態
第14回　数量詞
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業中の態度・参加度…10％　　課題・期末試験...90%
成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習：授業時に指示した文献の講読
事後学習：授業で扱った内容に関する課題の提出

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

集中力を養うこと。私語をしないことを心に銘じること。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

1703 /



国際学入門 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

/Instructor
伊野  憲治 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

現代の国際社会を理解するに当たっては、大きく２本の柱が必要となる。すなわち、①グローバライゼイションのすすむ国際社会へ対応する形
での研究（国際関係論、国際機構論、国際地域機構論、国際経済論、国際社会論など）と②世界の多様化に対応するための研究（地域研究、比
較文化論、比較政治論など）である。本講義では、後者「地域研究」の問題意識、手法を中心に、現代国際社会理解に当たって、その有用性を
考えてみる。

（到達目標）
【知識】現代の国際社会で生起する様々な問題を理解するための基盤となる知識を総合的に身につけている。
【思考・判断力・表現力】現代の国際社会で生起する諸問題について論理的に思考し、自分の考えや判断を適切な方法で表現する力を身につけ
ている。
【自律的行動力】現代の国際社会に関する課題を自ら発見し、解決のための学びを継続する意欲を有している。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜指示する。

適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回：オリエンテーション、授業の概要・評価基準等の説明。
第2回：現代の国際社会、現代国際社会理解の方法。【国際問題の変容】【グローバライゼイション】【多様化】
第3回：「地域研究」の問題意識、【地域研究のルーツ】
第4回：地域研究における総合的認識とは【総合的認識】
第5回：地域研究における全体像把握とは【全体像の把握】
第6回：全体像把握の方法【全体像把握の方法】
第7回：オリエンタリズム関連DVDの視聴【オリエンタリズム】
第8回：オリエンタリズム克服の方法【オリエンタリズムの克服方法】
第9回：「地域研究」における文化主義的アプローチ【文化主義的アプローチ】
第10回：「地域」概念、中間的まとめ。【地域概念】
第11回：「地域研究」の技法。【フィールド･ワーク】
第12回：「関わり」の問題【ジョージ・オーウェルとミャンマー】
第13回：地域研究の視点（人間関係）【人間関係】
第14回：まとめ
第15回：質問

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

学期末レポート(100％)
成績評価の方法　/Assessment Method

適宜指示するが、事前学習としては各回のキーワードに関し、インターネット・サイトなどで調べておく。事後学習に関しては、事前に調べた
内容と授業の内容の相違をまとめる。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

SDGs「16．平和と公正」
キーワード　/Keywords

1704 /



可能性としての歴史 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

/Instructor
藤田　俊 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

本授業では、本来はタブーとされる「歴史のif」に注目し、近代日本の政策決定に参画した政治家・官僚・軍人等の行動とその背景や動機に迫り
、歴史とは別の選択肢が存在したのか、存在していたとすれば、異なる選択をした日本はいかなる道を歩んでいたのかについて考えていきます
。講義の中で「あり得たかもしれない歴史」を考察することを通して、予測困難で不透明な未来を考える思考力の涵養を目指します。

・本授業の到達目標
「知識」
　→歴史的過去の可能性を理解するための基盤となる 知識を総合的に身につけている。
「思考・判断・表現力」
　→歴史的過去の可能性について論理的に思考し、自 分の考えや判断を適切な方法で表現する力を身につけている。
「自立的行動力」
　→歴史的過去の可能性を自ら発見し、解決のための学 びを継続する意欲を有している。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
指定はありません。授業では、教員作成のレジュメ・画像・映像等を使用します。

授業の中で適宜紹介します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

  第1回　歴史学とは何か
  第2回　「反実仮想」と歴史学
  第3回　鎖国か、開国か
  第4回　国土・国境・共通語
  第5回　「望ましい」首都
  第6回　通過儀礼
  第7回　教育のあり方
  第8回　日中戦争
  第9回　日独伊三国同盟とソ連
第10回　日米開戦への道
第11回　太平洋戦争
第12回　核を巡る問題
第13回　敗戦と占領
第14回　天皇制
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

学期末試験70％、日常の授業への取り組み30％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業終了後は、レジュメ等の配布資料や各自が作成したノートを読み返し、授業中に紹介した参考文献にも目を通しておいて下さい。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

第1回授業において、授業の進め方や受講する上での注意事項について説明しますので、受講希望者は必ず出席して下さい。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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文化と政治 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

/Instructor
神原　ゆうこ / YUKO KAMBARA / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

  グローバルな現代世界において、異なる文化同士の共生が必要とされている。しかし、どの文化とも共生が可能になる万能のマニュアルのよう
なものは存在しない。ケースに応じて対応する能力が必要であり、本講義では、現代社会が抱える文化に関する問題を取り上げながら、判断の
ための基礎知識を身ににつけることを目的とする。
　講義の前半は、「文化を知る」という行為そのものが持つ政治的意味について講義を行う。後半は、私たちが異なる文化を持つ人々とも認識
を共有していると考えがちな身体に関する文化についての講義を行う。外国の文化については解説を無批判にうのみにしてしまいがちであるが
、文化を理解することについての前提が正しいか常に問い返すことができるような総合的な知識の獲得をめざす。

（到達目標）
【知識】現代社会と文化の関係性を理解するための基盤となる知識を総合的に身につけている。
【思考・判断・表現力】現代社会と文化の関係性について論理的に思考し、自分の考えや判断を適切な方法で表現する力を身につけている。
【自律的行動力】現代社会と文化に関する課題を自ら発見し、解決のための学びを継続する意欲を有している。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
教科書は指定しない。ただし、『世界民族百科事典』『人の移動事典』『社会学事典』など（いずれも丸善出版、北九州市立大学図書館契約の
電子ブックとして閲覧可能）の関連項目のリンクをMoodleに掲載するので、各自ダウンロードして読むこと。また、講義に関する映画（有料動
画の場合もあります）を見に行くように指示することもあるので、その費用がかかるかもしれません（観に行けない人のための代替手段として
、図書館所蔵の図書を用いた課題などは指示します）。

○池田光穂・奥野克巳編 2007『医療人類学のレッスン』学陽書房
○太田好信編 2012『政治的アイデンティティの人類学』
○陳天璽 2005 『無国籍』 新潮社
○本多俊和ほか 2011『グローバリゼーションの人類学』放送大学教育振興会
○塩原良和 2010 『変革する多文化主義へ』法政大学出版局

※そのほか必要に応じて講義中に指示する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　導入：授業の説明　／本講義において文化とは何を意味するのか

第Ⅰ部　現代社会において異文化を理解するということ
第2回　文化を「知る」とはどういうことか？
第3回　ナショナリズムと文化
第4回　「未開の人々」へのエキゾチズム
第5回　植民地主義と文化
第6回　レポートについての注意と課題レポート①の説明
第7回　マイノリティ文化の保護と多文化主義　
第8回　多文化主義の可能性と限界　
第9回　国籍・人種などの分類の不明瞭さ　
第10回　課題レポート①の解説と課題レポート②の説明

第Ⅱ部　文化の違いを超えて？
第11回　近代・ポスト近代という時代の認識と文化
第12回　身体の近代化
第13回　医療の持つ権力と文化
第14回　癒しの多様性　
第15回　課題レポート②の解説と課題レポート③の説明

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題レポート（3回）　60％、毎回の授業課題　40％
毎回の授業課題については、提出時期や授業への貢献により得点が変化します。

成績評価の方法　/Assessment Method
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文化と政治 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

・毎回何らかの課題があります。計画的に取り組みましょう。
・予習復習のための資料として、『世界民族百科事典』『人の移動事典』『社会学事典』など（いずれも丸善出版、北九州市立大学図書館契約
の電子ブックとして閲覧可能）の関連項目を講義中に指示するので、各自ダウンロードして読むこと。
・講義に関連する映画やDVDなどの映像資料を授業時間外に視聴することを求めることもあります。
・高校レベルの世界史、地理、現代社会などに自信がない学生は、背景となる事象を知らないままにせず、調べておきましょう。高校の教科書
は図書館にあります。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

・遠隔授業の場合は、オンデマンド配信となりますが、毎回の課題は提出時期により得点が変わるので、計画的に受講すること。
・受講にあたっては、基本的なPC操作環境が整っていることが望ましいです。
・評価方法や電子ブックの閲覧方法などは第一回の講義で説明します。
・提出課題において剽窃などの不正が発覚した場合、評価割合の枠を超えて大幅に減点することがあります。

履修上の注意　/Remarks

・講義で自分が学んだことを用いて、現代の文化に関する問題を自分なりに理解しようとすることが重要です。意欲的な学生の受講を歓迎しま
す。
・「異文化理解の基礎」を受講済み・受講中の学生は理解が深まると思います。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

文化、ナショナリズム、マイノリティ、グローバリゼーション、多文化主義、身体、SDGs10 不平等をなくす、SDGs 16 平和と公正
キーワード　/Keywords
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言語と認知 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

/Instructor
漆原  朗子 / Saeko Urushibara / 基盤教育センター, 税田　慶昭 / SAITA YASUAKI / 人間関係学科
松田　憲 / マネジメント研究科　専門職学位課程, 日高　京子 / Hidaka Kyoko / 基盤教育センター
植田　正暢 / UEDA Masanobu / 基盤教育センターひびきの分室

担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

言語の習得やコミュニケーションにおける処理はどのように行われるのか。特に、それらはヒトの他の認知能力（視覚、聴覚）や活動（記憶、
認識）と同じなのか。また、語彙や構文はどのようにして私たちの頭の中に蓄えられ、用いられるのか。これらの問いについて、言語学(特に生
成文法理論と認知言語学)、認知科学、心理学、生物学の側面から学際的に考えていきます。

（到達目標）
DP3　思考・判断・表現力
言語と認知、コミュニケーションの課題について論理的に思考し、自分の考えや判断を適切な方法で表現する力を身につけている。

＊本授業は多くの履修生が想定されるため、オンライン授業で行います。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
配布資料

授業時に紹介
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

実際の日程により順番が変わる可能性があります。第1回授業時配布の予定表を参照して下さい。
まとめ（担当者によるパネル・ディスカッション）

第1回　序・講義の進め方・担当者紹介（漆原・全員）
第2回　ことばはどのように身につけられるのか（言語習得）（漆原）
第3回　ことばはどのように処理されるのか（言語脳内処理・失文法）（漆原）
第4回　コミュニケーション行動の初期発達過程（税田）
第5回    発達の障害とコミュニケーション（税田）
第6回　コミュニケーションにおける発達支援（税田）
第7回   ヒューマンエラー（松田）
第8回　アフォーダンスとシグニファイアー（松田）
第9回　脳と心のなりたち（脳のはたらきを支配する遺伝子）（日髙）
第10回　ことばはなぜヒトに特有なのか（言語と遺伝子）（日髙）
第11回　モノの見方と言語表現（認知意味論）（植田）
第12回　モノの切り取り方と分類（カテゴリー論）（植田）
第13回比喩と理解（植田）
第14回　ことばとジェンダー（漆原）
第15回  まとめ：担当者によるパネル・ディスカッション（全員）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への取り組み　20%     レポート　16% x 5 = 80%
　　　　　　　　　　　（すべての教員の課題を提出しない限り評価不能(-)となります。）

成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習：担当教員あるいはコーディネイターが指示した文献等の講読
事後学習：担当教員ごとの課題・レポートの提出

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

集中力を養うこと。対面授業の場合は私語をしないことを心に銘じること。
＊「ことばの科学」を受講していると理解が一層深まります。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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共生社会論 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

/Instructor
伊野  憲治 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

「共存」「共生」という言葉をキーワードとし、地域社会から国際社会における、共生のあり方を考え、実現可能性について探って見る。特に
、異質なものを異文化ととらえ、異文化の共存・共生のあり方を掘り下げる中で、この問題に迫っていきたい。

（到達目標）
【知識】共生社会の成立を理解するための基盤となる知識を総合的に身につけている。
【思考・判断・表現力】共生社会の成立に関する課題について論理的に思考し、自分の考えや判断を適切な方法で表現する力を身につけている
。
【コミュニケーション力】他者と協働して、共生社会に関する諸問題の解決に向けて取り組む姿勢を身につけている。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特になし。

随時指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回：オリエンテーション、授業の概要・評価基準
第2回：「共存」「共生」の意味、共生社会の阻害要因【共存】【共生】【オリエンタリズム】
第3回：異文化共存の方法【一元論的理解VS.多元論的理解】
第4回：異文化共存の阻害要因①【オリエンタリズム関連DVD視聴】
第5回：異文化共存の阻害要因②【オリエンタリズムとは】
第6回：オリエンタリズムの克服方法【文化相対主義】
第7回：障がい者との共生、「障害」の捉えかた【文化モデル】
第8回：自閉症とは【自閉症】
第9回：自閉症関連DVDの視聴（医療モデル的作品）【医療モデル】
第10回：医療モデル的作品の評価【医療モデル的作品の特徴】
第11回：自閉症関連DVDの視聴（文化モデル的作品）【文化モデル】
第12回：文化モデル的作品の評価【文化モデル的作品の特徴】
第13回：両作品の比較【3つのモデルとの関連で】
第14回：共生社会から共活社会へ【共生社会】【共活社会】
第15回：まとめ、質問。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

学期末レポート(100％)
成績評価の方法　/Assessment Method

適宜指示するが、事前学習としては各回のキーワードに関し、インターネット・サイトなどで調べておく。事後学習に関しては、事前に調べた
内容と授業の内容の相違をまとめる。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

本講義受講に当たっては、「国際学入門」や「障がい学」を既に受講していることが望ましい。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

SDGs「3．健康と福祉」「16．平和と公正」「17．パートナーシップ」
キーワード　/Keywords
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戦争と平和 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

/Instructor
戸蒔　仁司 / TOMAKI, Hitoshi / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

人類の歴史にとり、戦争とは何なのかを深く考えるのがテーマです。戦争形態の変化を歴史の進行に沿って考察していきます。

コロナ対応で、完全に動画配信となります。退屈にならないよう、動画作成に当たって、しっかりと編集カットを行い、BGM、テロップ付きの
youTube仕様で配信するつもりです。（シュールです。）

到達目標
【知識】人間と戦争との関係性を理解するための基盤となる 知識を総合的に身につけている。
【思考・判断】人間と戦争との関係性について論理的に思考し、自 分の考えや判断を適切な方法で表現する力を身に つけている。
【自律的行動力】戦争に関する課題を自ら発見し、解決のための学び を継続する意欲を有している。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし。レジュメを用意します。

なし。適宜指示。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回45～60分程度（予定）の動画を視聴してもらいます。以下、昨年度に配信した動画タイトルのリストです。今年度は、多少整理したり、より
パワーアップした新作も作りたいです。

１　ガイダンス　／　戦争から何を学ぶのか
２　ホモサピエンスと戦争の起源その１（サルからヒトへ）
３　ホモサピエンスと戦争の起源その２（ネアンデルタール人、文明化、戦いの始まり）
４　「戦争」の始まり（国家の誕生と絶対主義）
５　フランス革命と近代戦
６　ナショナリズムの時代と戦争
７　厭戦感情と世界大戦
８　総力化した戦争
９　総力化した戦争その２（塹壕戦の恐怖）
10　イデオロギー、プロパガンダ、戦争
11　アメリカ的戦争観の影響
12　全面化した戦争
13　企画動画
14　原爆開発と投下
15　核兵器と抑止

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

１～３回に一度、小テストを実施し、その合計点から成績評価を行う。
小テスト（8回）100％、ただし、小テスト実施回数は若干前後する可能性がある。

成績評価の方法　/Assessment Method

掲示板を用意するので質問はそちらに書き込んでください。またyouTube配信なので、コメント欄に書き込むこともできます。

頻繁に小テストがあるので、動画を何度も見てもらえると事後学習になりますし、勝手に授業とは関係なく「関連動画」が表示されますので、
それも参考にしてください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

通信環境を整えてください。
履修上の注意　/Remarks

なるべく退屈しないように、動画内容を工夫したいと思います。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

1709 /



生活世界の哲学 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

/Instructor
高木　駿 / Shun TAKAGI / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

　社会哲学とは、平たく言えば、「社会って何なの？」に答える学問です。哲学の一つのヴァリエーションです。西洋の哲学は、2500年以上も
前に始まったと言われます。そのあいだに、社会の形もさまざまに変化してきました。今日の社会は、大戦以前の社会とは違いますよね。社会
の変化に応じて、哲学が提示する答え（理論）も変化してきました。それでは、これまでにはどんな社会があり、哲学はそれをどのように説明
してきたのでしょうか？この問いを考えていくのが本講義です。
　今年度は、まずは、社会の構成要素である「人間」と「共同体」を、西洋哲学の歴史を辿りつつ考えます。これは基礎編ですね。次に、現代
に目を移し、現代に特有の社会的な事象とそれに答える哲学的理論（ジェンダー論、フェミニズム論、優生思想、正義論など）を見ていき、私
たちが直面する社会のあり方とそこに潜む問題を考察します。こっちは、応用編です。最後に、COVID(コビット)-19との関係の中で私たちの社
会は今後どうあるべきか、どこへむかうのか、どうなったらいいのか、一緒に考えていきたいとも思います。

【到達目標】
《思考・判断・表現力》哲学的課題について論理的に思考し、自分の考えや 判断を適切な方法で表現する力を身につけている。

＊この講義は、哲学や倫理学、社会学とも密接な関係にあるので、関連講義を合わせて履修すると理解が深まります。ちなみに、僕が担当する
講義には、「倫理思想史」があります。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特定の教科書はありません。テキストを使用する場合は、授業内で配布します。

・○プラトン『国家』(上下), 岩波文庫
・重田園江『社会契約論 ホッブズ、ヒューム、ルソー、ロールズ』, ちくま新書
・S. サリー『ジュディス・バトラー』, 青土社
・米本昌平等『優生学と人間社会』, 講談社現代新書
・○植村邦彦『市民社会とは何か 基本概念の系譜』, 平凡社新書
・神島裕子『正義とは何か』, 中公新書

などなど。
＊授業中にもご紹介します。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　イントロダクション：哲学って何？社会って何？
第2回　【古代】人間って何？①：善き生と徳（プラトン、アリストテレス）
第3回　【古代】共同体って何？①：支配と民主制（プラトン、アリストテレス）
第4回　【中世】人間って何？②：神と被造物（アウグスティヌス）
第5回　【中世】共同体って何？②：愛の共同体（アウグスティヌス）
第6回　【近代】共同体って何？③：社会契約と国家（ホッブス、ロック、ルソー、カント）
第7回　【近代】人間って何？③：自由と権利（カント）
第8回　【近現代】人間って何？④：産業の奴隷（マルクス）
第9回　【近現代】共同体って何？④：社会主義と資本主義（ハイエク）
第10回　【現代】公共性って何？：プライベートとパブリック（ハーバーマス ）
第11回　【現代】正義って何？：平等と格差（ロールズ）
第12回　【現代】フェミニズムって何？：男女の平等と差異
第13回　【現代】ジェンダーって何？：ジェンダーとセックス（バトラー）
第14回　【現代】優生思想って何？：命の法的管理
第15回　【現代】COVID-19と共にどう生きたらいいのか？

＊（）の中は、その回に扱う主な思想家ですが、それ以外の思想家も扱います。書いてないところは、その理論全体をおさえることを目標にし
ています。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

・毎回の小テスト 45%
（オンデマンドの場合は、グーグルフォームを使用します。）
・期末テスト 55%

＊授業を5回欠席した場合は、テストを受けても成績評価の対象とはなりません。

成績評価の方法　/Assessment Method

17010 /



生活世界の哲学 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

・各回の最後に、その次の回に関連するキーワードをお伝えしますので、それについて辞典・事典やネットで調べてきましょう。僕のところに
質問に来てもいいです。このキーワードに関連する問題が、小テストでは出題されます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

・初回は、いわゆるイントロダクション（導入）ですが、講義全体の進め方や成績の付け方についても説明するので、必ず出席してください。
履修上の注意　/Remarks

　大人数の講義になり、おそらくオンデマンド講義になると思われますが、なるべく双方向の講義になるようにしたいですね。哲学は、対話の
学問で、一人ではできません、わかりません。一緒に勉強していきましょう。僕は、教員ですが、みなさんのリアクションや質問で学ぶことが
たくさんあります（今までそうでしたので）。「教え-教えられる」関係ではなくて、「互いに教え合う」関係になりましょう。みなさんの積極
的な参加を楽しみにしています！

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

哲学、倫理学、社会学、社会哲学
キーワード　/Keywords

17010 /



メンタル・ヘルスⅠ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

スキル科目
ライフ・スキル

/Instructor
寺田　千栄子 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

本講義はメンタルヘルスについて精神保健学、社会福祉学、心理学の観点から考察し、人間が健康なこころで生活していくための対処方法につ
いて学んでいきます。そのために、まず、ライフサイクルを通して、メンタルヘルスに関する基礎知識や精神や行動の異変を理解するためのポ
イントを学習します。次に、セルフケアの重要性を理解し、自身がメンタルヘルスの問題と向き合うために必要な姿勢を獲得することを目的と
します。

(到達目標）
【自律的行動力】自分自身の心の健康に関する課題を自ら発見し、解決のための学びを継続する意欲を有している。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし。適宜資料を配布します。

必要に応じ紹介します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　メンタルヘルスを学ぶ目的
第2回　メンタルヘルスに関する基礎知識（１）【日本における現状と課題】
第3回　メンタルヘルスに関する基礎知識（２）【問題の種類、よくある誤解】　
第4回　ライフサイクルとメンタルヘルス（１）【子ども】
第5回　ライフサイクルとメンタルヘルス（１）【大人】
第6回　精神と行動の異変（１）【精神症状】
第7回　精神と行動の異変（２）【精神疾患】
第8回　大学生とメンタルヘルス（１）【ボディメイクと摂食障害】
第9回　大学生とメンタルヘルス（２）【アディクション】
第10回　自己分析
第11回　セルフケア①【ストレスの仕組み】
第12回　セルフケア②【ストレスマネジメント】
第13回　セルフケア③【相談の有用性】
第14回　セルフケア④【ソーシャルサポート】
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

定期試験　50%        日常の授業への取り組み　50%
成績評価の方法　/Assessment Method

授業開始までに、あらかじめメンタルヘルスに関する自身の身の回りの出来事を見つけてください。授業終了後は、授業のリアクションを
Moode 上で入力することを求めます。また、授業で身につけた知識を活用し、自身の健康管理に努めてください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

本授業は、基本的には講義形式で進行しますが、内容に応じて演習形式の体験学習を行います。実際に他者とのコミュニケーションを行う作業
を含みますので、履修生はこの点を理解し受講してください。

履修上の注意　/Remarks

私たちが抱える悩みの多くには、メンタルヘルスに関する問題が関与しています。メンタルヘルスに関する問題に対して、「自分には関係ない
。」、「気持ちの問題だ。」と考える人も少なくありません。しかし、誰しも精神や行動の異変は起こりうる問題です。こころも体も健康に生
活していくための方法を、一緒に考えていきましょう。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

17011 /



メンタル・ヘルスⅠ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

スキル科目
ライフ・スキル

メンタルヘルス・セルフケア・ストレス・精神保健福祉学
キーワード　/Keywords

17011 /



フィジカル・ヘルスⅠ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

スキル科目
ライフ・スキル

/Instructor
髙西  敏正 / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義・演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

　健康の保持増進には、運動・栄養・休養の3つの柱が重要であると言われており、特に、運動は、体力の向上のみならず、リーダーシップやコ
ミュニケーション作りの手段としても有用である。また、今後いかに運動習慣を継続して健康の保持増進を図ることは社会人になっても必要な
ことである。
　この授業では、自分の健康管理や望ましい生活習慣獲得のために生理的、心理的な側面からスポーツを科学し、健康・スポーツの重要性や楽
しさを多方面から捉え、理解し、将来に役立つ健康の保持増進スキルの獲得を主眼としている。

（到達目標）
【コミュニケーション力】他者と協働して、効果的に活動できるコミュニケーション力を有している。
【自立的行動力】自分自身の健康管理に関する課題を自ら発見し、解決のための学びを継続する意欲を有している。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業時プリント配布

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　オリエンテーション
　２回　健康と体力（体力とトレーニング）
　３回　体力測定（筋力、敏捷性、瞬発力、持久力など） ＜実習＞
　４回　準備運動と整理運動
　５回　ストレッチング実習 ＜実習＞
　６回　自分にとって必要な体力とは？
　７回　運動処方
　８回　運動強度測定（心拍数測定） ＜実習＞
　９回　自分にとって最適な運動強度とは？
１０回　自分に適した運動の種類や方法とは？
１１回　正しいウォーキングとは？ ＜実習＞
１２回　道具を使用したトレーニング（バランスボールなど） ＜実習＞
１３回　スポーツビジョントレーニング（バレーボールを利用して） ＜実習＞
１４回　運動・スポーツの動機付け
１５回　北九州市立大学散策マップ作成（100kcal運動） ＜実習＞

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の授業への取り組み …　７０％　　レポート …　３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業で得た知識や実践を各自活用し、授業内容を反復すること
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業内容（講義･実習）によって教室・体育館（多目的ホール）と場所が異なるので、間違いがないようにすること。（体育館入り口の黒板にも
記載するので確認すること）
実習の場合は、運動のできる服装ならびに体育館シューズを準備すること。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

スポーツを科学する、健康と体力、コミュニケーション
キーワード　/Keywords

17012 /



フィジカル・ヘルスⅠ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

スキル科目
ライフ・スキル

/Instructor
柴原　健太郎 / KENTARO SHIBAHARA / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義・演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

健康の保持増進には、運動・栄養・休養の３つの柱が重要であると言われており、特に運動は，体力の向上のみならず、リーダーシップやコミ
ュニケーション作りの手段としても有用である。また、今後いかに運動習慣を継続して健康の保持増進を図ることは、社会人になっても必要な
ことである。
この授業では、グループ内で協力しながら、目的にあった運動を考える能力を講義と実習を通して身につけることを目的とする。他人と競争す
ることなく楽しく身体を動かすことができる運動を中心に行う。さらに既存のルールにとらわれず、運動が苦手な学生でも楽しめるルール作り
や新しい種目作りにも挑戦する。授業全体のキーワードは、笑顔とコミュニケーションである。

到達目標
【コミュニケーション力】他者と協働して、効果的に活動できるコミュニケーション力を有している。
【自立的行動力】自分自身の健康管理に関する課題を自ら発見し、解決のための学びを継続する意欲を有している。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
教科書については、特に必要ありません。

必要に応じて紹介
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　オリエンテーション
　２回　仲間作り、ゲーム【コミュニケーション】
　３回　ソフトバレーボール（実習）
　４回　ストレッチの理論（講義）
　５回　ストレッチの実際、ゲーム（実習）
　６回　生活習慣病の予防と対策（講義）
　７回　生活習慣病の予防と対策（実習）
　８回　フェアプレイ、スポーツマンシップとは（講義）
　９回　球技を楽しもう①（卓球、バドミントン、ショートテニス）（実習）
１０回　球技を楽しもう②（卓球、バドミントン、ショートテニス）（実習）
１１回　これからの運動①（心臓の予備力、体力の変化）（講義）
１２回　これからの運動②（体力の維持・向上、継続性）（講義）
１３回　スポーツ実施の心理的効果（講義）
１４回　スポーツ実施の心理的効果（実習）
１５回　まとめ、レポート提出

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への取り組み …７０％　レポート …３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

理論を受けて実習を行う形式なので、講義内容の復習を行い、次週の実践の場で各自反復しながら生かせるようにすること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業内容（講義・実習）によって教室・多目的ホール・体育館と毎回場所が変わるので、次回の予告を聞いて間違いがないようにする。体育館
入口の黒板にも記載するので、確認すること。実習の場合は、運動できる服装と体育館シューズを準備して下さい。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

17013 /



フィジカル・ヘルスⅠ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

スキル科目
ライフ・スキル

/Instructor
徳永  政夫 / TOKUNAGA  MASAO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義・演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

　到達目標
　コミュニケーション力；他者と協働して、効果的に活動できるコミュニケーション力を有している。
　自律的駆動力；自分自身の身体活動に関する課題を自ら発見し、解決のための学びを継続する意欲を有している。

　健康の保持増進には、運動・栄養・休養の3つの柱が重要であると言われており、特に、運動は、体力の向上のみならず、リーダーシップやコ
ミュニケーション作りの手段としても有用である。また、今後いかに運動習慣を継続して健康の保持増進を図ることは社会人になっても必要な
ことと考えます。
　スポーツで身体のケアを目指す事に重点をおき、まずは楽しく身体を動かすことで心身の健康保持増進を図り、ウォーミングアップの大切さ
やストレッチングの理論と実践といったものから、ルールを守るとはどういうことなのか、ゲーム中の真摯な態度とは何かなど考えてみたい。
　また、特別講師としておがわ整骨院院長の小川博久先生からテーピングを中心に授業を行います。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業中に指示します。

授業中に適宜紹介します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　ガイダンス
　２回　健康体力の理解
　３回　身体のケアについて　メンタル面
　４回　身体のケアについて　フィジカル面
　５回　ウォーミングアップとクーリングダウン
　６回　用具を使って身体を整える
　７回　セルフマッサージで身体を整える
　８回　テーピングによる簡単な予防
　９回　トレーニングによって身体を整える
１０回　ウエイトトレーニングの注意点
１１回　体脂肪を減らすトレーニング
１２回　柔軟性を高める運動　一人で行うもの
１３回　柔軟性を高める運動　二人で行うもの
１４回　腰痛と運動
１５回　運動・スポーツの動機付け

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の授業への取り組み…５０％　
　　　　　　　　まとめ…５０％

成績評価の方法　/Assessment Method

各回の授業の理解に有益な情報収集を行うこと
授業後は文献等で再度復習しましょう。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業で得た知識や実践を各自活用し、授業内容を反復すること
気持ちよい授業を進めるために私も含めた参加者全員で大きな声で挨拶をする。このことを徹底したいと思う。
授業内容（講義･実習）によって教室・体育館・多目的ホールと場所が異なるので、間違いがないようすること。（体育館入り口の黒板にも記載
するので確認すること）
実習の場合は、運動のできる服装ならびに体育館シューズを準備すること。

履修上の注意　/Remarks

身体活動をとおして理論と実践を学びます。
積極的な参加を期待しています。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

17014 /



フィジカル・ヘルスⅠ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

スキル科目
ライフ・スキル

健康・安全・衛生
キーワード　/Keywords

17014 /



フィジカル・ヘルスⅠ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

スキル科目
ライフ・スキル

/Instructor
髙西  敏正 / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義・演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

　健康の保持増進には、運動・栄養・休養の3つの柱が重要であると言われており、特に、運動は、体力の向上のみならず、リーダーシップやコ
ミュニケーション作りの手段としても有用である。また、今後いかに運動習慣を継続して健康の保持増進を図ることは社会人になっても必要な
ことである。
　この授業では、自分の健康管理や望ましい生活習慣獲得のために生理的、心理的な側面からスポーツを科学し、健康・スポーツの重要性や楽
しさを多方面から捉え、理解し、将来に役立つ健康の保持増進スキルの獲得を主眼としている。

（到達目標）
【コミュニケーション力】他者と協働して、効果的に活動できるコミュニケーション力を有している。
【自立的行動力】自分自身の健康管理に関する課題を自ら発見し、解決のための学びを継続する意欲を有している。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業時プリント配布

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　オリエンテーション
　２回　健康と体力（体力とトレーニング）
　３回　体力測定（筋力、敏捷性、瞬発力、持久力など） ＜実習＞
　４回　準備運動と整理運動
　５回　ストレッチング実習 ＜実習＞
　６回　自分にとって必要な体力とは？
　７回　運動処方
　８回　運動強度測定（心拍数測定） ＜実習＞
　９回　自分にとって最適な運動強度とは？
１０回　自分に適した運動の種類や方法とは？
１１回　正しいウォーキングとは？ ＜実習＞
１２回　道具を使用したトレーニング（バランスボールなど） ＜実習＞
１３回　スポーツビジョントレーニング（バレーボールを利用して） ＜実習＞
１４回　運動・スポーツの動機付け
１５回　北九州市立大学散策マップ作成（100kcal運動） ＜実習＞

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の授業への取り組み …　７０％　　レポート …　３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業で得た知識や実践を各自活用し、授業内容を反復すること
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業内容（講義･実習）によって教室・体育館（多目的ホール）と場所が異なるので、間違いがないようにすること。（体育館入り口の黒板にも
記載するので確認すること）
実習の場合は、運動のできる服装ならびに体育館シューズを準備すること。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

スポーツを科学する、健康と体力、コミュニケーション
キーワード　/Keywords

17015 /



フィジカル・ヘルスⅠ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

スキル科目
ライフ・スキル

/Instructor
柴原　健太郎 / KENTARO SHIBAHARA / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義・演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

健康の保持増進には、運動・栄養・休養の３つの柱が重要であると言われており、特に運動は，体力の向上のみならず、リーダーシップやコミ
ュニケーション作りの手段としても有用である。また、今後いかに運動習慣を継続して健康の保持増進を図ることは、社会人になっても必要な
ことである。
この授業では、グループ内で協力しながら、目的にあった運動を考える能力を講義と実習を通して身につけることを目的とする。他人と競争す
ることなく楽しく身体を動かすことができる運動を中心に行う。さらに既存のルールにとらわれず、運動が苦手な学生でも楽しめるルール作り
や新しい種目作りにも挑戦する。授業全体のキーワードは、笑顔とコミュニケーションである。

到達目標
【コミュニケーション力】他者と協働して、効果的に活動できるコミュニケーション力を有している。
【自立的行動力】自分自身の健康管理に関する課題を自ら発見し、解決のための学びを継続する意欲を有している。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
教科書については、特に必要ありません。

必要に応じて紹介
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　オリエンテーション
　２回　仲間作り、ゲーム【コミュニケーション】
　３回　ソフトバレーボール（実習）
　４回　ストレッチの理論（講義）
　５回　ストレッチの実際、ゲーム（実習）
　６回　生活習慣病の予防と対策（講義）
　７回　生活習慣病の予防と対策（実習）
　８回　フェアプレイ、スポーツマンシップとは（講義）
　９回　球技を楽しもう①（卓球、バドミントン、ショートテニス）（実習）
１０回　球技を楽しもう②（卓球、バドミントン、ショートテニス）（実習）
１１回　これからの運動①（心臓の予備力、体力の変化）（講義）
１２回　これからの運動②（体力の維持・向上、継続性）（講義）
１３回　スポーツ実施の心理的効果（講義）
１４回　スポーツ実施の心理的効果（実習）
１５回　まとめ、レポート提出

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への取り組み …７０％　レポート …３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

理論を受けて実習を行う形式なので、講義内容の復習を行い、次週の実践の場で各自反復しながら生かせるようにすること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業内容（講義・実習）によって教室・多目的ホール・体育館と毎回場所が変わるので、次回の予告を聞いて間違いがないようにする。体育館
入口の黒板にも記載するので、確認すること。実習の場合は、運動できる服装と体育館シューズを準備して下さい。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

17016 /



自己管理論 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

スキル科目
ライフ・スキル

/Instructor
日高　京子 / Hidaka Kyoko / 基盤教育センター, 廣渡  栄寿 / 基盤教育センター
村江　史年 / Fumitoshi MURAE / 基盤教育センターひびきの分室, 山本　浩二 / YAMAMOTO  KOJI / 基盤教育
センター

担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

本授業の目的は、生活に必要な考え方と自己管理に関する正しい知識を身に付けることである。様々な情報が氾濫し、次々と新たな問題が発生
する現代社会においては、自分自身の意思で物事を決定しつつ、健康的で自律した生活を送ることは容易ではない。このため、様々な角度から
の正しい知識を得て、自分だけでなく周囲の人たちも含めて安全で安心に暮らすための意識を高めることが大切である。本授業では、様々な分
野の専門家に講義を展開してもらい、以下の習得をめざす。

到達目標
【自律的行動力】自分自身の生活に関する課題を自ら発見し、解決のための学びを継続する力を身につけている。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

必要に応じて、随時、授業中に紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　オリエンテーション　（基盤教育セ・日高）
　２回　社会人のマナー　（キャリアセンター・木村）
　３回　身体の健康（保健室看護師）
　４回　心の健康（相談室・臨床心理士）
　５回　スポーツと健康（基盤教育セ・日高）
　６回　市民生活の基本（行政委員会・市民文化スポーツ局・総務課）
　７回　災害への備え（基盤教育セ・村江）
　８回　犯罪防止（小倉南警察署生活安全課）
　９回　自転車の交通安全（小倉南警察署交通課）
１０回　消防と救急（消防局予防課・救急課）
１１回　消費者トラブル（消費生活センター）
１２回　大学生とお金（福岡県金融広報委員会）
１３回　ハラスメント防止（総務局男女共同参画推進課）
１４回　課題研究
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業中ごとのMoodle課題（確認テスト、ミニレポート等）100％
成績評価の方法　/Assessment Method

・授業開始前までに予め授業テーマについて学習しておくこと。
・終了後には、授業中に学んだことを振り返り、ミニレポートを締め切りに間に合うように提出すること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

・遠隔授業（オンデマンド動画配信）の予定。
・詳細については第1回目にMoodle上で説明するので必ず閲覧すること。

履修上の注意　/Remarks

様々な分野の専門家に、それぞれのテーマについて講義を展開してもらう。
毎回の授業は一見すると関係性のないテーマのように見えるが、全体を通じて首尾一貫した狙いがある。毎回の授業に積極的に参加し、授業が
目指す考え方を習得して欲しい。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

リスクマネジメント、セルフマネジメント、倫理観、公共性

実務経験のある教員による授業

キーワード　/Keywords

17017 /



キャリア・デザイン 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

スキル科目
キャリア・スキル

/Instructor
眞鍋　和博 / MANABE　KAZUHIRO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

大学生活を実りあるものにするための授業です。その為に、現在の社会、経済、環境を理解し、未来に向けてどのように変化していくのかを考
えていきます。そして、自らのキャリアを主体的に考え、自ら切り拓いていってもらうために必要な知識・態度・スキルを身につけます。特に
以下の2点をねらいとしています。
①社会、経済、環境の現状と未来について学ぶ
②将来のキャリアに向けた学生生活の過ごし方のヒントに気づく
授業はオンデマンド方式で実施します。「働く」ということを第一線で体験、分析されている外部講師からお話しを頂きながら、各自感じたこ
とや学んだことをレポート形式でアウトプットしてもらいます。

(到達目標）
【コミュニケーション力】社会と調和し、組織や社会の活動を促進する力を身 につけている。
【自律的行動力】自分自身のキャリアに関する課題を自ら発見し、解 決のための学びを継続する力を身につけている。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
テキストはありません。オンデマンド形式で動画を配信して授業を進めます。また、適宜資料を配布します。

特に指定しませんが、仕事、社会、人生、キャリア等に関係する書籍を各自参考にしてください。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

①全体ガイダンス
②学びのアップデート
③日本の「キャリアデザイン」
④日本が迎える大きな変化
⑤情報革命
⑥日本の働き方と組織の課題～ジェンダー～
⑦中間振り返り
⑧お金と情報
⑨ビジネスと就活
⑩もう一つのキャリアデザイン
⑪「働き方」の最新事情
⑫日本の潮流、世界の潮流
⑬誰もが持つリーダーシップを知る
⑭キャリアデザイン全体を総括する
⑮全体振り返り

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

日常の授業への取り組み…60％
授業内のレポート…20％
まとめのレポート…20％

成績評価の方法　/Assessment Method

初回の講義時に詳細のスケジュールを提示しますので、事前に各テーマについて調べてください。また、各回の授業後には、事前に調べたこと
との相違を確認してください。更に、すべての回が終了した際に全体を振り返って、自分自身のキャリア形成に向けて何をすべきかについて考
えを深めてください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業への積極的かつ主体的な参加、また自主的な授業前の予習と授業後の振り返りなど、将来に対して真剣に向き合う姿勢が求められます。
外部講師と連携しての授業を予定しています。詳細は第1回の講義で説明しますので、必ず参加してください。

履修上の注意　/Remarks

この授業は学生の皆さん自身のキャリアにかかわるものになりますので、特段正解があるわけではありません。授業の内容を自分なりに咀嚼し
ながら、授業の内容に加えて読書やWEBサイトを確認するなど、自主的な学習を進めてください。
＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿
人材採用・マネジメントの経験を持つ教員が、卒業後に企業等で働く上で必要となる能力や経験等について解説する。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

17018 /



キャリア・デザイン 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

スキル科目
キャリア・スキル

キャリア、進路、公務員、教員、資格、コンピテンシー、自己分析、インターンシップ、職種、企業、業界、社会人、ＳＰＩ、派遣社員、契約
社員、正社員、フリーター、給料、就職活動、実務経験のある教員による授業

★関連するSDGsゴール
「4. 質の高い教育を」「8. 働きがい・経済成長」「9. 産業・技術革命」「12. 作る・使う責任」

キーワード　/Keywords
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キャリア・デザイン 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

スキル科目
キャリア・スキル

/Instructor
石川　敬之 / 地域共生教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

月曜２限の「キャリア・デザイン」では、皆さんの来るべき将来に向けて、いま何を考え、何をすべきかということを考える授業を行います。
皆さんの将来は未来に独立して存在しているわけではなく、現在の延長線上にあります。その意味で、大学生としての時間をいかに過ごすのか
は皆さんの「キャリア」に直接つながってきます。この授業では、大学生として充実した時間を過ごすためのヒントや刺激を受けられるような
コンテンツをたくさん提供したいと思います。特に、本授業では、ゲストスピーカーによる講演会を数回開催します。各分野で活躍されている
人生の先輩方のお話を聞くことで多くを学ぶことができると思います。また、様々な資料（映像・新聞記事・映画・webなど）を用い、それらを
題材とすることで皆さんの進むべき道ややるべきことなども考えてもらいます。キャリア（人生デザイン）は他人から教えられるものではなく
、自分で考えて切り拓いていくものだと思います。授業を通じてそのためのきっかけが提供できればと思います。

（到達目標）
【コミュニケーション力】社会と調和し、組織や社会の活動を促進する力を身につけている。

【自律的行動力】自分自身のキャリアに関する課題を自ら発見し、解決のための学びを継続する力を身につけている。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
教科書は使用しません。適宜資料を配布します。

授業内で適宜お伝えします。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　ガイダンス　キャリアデザインとは
第2回　キャリアデザインと大学生活
第3回　日本の大学生の姿を通じて
第4回　大学生活の落とし穴とその回避のために
第5回　来たるべき未来と皆さんのキャリアデザイン
第6回　自分を知る
第7回　キャリアは「デザイン」できるのか？
第8回　留学とキャリアデザイン
第9回　これからの働き方
第10回　就職とキャリアデザイン
第11回　自分の新たな扉を開く
第12回　「幸せ」な人生とは？
第13回　作品に学ぶキャリアデザイン
第14回　先輩からのメッセージ
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

各回の授業で課すレポートにより評価（１００％）
成績評価の方法　/Assessment Method

各回の授業終了時に次回の授業内容を伝えますので、前もって関連する知識を学習しておいてください。
また、本授業は「答え」のない授業ですので、各回の授業が終わった後には、自分なりの「答え」を探してもらいたいと思います。関連する映
像資料や書籍・新聞記事などを紹介しますので、次回の講義までに各自確認し、自習をして授業に臨んでください（自習時間の目安は６０分程
度）。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

たくさんの問いかけをしますので、自分の頭でしっかりと考える姿勢をもって授業に望んでください。
履修上の注意　/Remarks

１年生だけでなく、２年生以上の学生の受講も歓迎します。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

自分で考え、つくるキャリアデザイン
キーワード　/Keywords

17019 /



キャリア・デザイン 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

スキル科目
キャリア・スキル

/Instructor
見舘　好隆 / Yoshitaka　MITATE / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

＜目的＞
本授業の目的は、後述する「経験学習モデル」を体得し、社会が必要としている力を身に付けることです。近年、少子高齢化やグローバル化、
IT化、環境やエネルギー、そして地方創生など、今までのビジネスモデルからの脱却およびイノベーションが求められる中、社会が求める人材
も大きく変わりつつあります。日本経済団体連合会（2018年11月）の調査によると、「コミュニケーション能力」が16年連続で第１位、「主体
性」が10年連続で第２位となり、「チャレンジ精神」が3年連続第3位となりました。コミュニケーション能力は当然として、主体性・チャレン
ジ精神といった、多様な人々とチームとなり、その中でも自ら新しい課題に挑戦する力が求められる時代となりました。よってこれらの資質を
卒業までに身に付ける必要があります。さらに、2018年9月3日、経団連が従来の「就活」「新卒採用」のルールを廃止すると宣言しました。慌
てた政府が引き続きルールを提示していますが、それに拘束力はなく、完全に自由化になりました。

では、多様な人々とチームとなり、その中でも自ら新しい課題に挑戦する力を身に付けるにはどうすればいいのか。それは「経験学習モデル」
をくるくる回し続けることの楽しさを理解し、実践することに尽きます。機会があれば「すぐ試す」→「振り返る」→「体験の言語化」→「仮説
を立てる」→「すぐ試す」・・・。具体的には大学生の本分である学びの深堀、つまり、自分が興味を持つことにとことん時間とコストを注ぎ込
んで、学びまくればいい。そしてその学びは書籍や論文を読むだけでなく、仮説を立てて、すぐ試して、振り返って、体験の言語化を行い、そ
こで得た教訓をもとにまた仮説を立てて、すぐ試すといったモデルをくるくる回し続けることができれば、いつでも自らのキャリアを創り出す
ことができるのです。近年、大企業や地方公共団体に入社・入職することがベストではなくなりました。社会人になってからも、キャリアチェ
ンジは日常的に起こり得るのです。だからこそ、「経験学習モデル」を主体的に回す力が必要なのです。

＜進め方＞
まずグループワーク・ペアワークを実践して「コミュニケーション能力」を獲得します。同時に、たくさんの先輩や社会人のゲスト（ロールモ
デル）との対話や、その他様々な課題を通して「幅広い視野・柔軟性」や「失敗を恐れない志向性」を理解し、毎回の小レポートなどで「経験
を振り返る力」を身に付けます。そして、他の授業や課外活動、そして日常生活において授業での学びを実践し、これらの4つの力を高めつつ、
夏休みには身の丈を超えた経験に挑戦し、「答えのない課題を解決する力」を身に付けていただきたいと思います。授業の途中で、様々なイベ
ント（ボランティア活動やプロジェクト活動、海外インターンシップなど）の情報を提供しますので、楽しみにしていてください。

＜目標＞
経験学習モデル「すぐ試す→振り返る→体験の言語化→仮説を立てる」を理解し、実践できるようになること。そして、アイデンティティ（自分
らしさの探求）やコミュニケーション能力、課題解決力などを身に付け、社会が必要する創造力を発揮できる基礎を身につけること。
（到達目標）【コミュニケーション力】社会と調和し、組織や社会の活動を促進する力を身につけている。【自律的行動力】自分自身のキャリ
アに関する課題を自ら発見し、解決のための学びを継続する力を身につけている。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
見舘好隆、保科学世ほか『新しいキャリアデザイン』九州大学出版会（税込1,980円）

特に指定しませんが、仕事、社会、人生、キャリア等に関係する書籍を各自参考にしてください。
以下書籍はその参考例です。
〇キャロル S.ドゥエック『「やればできる!」の研究―能力を開花させるマインドセットの力』草思社
〇金井寿宏『働くひとのためのキャリア・デザイン』PHP研究所
〇大久保幸夫『キャリアデザイン入門１基礎力編』日本経済新聞社
〇渡辺三枝子『新版キャリアの心理学』ナカニシヤ出版
〇モーガン・マッコール『ハイフライヤー　次世代リーダーの育成法』プレジデント社
〇エドガー H.シャイン『キャリア・アンカー　自分のほんとうの価値を発見しよう』白桃書房
〇平木典子『改訂版　アサーション・トレーニング ―さわやかな〈自己表現〉のために』金子書房
〇中原淳・長岡健『ダイアローグ 対話する組織』ダイヤモンド社
〇香取 一昭・大川 恒『ワールド・カフェをやろう！』日本経済新聞出版社
〇金井寿宏『リーダーシップ入門』日本経済新聞社
〇J.D.クランボルツ、A.S.レヴィン『その幸運は偶然ではないんです!』ダイヤモンド社
〇スプツニ子!『はみだす力』宝島社
〇アンジェラ・ダックワース『やり抜く力 GRIT（グリット）―人生のあらゆる成功を決める「究極の能力」を身につける』ダイヤモンド社
〇リンダ グラットン『ワーク・シフト―孤独と貧困から自由になる働き方の未来図』プレジデント社
〇リンダ グラットン、アンドリュー スコット『LIFE SHIFT（ライフ・シフト）』東洋経済新報社
〇見舘好隆『「いっしょに働きたくなる人」の育て方―マクドナルド、スターバックス、コールドストーンの人材研究 』プレジデント社
〇中原淳、見舘好隆ほか『人材開発研究大全』東京大学出版会

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

17020 /



キャリア・デザイン 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

スキル科目
キャリア・スキル

　１回　全体ガイダンス・社会で求められる力
　２回　振り返りの仕方
　３回　コミュニケーション技法①傾聴
　４回　コミュニケーション技法②アサーション
　５回　コミュニケーション技法③リーダーシップ
　６回　社会人インタビューレポート①
　７回　ロジカルシンキング
　８回　働くということ（社会人登壇）
　９回　Digital transformation
１０回　新しい仕事を創る（ジョブスタ）
１１回　企業団体研究のノウハウ
１２回　自分らしい就職活動（先輩登壇）
１３回　社会人インタビューレポート②
１４回　計画された偶発性
１５回　自らのキャリアをデザインする

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

毎回の授業への取り組み（予習・復習・学びの実践レポート）･･･78％
社会人インタビューレポート･･･12％
最終レポート･･･10％

成績評価の方法　/Assessment Method

＜通常授業＞Moodleに予習・復習・実践課題を掲示しますので、締め切りまでに行ってください。
＜インタビューレポート＞提示する課題をもとに、各自インタビューを実施し、指定するフォーマットで、期日までに提出してください。
＜最終レポート＞提示する課題をもとに、授業を振り返り、授業最終回に持参してください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

＜基本事項＞
※月曜日と火曜日の授業の内容は同じです。
※本授業は必修ではありませんが、将来のために大学生活をどう営むかを考える、1年生向けの授業です。よって、私もしくは眞鍋和博先生ほか
の「キャリアデザイン」のいずれかを履修することをお勧めします。
※曜日や時限を間違って履修しても出席にはなりませんので注意してください。

＜履修者調整について＞
※ソーシャルディスタンスを確保するために、受講人数の制限があります。もし、上限を超える時は1年生を優先とします。ただし、上限を超え
なければ2年生以上も受講できます。

履修上の注意　/Remarks

就職活動がほぼ自由化され、以前のように3年生の秋から一斉スタートではなくなりました。そのために、1年生からの日々の授業はもちろん、
アルバイトやクラブ活動など「毎日の過ごし方・課題への取り組み方」が皆さんの将来に大きく左右するようになりました。また、夏季や春季
の長期休暇などを活用したインターンシップや、長期の地域活動・ボランティアなど、大学生だからこそ取り組むことができる「ハートが震え
る機会」「先入観を吹っ飛ばす機会」が、将来やりたいことを見出すために重要な要素となります。よって、できるだけ早く「大学生活を豊か
にする過ごし方」と「自分探しの楽しみ方」を、授業や授業外課題を通して習得できるように設計しました。たくさんの学生の履修をお待ちし
ております。

※人事および販売促進、新規事業立ち上げなどの経験を持つ教員が、企業団体で働く上で必要とされる能力や、その能力の獲得の仕方について
、アクティブ・ラーニング形式で運営。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キャリア、キャリア発達、キャリア形成、大学生活、コミュニケーション、社会人マナー、倫理観、クリエイティブシンキング、ロジカルシン
キング、問題解決、課題解決
SDGs 8.働きがい・経済成長、SDGs 9.産業・技術革命、SDGs 11.まちづくり、SDGs 15.環境保全
実務経験のある教員による授業

キーワード　/Keywords
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プロフェッショナルの仕事 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

スキル科目
キャリア・スキル

/Instructor
見舘　好隆 / Yoshitaka　MITATE / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

＜目的＞現場の第一線で活躍している社会人に教壇に立って頂き、仕事のやりがいや辛さ、そして自らが成長した学生時代の物語を語って頂き
ます。その話を聴くことで、①ビジネスの現状　②仕事の現実　③将来のために大学時代に何をすべきかを学びます。授業の流れは以下です。

1.事業の概要（特にコロナ禍における現状、および今後の方向性について）
2.仕事の概要（ご自身の1年目、3年目、5年目の仕事内容と、仕事のやりがい）
3.大学時代にすべきこと・してほしいこと
4.学生へのメッセージ（学生が自分の将来を考えていく上でのアドバイス）

＜進め方＞講演者の企業団体および仕事を予習して、講演を傾聴します。そこで得た新しい知識や払拭できた先入観、将来へのヒントを元に、
「将来のために今すべきこと」をレポートにまとめます。

＜目標＞様々な企業や団体の第一線で働いている社会人の話を聴くことで、自らの将来の姿を描くことです。そして、大学時代においてどんな
大学生活を過ごせば良いかを理解します。（到達目標）【自律的行動力】自分自身の成長に関する課題を自ら発見し、解決のための学びを継続
する意欲を有している。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
テキストはありません。パワーポイントに沿って授業を進めます。

事前に提示する課題をもとに、各自登壇企業団体のホームページをみて予習してください。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　　　全体ガイダンス
第2～15回　各企業・団体の第一線で働く社会人の講演

※以下は過去の実績です（敬称略・順不同）。
＜2020年度＞TOTOインフォム、タカギ、日本航空（JAL）、福岡出入国在留管理局、LINE Fukuoka、日本放送協会（NHK）、春日井製菓、杉
養蜂園、JR博多シティ、アクセンチュア、田村ビルズ、アイ・ケイ・ケイ、i-plug
＜2019年度＞サイバーエージェント、RKB毎日放送、テイクアンドギヴ・ニーズ（T&G）、サニーサイドアップ、チームラボキッズ
（teamLab）、労働基準監督官（厚生労働省）、カモ井加工紙（mt）、大創産業（ダイソー）、西日本旅客鉄道（JR西日本）、スノーピーク、
全日本空輪（ANA）、本田技研工業（HONDA）、ヤッホーブルーイング、サマンサタバサジャパンリミテッド
＜2018年度＞ファミリア、日本航空（JAL）、メルカリ、ペンシル、ソニー、ヤフー、アサヒ飲料、三菱電機、星野リゾート・マネジメント、
日立製作所、北九州市役所、マツダ、JTB、宇宙航空研究開発機構（JAXA）
＜2017年度＞サニーサイドアップ、ジンズ（JINS）、JR九州エージェンシー、全日本空輸（ANA）、日本放送協会（NHK）、キャメル珈琲（カ
ルディ・コーヒーファーム）、ヒルトン福岡シーホーク、モスフードサービス（モスバーガー）、日本たばこ産業（JT）、ZOZO、京セラ、北
九州市役所、西日本新聞社、近畿日本ツーリスト九州
＜2016年度＞電通九州、studio-L、フジドリームエアラインズ、アイリスオーヤマ、福岡県庁、力の源ホールディングス（一風堂）、ジャパネッ
トホールディングス、ワークスアプリケーションズ、福岡地方検察庁、エイチ・アイ・エス、西日本シティ銀行、星野リゾート・マネジメント
、ウェザーニューズ、旭酒造（獺祭）
＜2015年度＞ムーンスター、日本放送協会（NHK）、ホテルオークラ福岡、宇宙航空研究開発機構（JAXA）、九州旅客鉄道（JR九州）、旭化
成ホームズ、福岡銀行、タカギ、ソニーリージョナルセールス、阪急交通社、博報堂プロダクツ、日本航空（JAL）、ニトリ、北九州市

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

毎回の授業で課される予習と復習…91％
最終レポート…9％

成績評価の方法　/Assessment Method

授業開始前にMoodleにて、期日までに登壇企業団体の事前学習（予習）を提出すること。また、Moodleを確認し、授業で用いるレジュメやワー
クシートがあれば印刷して精読し持参すること。授業終了後にMoodleにて、期日までに授業の振り返り（復習）を提出すること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

17021 /



プロフェッショナルの仕事 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

スキル科目
キャリア・スキル

本学の学生は、首都圏の大学生よりも立地的に、企業・団体で働いている社会人と出会う機会が少なくなっています。そんな中、自分の将来へ
の視野を広げたい、将来のために自分を成長させるヒントを得たいと考えている学生のために設計しました。講演者の皆様は大学生活ではなか
なか出会うことができない方ばかりです。また、本学の学生を是非採用したいと考える企業団体です。講演者の皆様が本学の学生のために語っ
てくれた言葉を聞き逃さず、何かを学ぼうという意思を持ってご参加ください。

※人事経験を持ち、全国の企業団体に人脈を持つ教員が、14団体の人事担当者を招致し、その企業紹介や求める力、そして大学時代の過ごし方
についてお話しいただくようにコーディネートする。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

働くこと、成長、キャリア、キャリア発達、大学生活、将来の見通し、キャリアデザイン、キャリアプランニング、企業研究
SDGs 8.働きがい・経済成長、SDGs 9.産業・技術革命
実務経験のある教員による授業

キーワード　/Keywords

17021 /



法律の読み方 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

スキル科目
ラーニング・スキル

/Instructor
中村　英樹 / 法律学科, 重松  博之 / SHIGEMATSU Hiroyuki / 法律学科
大杉　一之 / OHSUGI, Kazuyuki / 法律学科, 清水　裕一郎 / Yuichiro Shimizu / 法律学科
津田　小百合 / Sayuri TSUDA / 法律学科, 近藤　卓也 / KONDO TAKUYA / 法律学科
今泉  恵子 / 法律学科, 堀澤　明生 / Akio Horisawa / 法律学科
水野　陽一 / 法律学科, 福本　忍 / FUKUMOTO SHINOBU / 法律学科
岡本　舞子 / OKAMOTO MAIKO / 法律学科, 土井　和重 / Kazushige Doi / 法律学科
林田　幸広 / 法律学科, 矢澤　久純 / 法律学科

担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

この授業では、法律学科の教員たちが、社会のさまざまな問題を法というフィルターを通して眺めるとどのように捉えられるのかについて講義
する。この講義を通じて、法というツールを用いて問題を読み解く技能を獲得することが本授業の目的であり、あわせて、発見したさまざまな
課題への対処を考える思考・判断力、そしてそれらを活かして公共的な問題を解決していく自律的行動力を身につけることを目指す。

（到達目標）
【技能】法律の世界を正しく理解するために必要な技能を身につけている
【思考・判断・表現力】法的課題について論理的に思考し、自分の考えや判断を適切な方法で表現する力を身につけている
【自律的行動力】社会における法的課題を自ら発見し、解決のための学びを継続する意欲を有している

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特になし。
各回、必要な資料があれば配布する。

各種の法学入門書など。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　ガイダンス
第2回　法によって人を規制するということ－感染症をめぐる公法学
第3回　検察庁法の改正法案は何が問題だったのか？－行政権と内閣
第4回　肉1ポンドを担保にしてお金を借りることは許されるか？－ヴェニスの商人に見る同意
第5回　高齢者の罪は許すべき？
第6回　人間はAIとどのように向き合うべきか？－AIと法
第7回　電気は「物」か？－物に関する法
第8回　女性にだけ再婚禁止期間が原則100日も設けられているはなぜか？－民法における再婚禁止期間と嫡出推定の関係
第9回　法律と年齢－○○才になったら□□ができる！？
第10回　災害リスク管理制度としての保険
第11回　年金って私たちはもらえないんでしょ？－公的年金の役割
第12回　長時間労働はなぜ起きるのか？
第13回　自分の臓器を売る自由？－自己所有権の限界
第14回　裁判しない法専門家－ADRとそのねらい
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

学期末のレポートによる（100％）。
成績評価の方法　/Assessment Method

各回のテーマについて事前に情報を収集し、自分の考えを整理しておくこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

受講態度が著しく悪いと判断される受講者は、レポート提出があっても評価されないことがある。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

17022 /



フィジカル・エクササイズⅠ（バドミントン） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

スキル科目
ラーニング・スキル

/Instructor
黒田　次郎 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実技 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

　健康の保持増進には、運動・栄養・休養の３つの柱が重要であると言われている。特に、運動は、体力の向上のみならず、リーダーシップ能
力やコミュニケーション作りの手段としても有用である。また、運動習慣を継続して健康の保持増進を図ることは、今後社会人になっても必要
なことである。
　本授業では、身体活動の理論を踏まえ、バドミントンの実技を通して、スキルアップの目標を各自がたてる。そして、その到達度をふまえ、
将来に役立つ健康の保持増進やコミュニケーション能力の向上、さらに社会で生きる自律的行動力を身につけ、生涯スポーツとしてのスキル獲
得を図ることを目的とする。

＜到達目標＞
【コミュニケーション力】他者と協働して、効果的に活動できるコミュニケーション力を有している
【自律的行動力】自分自身の身体活動に関する課題を自ら発見し、解決のための学びを継続する意欲を有している

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　オリエンテーション（授業の展開方法や履修に関しての諸注意）
　２回　バドミントンの歴史、用具の点検方法、グリップ、スウィング
　３回　スキル獲得テスト①
　４回　基本的な打ち方とフライト（ヘアピン・クリアー）
　５回　基本的な打ち方とフライト（ドロップ）
　６回　サービスの練習
　７回　ゲームの展開方法と審判法の習得
　８回　ダブルスのゲーム法の解説
　９回～１３回　ダブルスゲーム（リーグ戦）
１４回　スキル獲得テスト②
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の授業への取り組み…７０％　　スキル獲得テスト…３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業で行う内容を事前に文献、インターネット等で調べておくこと。また、講義で習得した内容に関しては、再度、自宅でも無理のない程度、
実践してみること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

運動のできる服装とシューズを準備すること。
実技種目のため、４分の３以上の出席を必要とする。
授業で得た知識や実践を各自実践し、授業内容を反復すること。
本講義では、障害者差別解消法に基づき、障害の有無に関わらず 履修できるような授業内容の工夫・設定を行っています。

履修上の注意　/Remarks

本講義は実技種目です。運動を実施する上で身体的に困難な場合や医師からの診断がある場合は、ガイダンスの際にご相談ください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

17023 /



フィジカル・エクササイズⅠ（ソフトバレー／バレーボ
ール） 【昼】

基盤教育科目
教養教育科目

スキル科目
ラーニング・スキル

/Instructor
倉﨑　信子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実技 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

　健康の保持増進には、運動・栄養・休養の３つの柱が重要であると言われている。特に、運動は、体力の向上のみならず、リーダーシップ能
力やコミュニケーション作りの手段としても有用である。また、運動習慣を継続して健康の保持増進を図ることは、今後社会人になっても必要
なことである。
　この授業では、身体活動の理論を踏まえ、ソフトバレーおよびバレーボールの実技を通して、スキルアップの目標を各自がたてる。そして、
その到達度をふまえ、将来に役立つ健康の保持増進や生涯スポーツとしてのスキル獲得を図ることを目的とする。

＜到達目標＞
【コミュニケーション力】他者と協働して、効果的に活動できるコミュニケーション力を有している
【自律的行動力】自分自身の身体活動に関する課題を自ら発見し、解決のための学びを継続する意欲を有している

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　オリエンテーション
　２回　サーブ練習（１）＜アンダーサーブ＞
　３回　サーブ練習（２）＜オーバーサーブ＞
　４回　パス練習（１）＜アンダーパス＞
　５回　パス練習（２）＜オーバーパス＞
　６回　サーブカット練習
　７回　アタック練習（１）＜サイド＞
　８回　アタック練習（２）＜センター＞
　９回　ルール説明
１０回　チーム練習
１１回　ゲーム（１）　＜サーブに留意して＞
１２回　ゲーム（２）　＜サーブカットに意識して＞
１３回　ゲーム（３）　＜アタックに留意して＞
１４回　ゲーム（４）　＜フォーメーションに留意して＞
１５回　スキル獲得テスト

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の授業への取り組み…７０％　　スキル獲得テスト…３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業で行う内容を事前に文献、インターネット等で調べておくこと。また、実習で習得した内容に関しては、再度、自宅でも無理のない程度に
実践してみること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

運動のできる服装とシューズを準備すること。
実技種目のため、４分の３以上の出席を必要とする。
授業で得た知識や技能を各自実践し、授業内容を反復すること。

履修上の注意　/Remarks

本講義は実技科目です。運動を実施する上で身体的に困難な場合や医師からの診断がある場合は、オリエンテーションの際にご相談ください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

17024 /



フィジカル・エクササイズⅠ（外種目） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

スキル科目
ラーニング・スキル

/Instructor
黒田　次郎 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実技 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

　健康の保持増進には、運動・栄養・休養の３つの柱が重要であると言われている。特に、運動は、体力の向上のみならず、リーダーシップ能
力やコミュニケーション作りの手段としても有用である。また、運動習慣を継続して健康の保持増進を図ることは、今後社会人になっても必要
なことである。
　この授業では、身体活動の理論を踏まえ、テニスやサッカー，ソフトボールなどの屋外で実施するスポーツ実技を通して、スキルアップの目
標を各自がたてる。そして、その到達度をふまえ、将来に役立つ健康の保持増進や生涯スポーツとしてのスキル獲得を図ることを目的とする。

＜到達目標＞
【コミュニケーション力】他者と協働して、効果的に活動できるコミュニケーション力を有している
【自律的行動力】自分自身の身体活動に関する課題を自ら発見し、解決のための学びを継続する意欲を有している

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　オリエンテーション
　２回　テニス（ストロークの基礎練習）
　３回　テニス（サービス・スマッシュの基礎練習）
　４回　テニス（ゲーム①シングルス）　
　５回　テニス（ゲーム②ダブルス・スキル獲得の確認）
　６回　サッカー（パスの基礎練習）　
　７回　サッカー（シュート・連携）
　８回　サッカー（戦術・ルール把握・ゲーム①）
　９回　サッカー（ゲーム②）
１０回　サッカー（ゲーム③・スキル獲得の確認）
１１回　ソフトボール（キャッチボール・守備）
１２回　ソフトボール（バッティング・ルール解説）
１３回　ソフトボール（ゲーム①）
１４回　ソフトボール（ゲーム②）
１５回　ソフトボール（ゲーム③・スキル獲得の確認）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の授業への取り組み…７０％　　スキル獲得テスト…３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業で行う内容を事前に文献、インターネット等で調べておくこと。また、実習で習得した内容に関しては、再度、自宅でも無理のない程度に
実践してみること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

運動のできる服装とシューズを準備すること。
実技種目のため、４分の３以上の出席を必要とする。
授業で得た知識や技能を各自活用し、授業内容を反復すること。
基本的にはグラウンドで実技を実施しますが，天候によっては体育館にて実施します。その場合は室内用シューズも準備すること。

履修上の注意　/Remarks

本講義は、実技科目です。運動を実施する上で身体的に困難な場合は医師からの診断がある場合は、オリエンテーションの際にご相談ください
。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

17025 /



フィジカル・エクササイズⅠ（ソフトバレー／バレーボ
ール） 【昼】

基盤教育科目
教養教育科目

スキル科目
ラーニング・スキル

/Instructor
小幡　博基 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実技 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

　健康の保持増進には、運動・栄養・休養の３つの柱が重要であると言われている。特に、運動は、体力の向上のみならず、リーダーシップ能
力やコミュニケーション作りの手段としても有用である。また、運動習慣を継続して健康の保持増進を図ることは、今後社会人になっても必要
なことである。
 　この授業では、身体活動の理論を踏まえ、ソフトバレーおよびバレーボールの実技を通して、スキルアップの目標を各自がたてる。そして、
その到達度をふまえ、将来に役立つ健康の保持増進や生涯スポーツとしてのスキル獲得を図ることを目的とする。

＜到達目標＞
【コミュニケーション力】他者と協働して、効果的に活動できるコミュニケーション力を有している
【自律的行動力】自分自身の身体活動に関する課題を自ら発見し、解決のための学びを継続する意欲を有している

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　 １回　オリエンテーション
 　２回　サーブ練習（１）＜アンダーサーブ＞
 　３回　サーブ練習（２）＜オーバーサーブ＞
 　４回　パス練習（１）＜アンダーパス＞
 　５回　パス練習（２）＜オーバーパス＞
 　６回　サーブカット練習
 　７回　アタック練習（１）＜サイド＞
 　８回　アタック練習（２）＜センター＞
 　９回　ルール説明
 １０回　チーム練習
 １１回　ゲーム（１）　＜サーブに留意して＞
 １２回　ゲーム（２）　＜サーブカットに意識して＞
 １３回　ゲーム（３）　＜アタックに留意して＞
 １４回　ゲーム（４）　＜フォーメーションに留意して＞
 １５回　スキル獲得の確認

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の授業への取り組み…７０％　　スキル獲得テスト…３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業で行う内容を事前に文献、インターネット等で調べておくこと。また、実習で習得した内容に関しては、再度、自宅でも無理のない程度に
実践してみること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

運動のできる服装とシューズを準備すること。
実技種目のため、４分の３以上の出席を必要とする。
授業で得た知識や技能を各自活用し、授業内容を反復すること。

履修上の注意　/Remarks

本講義は、実技科目です。運動を実施する上で身体的に困難な場合は医師からの診断がある場合は、オリエンテーションの際にご相談ください
。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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フィジカル・エクササイズⅠ（バドミントン） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

スキル科目
ラーニング・スキル

/Instructor
梨羽　茂 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実技 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

　健康の保持増進には、運動・栄養・休養の３つの柱が重要であると言われている。特に、運動は、体力の向上のみならず、リーダーシップ能
力やコミュニケーション作りの手段としても有用である。また、運動習慣を継続して健康の保持増進を図ることは、今後社会人になっても必要
なことである。
　本授業では、身体活動の理論を踏まえ、バドミントンの実技を通して、スキルアップの目標を各自がたてる。そして、その到達度をふまえ、
将来に役立つ健康の保持増進やコミュニケーション能力の向上、さらに社会で生きる自律的行動力を身につけ、生涯スポーツとしてのスキル獲
得を図ることを目的とする。

＜到達目標＞
【コミュニケーション力】他者と協働して、効果的に活動できるコミュニケー ション力を有している。
【自立的行動力】自分自身の身体活動に関する課題を自ら発見し、解決のための学びを継続する意欲を有している。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　オリエンテーション（授業の展開方法や履修に関しての諸注意）
　２回　バドミントンの歴史、用具の点検方法、グリップ、スウィング
　３回　スキル獲得テスト①
　４回　基本的な打ち方とフライト（ヘアピン・クリアー）
　５回　基本的な打ち方とフライト（ドロップ）
　６回　サービスの練習
　７回　ゲームの展開方法と審判法の習得
　８回　ゲーム法の解説
　９回～１４回　ゲーム（リーグ戦）
１５回　スキル獲得テスト②

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の授業への取り組み…７０％　　スキル獲得テスト…３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業で行う内容を事前に文献、インターネット等で調べておくこと。また、講義で習得した内容に関しては、再度、自宅でも無理のない程度、
実践してみること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

運動のできる服装とシューズを準備すること。
実技種目のため、４分の３以上の出席を必要とする。
授業で得た知識や実践を各自実践し、授業内容を反復すること。

履修上の注意　/Remarks

本講義は実技種目です。運動を実施する上で身体的に困難な場合や医師からの診断がある場合は、ガイダンスの際にご相談ください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

バドミントン、基礎技術、ゲーム、SDGs ３.  健康と福祉を
キーワード　/Keywords
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フィジカル・エクササイズⅠ（バドミントン） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

スキル科目
ラーニング・スキル

/Instructor
山本　浩二 / YAMAMOTO  KOJI / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実技 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

　健康の保持増進には、運動・栄養・休養の３つの柱が重要であると言われている。特に、運動は、体力の向上のみならず、リーダーシップ能
力やコミュニケーション作りの手段としても有用である。また、運動習慣を継続して健康の保持増進を図ることは、今後社会人になっても必要
なことである。
　本授業では、身体活動の理論を踏まえ、バドミントンの実技を通して、スキルアップの目標を各自がたてる。そして、その到達度をふまえ、
将来に役立つ健康の保持増進やコミュニケーション能力の向上、さらに社会で生きる自律的行動力を身につけ、生涯スポーツとしてのスキル獲
得を図ることを目的とする。

＜到達目標＞
【コミュニケーション力】他者と協働して、効果的に活動できるコミュニケーション力を有している
【自律的行動力】自分自身の身体活動に関する課題を自ら発見し、解決のための学びを継続する意欲を有している

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　オリエンテーション（授業の展開方法や履修に関しての諸注意）
　２回　バドミントンの歴史、用具の点検方法、グリップ、スウィング
　３回　スキル獲得テスト①
　４回　基本的な打ち方とフライト（ヘアピン・クリアー）
　５回　基本的な打ち方とフライト（ドロップ）
　６回　サービスの練習
　７回　ゲームの展開方法と審判法の習得
　８回　ダブルスのゲーム法の解説
　９回～１４回　ダブルスゲーム（リーグ戦）
１５回　スキル獲得テスト②

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の授業への取り組み…７０％　　スキル獲得テスト…３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業で行う内容を事前に文献、インターネット等で調べておくこと。また、講義で習得した内容に関しては、再度、自宅でも無理のない程度、
実践してみること。運動前，運動後には自宅で体ほぐし運動（ストレッチや体操）を実施し，怪我防止に努めること（ストレッチや体操に関し
ては授業内で紹介する）。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

運動のできる服装とシューズを準備すること。
実技種目のため、４分の３以上の出席を必要とする。
授業で得た知識や実践を各自実践し、授業内容を反復すること。
本講義では、障害者差別解消法に基づき、障害の有無に関わらず 履修できるような授業内容の工夫・設定を行っています。

履修上の注意　/Remarks

本講義は実技種目です。運動を実施する上で身体的に困難な場合や医師からの診断がある場合は、ガイダンスの際にご相談ください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

SDGs3「健康と福祉を」と強い関連がある
キーワード　/Keywords
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フィジカル・エクササイズⅠ（女性のスポーツ） 【昼】 基盤教育科目
教養教育科目

スキル科目
ラーニング・スキル

/Instructor
下釜　純子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実技 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

　健康の保持増進には、運動・栄養・休養の３つの柱が重要であると言われている。特に、運動は、体力の向上のみならず、リーダーシップ能
力やコミュニケーション作りの手段としても有用である。また、運動習慣を継続して健康の保持増進を図ることは、今後社会人になっても必要
なことである。
　そこでこの授業では、体力・技術にあまり自信のない女性を対象に、身体活動の理論を踏まえ、レクリエーションスポーツ種目を通して、ス
キルアップの目標を各自がたてる。そしてその到達度をふまえて、将来に役立つ健康の保持増進や生涯スポーツとしてのスキル獲得を図ること
を目的とする。

＜到達目標＞
【コミュニケーション力】他者と協働して、効果的に活動できるコミュニケーション力を有している
【自律的行動力】自分自身の身体活動に関する課題を自ら発見し、解決のための学びを継続する意欲を有している

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
テキストは使用しない

適宜授業内で紹介します
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　　ガイダンス（受講上の注意）
　２回　　ヨガストレッチ（１）
　３回　　ヨガストレッチ（２）
　４回　　体幹トレーニング（１）
　５回　　体幹トレーニング（２）
　６回　　バランスボール（１）
　７回　　バランスボール（２）
　８回　　バスケットボール（1）　ドリブル、パス、シュートの基礎練習
　９回　　バスケットボール（2）　ルール説明とゲーム・スキル獲得の確認
１０回　　選択種目（1）　【バドミントン】　【卓球】
１１回　　選択種目（2）　【バレーボール】　【トレーニング】
１２回　　選択種目（3）　【ソフトバレーボール】　【バドミントン】
１３回　　女性のためのエクササイズ（１）
１４回　　女性のためのエクササイズ（２）
１５回　　スキル獲得の確認（選択種目）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

日常の授業への取り組み　…７０％　　　スキル獲得テスト　…３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

その種目に関する映像視聴などで、ルールの確認やイメージを持つこと。
運動後のクールダウンは時間を設けて行わないので、各自で主要筋のストレッチをして身体ケアをすること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

運動のできる服装とシューズを準備すること。
授業で得た知識や実践を各自活用し、授業内容を反復すること。

本講義では、障害者差別解消法に基づき、障がいの有無に関わらず履修できるような授業内容の工夫・設定を行っています。

履修上の注意　/Remarks

本講義は実技種目です。運動を実施する上で身体的に困難な場合や医師からの診断がある場合は、　ガイダンスの際にご相談ください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor
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フィジカル・エクササイズⅠ（女性のスポーツ） 【昼】 基盤教育科目
教養教育科目

スキル科目
ラーニング・スキル

キーワード　/Keywords
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フィジカル・エクササイズⅡ（バドミントン） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

スキル科目
ラーニング・スキル

/Instructor
梨羽　茂 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実技 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

　健康の保持増進には、運動・栄養・休養の３つの柱が重要であると言われている。特に、運動は、体力の向上のみならず、リーダーシップ能
力やコミュニケーション作りの手段としても有用である。また、運動習慣を継続して健康の保持増進を図ることは、今後社会人になっても必要
なことである。
　この授業では、身体活動の理論を踏まえ、バドミントンの実技を通して、スキルアップの目標を各自がたてる。そして、その到達度をふまえ
、将来に役立つ健康の保持増進や生涯スポーツとしてのスキル獲得を図ることを目的とする。

＜到達目標＞
【コミュニケーション力】他者と協働して、効果的に活動できるコミュニケー ション力を有している。
【自立的行動力】自分自身の身体活動に関する課題を自ら発見し、解決のための学びを継続する意欲を有している。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　オリエンテーション（授業の展開方法や履修に関しての諸注意）
　２回　バドミントンの歴史、用具の点検方法、グリップ、スウィング
　３回　導入実技
　４回　基本的な打ち方とフライト（ヘアピン・クリアー）
　５回　基本的な打ち方とフライト（ドロップ）
　６回　サービスの練習
　７回　応用組み合わせ練習（ヘアピンリターン）
　８回　応用組み合わせ練習（ドロップリターン）
　９回　ゲームの展開方法と審判法の習得
１０回　戦術の説明
１１回　ダブルスのゲーム法の解説
１２回　ダブルスの陣形の解説
１３回　ダブルスゲームの実践
１４回　ダブルスゲームのまとめ
１５回　スキル獲得の確認

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の授業への取り組み…７０％　　スキル獲得テスト…３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業で行う内容を事前に文献、インターネット等で調べておくこと。また、実習で習得した内容に関しては、再度、自宅でも無理のない程度に
実践してみること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

運動のできる服装とシューズを準備すること。
実技種目のため、４分の３以上の出席を必要とする。
授業で得た知識や技能を各自活用し、授業内容を反復すること。

履修上の注意　/Remarks

本講義は、実技科目です。運動を実施する上で身体的に困難な場合は医師からの診断がある場合は、オリエンテーションの際にご相談ください
。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

バドミントン、基礎技術、ゲーム、SDGs ３.  健康と福祉を
キーワード　/Keywords
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フィジカル・エクササイズⅡ（バドミントン） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

スキル科目
ラーニング・スキル

/Instructor
黒田　次郎 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実技 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

　健康の保持増進には、運動・栄養・休養の３つの柱が重要であると言われている。特に、運動は、体力の向上のみならず、リーダーシップ能
力やコミュニケーション作りの手段としても有用である。また、運動習慣を継続して健康の保持増進を図ることは、今後社会人になっても必要
なことである。
　この授業では、身体活動の理論を踏まえ、バドミントンの実技を通して、スキルアップの目標を各自がたてる。そして、その到達度をふまえ
、将来に役立つ健康の保持増進や生涯スポーツとしてのスキル獲得を図ることを目的とする。

＜到達目標＞
【コミュニケーション力】他者と協働して、効果的に活動できるコミュニケーション力を有している
【自律的行動力】自分自身の身体活動に関する課題を自ら発見し、解決のための学びを継続する意欲を有している

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　オリエンテーション
　２回　バドミントンの基本原則・知識の習得
　３回　フライト練習（１）＜ヘアピン＞
　４回　フライト練習（２）＜ハイクリアー＞
　５回　フライト練習（３）＜ドライブ、スマッシュ＞
　６回　サービス練習　＜ショートサービス、ロングサービス＞
　７回　攻めと守りのコンビネーション練習（１）＜ヘアピンからリターン＞
　８回　攻めと守りのコンビネーション練習（２）＜ドロップからリターン＞
　９回　ルール説明
１０回　審判法
１１回　ダブルスゲーム（１）＜ゲーム法の解説＞
１２回　ダブルスゲーム（２）＜陣形の解説＞
１３回　ダブルスゲーム（２）＜ゲームの実践＞
１４回　ダブルスゲーム（３）＜まとめ＞
１５回　スキル獲得の確認

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の授業への取り組み…７０％　　スキル獲得テスト…３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業で行う内容を事前に文献、インターネット等で調べておくこと。また、実習で習得した内容に関しては、再度、自宅でも無理のない程度に
実践してみること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

運動のできる服装とシューズを準備すること。
実技種目のため、４分の３以上の出席を必要とする。
授業で得た知識や技能を各自活用し、授業内容を反復すること。

履修上の注意　/Remarks

本講義は、実技科目です。運動を実施する上で身体的に困難な場合は医師からの診断がある場合は、オリエンテーションの際にご相談ください
。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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フィジカル・エクササイズⅡ（バスケットボール） 【昼
】

基盤教育科目
教養教育科目

スキル科目
ラーニング・スキル

/Instructor
黒田　次郎 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実技 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

　健康の保持増進には、運動・栄養・休養の３つの柱が重要であると言われている。特に、運動は、体力の向上のみならず、リーダーシップ能
力やコミュニケーション作りの手段としても有用である。また、運動習慣を継続して健康の保持増進を図ることは、今後社会人になっても必要
なことである。
　この授業では、身体活動の理論を踏まえ、バスケットボールの実技を通して、スキルアップの目標を各自がたてる。そして、その到達度をふ
まえ、将来に役立つ健康の保持増進や生涯スポーツとしてのスキル獲得を図ることを目的とする。

＜到達目標＞
【コミュニケーション力】他者と協働して、効果的に活動できるコミュニケーション力を有している
【自律的行動力】自分自身の身体活動に関する課題を自ら発見し、解決のための学びを継続する意欲を有している

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
使用しない

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　オリエンテーション
　２回　集団行動〔走る（ラン）・跳ぶ（ジャンプ）・投げる（スロー）〕
　３回　ボールに慣れる（ドリブル・パス・シュート）
　４回　シュートの基礎練習（レイアップシュート・ジャンプシュート）
　５回　応用練習（２対１）
　６回　応用練習（３対２）
　７回　ルール・戦術の説明
　８回　簡易ゲームを通してのオフェンス・ディフェンスの戦術習得
　９回　スキルアップ（ドリブルシュート・リバウンド）
１０回　スキルアップ（速攻、スクリーンプレイ）
１１回　ゲーム（１）　ゾーンディフェンス（２－３）
１２回　ゲーム（２）　ゾーンディフェンス（２－１－２）
１３回　ゲーム（３）　マンツーマンディフェンス
１４回　ゲーム（４）　まとめ
１５回　スキル獲得の確認

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の授業への取り組み…７０％　　スキル獲得テスト…３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業で行う内容を事前に文献、インターネット等で調べておくこと。また、実習で習得した内容に関しては、再度、自宅でも無理のない程度に
実践してみること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

運動のできる服装とシューズを準備すること。
実技種目のため、４分の３以上の出席を必要とする。
授業で得た知識や技能を各自活用し、授業内容を反復すること。

履修上の注意　/Remarks

本講義は、実技科目です。運動を実施する上で身体的に困難な場合は医師からの診断がある場合は、オリエンテーションの際にご相談ください
。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

17032 /



フィジカル・エクササイズⅡ（ソフトバレー／バレーボ
ール） 【昼】

基盤教育科目
教養教育科目

スキル科目
ラーニング・スキル

/Instructor
小幡　博基 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実技 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

　健康の保持増進には、運動・栄養・休養の３つの柱が重要であると言われている。特に、運動は、体力の向上のみならず、リーダーシップ能
力やコミュニケーション作りの手段としても有用である。また、運動習慣を継続して健康の保持増進を図ることは、今後社会人になっても必要
なことである。
 　この授業では、身体活動の理論を踏まえ、ソフトバレーおよびバレーボールの実技を通して、スキルアップの目標を各自がたてる。そして、
その到達度をふまえ、将来に役立つ健康の保持増進や生涯スポーツとしてのスキル獲得を図ることを目的とする。

＜到達目標＞
【コミュニケーション力】他者と協働して、効果的に活動できるコミュニケーション力を有している
【自律的行動力】自分自身の身体活動に関する課題を自ら発見し、解決のための学びを継続する意欲を有している

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　 １回　オリエンテーション
 　２回　サーブ練習（１）＜アンダーサーブ＞
 　３回　サーブ練習（２）＜オーバーサーブ＞
 　４回　パス練習（１）＜アンダーパス＞
 　５回　パス練習（２）＜オーバーパス＞
 　６回　サーブカット練習
 　７回　アタック練習（１）＜サイド＞
 　８回　アタック練習（２）＜センター＞
 　９回　ルール説明
 １０回　チーム練習
 １１回　ゲーム（１）　＜ソフトバレーボール＞
 １２回　ゲーム（２）　＜ソフトバレーボール＞
 １３回　ゲーム（３）　＜バレーボール＞
 １４回　ゲーム（４）　＜バレーボール＞
 １５回　スキル獲得の確認

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の授業への取り組み…７０％　　スキル獲得テスト…３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業で行う内容を事前に文献、インターネット等で調べておくこと。また、実習で習得した内容に関しては、再度、自宅でも無理のない程度に
実践してみること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

運動のできる服装とシューズを準備すること。
実技種目のため、４分の３以上の出席を必要とする。
授業で得た知識や技能を各自活用し、授業内容を反復すること。
男女混合および生涯スポーツを意図したソフトバレーボールと競技性を重視したバレーボールの両種目を実施します。

履修上の注意　/Remarks

本講義は、実技科目です。運動を実施する上で身体的に困難な場合は医師からの診断がある場合は、オリエンテーションの際にご相談ください
。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

17033 /



フィジカル・エクササイズⅡ（外種目） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

スキル科目
ラーニング・スキル

/Instructor
梨羽　茂 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実技 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

　健康の保持増進には、運動・栄養・休養の３つの柱が重要であると言われている。特に、運動は、体力の向上のみならず、リーダーシップ能
力やコミュニケーション作りの手段としても有用である。また、運動習慣を継続して健康の保持増進を図ることは、今後社会人になっても必要
なことである。
　この授業では、身体活動の理論を踏まえ、テニスやサッカー，ソフトボールなどの屋外で実施するスポーツ実技を通して、スキルアップの目
標を各自がたてる。そして、その到達度をふまえ、将来に役立つ健康の保持増進や生涯スポーツとしてのスキル獲得を図ることを目的とする。

＜到達目標＞
【コミュニケーション力】他者と協働して、効果的に活動できるコミュニケー ション力を有している。
【自立的行動力】自分自身の身体活動に関する課題を自ら発見し、解決のための学びを継続する意欲を有している。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　オリエンテーション
　２回　テニス（ストロークの基礎練習）
　３回　テニス（サービス・スマッシュの基礎練習）
　４回　テニス（ゲーム①シングルス）　
　５回　テニス（ゲーム②ダブルス・スキル獲得の確認）
　６回　サッカー（パスの基礎練習）　
　７回　サッカー（シュート・連携）
　８回　サッカー（戦術・ルール把握・ゲーム①）
　９回　サッカー（ゲーム②）
１０回　サッカー（ゲーム③・スキル獲得の確認）
１１回　ソフトボール（キャッチボール・守備）
１２回　ソフトボール（バッティング・ルール解説）
１３回　ソフトボール（ゲーム①）
１４回　ソフトボール（ゲーム②）
１５回　ソフトボール（ゲーム③・スキル獲得の確認）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の授業への取り組み…７０％　　スキル獲得テスト…３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業で行う内容を事前に文献、インターネット等で調べておくこと。また、実習で習得した内容に関しては、再度、自宅でも無理のない程度に
実践してみること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

運動のできる服装とシューズを準備すること。
実技種目のため、４分の３以上の出席を必要とする。
授業で得た知識や技能を各自活用し、授業内容を反復すること。
基本的にはグラウンドで実技を実施しますが，天候によっては体育館にて実施します。その場合は室内用シューズも準備すること。

履修上の注意　/Remarks

本講義は、実技科目です。運動を実施する上で身体的に困難な場合は医師からの診断がある場合は、オリエンテーションの際にご相談ください
。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

テニス、サッカー、ソフトボール、SDGs ３.  健康と福祉を
キーワード　/Keywords

17034 /



フィジカル・エクササイズⅡ（外種目） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

スキル科目
ラーニング・スキル

/Instructor
仲里　清 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実技 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

　健康の保持増進には、運動・栄養・休養の３つの柱が重要であると言われている。特に、運動は、体力の向上のみならず、リーダーシップ能
力やコミュニケーション作りの手段としても有用である。また、運動習慣を継続して健康の保持増進を図ることは、今後社会人になっても必要
なことである。
　この授業では、身体活動の理論を踏まえ、テニスやサッカー，ソフトボールなどの屋外で実施するスポーツ実技を通して、スキルアップの目
標を各自がたてる。そして、その到達度をふまえ、将来に役立つ健康の保持増進や生涯スポーツとしてのスキル獲得を図ることを目的とする。

＜到達目標＞
【コミュニケーション力】他者と協働して、効果的に活動できるコミュニケー ション力を有している。
【自立的行動力】自分自身の身体活動に関する課題を自ら発見し、解決のための学びを継続する意欲を有している。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　オリエンテーション
　２回　ソフトボール（キャッチボール・守備）
　３回　ソフトボール（バッティング・ルール解説）
　４回　ソフトボール（ゲーム①）
　５回　ソフトボール（ゲーム②）
　６回　ソフトボール（ゲーム③・スキル獲得の確認）
　７回　ソフトボール（ゲーム④・スキル獲得の確認）
　８回　サッカー（パスの基礎練習）　
　９回　サッカー（シュート・連携）
１０回　サッカー（戦術・ルール把握・ゲーム①）
１１回　サッカー（ゲーム②）
１２回　サッカー（ゲーム③・スキル獲得の確認）
１３回　フットサル（戦術・ルール把握）
１４回　フットサル（ゲーム①）
１５回　フットサル（ゲーム②・スキル獲得の確認）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の授業への取り組み…７０％　　スキル獲得テスト…３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業で行う内容を事前に文献、インターネット等で調べておくこと。また、実習で習得した内容に関しては、再度、自宅でも無理のない程度に
実践してみること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

運動のできる服装とシューズを準備すること。
実技種目のため、４分の３以上の出席を必要とする。
授業で得た知識や技能を各自活用し、授業内容を反復すること。
基本的にはグラウンドで実技を実施しますが，天候によっては体育館にて実施します。その場合は室内用シューズも準備すること。体育館では
フットサルおよびテニスに替わるラケット種目を実施します。

履修上の注意　/Remarks

本講義は、実技科目です。運動を実施する上で身体的に困難な場合は医師からの診断がある場合は、オリエンテーションの際にご相談ください
。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

17035 /



フィジカル・エクササイズⅡ（外種目） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

スキル科目
ラーニング・スキル

ラケット種目、サッカー、ソフトボール、SDGs ３.  健康と福祉を
キーワード　/Keywords

17035 /



フィジカル・エクササイズⅡ（バドミントン） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

スキル科目
ラーニング・スキル

/Instructor
徳永  政夫 / TOKUNAGA  MASAO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実技 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

　　到達目標
　コミュニケーション力；他者と協働して、効果的に活動できるコミュニケーション力を有している。
　自律的行動力；自分自身の身体活動に関する課題を自ら発見し、解決のための学びを継続する意欲を有している。

　健康の保持増進には、運動・栄養・休養の３つの柱が重要であると言われている。特に、運動は、体力の向上のみならず、リーダーシップ能
力やコミュニケーション作りの手段としても有用である。また、運動習慣を継続して健康の保持増進を図ることは、今後社会人になっても必要
なことである。
　この授業では、身体活動の理論を踏まえ、バドミントンの実技を通して、スキルアップの目標を各自がたてる。そして、その到達度をふまえ
、将来に役立つ健康の保持増進や生涯スポーツとしてのスキル獲得を図ることを目的とする。
また、フェアプレーも学びます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業中に指示します。

授業中に適宜紹介します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　オリエンテーション
　２回　バドミントンの基本原則・知識の習得
　３回　フライト練習（１）＜ヘアピン＞
　４回　フライト練習（２）＜ハイクリアー＞
　５回　フライト練習（３）＜ドライブ、スマッシュ＞
　６回　サービス練習　＜ショートサービス、ロングサービス＞
　７回　攻めと守りのコンビネーション練習（１）＜ヘアピンからリターン＞
　８回　攻めと守りのコンビネーション練習（２）＜ドロップからリターン＞
　９回　ルール説明
１０回　審判法
１１回　ダブルスゲーム（１）＜ゲーム法の解説＞
１２回　ダブルスゲーム（２）＜陣形の解説＞
１３回　ダブルスゲーム（3）＜ゲームの実践＞
１４回　ダブルスゲーム（4 ）＜まとめ＞
１５回　スキル獲得の確認

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の授業への取り組み…７０％　　
スキル獲得テスト…３０％

成績評価の方法　/Assessment Method

授業で行う内容を事前に文献、インターネット等で調べておくこと。また、実習で習得した内容に関しては、再度、自宅でも無理のない程度に
実践してみること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

運動のできる服装とシューズを準備すること。
実技種目のため、４分の３以上の出席を必要とする。
授業で得た知識や技能を各自活用し、授業内容を反復すること。

履修上の注意　/Remarks

本講義は、実技科目です。運動を実施する上で身体的に困難な場合は医師からの診断がある場合は、オリエンテーションの際にご相談ください
。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

時速４００キロ・フェアプレー
キーワード　/Keywords

17036 /



教養演習ＡⅠ（発達障がいセミナー） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

/Instructor
伊野  憲治 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

発達障害に対する理解を深め、支援の在り方について考える。特に自閉スペクトラム症（障害）を取り上げ、演習・グループワーク等もとりま
ぜながら、共生のあり方を探っていく。

（到達目標）
【思考・判断・表現力】設定されたテーマについて論理的に思考し、自分の考えや判断を適切な方法で表現する力を身につけている。
【コミュニケーション力】他者と協働して、設定されたテーマに関する諸問題の解決に向けて取り組む姿勢を身につけている。
【自律的行動力】設定されたテーマに関する課題を自ら発見し、解決のための学びを継続する意欲を有している。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
その都度指示する。

その都度指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回：オリエンテーション、評価方法の説明【オリエンテーション】
第2回：発達障害とは【発達障害】
第3回：自閉スペクトラム症（障害）とは【自閉スペクトラム症】
第4回：自閉スペクトラム症の理解・対応に関する歴史的変遷【歴史的変遷】
第5回：障害の捉え方【文化モデル】
第6回：支援の基本（１）障害特性の理解【障害特性】
第7回：支援の基本（２）構造化の意味と意義【構造化】
第8回：構造化演習【演習】
第9回：支援の基本（３）コミュニケーション支援の基本的考え方【コミュニケーション支援】
第10回：応用行動分析学的アプローチ【応用行動分析学】
第11回：支援の基本（４）行動問題への対応【行動問題、氷山モデル】
第12回：支援の基本（５）自己認知・理解プログラム【自己認知・理解】
第13回：支援の基本（６）余暇支援、QOLの充実【QOL】
第14回：支援計画の立て方【支援計画】
第15回：まとめ～共生社会から共活社会へむけて～【共生社会、共活社会】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

議論、演習等における参加（貢献）度30％。
課題への対応70％。

成績評価の方法　/Assessment Method

事前にテーマとなることがらに関してインターネット等で調べてくる。
事後学習としては、学習内容をその都度まとめてみる。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

1年時に「障がい学」を履修済みであることが望ましい。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

SDGs「3．健康と福祉」「16．平和と公正」「17．パートナーシップ」
キーワード　/Keywords

17037 /



教養演習ＡⅠ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

/Instructor
未定担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

17038 /



教養演習ＡⅠ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

/Instructor
石川　敬之 / 地域共生教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

地域共生教育センターの学生運営スタッフとして、地域共生教育センターおよび地域にて実習を行います。
センターの運営業務や地域活動に参加しながら、様々な知識やスキルの獲得を目指します。また実際の活動に取り組む際のマナーや心構えなど
も学んでいきます。多くの活動にかかわり、かつその振り返りを行うことで、座学だけでは得られない学びを経験していきます。

到達目標
【コミュニケーション力】他者との協働によって、効果的に活動できるコミュニケーション力を有している
【自律的行動力】地域への関心を持ち続け、地域創生に向けて主体的に取り組む意欲を有している

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜指示する。

適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　ガイダンス

第２回～第１４回 の各回では、地域共生教育センター、および地域にて以下のような実践活動を行う。
①学生運営スタッフとして地域共生教育センターの運営業務を担う。
②地域活動プロジェクトのメンバーとして地域の方と一緒に地域活動を行う。
③週一回の全体ミーティングにて報告、議論を行う。
④短期の地域ボランティア活動に参加する
⑤上記以外で必要となる諸活動

第１５回　振り返り

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実習に対する参加貢献度（１００％）
成績評価の方法　/Assessment Method

実習に参加する際には、事前に自らの担当業務内容をしっかりと把握し、準備しておくことが必要です。
そのうえで、当日、スムーズに業務に入れるようにしてください。
また実習後は、当日の活動の振り返りを行い、反省点などを踏まえて、次の実習に活かせるようにして下さい。
他の実習メンバーへの申し送りや情報共有なども重要な作業となります。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

本演習は地域共生教育センターでの実習となります。
センターの運営スタッフとして幅広い業務を担い、その活動を通じて自律的な学びに取り組んでもらいます。
地域共生教育センターでは、地域の方々との協働プロジェクトを多く進めていますので、ミーティングへの出席や資料づくり、また報告書の作
成など、授業時間以外の活動が多くあります。
履修者は、責任感を持って、事前、事後活動にも積極的に取り組んでください。

履修上の注意　/Remarks

本基礎演習は、通常の演習とは異なり、実習の形をとります。
地域での活動も多くありますので、実習時間以外にも多くの活動が存在します。
そのため細かなスケジュール管理が必要になってきますが、
忙しくて大変である半面、仲間との協働作業を通じては多くの知識や経験を得られます。
関心のあるかたは、一度、地域共生教育センター（421Lab.）に来て、
学生運営スタッフから直接話を聞いてみてください。
また、421Lab.が企画する各プロジェクトに参加されるもの良いかもしれません。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

17039 /



教養演習ＡⅠ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

地域活動、協働、セルフマネジメント、リフレクション
キーワード　/Keywords

17039 /



教養演習ＡⅡ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

/Instructor
未定担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

17040 /



教養演習ＡⅡ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

/Instructor
石川　敬之 / 地域共生教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

地域共生教育センターの学生運営スタッフとして、地域共生教育センターおよび地域にて実習を行います。
センターの運営業務や地域活動に参加しながら、様々な知識やスキルの獲得を目指します。また実際の活動に取り組む際のマナーや心構えなど
も学んでいきます。多くの活動にかかわり、かつその振り返りを行うことで、座学だけでは得られない学びを経験していきます。

到達目標
【コミュニケーション力】他者との協働によって、効果的に活動できるコミュニケーション力を有している
【自律的行動力】地域への関心を持ち続け、地域創生に向けて主体的に取り組む意欲を有している

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜指示する。

適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回 ガイダンス

第２回～第１４回 の各回では、地域共生教育センター、および地域にて以下のような実践活動を行う。
①学生運営スタッフとして地域共生教育センターの運営業務を担う。
②地域活動プロジェクトのメンバーとして地域の方と一緒に地域活動を行う。
③週一回の全体ミーティングにて報告、議論を行う。
④短期の地域ボランティア活動に参加する
⑤上記以外で必要となる諸活動

第１５回　振り返り

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実習に対する参加貢献度（１００％）
成績評価の方法　/Assessment Method

実習に参加する際には、事前に自らの担当業務内容をしっかりと把握し、準備しておくことが必要です。
そのうえで、当日、スムーズに業務に入れるようにしてください。
また実習後は、当日の活動の振り返りを行い、反省点などを踏まえて、次の実習に活かせるようにして下さい。
他の実習メンバーへの申し送りや情報共有なども重要な作業となります。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

本演習は地域共生教育センターでの実習となります。
センターの運営スタッフとして幅広い業務を担い、その活動を通じて自律的な学びに取り組んでもらいます。
地域共生教育センターでは、地域の方々との協働プロジェクトを多く進めていますので、
ミーティングへの出席や資料づくり、また報告書の作成など、授業時間以外の活動が多くあります。
履修者は、責任感を持って、事前、事後活動にも積極的に取り組んでください。

履修上の注意　/Remarks

本演習は、通常の演習とは異なり、実習の形をとります。
地域での活動も多くありますので、実習時間以外にも多くの活動が存在します。
そのため細かなスケジュール管理が必要になってきますが、
忙しくて大変である半面、仲間との協働作業を通じては多くの知識や経験を得られます。
関心のあるかたは、一度、地域共生教育センター（421Lab.）に来て、
学生運営スタッフから直接話を聞いてみてください。
また、421Lab.が企画する各プロジェクトに参加されるもの良いかもしれません。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

17041 /



教養演習ＡⅡ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

地域活動、協働、セルフマネジメント、リフレクション
キーワード　/Keywords
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自然学のまなざし 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
竹川  大介 / Takekawa Daisuke / 人間関係学科, 岩松　文代 / IWAMATSU FUMIYO / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

街に住んでいると、海や森を懐かしく思う。殺風景な自分の部屋にもどるたびに、緑を置きたくなったり、せめて小さな生き物がそこにいてく
れたらなあ、なんて考える。

西洋の学問の伝統では、ながらく文化と自然を切り離して考えてきた。文系・理系と人間の頭を２つに分けてしまう発想は、未だに続くそのな
ごりだ。でもそれでは解らないことがある。だれだって「あたま（文化）」と「からだ（自然）」がそろって初めてひとりの人間になれるよう
に、文化と自然は人間の内においても外においても、それぞれが融合し合い調和し合いながら世界を作り上げている。

野で遊ぶことが好きで、旅に心がワクワクする人ならば、だれでも「自然学のまなざし」の講義をつうじて、たくさんの智恵を学ぶことができ
るだろう。教室の中でじっとしていることだけが勉強ではない。海や森に出かけよう、そんな小さなきっかけをつくるための講義です。教室の
中の講義だけではなく、講義中に紹介するさまざまな活動に参加してほしい。大学生活を変え、自分の生き方を考えるための入り口となればと
願っています。

（達成目標）双方向的な学びを楽しんで下さい。
【知識】
自然の営みを理解するための基盤となる知識を総合的に身につけている。
【思考・判断・表現力】
自然の営みについての考え方を用いて論理的に思考し、自分の考えや判断を適切な方法で表現する力を身につけている。
【自律的行動力】
自然の営みに関する課題を自ら発見し、解決のための学びを継続する意欲を有している。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

〇『風の谷のナウシカ』1-7宮崎  駿 徳間書店
〇『イルカとナマコと海人たち』NHKブックス
「自然学の展開」「自然学の提唱」今西錦司
「自然学の未来」黒田末寿

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

■竹川
第１講 　自然学で学ぶこと
第２講 　今西錦司という人がいた
第３講 　バックミンスターフラーという人がいた
第４講 　人類の進化と狩猟採集生活
第５講 　自然学における日常実践
第６講 　カボチャ島の自然学【食と資源】
第７講 　風の谷のナウシカの自然学【闘争と共存】
第８講 　自然学の視点の重要性
■岩松
第９講　　近世の旅にみる自然の名所性
第１０講　古民家に求める日本の故郷
第１１講　山村の伝統的景観と村落社会
第１２講　森林風景の認識と森林文化論
第１３講　自然を言語化する曖昧さ
第１４講　木の文化の伝統と変容
第１５講　９～１４講のまとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

17042 /



自然学のまなざし 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

（竹川）
講義で紹介するさまざまな活動に参加する　　　　　・・・15％
講義で紹介するさまざまな本を読み考える　　　　　・・・15％
講義の内容を元に人間の生き方について小論を書く　・・・20％
（岩松）
　小レポート…25％　　試験…25％

成績評価の方法　/Assessment Method

前半の講義では、専用のウェブサイトを設置し、講義の補足や双方向的なやりとりを進め、課題の提示と提出をおこないます。インタラクティ
ブな学びを楽しんで下さい。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

学ぶことはまねること。さまざまな活動に参加するなかで、ソーシャルスキルは伸びていきます。
講義は教室の中だけでは終わりません。

履修上の注意　/Remarks

人の暮らしと自然の関わりに興味がある人。好奇心が旺盛な人、受講してください。
大学のもっとも大学らしい、自由で驚きのある講義を心がけています。
そして教えられるのでも覚えるのでもなく、自分から学ぶことを重視します。
講義では、行動すること、考えること、楽しむことを一番に心がけて下さい。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

人類学
環境学
フィールドワーク

キーワード　/Keywords

17042 /



動物のみかた 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
到津の森公園、文学部　竹川大介担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

動物園とそのかかわる事項等を検証し、環境や教育など様々な問題を考える。

動物園は教育機関としてのみならず、情感に影響を与える施設として様々な広がりを持っている。
動物園の本来的な姿を追求し、どうすれば地域の施設として欠くべからざる施設となりうるのかを検証する。

（到達目標）
【知識】
人間と動物の関係性を理解するための基盤となる知識を総合的に身につけている。
【思考・判断・表現力】
人間と動物の関係性について論理的に思考し、自分の考えや判断を適切な方法で表現する力を身につけている。
【自律的行動力】
人間と動物の関係性における課題を自ら発見し、解決のための学びを継続する意欲を有している。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
テキストなし

『戦う動物園』島泰三編　小菅正夫・岩野俊郎共著
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　動物園学概論１（動物園の歴史）
　２回　動物園学概論２（人と公園の歴史）
　３回　キーパーの仕事１（動物の飼育と歴史）
　４回　キーパーの仕事２（動物園のみかた）
　５回　キーパーの仕事３（動物の接し方と飼育員のもう一つの小さな役割）
　６回　キーパーの仕事４（どうぶつと人間のくらい）
　７回　キーパーの仕事５（動物園とデザイン）
　８回　キーパーの仕事６（動物園の植栽）
　９回・１０回　校外実習（到津の森公園）
１１回　獣医の仕事１（どうぶつの病気）
１２回　獣医の仕事２（どうぶつたちとくらそう）
１３回　動物園学まとめ１（動物園を振り返る）
１４回　動物園学まとめ２（新しい動物園とは）
１５回　まとめ（外部講師講演）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポート … ８０％　　　平常の学習状況 … ２０％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業開始前までに予め動物園関連の参考書籍をよんでおき、授業終了後にはその日の講義内容をまとめておくこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

講義では実際の動物園施設の見学もあります。
履修上の注意　/Remarks

動物のことだけではなく、動物を知ることで人間のことも考えてみましょう。
自然のことや地球のことも考えてみましょう
＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿
動物園の園長・獣医・飼育員らがオムニバス形式で、動物園のあり方、人と動物の関係性について講義をする。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

動物園、実務経験のある教員による授業
キーワード　/Keywords

17043 /



現代人のこころ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
松本　亜紀 / 人間関係学科, 田中　信利 / 人間関係学科
田島　司 / 人間関係学科

担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

現代の心理学では、人間個人や集団の行動から無意識の世界に至るまで幅広い領域での実証的研究の成果が蓄えられている。この講義は、現代
の心理学が明らかにしてきた、知覚、学習、記憶、発達、感情、社会行動などの心理過程を考察する。とくに、現代人の日常生活のさまざまな
場面における「こころ」の働きや構造をトピック的にとりあげ、心理学的に考察し、現代人を取り巻く世界について、心理学的な理論と知見か
ら理解する。

（到達目標）
【思考・判断・表現力】現代人のこころを取り巻く諸問題について論理的に思考し、自分の考えや判断を適切な方法で表現する力を身につけて
いる。
【コミュニケーション力】異なる価値観を理解し、組織や社会の活動を促進する力を身につけている。
【自律的行動力】現代人のこころを取り巻く課題を自ら発見し、解決のための学びを継続する意欲を有している。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
テキストは使用しない。必要に応じてハンドアウトを配布する。

適宜紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　オリエンテーション
第２回　脳とこころ1【脳とこころの関係】
第３回　脳とこころ2【睡眠の影響】
第４回　脳とこころ3【薬物の影響】
第５回　まとめと小テスト
第６回　青年期の自己観・他者観【エゴグラムテスト】【自己意識】
第７回　青年期の親子関係【独自性】【結合性】
第８回　青年期の友人関係【チャムシップ】【ふれあい恐怖】
第９回　青年期の自己の問題【アイデンティティ】【同一性危機】
第10回　まとめと小テスト
第11回　こころの科学１【科学としての心理学、統計】
第12回　こころの科学２【行動主義、客観性】
第13回　こころと行動【本能、生得的プログラム】
第14回　こころと他者【愛着、葛藤】
第15回    まとめと小テスト

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題（複数の小テストまたはレポート）・・・100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習として、シラバスに記載されているキーワードについて調べておく。
事後学習として、内容の理解を深めるため配布資料やノートをもとに授業の振り返りを行う。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

臨床心理士としての実務経験のある教員が、日常生活や臨床場面に関わる心理学の理論や各時期の心理的・発達的特徴、人間関係などについて
オムニバス形式で解説する。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

実務経験のある教員による授業
キーワード　/Keywords

17044 /



芸術と人間 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
真武　真喜子 / Makiko Matake / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

20世紀後半から現在まで、生き存在し活躍する芸術家の人物像に焦点をあて、その活動する時代背景や社会との関係を浮かび上がらせ、また美
術の歴史の中での位置を確認し、同様の主題によって拡がる同時代の動きにつなげてみる。
毎回一人のアーティストを選び、作品や展覧会活動を追って紹介しながら、美術一般や現代社会との関係を探り、表現の原動力となるものを考
察する。

（到達目標）
【思考・判断・表現力】現代社会と芸術の関係性について多様な考え方を理解し、自分の考えや判断を適切な方法で表現する力を身につけてい
る。
【自律的行動力】芸術に関する課題を自ら発見し、解決のための学びを継続する意欲を有している。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

「現代アート事典　モダンからコンテンポラリーまで…世界と日本の現代美術用語集」　
　　　美術手帖編集部　美術出版社  2009
「現代美術史日本篇 1945-2014」著・中ザワヒデキ　アートダイバー　2014
「アート・パワー」現代企画室　ボリス・グロイス著　石田圭子ほか訳　2017
「現代アートとは何か」河出書房新社 　2018年　著・小崎哲哉

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1. 浜田知明  戦争の目撃者  戦争画と現代美術における反戦・反原発主題の作家と作品
2. ボルタンスキー「暗闇のレッスン」で生と死を見つめる
3. ジャン・デュビュッフェ　ART BRUTの世界を開いて
4. 寺山修司　   劇的想像力について
5. 高松次郎　存在を見つめる芸術表現
6. フランク・ステラ  ミニマルからプロジェクトまで
7. ロバート・スミッソン   大地の改造計画
8. 青木野枝　鉄と生きる   鉄と遊ぶ
9. ソフィー・カル  フィクションとしての写真
10. 白川昌生  生涯にわたるマイナーとして
11. 山口圭啓介 原発に抗する
12. ヤノベケンジ 失われた遊園地
13. ナデガタ・インスタント・パーティ　人々を巻込むプロジェクト
14. 会田誠  道程
15.  Chim↑pom　世界を公共空間として認識すること

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

小テスト　２回　　50％
レポート(学期末)    40％
日常の取組(出欠など)   10%

成績評価の方法　/Assessment Method

(1)自主練習を行い、授業の内容を反復すること。
(2)随時、課題を学習支援フォルダに挙げるので、参照し準備すること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

小テストやレポートは、授業の内容を把握しているかどうかよりも、むしろ授業で得た知識を自身の関心においてどのように展開したか、また
、展開させたいか、を問うものである。
近隣の展覧会を見て回るなど、日常的にも美術の環境に親しんでいただきたい。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

17045 /



芸術と人間 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

アートと社会、プライベート/パブリック、プロジェクト
キーワード　/Keywords

17045 /



現代正義論 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
重松  博之 / SHIGEMATSU Hiroyuki / 法律学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

　本講義では、現代社会における「正義」をめぐる諸問題や論争について、その理論的基礎を倫理的・法的な観点から学ぶと同時に、その応用
問題として現代社会への「正義」論の適用を試みる。
　まずは、現代正義論の流れを概観する。次に、現代社会における「正義」の問題の具体的な実践的応用問題として、応用倫理学上の諸問題を
とりあげる。具体的には、安楽死・尊厳死や脳死・臓器移植といった具体的で身近な生命倫理にかかわる諸問題をとりあげ考察する。そのうえ
で、現代正義論の理論面について、ロールズ以後現在までの現代正義論の理論展開を、論争状況に即して検討する。それにより、現代社会にお
ける「正義」のあり方を、理論的かつ実践的に考察することを、本講義の目的とする。

（到達目標）
【思考・判断・表現力】現代社会における正義の問題について論理的に思考し、自分の考えや判断を適切な方法で表現する力を身につけている
。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない。講義の際に、適宜レジュメや資料を配布する

〇マイケル・サンデル『これからの「正義」の話をしよう』（早川書房、2010年）
〇マイケル・サンデル『ハーバード白熱教室講義録＋東大特別授業(上）（下）』(早川書房、2010年）
〇深田三徳、濱真一郎『よくわかる法哲学・法思想　第２版』（ミネルヴァ書房、2015年）
〇盛山和夫『リベラリズムとは何か』（勁草書房、2006年）
〇川本隆史『現代倫理学の冒険』（創文社、1995年）
〇川本隆史『ロールズ　－　正義の原理』（講談社、1997年）
瀧川裕英、宇佐美誠、大屋雄裕『法哲学』（有斐閣、2014年）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　現代正義論とは　～　問題の所在
第２回　現代正義論とは　～　本講義の概観　　
［第３回～第７回まで　「正義」の応用問題（生命倫理と法）］
第３回　脳死・臓器移植①　～　臓器移植法の制定と改正
第４回　脳死・臓器移植②　～　法改正時の諸論点
第５回　脳死・臓器移植③　～　改正臓器移植法の施行と課題
第６回　安楽死・尊厳死①　～基本概念の整理と国内の状況
第７回　安楽死・尊厳死②　～諸外国の状況
第８回　現代正義論①　～　ロールズの正義論
第９回　現代正義論②　～　ロールズとノージック
第10回　現代正義論③　～　ノージックのリバタリアニズム
第11回　現代正義論④　～　サンデルの共同体主義
第12回　現代正義論⑤　～　共同体主義【論争】
第13回　現代正義論⑥　～　アマルティア・センの正義論
第14回　現代正義論⑦　～　センとロールズ・ノージック
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験…80％　　講義中に課す感想文…20％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業の前に、当該回に扱うテーマについて、自ら予習をしておくこと。授業の後は、各回の講義で配布したレジュメや資料をきちんと読み込み
、復習し理解すること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

17046 /



現代正義論 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

ＮＨＫ教育テレビで放送されたマイケル・サンデルの「ハーバード白熱教室」の番組を見ておけば、本講義の後半部の理解の役にたつと思いま
す。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

SDGs10. 不平等をなくす　SDGs16. 平和と公正　ロールズ　ノージック　サンデル　正義　脳死　尊厳死
キーワード　/Keywords

17046 /



民主主義とは何か 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
中井　遼 / NAKAI, Ryo / 政策科学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

民主主義／デモクラシー／民主制とは何か。まずそれは単に選挙で物事を決めるだけの事ではない。選挙は独裁国家でも実施されている。また
それは善なる無謬のイズムでもない。近現代において多くの抑圧や圧政は「民意」や「国民の意思」の美名のもとに執行されてきた（そして「
みんなのためだから」「多数決だから」の名のもとに行われる他者への抑圧は我々の日常でも見られる行為である）。民主主義とは強いていえ
ば決定を権威づける一つのメカニズムに過ぎず，社会的実体の一類型でなければ道徳的目的でもない。

では近代的な自由民主主義はいかにして民主主義の害悪を最小化しつつ実際の決定メカニズムとして運用してきたのか。本講義では，理念とデ
ータの両面から検討する。様々な民主体制がある中で，どのような状況においてその決定の品質が保たれたり，そもそも政治的安定性を維持で
きるのか，様々な先行研究に基づいて講義・検討する。近年の研究は，理念的には優れた制度と思われていたものが実際には劣った現実をもた
らしていた（理念とデータにギャップがあった）事なども示している。また，民主主義が何かを知るためには民主主義ではないものが何なのか
も知らなければならない。本講義の射程は非民主主義体制にも及ぶ。これらを知ることを通じてこそ，我々は多様な人々の間において適切な集
合的決定を下すことが可能となるはずだ。

受講者は本講義を通じて，１）民主主義を冠する複数の思想や歴史を理解し，特に自由民主主義（リベラルデモクラシー）とそれに付随する基
礎的諸概念と効果について，複数の相反する考え方も含め理解し説明できるようになる；２）なぜ民主主義が好ましいのか/好ましくないのか
，いかなる状況や領域において民主主義は好ましいのか/あるいは特段優れているわけではないのか，複数の相反する理論や実証結果を整理し説
明できるようになる；３）民主主義下における様々な制度的バリエーションについて説明できるようになり，それが実際の民主政治にいかなる
影響を与えるのか，実証的根拠とともに説明できるようになる：４）非民主主義体制ともいえる独裁制がもつバリエーションも説明でき，それ
が体制変動・民主化に与える影響を理解し，民主主義体制との違いや独裁制下での選挙がもたらす効果について説明できる；ことが求められる
。

本学DP上の到達目標は「民主主義について論理的に思考し、自分の考えや判断を適切な方法で表現する力を身につけている」「民主主義に関す
る課題を自ら発見し、解決のための学びを継続する意欲を有している」となっており，そのためにも上記の４要件を満たすことが期待され，ま

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
指定教科書はない

宇野重規（2019）『民主主義とは何か』
〇待鳥聡史（2015）『代議制民主主義―「民意」と「政治家」を問い直す』中央公論新社
〇マクファーソン，C.B.（田口訳 1978）『自由民主主義は生き残れるか』岩波書店
〇ダール，R.（高畠・前田訳）『ポリアーキー』岩波書店
〇坂井豊貴（2015）『多数決を疑う―社会的選択理論とは何か』岩波書店
エリカ・フランツ（2021）『権威主義：独裁政治の歴史と変貌』白水社

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

17047 /



民主主義とは何か 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

１．イントロダクションと投票参加ついて理解する。授業全体の方針や進め方について受講者との間に共通理解をもつ。しかる後に，民主主義
の基礎的な制度と見られる，選挙に関して，なぜ人は選挙にいったり行かなかったりするのか，ライカ―の投票参加理論をもとに理解する。

２．民主主義と隣接概念（自由主義・共和主義）を理解する。民主政―独裁政の差異と君主政―共和政の差異は理論的・現代的な意味において別
物であることを理解する。本来別物の自由主義と民主主義が歴史的経緯によって結びついてきたことを知り，時には自由主義と民主主義が衝突
しうることも理解する。そのため現代的自由民主主義は自由をまもる諸制度（cf司法の独立）が必然的に含まれることを理解し，現在の自由民主
主義指標（Freedom House, PolityIV）は実際にそれらを含めて世界の民主主義度を計測していることを知る。

３．民主主義の多義性を理解し，最小限定義を示したダールのポリアーキー概念を学び，それが重要視する「競争」と「包摂」の2次元を理解す
る。自由で競争があっても，そこに参加できるメンバーが少なければ民主主義とは言えない。V-dem指標を知り，たとえば民主主義の場から女
性を排除してきたスイスは民主主義国だろうかといった問題を検討する。

４．直接民主主義と間接民主主義の関係性を理解する。現代において標準的な代議制民主主義の思想と対抗言説を理解する。間接民主制を擁護
するシュンペーターの競争的民主主義観を理解し，他方で強力な対抗言説としての人民民主主義論・ポピュリズム（とそれらがはらむ危険性
）について知る。

５．この回より理論を離れて歴史や実証を重視する。こんにちの世界が近現代史上はじめて民主政が多数派となっている事を知り，それをもた
らした「第3の波」について学ぶ。ラテンアメリカ，旧共産圏，アジア，世界の様々な地域で一斉に起こった民主化の波は，様々な形態を通じて
発生したことを知り，それが定着に成功したり失敗したことがある事を知る。

６．民主政と独裁政（権威主義体制）を比較検討する。独裁政もまた一定の制度的パフォーマンスをもとに体制維持を合理化していることを知
り，民主政と独裁政の間に制度的なパフォーマンスの差があるのか，当為の言説からではなく実際のデータに基づいて理解する。経済的成長に
関する古典的研究から，ガバナンスにかんする最新の研究まで触れることを通じて，民主政はどのような領域において独裁政より優れているの
か／あるいは優れていないのかを理解する。

７．権威主義体制の下位分類について理解する。リンスの全体主義論・権威主義論を元に，民主政とは言えなくとも一定の政治的多元性が許容
されている制度があることを理解する。また，現代の権威主義体制の3分類法（軍・議会/党・個人）を知り，それぞれの特徴と，特に議会を通じ
た権威主義体制があることを把握する。そこから，選挙は民主主義の専売特許でもなんでもなく，時には独裁体制の強化につながり民主主義を
棄損するだけである場合もあることを理解する。

８．政治体制の変動について理解する。第３の波に限らず，体制変動はいかにして発生するか幅広いデータを通じて理解する。また，権威主義
体制下における体制変動とは必ずしも民主主義体制への変動（民主化）を意味しないことや，民主主義を維持することと民主化を達成すること
は別であることなどを理解する。ムーアの階級構造理論と，経済発展（6055ドル仮説）・格差との関連性についての基礎的な実証分析を理解の
補助線とする。

９．独裁制と民主政を理解したうえで，そもそも民主主義という意思決定手続きがいかにして正当化できるか複数の理論を知る。特に，最大多
数最大幸福原理とコンドルセ陪審定理（CJT）について学ぶ。最大多数の最大幸福に基づく正当化は容易に多数派の暴政につながりうること，結
果合理性の議論としてはCJTが重要な発想であることをその内容を含めて理解する。ただし民主政の維持という観点から見た際，CJTに対しては
批判も存在し，選挙結果の不確実性/戦略性こそが重要だとする議論もあることを紹介する。

１０．民主政下の下位分類としての執政制度について理解する。執政長官をいかにして選ぶかという制度が極めて重要であることを知り，大分
類として大統領制と議院内閣制について理解する。この際，日本の教科書的な三権分立の理解には不都合もあることを学ぶ。両執政制度に当て
はまらない，半大統領制や首相公選制についても事例を含めて理解する。執政制度の差異は民主主義の維持との関連で非常に激しい議論があり
，日本の中央政治と地方政治の理解にも重要であることを把握する。

１１．民主政下の下位分類としての選挙制度について理解する。選挙制度を分類する方法としては，特に定数と議席変換方式が重要であり，多
数代表性≒小選挙区制と比例代表制≒複数選挙区制の基礎的な制度設計ないし制度効果について理解する。実際の選挙結果などをもとにその効果
について確認する。特に日本の選挙と民主主義を考える上では，多数代表性&複数選挙区制（いわゆる中選挙区制）の効果の理解は不可欠であり
，その制度がもつ理論的な効果と課題について理解する。

１２．民主政下の下位分類としての多数決型とコンセンサス型について理解する。同じリベラルデモクラシーの諸国の中でも，実際の民主政の
運用は多様であり，様々な制度や運用の組み合わせによってバリエーションを示している。これを民主政の二つの理念系とその中間とみる
Lijphartの民主主義理論を学ぶ。実際のデータなどを通じて，世界の民主政のバリエーションがどのような次元で区別でき，どのような位置に置
くことができるのか理解する。

１３．多文化社会における民主政の実現可能性について理解する。多数派の政治的意思に基づき政治的な決定と介入を行う民主政が，多文化社
会において抱える困難を理解し，そのうえで，現実に多民族国家でありながら民主政を維持してきた国々の観察から生まれた，コンソシエーシ
ョナル（多極共存型）デモクラシー理論を事例とともに習得する。他方で，本理論も多文化社会の権力分有としては万能ではなく，オルタナテ
ィブな議論もあることを理解する。

１４．情報通信技術の発展と民主主義の関連性について考える。広義のE-デモクラシーのうち，主に3つの課題について理解する。1つ目は特に
SNSの発展が現在そして未来の民主主義に与える影響であり，楽観論と悲観論の双方を理解する。2つ目はインターネット投票であり，先行事例
としてのエストニアの状況の解説とその問題点，日本や世界の状況について知る。3つ目はいわゆるAIと民主主義の問題であり，古典的なテクノ
クラシーと民主主義の緊張関係の延長としてこの問題をとらえる視点を涵養する。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents
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民主主義とは何か 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

１５．ここまでの授業の整理として各授業内容の定着を図る。授業スピードの進展の調整・授業の休講/補講・授業内での合同イベントの実施な
ど，イレギュラーがあった場合の調整としてもこの回（に相当する回）を用いて，調整を行う。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験:100%
成績評価の方法　/Assessment Method

各回において参考文献を授業スライドに提示する。復習やさらなる学習のためにそれを用いる事。また，各回の最後に次回授業のキーワードや
前提知識となる単語を示すので，それらについては事前予習してくること。
さらに，事前事後学習とは単に座学に限られない。本講義で学習した知見をもとに，現実に自らが生まれたり住んでいる国や地方の政治につい
て考えたり，受講者同士で議論を交わしたり，関連するTV報道・新聞記事・ネットメディア報道などを購読して自分なりの意見形成をすること
が，きわめて重要な事前事後学習となる。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

教養科目ですので込み入った法学・政治学の知識は必要ありません（それらがない人を想定して授業を行います）。ただし，高校卒業程度の英
語・世界史，中学程度の数学の知見は必要です。これらについては授業において逐一補足しませんので，各自で能力を維持してください。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

SDG 5. ジェンダー平等　SDGs 16. 平和と公正
キーワード　/Keywords
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人権論 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
柳井　美枝 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

   「人権」といえば「特別なもの」というイメージを抱くかもしれないが、実際には「気づかない」「知らない」ことにより、自分自身の「人権
」が侵害されていたり、無自覚的に他者の「人権」を侵害しているということがある。
    本講義では「人権」についての基本的な概念、現存する人権課題やその社会的背景を考察した上で、自分にとっての人権とは何か、我々の社
会が抱える人権課題とは何かについて共に考えていきたい。

（目標）
【思考･判断・表現力】人権に関する課題について論理的に思考し、自分の考えや判断を適切な方法で表現する力を身につける。
【コミュニケーション力】他者と協同して、人権に関する諸問題の解決に向けて取り組む姿勢を身につける。
【自立的行動力】人権に関する課題を自ら発見し、解決のための学びを継続する意欲を有する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
  『人権とは何か』（横田耕一著／(公社）福岡県人権研究所発行 ￥1000）

　必要な参考書は授業時に紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

  1 「自分にとっての人権課題」  オリエンテーション  /  自分と人権との関わりを考える。
 2 「人権とは何か」                    人権とは何かについて解説する。
 3 「人権獲得の歴史」                人権獲得の歴史について近代革命を中心に解説する。
 4 「世界人権宣言と人権条約」  世界人権宣言採択の歴史的経緯や意義などを解説する。
 5 「平和と人権」                        戦争・平和についての解説。
 6 「ハンセン病について」          ハンセン病についての認識を深めることや元患者を取り巻く社会の状況を解説する。
 7 「教育と人権～識字問題」      読み書きができないことがもたらす人権侵害などを解説する。
 8 「教育と人権～夜間中学」      教育を受ける権利の保障とは何かを事例を交えて解説する。
 9 「部落問題について」             現存する部落問題の事例から部落問題とは何かを解説する。
10「部落問題について」             当事者の思いを聞き、部落差別とは何かを考える。
11「在日外国人と人権課題」      在日外国人の現状と人権課題を解説する。
12「在日コリアンについて」      在日コリアンの歴史、現状、課題などを解説する
13「障害者と人権」                     障害者の立場からみる人権課題を知る。
14「アジアの人権状況」             アジアの人権問題を事例を交えて解説する。
15「まとめ」                               現代社会の人権課題に自分たちはどう向き合うのか、共に考える。

※５～１４については、状況により順序が入れ替わる場合あり。
　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

　授業に取り組む姿勢【50％】と前期末試験（またはレポート）【50％】により評価する。
成績評価の方法　/Assessment Method

・新聞、テレビ、ネットなどを通して、私たちの社会で起きている様々な人権課題に関心をもち、毎回のコメント用紙に反映させることが望ま
しい。
・教科書及び配布資料は熟読すること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

　私語は厳禁、授業態度は重視する。
　出席率7割を満たした学生のみ前期末試験の受験（またはレポート提出）を許可する。
　代筆や代返などを含む不正行為を行った場合は、即座に出席が停止され、単位取得は不可となる。

履修上の注意　/Remarks

17048 /



人権論 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

　自分と他者の学ぶ権利を意識して授業に取り組んでほしい。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

「すべての人」「人間らしく生きる」
「ＳＤＧｓ４　質の高い教育を」「ＳＤＧｓ10　不平等をなくす」「ＳＤＧｓ16　平和と公正」

キーワード　/Keywords
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ジェンダー論 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
力武　由美 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

　この科目では、なぜ男言葉と女言葉があるのか、なぜ女性の大芸術家は現れないのか、「男は仕事、女は家庭」は自然な役割なのか、なぜ政
治学や法学、科学の分野に女性教員や女子学生が少ないのかなど、日常的に「当たり前」となっていることをジェンダーの視点で問い直すこと
で、社会や文化に潜むジェンダー・ポリティクスを読み解く視点および理論、ならびに社会や文化に潜むジェンダー・ギャップを可視化するツ
ールとしての統計を読み・活用する方法を学びます。

【到達目標】
【思考・判断・表現力】ジェンダーに関する課題ついて論理的に思考し、自分の考えや判断を適切な方法で表現する力を身につけている。
【コミュニケーション力】他者と協働して、ジェンダーに関する諸問題の解決に向けて取り組む姿勢を身につけている。
【自立的行動力】ジェンダーに関する課題を自ら発見し、解決のための学びを継続する意欲を有している。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
牟田和恵編『改訂版　ジェンダー・スタディーズ—女性学・男性学を学ぶ』（大阪大学出版会、2017) 2,640円

 　

井上輝子・上野千鶴子・江原由美子・大沢真理・加納実紀代編『岩波女性学辞典』（岩波書店、2002）
 （〇）マギー・ハム『フェミニズム理論辞典』（明石書店、1997）
 R.W. Connell, Gender: Short Introduction. Polity, 2002.

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

     １回　ジェンダー論を学ぶためのキー概念【セックス】【ジェンダー】【セクシュアリティ】【家父長制】
　　　　【ホモソーシャル】【ホモフォビア】【ミソジニー】【ジェンダー統計】
 　２回　日本語表現に潜むジェンダー【女言葉】【男言葉】【ジェンダーバイアス】【女子力】
 　３回　ジェンダー・リテラシーで読み解く文学【カノン】【権力】【公と私】【眼差し】【当事者性】
 　４回　現代アートとジェンダー―【制度】【主体】【客体】【オリエンタリズム】
 　５回　ワーク・ライフ・コンフリクト問題【男らしさ】【性別役割分業】【ワーク・ライフ・バランス】
 　６回　多様なライフスタイルと家族【近代家族】【コレクティブ／シェア・ハウジング】【ゲイ・ファミリー】
　　　　【ステップ・ファミリー】【シングルペアレント・ファミリー】【シングル化】
 　７回　セクシュアリティと日本社会【ジェンダー化される身体】【ロマンティック・ラブ・イデオロギー】
　　　　【リプロダクティブ／ヘルス・ライツ】【性のダブル・スタンダード】【性の商品化】【JKビジネス】
 　８回　「性別」は「女と男」ではない【ワン・セックス・モデル】【ツゥー・セックス・モデル】【多様な性】
 　９回　教育とジェンダー【近代化】【国民国家】【ジェンダー・ギャップ】【隠れたカリキュラム】【理系女】
 　10回　年金とジェンダー【片働き・共働き】【専業主婦優遇制度】
 　11回　高齢者介護とジェンダー【ケアの担い手】【ケアの有償化】【介護保険制度】【ヤング・ケアラー】
　 12回　刑法の国際化とジェンダー【女性に対する暴力】【セカンド・レイプ】【売買春】【人身取引】
　　　　【国際人権法】
 　13回　「従軍慰安婦」問題【戦争とジェンダー】【暴力の連続体】【女性の権利は人権である】
 　14回　女性差別撤廃条約と人権【ジェンダーの解消】【アファーマティブ・アクション】【個人通報制度】
 　15回　グローバル化とジェンダー【経済格差の拡大】【移住労働】【性別役割分業の国際的再配置】
　　　　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents
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ジェンダー論 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

レポート…50％、期末試験…50％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習としては、授業の各回に予定されている教科書の章を読み、その内容に関連した日常生活の事象例を探して、授業に臨むこと。事後学
習としては、発展的学びのために教科書の各章末尾に紹介されている図書のうち関心のあるものを読んでみること、期末課題の作成に向けて文
献・資料等を探して読むこと、レポートの構想を練ることなど、計画的に準備を進めていくこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

(1)ジェンダー関連の法制度改正・整備等の動きを新聞等で把握しておくこと。
(2)メディア表現を含め日常的な会話・風景をジェンダーの視点で問い直す作業を日頃から行い、ジェンダーにセンシィブな感覚を身につけ、レ
ポートおよび期末試験に反映させること。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

 「セックス」 「ジェンダー」「セクシュアリティ」「ポリティクス」「ジェンダー統計」

「SDGs 5. ジェンダー平等、SDGs 10. 不平等をなくす」

キーワード　/Keywords
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障がい学 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
伊野  憲治 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

「障害」というと否定的なイメージで捉えられることが少なくないが、本講義では、「文化」といった視点から「障害」という概念を捉えなお
し、具体的には発達障害である自閉スペクトラム症（障害）を取り上げながら、異文化が共存・共生していくための阻害要因や問題点を浮き彫
りにしていくとともに、共存・共生社会を実現するための考え方を学ぶ。
障害をテーマとした映画等にも随時ふれながら、身近な問題として考えていく。

（到達目標）
【知識】障がいについての様々な捉え方を理解するための基盤となる知識を総合的に身につけている。
【思考・判断・表現力】障がいの捉え方に関する課題について論理的に思考し、自分の考えや判断を適切な方法で表現する力を身につけている
。
【コミュニケーション力】他者と協働して、障がいに関する諸問題の解決に向けて取り組む姿勢を身につけている。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特になし。

随時指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回：オリエンテーション、授業の概要・評価基準。
第2回：「障害」に対するイメージ【障害イメージ】
第3回：「障がい学」とは【障害学】【障がい学】
第4回：障害の捉え方【医療モデル】【社会モデル】【文化モデル】
第5回：自閉スペクトラム症（障害）とは①自閉症の特性【自閉症】
第6回：自閉スペクトラム症（障害）とは②自閉症観の変遷【自閉症】
第7回：自閉スペクトラム症（障害）支援方法①構造化の意味【構造化】
第8回：自閉スペクトラム症（障害）支援方法②コミュニケーション支援【コミュニケーション】
第9回：合理的配慮とは【合理的配慮】
第10回：文化モデル的作品DVDの視聴①前半【文化モデル的作品】
第11回：文化モデル的作品DVDの視聴②後半【文化モデル的作品】
第12回：文化モデル的作品の評価【３つのモデルとの関連で】
第13回：３つのモデルの関係性【3モデルの在り方】
第14回：共生社会へ向けての課題、自己への問いとしての障がい学【共生社会】【自己への問い】
第15回：質問日。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

学期末レポート(100％)
成績評価の方法　/Assessment Method

障害関連の報道等に常に関心をもって接すること。具体的には、授業で、その都度、支持する。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

特になし。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

SDGs「3．健康と福祉」「16．平和と公正」「17．パートナーシップ」
キーワード　/Keywords
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北九州学 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
日高　京子 / Hidaka Kyoko / 基盤教育センター, 牛房  義明 / Yoshiaki Ushifusa / 経済学科
三宅  博之 / HIROYUKI　MIYAKE / 政策科学科, 松永  裕己 / マネジメント研究科　専門職学位課程
村江　史年 / Fumitoshi MURAE / 基盤教育センターひびきの分室

担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

 環境問題の全体像を把握し、持続可能な社会作りに向けた行動の重要性を理解する。そのために、学内の専門分野の異なる教員、学外からは行
政・企業・NPO等の実務担当者を講師として迎え、オムニバス形式で様々な視点（自然・経済・市民）から環境問題とそれに対する取り組みに
ついて学習する。北九州市はかつてばい煙に苦しむ街であったが、公害を克服した歴史を踏まえ、現在は環境モデル都市として世界をリードし
ている。北九州市の実施する「環境首都検定」の受検を通して、市のさまざまなプロジェクトや環境についての一般知識を広く学ぶほか、環境
関連施設（環境ミュージアムなど）見学により、その体験を講義での学習につなげる。

到達目標
【知識】北九州市の環境問題に対する取り組みを理解する ための基盤となる知識を総合的に身につけている。
【思考・判断・表現力】北九州市の環境問題について論理的に思考し、自 分の考えや判断を適切な方法で表現する力を身に つけている。
【自律的行動力】北九州市の環境問題を自ら発見し、解決のための学びを継続する意欲を有している。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

北九州市環境首都検定公式テキスト　1000円（税込み）
http://www.city.kitakyushu.lg.jp/kurashi/menu01_0438.html

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　ガイダンス（日高）
　２回　持続可能な社会をめざして〜ESD〜（法学部・三宅）
　３回　北九州の自然と環境（基盤・村江）
　４回　北九州における環境政策（外部講師）
　５回　環境問題と市民の関わり（外部講師）
　６回　環境ビジネスとエコタウン事業（マネジメント研究科・松永）
　７回　北九州の環境経済（経済学部・牛房）　
　８回　環境問題とソーシャルビジネス（外部講師）
　９回　施設見学・環境ミュージアム　
１０回　環境首都検定に向けて（外部講師）
１１回　環境問題と企業の取り組み（外部講師）
１２回　環境問題とエネルギー政策（外部講師）
１３回　特別講演（外部講師）
１４回　環境問題と学生の取り組み（地域共生教育センター）
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

環境首都検定の成績・・・・４０％
授業ごとのMoodle課題（確認テストやミニレポートなど）・・・６０％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習：北九州市環境首都検定公式テキストで関連する箇所を学習しておくこと。
事後学習：授業中に出された課題に沿って学習し、Moodleで提出すること。
https://moodle.kitakyu-u.ac.jp

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

環境首都検定受検および施設見学（環境ミュージアム）は原則として必須とする。
・環境ミュージアム見学は授業期間中に各自で行うこと。
・環境首都検定は12月12日（日）の予定。

*スケジュールは変更の可能性もある。第１回目ガイダンス時に確認すること。
*環境ミュージアムまでの交通費は自己負担とする。

履修上の注意　/Remarks

本講義は副専攻「環境ESD」と深く関連しています。この講義をきっかけに副専攻にもトライしてみませんか。
https://www.kitakyu-u.ac.jp/kankyo-esd

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor
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北九州学 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

環境、ESD、SDGs、北九州市

SDGsとの関連について
7. エネルギーをみんなに 12. つくる責任つかう責任　13. 気候変動に具体的な対策を　14. 海の豊かさを守ろう　15. 陸の豊かさも守ろう

キーワード　/Keywords

17051 /



市民活動論 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
西田　心平 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

市民活動とはどのようなものか、日本の現実を歴史的に振り返り、基本的な論点が理解できるようになることを目的とする。主要な事例をとり
あげ、それを柱にしながら授業を進めて行く予定である。到達目標としては受講生が自分なりの「政治参加」のあり方を柔軟に考えられるよう
になることである。
「SDGｓ」の目標の中の「３.すべての人に健康と福祉を」「11.住み続けられるまちづくりを」「16.平和と公正をすべての人に」などに対応し
ています。

（到達目標）
【知識】市民活動を理解するための基盤となる知識を総合的に身につけている。
【コミュニケーション】他者と協働して、市民活動に関する諸問題の解決に向けて取り組む姿勢を身につけている。
【行動力】市民活動に関する課題を自ら発見し、解決のための学びを継続する意欲を有している。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
とくに指定しない。

授業の中で適宜紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　ガイダンス
２回　検討の枠組みについて
３回　枠組みを使った民衆行動の分析①－政治と経済
４回　枠組みを使った民衆行動の分析②－市民
５回　市民活動の＜萌芽＞①－政治と経済
６回　市民活動の＜萌芽＞②－市民
７回　市民活動の＜再生＞①－政治と経済
８回　市民活動の＜再生＞②－市民
９回　市民活動の＜広がり＞①－政治と経済
１０回　市民活動の＜広がり＞②－市民
１１回　中間まとめ
１２回　北九州市における市民活動のうねり
１３回　今日の市民活動の＜展開＞①－政治と経済
１４回　今日の市民活動の＜展開＞②－市民
１５回　全体まとめ
※スケジュールの順序または内容には、若干の変動がありうる。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への積極的な参加姿勢…　40％
期末試験…　60％　

成績評価の方法　/Assessment Method

講義の理解に有益な読書、映像視聴等を行うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

受講者には、市民活動について自分で調べてもらうような課題を課す場合があります。その際の積極的な参加が求められます。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

この講義は「SDGｓ」世界を変えるための17の目標に幅広くあてはまるものですが、とくに「３.すべての人に健康と福祉を」「11.住み続けら
れるまちづくりを」「16.平和と公正をすべての人に」などに対応しています。

キーワード　/Keywords
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企業と社会 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
山下　剛 / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

企業は、現代社会においてそれなしでは成り立たない存在です。諸個人は一生を通じて何らかの形で企業と関わっていかざるをえません。企業
を経営するとは、企業の経営者だけの問題ではなく、企業に関わるすべての人間にとっての問題です。この授業の狙いは、社会の中で企業がど
のような原理で存在し、これまで歴史的にどのような側面を有してきたのか、また逆にそのような企業が社会に対してどのような影響を与えて
いるか、現代社会においてこれからの企業はどのように経営されていくべきかを考えることにあります。

（到達目標）
【知識】企業と社会に関する諸問題を理解するための基盤と なる知識を総合的に身につけている。
【思考・判断・表現力】企業と社会の諸問題について論理的に思考し、自分の考えや判断を適切な方法で表現する力を身につけている。
【自律的行動力】企業と社会に関する課題を自ら発見し、解決のための学びを継続する意欲を有している。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
三戸浩・池内秀己・勝部伸夫『企業論　第4版』有斐閣アルマ、2018年、2310円

三戸公『会社ってなんだ』文眞堂、1991年（○）
三戸公『随伴的結果』文眞堂、1994年（○）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回ガイダンス　【企業の社会における意味の変遷】【6つの企業観】
第2回企業と「豊かな社会」【現代における財・サービスの豊かさ】
第3回「株式会社」の仕組み①　【株式会社の歴史】【株式会社の機能と構造】
第4回「株式会社」の仕組み②　【株式会社の機能と構造】【上場と非上場】
第5回社会における「大企業」の意味①　【大企業とは何か】【所有と支配】　
第6回社会における「大企業」の意味②　【商業社会と産業社会】【企業の性格の変化】
第7回社会における「大企業」の意味③　【官僚制】【科学的管理の展開】
第8回社会における「大企業」の意味④　【環境問題】【随伴的結果】
第9回社会における「大企業」の意味⑤　【コーポレート・ガバナンス】【企業倫理】
第10回「家」としての日本企業①　人事における日本企業特有の現象【日本企業と従業員】【契約型と所属型】
第11回「家」としての日本企業②　日本企業特有の組織原理【階統制】【能力主義】【企業別組合】
第12回「家」としての日本企業③　日本企業の行動様式【日米の株式会社の違い】【企業結合様式の独自性】
第13回「家」としての日本企業④　「家」の概念　【日本企業の独自性】【家の論理】
第14回「家」としての日本企業⑤　今後の日本的経営　【原理と構造】【家社会】
第15回総括

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

学期末試験・・・60％　　　小テスト・・・40%
成績評価の方法　/Assessment Method

事前にテキスト該当箇所を読んでおいてください。授業後に該当箇所を再読し、復習しておいてください。（必要な学習時間の目安は、予習
60分、復習60分です。）
また、適宜、任意のレポート課題を出します。
また該当箇所の参考文献をよく読んでおいてください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

状況に応じて臨機応変に対応したいと考えていますので、若干の内容は変更される可能性があります。
履修上の注意　/Remarks

積極的な参加を期待しています。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

財・サービス　株式会社　大企業　家の論理　社会的器官

SDGs8. 働きがい・経済成長、SDGs12. 作る・使う責任、SDGs15. 環境保全、等の問題と強く関連する。

キーワード　/Keywords

17053 /



つながりの人間学 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
石川　敬之 / 地域共生教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

本講義は地域共生教育センター担当科目として開講します。
地域貢献活動（ボランティア活動）に参加するための入門科目として、主に以下の点を目的とします。
・サービス・ラーニングに向けた基本的知識の学習
・サービス・ラーニングに向けた実践的方法論の習得
・地域活動に参加している学生との交流を通じた地域活動に対する参加意欲の向上
・地域活動の実践と学び

この講義の到達目標は以下のとおりです

【知識】サービス・ラーニングを理解するための基盤となる知識を総合的に身につけている。
【コミュニケーション力】社会と調和し、組織や社会の活動を促進する力を身につけている。
【自律的行動力】地域貢献活動に関する課題を自ら発見し、解決のための学びを継続する意欲を有している。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
レジュメを配布します。
講義時に適宜紹介します。

講義時に適宜紹介します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　ガイダンス
第2回　サービス・ラーニングの考え方
第3回　サービス・ラーニングとボランティア
第4回　サービス・ラーニングを行う理由
第5回　サービス・ラーニングとしての地域貢献活動（事例紹介）
第6回　サービス・ラーニングを通じた自己の学びと成長（先輩登壇）
第7回　サービス・ラーニングと地域の変化
第8回　これからの社会とサービス・ラーニング
第9回　日本における社会貢献活動の歴史　
第10回　経験学習について
第11回　サービス・ラーニングの実践に向けて
第12回　良き市民としてのサービス・ラーニング
第13回　受講生による実践報告（１）
第14回　受講生による実践報告（２）
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

「第一回講義時のレポート＋実践報告最終レポート」（５５％）＋「授業内での小テスト＋授業への取り組み」（４５％）＝合計１００％評価
成績評価の方法　/Assessment Method

「サービス・ラーニング」を実際に行うにあたっては、事前の学習、綿密な準備、計画を必要とします。
講義内では、その回の内容に関連した復習用の自習課題（関連する映像資料や書籍・新聞記事などのレビュー）を提示しますので、次回の講義
までに各自行ってきてください（自習時間の目安は６０分程度）。
受け入れ先についての下調べや打ち合わせのための準備もそうした作業に含まれます。また「サービス・ラーニング」後についても、その活動
内容の記録、報告書の作成、および、自らの振り返りなどが必要になります。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

17054 /



つながりの人間学 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

本科目は受講者による「サービス・ラーニング」への参加（ボランティア活動の実施）を前提としています。受講生は、自ら「サービス・ラー
ニング」（ボランティア）を受け入れてくれる団体を探し、受け入れの交渉を行ない、その後、実際に活動をしてもらいます。このような意味
から、本講義では受講者の積極性や自発性を必要とします。そのため、授業の第一回目に、本科目を受講する理由や学びに向けた思いなどを「
事前レポート」（１５００字程度）として書いてもらい、それを第二回目の授業の際に提出してもらいます。このレポートの提出は単位取得の
ための必須条件としています。このように本科目では受講生の積極的な参加意欲が必要となりますので、履修の際はご留意下さい。

さらに本講義では、講義時間外の学習・作業も多くあります。受け入れ先の調査や面談のためのアポイント、学習計画書の作成や実習に出向く
ための事前準備などです。こうした課題をこなしつつ、講義と実習の両方に真摯に取り組むことが必要になります。詳細は第一回のガイダンス
の際に説明しますので、必ず出席してください。

履修上の注意　/Remarks

本科目は全学組織である地域共生教育センターが提供する科目です。この科目をきっかけとして地域活動へ参加していただきたいと思います。
また、この講義は第二学期開講の「サービス・ラーニング入門Ⅱ」と連動していますので、続けて履修されることを望みます。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

地域活動、ボランティア、経験を通じた学び
キーワード　/Keywords
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現代の国際情勢 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
北　美幸 / KITA Miyuki / 国際関係学科, 大平　剛 / 国際関係学科
ローズマリー・リーダー / Rosemary Reader / 英米学科, 下野　寿子 / SHIMONO, HISAKO / 国際関係学科
白石　麻保 / 中国学科, 久木  尚志 / 国際関係学科
篠崎　香織 / 国際関係学科, 柳　学洙 / 国際関係学科
政所　大輔 / Daisuke MADOKORO / 国際関係学科, 阿部　容子 / ABE YOKO / 国際関係学科

担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

現代の国際情勢を、政治、経済、社会、文化などから多面的に読み解きます。近年、国際関係および地域研究の分野で注目されている出来事や
言説を紹介しながら講義を進めます。

到達目標
【知識】現代の国際情勢を理解するための基盤となる知識を総合的に身につけている。
【思考・判断・表現力】現代の国際情勢について論理的に思考し、自分の考えや判断を適切な方法で表現する力を身につけている。
【自律的行動力】現代の国際情勢に関する課題を自ら発見し、解決のための学びを継続する意欲を有している。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
使用しません。必要に応じてレジュメと資料を配布します。

適宜指示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　オリエンテーション
第2回　北　日系アメリカ人の歴史と今日（１）概況と歴史【アメリカ合衆国】【日系人】【エスニシティ】
第3回　北　日系アメリカ人の歴史と今日（２）現代のエスニシティ状況への視座【アメリカ合衆国】【日系人】【エスニシティ】
第4回　阿部　米中の技術覇権争いと日本経済　【貿易摩擦】【DX革命】【知的財産権】
第5回　政所　国際連合の活動と日本【集団安全保障】【国連中心主義】【多国間外交】
第6回　政所　国内紛争と国連平和活動【「新しい戦争」】【平和維持活動】【平和構築】
第7回　久木　2010年代以降のイギリス（１）【政権交代】【国民投票】
第8回　久木　2010年代以降のイギリス（２）【EU離脱】
第9回　篠崎　東南アジアの多文化・多宗教社会【イスラム教】【上座仏教】【自律史観】
第10回　篠崎　世界文化遺産ペナン島ジョージタウンを歩こう【マレーシア】【マラッカ海峡】【華僑華人】【イスラム教】【ヒンドゥー教】
第11回　リーダー　Humour in British Politics（イギリス政治におけるユーモア）【British politics（イギリス政治）】【Protest（抵抗）】【
Humour（ユーモア）】
第12回　白石　中国経済の課題と展望【経済成長】【SNA】【投資】
第13回　柳　朝鮮半島の冷戦体制と南北分断【朝鮮戦争】【体制競争】【民族主義】
第14回　柳　北朝鮮の核開発と北東アジアの安全保障【冷戦体制】【駐留米軍】【対話と圧力】
第15回　下野　台湾の多元化社会【民主化】【中国】【移民】
※都合により変更もあり得ます。変更がある場合は授業で指示します。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

小テスト（各担当者ごとに最低1回は行います。最少9回、最大14回）100%　
成績評価の方法　/Assessment Method

各回の担当者の指示に従ってください。授業終了後には復習を行ってください。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

この授業は、複数の教員が、各自の専門と関心から国際関係や地域の情勢を論じるオムニバス授業です。授業テーマと担当者については初回授
業で紹介します。
小テストを実施する際は、授業の最後に行います。授業中は集中して聞き、質問があればその回のうちに出してください。

履修上の注意　/Remarks

この授業では今の国際情勢を様々な角度から取り上げていきます。授業を通じて自分の視野を広げていくきっかけにしてください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor
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現代の国際情勢 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

SDGsとの関連
第4回　阿部　９「産業・技術革命」
第5回、第6回　政所　16「平和と公正」
第9回、第10回　篠崎　11「まちづくり」
第12回　白石　17「グローバル・パートナーシップ」
第15回　下野　５「ジェンダー平等」、16「平和と公正」

キーワード　/Keywords
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グローバル化する経済 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
魏　芳 / FANG WEI / 経済学科, 前田  淳 / MAEDA JUN / 経済学科
柳井  雅人 / Masato Yanai / 経済学科, 前林　紀孝 / Noritaka Maebayashi / 経済学科
田中　淳平 / TANAKA　JUMPEI / 経済学科, 城戸　宏史 / ＫＩＤＯ　ＨＩＲＯＳＨＩ / マネジメント研究科　
専門職学位課程
王  効平 / Xiao-ping Wang / マネジメント研究科　専門職学位課程

担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

今日の国際経済を説明するキーワードの一つが、グローバル化である。この講義では、グローバル化した経済の枠組み、グローバル化によって
世界と各国が受けた影響、グローバル化の問題点などを包括的に説明する。日常の新聞・ニュースに登場するグローバル化に関する報道が理解
できること、平易な新書を理解できること、さらに、国際人としての基礎的教養を身につけることを目標とする。複数担当者によるオムニバス
形式で授業を行う。

（到達目標）
【知識】グローバル化する経済を理解するための基盤となる知識を総合的に身につけている。
【思考・判断】グローバル化する経済について論理的に思考し、自分の考えや判断を適切な方法で表現する力を身につけている。
【行動力】グローバル化社会に関する課題を自ら発見し、解決のための学びを継続する意欲を有している。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
使用しない。

なし。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　1回　イントロダクション ― グローバル化とは何か
　2回　自由貿易【比較優位】【貿易の利益】【保護貿易】
　3回　地域貿易協定【自由貿易協定】【関税同盟】【経済連携協定】
　4回　企業の海外進出と立地（1） 【直接投資】
　5回　企業の海外進出と立地（2） 【人件費】【為替レート】
　6回　海外との取引の描写 【経常収支と資本移動の関係について】
　7回　先進国と途上国間の資本移動 【経済成長と資本移動について】
　8回　内なる国際化と地域経済（1）【外国人労働者】【自動車産業】
　9回　内なる国際化と地域経済（2）【外国人労働者】【サービス業】
10回　アジアにおける日系企業の事業展開 【経営現地化】
11回　外資系による日系企業の買収合併【外資政策による規制】【S社の事例】
12回　国際労働移動（1）【日本における外国人労働者の受け入れ】【賃金決定理論の基礎】
13回　国際労働移動（2）【移民と所得分配】【移民の移動パターン】【移民の経済的同化】
14回　グローバル化の要因とメリット【消費者余剰】　　　　　　　　　　　　　　　
15回　グローバル化のデメリット【所得格差】【金融危機の伝染】
　　　　　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

学期末試験: 100％。
成績評価の方法　/Assessment Method

授業内容の復習を行うこと、また授業の理解に有益な読者や映像視聴などを行うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

経済関連のニュースや報道を視聴する習慣をつけてほしい。授業で使用するプリントはMoodleにアップするので、きちんと復習すること。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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国際社会と日本 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
中野  博文 / Hirofumi NAKANO / 国際関係学科, 李　東俊 / LEE DONGJUN / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

戦後日本政治史を講じる。

[到達目標]
【知識】国際社会と日本の関係性を理解するための基盤とな る知識を総合的に身につけている。
【思考・判断・表現力】国際社会と日本の関係性について論理的に思考し、 自分の考えや判断を適切な方法で表現する力を身につけている。
【自律的行動力】国際社会と日本のあり方に関する課題を自ら発見 し、解決のための学びを継続する意欲を有している。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
五百旗頭真編『第3版補訂版　戦後日本外交史』(有斐閣　2014)、定価税込み2,160円を使用する。

ガイダンスの時、あるいは授業中に紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　ガイダンス
2回　戦後日本外交の構図
3回　占領下日本の外交1【日本国憲法】【占領改革】
4回　占領下日本の外交2【サンフランシスコ講和】【日米安保条約】
5回　独立国の条件1 【自主外交】【二大政党制】
6回　独立国の条件2【日米安保条約改定】
7回　経済大国外交の原型1【高度経済成長】
8回　経済大国外交の原型2　【沖縄復帰】
9回　自立的協調の模索1　　【デタント】
10回　自立的協調の模索2　【石油危機】
11回　「国際国家」の使命と苦悩1　【日米同盟】
12回　「国際国家」の使命と苦悩2　【経済摩擦】
13回　冷戦後の外交1　　【軍縮】【湾岸戦争】
14回　冷戦後の外交2　【テロとの戦い】
15回　授業の総括

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポート　50％　　　テスト　50％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業開始前までにあらかじめ資料や教科書で授業内容を調べておくこと。授業終了後には、授業ノートと資料や教科書を照合しながら、理解を
深めること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

複数の先生の担当授業です。
履修上の注意　/Remarks

授業前には予め教科書で該当箇所を学習し、終了後は復習を行うこと。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

近現代　国際関係史　東アジア
キーワード　/Keywords
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教養特講Ⅱ（現代社会とエシカル消費） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
大平　剛 / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

　グローバル化が進むことによって、人、モノ、カネ、情報の流れが加速化し、感覚的に私たちは地球を小さく感じるようになった。また、相
互依存が深化したことで、今や遠い地の出来事を他人事として済ますことはできなくなってきた。私たちの豊かな暮らしは誰かの犠牲の上に成
り立っているのではないか、そのような不正義は許されるのかという意識、すなわち「グローバルな倫理」が問われる時代になっている。
　本講義では、具体的な事例をもとに、私たちの消費活動を倫理的観点から捉え直してみたい。そのためにいくつかの具体的事例を取り上げ、
主にDVD鑑賞を通して倫理的消費について受講生とともに考えたい。
　この講義を通して、受講生が日々の暮らしを見つめ直し、先進国の大量消費活動の裏側でどのような事態が進行しているのかを考え、環境に
負荷をかけない生活を考える契機にしてもらいたい。

【知識】設定されたテーマを理解するための基盤となる知識を総合的に身につけている。
【思考・判断・表現力】設定されたテーマについて論理的に思考し、自分の考えや判断を適切な方法で表現する力を身につけている。
【自律的行動力】設定されたテーマに関する課題を自ら発見し、解決のための学びを継続する意欲を有している。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定はありません。

授業中に指示しますが、次に挙げる文献はとても参考になります。
○子島進他『館林発フェアトレード－地域から発信する国際協力』上毛新聞社、2010年。
末吉里花『はじめてのエシカル』山川出版社、2016年。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　イントロダクション（講義の目的、進め方、文献案内など）、「エシカル消費」とは何か？
第2回　【ファッション】『ザ・トゥルー・コスト』（DVD）前半の鑑賞
第3回　『ザ・トゥルー・コスト』（DVD）後半の鑑賞、論点整理
第4回　ファッション、綿花栽培に関してのディスカッション　
第5回　【種子】『種子ーみんなのもの？　それとも企業の所有物？』（DVD）の鑑賞、論点整理、ディスカッション
第6回　【食べ物】『甘いバナナの苦い真実』（DVD）の鑑賞、論点整理、ディスカッション
第7回　『Food Inc.』（DVD）前半の鑑賞
第8回　『Food Inc.』（DVD）後半の鑑賞、論点整理、ディスカッション
第9回　【フードロス】『0円キッチン』（DVD）の観賞、ディスカッション　
第10回　【アニマル・ウェルフェア】論点整理、ディスカッション
第11回　【プラスティック】『プラスチックごみ―日本のリサイクルの幻想』（DVD）の鑑賞、論点整理、ディスカッション
第12回　【鉱物資源】『スマホの真実』（DVD）の鑑賞、論点整理、ディスカッション
第13回　【フェアトレード】『もっと！フェアトレード』（DVD）の鑑賞
第14回　フェアトレードの展開、役割、課題
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

3回のレポート（60％）、エッセイ（40％）
成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習として、各回のキーワードについてウェブサイトなどで調べておいてください。事後学習としては、3回レポート（A4一枚程度）を課し
ますので、振り返りをしてください。また、学んだことを実生活で確認してください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

数多くのDVDを視聴し、理解を深めます。その際、ディスカッションを行いますので、他人と議論するのを恐れずに、積極的に参加してくださ
い。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

17058 /



教養特講Ⅱ（現代社会とエシカル消費） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

フェアトレード、エシカル
「SDGs 1. 貧困をなくそう」「SDGs 3. 健康と福祉を」「SDGs 5. ジェンダーと平等」「SDGs 10. 不平等をなくす」
「SDGs 12. 作る・使う責任」「SDGs 14. 海洋保全」「SDGs 15. 環境保全」「SDGs 16. 平和と公正」
「SDGs 17. パートナーシップ」

キーワード　/Keywords
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日本史 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教職関連科目

/Instructor
古賀　康士 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

「歴史」を学ぶとはどういうことでしょうか？　それは単に過去の出来事を暗記するだけのことでも、書かれた歴史を受動的に受け入れるだけ
のことでもありません。
　この授業では、日本史に関係する重要なテーマ・トピックスを掘り下げ、歴史を学び／教えるのに必要となる考え方を学習します。具体的に
は歴史学・日本史で使われる基礎的な知識・概念の習得を目指し、歴史の諸問題を主体的に考えられる能力を身に付けることを目標とします。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
各回でレジュメ、資料などを配布します。

授業担当者が必要に応じて紹介します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回：ガイダンス
第２回：「歴史」を学ぶとはどういうことか？　—過去・史料・歴史家—
第３回：ヒトはどこから来たのか？　—人類の拡散と日本列島—
第４回　狩猟採集社会と農耕社会　—気候変動と縄文・弥生人—
第５回：前方後円墳とヤマト王権　—初期国家の成立—
第６回　日本の古代国家　—東アジアの律令国家—
第７回：日本の中世社会　—分権化する国家と社会—
第８回：越境するヒトとモノ　—銭貨・倭寇・鉄砲—
第９回：世界史のなかの「近世」　—東アジアにおける伝統社会の形成—
第10回：歴史人口学の世界
第11回：結婚と離縁　―歴史のなかの男と女―
第12回：貨幣からみる近世社会
第13回：日本の「近代」
第14回：「日本人」と戦争
第15回：まとめ　―「歴史」を学ぶということ―

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

日常の授業への取り組み（50％、小レポートなどを含む）、期末試験（50％）によって評価する。
成績評価の方法　/Assessment Method

授業のなかで紹介する関係図書・文献を事前・事後学習として読む必要がある。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

17059 /



西洋史 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教職関連科目

/Instructor
疇谷　憲洋 / Norihiro Kurotani / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

地球規模で進行する「世界の一体化」。地中海や大西洋、インド洋、東・南シナ海といった海域世界の発展と相互の接続を見ることによって、
ヨーロッパとアフリカ・「新世界」・アジアの出遭いの諸相と諸文明の交流・衝突、そして近代世界の形成を理解します。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
プリントを配布します。

講義中に指示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

（【　】内はキーワード）
　１回　「１３世紀世界システム」とヨーロッパ　【パックス・モンゴリカ】
　２回　ヨーロッパ進出以前のアジア海域世界　【港市国家】
　３回　イベリア諸国の形成　【レコンキスタ】
　４回　「中世の危機」とポルトガルの海外進出【エンリケ航海王子】
　５回　新世界到達と「世界分割」【トルデシリャス条約】
　６回　ポルトガル海洋帝国の形成①　【香辛料】
　７回　ポルトガル海洋帝国の形成②　【点と線の支配】
　８回　スペインによる植民地帝国の形成①　【ポトシ】
　９回　スペインによる植民地帝国の形成②　【モナルキーア・イスパニカ】
１０回　「１７世紀の危機」と国際秩序の再編①【東インド会社】
１１回　「１７世紀の危機」と国際秩序の再編②【砂糖革命】
１２回　環大西洋世界の展開①　【第二次英仏百年戦争】
１３回　環大西洋世界の展開②　【環大西洋革命】
１４回　ヨーロッパ勢力とアジアの海　【近代世界システム】
１５回　まとめ　【「コロンブスの交換」】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

講義内に課す小レポート（５回）・・・２５％、期末試験・・・７５％
（小レポートの提出が一度もない場合、期末試験を受けることが出来ません）

成績評価の方法　/Assessment Method

既習の歴史に関する知識を再確認しておいてください（とくに世界史）。
毎回講義プリントを配布し、それに基づいて講義します。講義後も配布プリントとノートを見直し、整理・復習を心がけてください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

特にありません。
履修上の注意　/Remarks

高校時代に世界史が苦手だった方、大歓迎です。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

13世紀世界システム、中世の危機、「海洋帝国」、植民地化、環大西洋世界
キーワード　/Keywords

17060 /



東洋史 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教職関連科目

/Instructor
植松　慎悟 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

　近くて遠い国、中国。わが国の歴史とも密接な関係をもつ中国は、国際的な影響力も大きく、この中国について学ぶことは非常に重要であろ
う。しかしながら、中国について学ぶとき、多くの現代日本人に欠けている視点が歴史的な考察・分析といえる。
　本講義では、秦の始皇帝による中国統一から、三国時代までの歴史を主な内容として扱う。とくに、各時代に活躍した改革者を講義の中軸に
据え、その人物像や時代背景、改革の内容・結果・影響などを中心に論じる。本講義は、専門的な基礎知識を習得したうえで、東洋史に対する
理解・関心を深めることを目標としたものである。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に使用しない。資料が必要な場合は、プリントを配布する。

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

  1回　　講義のガイダンス
 2回　　古代の中国と日本  ―日中交流史―
 3回　　秦の始皇帝
 4回　　前漢の高祖
 5回　　前漢の武帝
 6回　　前漢の昭帝
 7回　　前漢の宣帝
 8回　　前漢の元帝
 9回　　前漢の成帝
10回　　新の王莽
11回　　後漢の光武帝
12回　　後漢時代と『三国志』の幕開け
13回　　魏の曹操
14回　　蜀の劉備と呉の孫権
15回　　まとめ
期末試験（場合によってはレポートなどの課題提出に変更する）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験・・・７０％　日常の授業への取り組み・・・３０％
＊なお、欠席・遅刻・私語など授業態度については、成績評価の際に適宜考慮する。

成績評価の方法　/Assessment Method

　本講義では、前回までの内容をふまえ、講義を進めていく。毎回、授業の板書やプリントを見直し、しっかりと復習すること。理解が不十分
な部分は、初回で紹介した推薦図書などで確認をとっておくこと。（60分）
　予習については、東洋史を含めて書籍・報道などで幅広く知識や教養を身に付けること。特に、大学生として恥ずかしくない読書量を確保す
ること。（60分）

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

　講義の進行具合によって授業計画を変更する場合があり、その際は授業中に指示する。
　また、講師および他の学生が円滑な授業を進めるうえで、これを阻害する一切の行為を禁止する。違反した学生に対しては厳正に対処する。

履修上の注意　/Remarks

　本講義のテーマは、中国史を中心とした東洋史の概説です。なじみのない学生には少々難易度の高い授業になりますので、高校レベルの世界
史を独自に学習しておくと、理解が深まるでしょう。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

中国　歴史　政治　社会　文化　皇帝支配
キーワード　/Keywords

17061 /



社会学 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教職関連科目

/Instructor
稲月  正 / INAZUKI TADASHI / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

　この授業のねらいは、社会学の基本的な考え方と概念を身につけ、人間と社会との関係性を総合的に理解することにある。まず、社会学の基
本的な考え方について、E.デュルケーム、M.ウェーバーなどの古典的著作を例にとりながら紹介していく。その中で、社会的行為、社会規範、
社会制度、社会構造、社会的役割、社会集団等の基本概念についても説明する。さらに、現代の社会問題を社会学的に考えていく。
　上記の内容を踏まえ、授業では以下の４点を目標とする。
（１）現代社会とはどのような社会なのか、社会学の基礎を学び、それを踏まえた上で現代社会の特性を理解する。
（２）多様な生き方を尊重することが望ましい現代において、生活の多様性における実態について理解する。
（３）どのような社会構造の中で人が生活をしているのかを理解することを通して、人と社会のあり方を望ましいあり方について考えることが
できるようになる。
（４）社会問題とは何か、どのような背景によって社会問題は形成されるのかを理解し、社会政策等の社会問題への対策のあり方について考え
ることができるようになる。
　なお、本科目は、SDGs1「貧困をなくそう」、SDGｓ3「すべての人に健康と福祉を」、SDGs10「人や国の不平等をなくそう」、SDGs17「
パートナーシップで目標を達成しよう」に関連するものである。

到達目標
【思考･判断・表現力】現代の社会問題について論理的に思考し、自分の考えや判断を適切な方法で表現する力を身につけている。
【コミュニケーション力】他者と協働して、現代の社会問題の解決に向けて取り組む姿勢を身につけている。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
使用しない。
適宜資料を配布する。

〇『現代の社会学的解読』,山本努・辻正二・稲月正著,学文社,2014年,￥2640（古書）
『最新 社会福祉士養成講座③ 社会学と社会システム』,一般社団法人 日本ソーシャルワーク教育学校連盟編,中央法規,2021年,￥2,750
その他、講義の中で、適宜、紹介する

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　社会とは、社会学とは【文化、社会化】
第２回　社会学的な考え方とは【行為、規範、制度、社会構造、エスノグラフィー】
第３回　社会学の歴史的展開１－デュルケム【規範、集合意識、機能、自己本位的自殺、アノミー的自殺】
第４回　社会学の歴史的展開２－ウェーバー【社会的行為、理解社会学、社会的行為の意図せざる結果】
第５回　家族とジェンダー【家族類型、家族の機能、世帯の概念、男女共同参画、ワークライフバランス】
第６回　集団と組織【準拠集団、第１次集団、第２次集団、官僚制、NPO】
第７回　逸脱と社会統制【差別、偏見、マイノリティ、ラベリング理論】
第８回　都市と農山村【人口構造、人口動態、都市化と過疎化、中山間地域、コミュニティ】
第９回　社会階層と社会移動【階級、階層、社会移動、所得格差、教育格差、健康格差、社会指標】
第１０回　社会問題と社会政策（貧困、失業、過労死、非正規雇用、社会的孤立、福祉国家と福祉社会、社会運動）
第１１回　環境【公害、SDGs、ESD】
第１２回　災害【被災、支援、ボランティア】
第１３回　社会システムと社会変動【近代化、産業化、情報化、戦後日本型循環モデル】
第１４回　グローバリゼーションと移民【国境を越える移動、移民、多文化共生】　
第１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

確認小テスト…４０％、課題レポート…６０％とし、総合的に判断する。いずれも、メディア授業の際に出す。提出期限を過ぎた課題・小テス
トは受け付けできない。

成績評価の方法　/Assessment Method

授業にあたって配布プリント等をよく読んでおくこと。授業の内容を反復学習すること。（必要な学習時間の目安は、予習60分、復習60分。）
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

日常生活の中で生じているさまざまな出来事を、いろいろな立場や視点から考える習慣を身につけてもらえるとうれしいです。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

17062 /



社会学 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教職関連科目

社会的行為、エスノグラフィー、社会集団、社会構造、集合意識、社会規範、自己本位主義、アノミー、理解社会学、合理性、社会的性格、フ
ァシズム、社会的排除、社会的包摂、社会的孤立、貧困、戦後日本型循環モデル
SDGs1「貧困をなくそう」、SDGｓ3「すべての人に健康と福祉を」、SDGs10「人や国の不平等をなくそう」、SDGs17「パートナーシップで
目標を達成しよう」

キーワード　/Keywords

17062 /



人文地理学 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教職関連科目

/Instructor
外枦保　大介 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

本講義では、人文地理学の基礎的な理論や概念を概説する。
人文地理学は、地域、環境、空間に関する多様な対象を扱う学問領域である。
講義を5つのセクションに分け、「人文地理学の基礎」「社会・文化と地域」「経済発展と人口移動」「都市構造と都市システム」「産業立地と
集積」について講義を行う。人文地理学の領域に含まれる社会地理学、文化地理学、人口地理学、経済地理学、都市地理学などから主要なトピ
ックを取り上げる。
具体的な事例を通じて、人文地理学のキーコンセプトに対する理解を深めてもらいたい。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　人文地理学の基礎(1)　地理学の歴史
第2回　人文地理学の基礎(2)　地域概念と重力モデル、時間地理学、空間認識
第3回　社会・文化と地域(1)　言語と地域
第4回　社会・文化と地域(2)　食文化と地域
第5回　社会・文化と地域(3) 　町並み保存
第6回　経済発展と人口移動(1)　近世・近代日本の都市発展
第7回　経済発展と人口移動(2)　現代日本の都市発展
第8回　都市構造と都市システム(1)　世界都市、オフィスの立地、大都市の構造と動態(東京)
第9回　都市構造と都市システム(2)　都市の内部構造、大都市の構造と動態(大阪)
第10回　都市構造と都市システム(3)　都市と郊外、規制緩和と郊外商業地の拡大
第11回　都市構造と都市システム(4)　都市システム、広域中心都市、大都市の構造と動態(福岡)
第12回　産業立地と集積(1)　チェーンストアの配送と立地
第13回　産業立地と集積(2)　産業集積、企業城下町
第14回　産業立地と集積(3)　コンテンツ産業の集積
第15回　産業立地と集積(4)　空間分業

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

定期試験（80％）、ミニレポート（20％）
成績評価の方法　/Assessment Method

講義の事前・事後に、授業の理解に有益な文献を精読すること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

オンライン開講の場合、成績評価等が一部変更になることがあります。
授業中の説明に注意してください。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

17063 /



土地地理学 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教職関連科目

/Instructor
野井　英明 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

　地理学は、地球表面で起こる自然・人文の様々な現象を「地域的観点」から究明する科学です。そのため、地理学を学習・研究するためには
、位置を知るための地図が必要で、地図は「地理学の言語」と言われるくらい重要です。この科目では、地図を通じて基礎的な地理学的知見を
深めることを目的とします。あわせて、地図や空中写真を利用して地表の環境を読み取る実習を行い、地理学の基礎的研究手法も学びます。

この授業の学位授与方針に基づく主な到達目標は以下の通りです。
人間と自然の関係性を地理学を通して理解する。
地理学的な考察をもとに、直面する課題を発見し解決策を考えることができる。
課題を自ら発見でき、解決のための地理学的手法の学びを継続することができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
教科書はありません。適宜プリントを配布します。

〇山本博文監修「古地図から読み解く城下町の不思議と謎」実業之日本社
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　地理学では何を学ぶか
２回　地図の役割と地図の能力　【地理的情報を整理する働き】
３回　地図の歴史　【文字を持たない未開の民族も地図は持っていた】
４回　地図にはどのような種類があるか　【地図には様々な種類がある】
５回　地図は、どのように作られるか 【地図投影・図法と図式】
６回　地図記号と景観　【地図を読む楽しみ】
７回　山の地形を地形図から描く１　（講義・実習）【行ったことのない山の形を地図から描くことができる】
８回　山の地形を地形図から描く２　（実習）
９回　地図を利用して地表を計測する　【山の堆積を地図から測定できる】
10回　地形図を利用して景観を読みとる１（実習）　【海岸砂丘の環境と土地利用。自然景観を読む】
11回　地形図を利用して景観を読みとる２（実習）　【中世の集落の立地。歴史景観を読む】
12回　リモートセンシングと空中写真の利用 【直接行けない場所の状態を知る】
13回　空中写真を利用して高さを測定する（講義・実習）
14回　衛星データを利用して地表の環境を調べる
15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポート…30％　試験…70％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前に、授業内容に関連する新聞記事やインターネット情報を読む、関連するテレビ番組を見るなどするとより理解が深まります。授業後には
、ノートを整理し、配付された資料等をよく読んで理解したうえで、それらを将来的に使えるようファイルボックスなどに整理しておきましょ
う。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

17064 /



地誌学 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教職関連科目

/Instructor
外枦保　大介 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

グローバル化が進行しつつある現代世界において、世界や日本の諸地域を正確に認識することがますます重要となっている。
この科目では、様々な空間スケールにおける、先進国地域の地誌をテーマとする。欧米諸国や日本の諸地域は、近現代においてどのような変化
・発展を遂げ、今日に至っているのか、それらの比較を通じて、動態的な地誌について理解を深めてもらいたい。
必要に応じて、講義内容に関係する時事的事項を扱う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

松原　宏編　『先進国経済の地域構造』　東京大学出版会　2003年　4,800円
平岡昭利編　『地図で読み解く日本の地域変貌』　海青社　2008年　3048円

高校で使用する程度の「地図帳」を持参しておくことが望ましい。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　イントロダクション
第2回　欧米地誌(1)　ヨーロッパ総論(1)：ヨーロッパの地形・気候と農業、ヨーロッパの諸民族と市民生活など
第3回　欧米地誌(2)　ヨーロッパ総論(2)：ヨーロッパ統合の歩み、EUによる地域統合など
第4回　欧米地誌(3)　イギリス地誌
第5回　欧米地誌(4)　ドイツ地誌
第6回　欧米地誌(5)　スペイン・フランス地誌
第7回　欧米地誌(6)　イタリア・北欧地誌
第8回　欧米地誌(7)　ベネルクス・スイス地誌
第9回　欧米地誌(8)　アメリカ合衆国地誌
第10回　日本地誌(1)　近世城下町の変容：島根県松江市、鹿児島県鹿児島市
第11回　日本地誌(2)　干拓地域の変容：山口県防府市、県庁所在地の変容：宮崎県宮崎市
第12回　日本地誌(3)　軍事都市の変容：広島県呉市、熊本県熊本市
第13回　日本地誌(4)　鉱業地域の変容：福岡県筑豊地域、愛媛県新居浜市
第14回　日本地誌(5)　港湾都市の変容：山口県下関市
第15回　日本地誌(6)　工業都市の変容：福岡県北九州市

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

定期試験（80％）、日常の授業の取り組み（20％）
成績評価の方法　/Assessment Method

講義の事前・事後に、授業の理解に有益な文献を精読すること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

オンライン開講の場合、成績評価等が一部変更になることがあります。
授業中の説明に注意してください。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

17065 /



日本国憲法 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教職関連科目

/Instructor
中村　英樹 / 法律学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

国家の基本法といわれる憲法に関する基本的な考え方を学ぶ。
受講対象者を考慮して、日本国憲法全体を通観するのではなく、いくつかの重要テーマを取り上げて講義する中で、憲法学の基本的な考え方や
社会との関係などを学べるように努める。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない。
適宜、レジュメ・資料を配付する。

〇駒村圭吾編『プレステップ憲法　第2版』（弘文堂、2018年）
〇斎藤一久･堀口悟郎編『図録　日本国憲法』（弘文堂、2018年）
〇芦部信喜『憲法　第7版』（岩波書店、2019年）
〇渋谷秀樹『憲法への招待　新版』（岩波書店、2014年）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　憲法とは何か①―国家と憲法
第2回　憲法とは何か②―民主主義と立憲主義
第3回　平和主義①―平和主義と「正しい」戦争
第4回　平和主義②―日本国憲法の平和主義
第5回　表現の自由とその限界①―表現の自由の保障根拠
第6回　表現の自由とその限界②―規制の根拠と手段の妥当性
第7回　自己決定権とは何か①―憲法上の根拠と内容
第8回　自己決定権とは何か②―生命の自己決定？
第9回　統治のしくみ①―全体像・内閣
第10回　統治のしくみ②―国会
第11回　統治のしくみ③―内閣と国会の関係・裁判所
第12回　憲法と死刑制度①―日本国憲法と死刑制度
第13回　憲法と死刑制度②―立法政策上の諸問題
第14回　法の下の平等①―合理的な区別と不合理な差別
第15回　法の下の平等②―具体的事例

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

講義内容の理解度をはかる期末試験による（100％）。
成績評価の方法　/Assessment Method

上記参考書をはじめ、授業内容の理解に有益な読書を行ったり、講義内容を復習すること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

憲法史　立憲主義　基本的人権　統治機構　
キーワード　/Keywords
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倫理学 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教職関連科目

/Instructor
清水　満 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

社会倫理の必要性が叫ばれている現代、古代から現代に至る倫理思想の基礎を学ぶことで、グローバルな視野をもち、公正な倫理観を獲得した
人材の育成に資する。社会と個人、国家と個人との関係を倫理学的にとらえることに重点を置き、現代にふさわしい社会倫理を各人が把握でき
るようにする。

（到達目標）
【知識】倫理学について基礎的知識を修得する。
【技能】倫理に関する情報を収集・分析をすることができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
各回でレジメ、資料を配付する。

授業担当者が毎回、原典と参考文献をレジメで紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　イントロダクションおよび古代ギリシャの倫理（１）　ソクラテスの倫理思想
第２回　古代ギリシャの倫理（２）　プラトンの倫理思想　【美しき国家】
第３回　古代ギリシャの倫理（３）　アリストテレスの倫理思想　【賢慮と公共性】
第４回　キリスト教の倫理（１）　イエスとパウロの倫理思想 【普遍化と信仰義認】
第５回　キリスト教の倫理（２）　アウグスティヌスとフランチェスコの倫理思想【愛と高貴な貧しさ】
第６回　キリスト教の倫理（３）　ルターの倫理思想 【召命と信仰義認】
第７回    近代の倫理思想（１）　デカルトの倫理思想【旅とコギト】
第９回　近代の倫理思想（２）　ホッブズの倫理思想 【リヴァイアタンと市民】
第８回　近代の倫理思想（３）　スピノザの倫理思想 【コナトゥスと倫理】
第10回　近代の倫理思想（４）　カントの倫理思想 【定言命法と人格主義】
第11回　近代の倫理思想（５）　フィヒテの倫理思想 【自覚と相互承認】
第12回　近代の倫理思想（６）　ヘーゲルの倫理思想 【承認とコルポラツィオン】
第13回　近代の倫理思想（７）　マルクスの倫理思想 【疎外と物象化】
第14回　現代の倫理思想（１）　フランクフルト学とハーバマスの倫理思想 【討議とコミュニケーション理性】
第15回　現代の倫理思想（２）　フーコーの倫理思想【統治性と権力】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常時の学習状況（リアクション・ペーパーを含む）40パーセント
期末テスト  60パーセント

成績評価の方法　/Assessment Method

講義で紹介した原典・参考文献のうち興味をもったものを選び、自分で読むことを勧めます。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

適宜リアクション・ペーパーを書き、理解度を見るので、しっかり聴講して下さい。
履修上の注意　/Remarks

授業計画を見るとむずかしそうですが、わかりやすい講義を心がけますので、わかりにくい場合にはどんどん質問をして下さい。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

17067 /



エンドユーザコンピューティング 【昼】
基盤教育科目
情報教育科目

/Instructor
中尾　泰士 / NAKAO, Yasushi / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

  本授業のねらいは，現在の情報社会を生きるために必要な技術や知識を習得し，インターネットをはじめとする情報システムを利用する際の正
しい判断力を身につけることです。具体的には以下のような項目について説明できるようになります:

● 情報社会を構成する基本技術
● 情報社会にひそむ危険性
● 情報を受け取る側，発信する側としての注意点

  本授業を通して，現在の情報社会を俯瞰的に理解し，現在および将来における課題を受講者一人一人が認識すること，また，学んだ内容を基礎
とし，変化し続ける情報技術と正しくつき合えるような適応力を身につけることを目指します。

（到達目標）
【技能】情報社会を正しく理解するために必要な技能を身につけている。
【思考・判断・表現力】情報社会の課題について論理的に思考し、自分の考えや判断を適切な方法で表現する力を身につけている。

  また，この授業で学ぶICT（情報通信技術）は，国連が定めたSDGs（持続可能な開発目標）のうち，「4．質の高い教育をみんなに」「8．働
きがいも経済成長も」「9．産業と技術革新の基盤をつくろう」「10．人や国の不平等をなくそう」「17．パートナーシップで目標を達成しよう
」に関連していると考えています。授業を通じて，これらの目標についても考えを深めてみてください。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし。

なし。随時紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　情報社会の特質 【システムトラブル，炎上，個人情報】
　２回　情報を伝えるもの 【光，音，匂い，味，触覚，電気】
　３回　コンピュータはどうやって情報を取り扱うか 【2進数，ビット・バイト】
　４回　コンピュータを構成するもの １【入力装置，出力装置，解像度】
　５回　コンピュータを構成するもの ２【CPU，メモリ，記憶メディア】
　６回　コンピュータ上で動くソフトウェア 【OS，拡張子とアプリケーション，文字コード】
　７回　電話網とインターネットの違い 【回線交換，パケット交換，LAN，IPアドレス】
　８回　ネットワーク上の名前と情報の信頼性 【ドメイン名，DNS，サーバ／クライアント】
　９回　携帯電話はなぜつながるのか 【スマートフォン，位置情報，GPS，GIS，プライバシ】
１０回　ネットワーク上の悪意 【ウイルス，スパイウェア，不正アクセス，詐欺，なりすまし】
１１回　自分を守るための知識 【暗号通信，ファイアウォール，クッキー，セキュリティ更新】
１２回　つながる社会と記録される行動 【ソーシャルメディア，防犯カメラ，ライフログ】
１３回　集合知の可能性とネットワークサービス 【検索エンジン，Wikipedia，フリーミアム，クラウド】
１４回　著作権をめぐる攻防 【著作権，コンテンツのデジタル化，クリエイティブコモンズ】
１５回　情報社会とビッグデータ 【オープンデータ】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業中に提示する課題 … 100％
成績評価の方法　/Assessment Method

e-Learningサイト「Moodle」に授業資料を提示しますので，事前学習・事後学習に利用してください。また，Moodleの課題等に期限までに解答
したりしてもらいます（必要な学習時間の目安は予習60分，復習60分）。
その他，ICTに関するニュースを視聴するなど，日常的，能動的に情報社会に関する事柄に興味をもつことをお勧めします。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

受講生の理解や授業進度に応じて、授業計画を変更する可能性があります。
履修上の注意　/Remarks

17068 /



エンドユーザコンピューティング 【昼】
基盤教育科目
情報教育科目

専門用語が数多く出てきますが覚える必要はありません。必要なときに必要なものを取り出せる能力が重要です。アンテナを張り巡らせ，「情
報」に関するセンスをみがきましょう。分からないことがあれば，随時，質問してください。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

情報社会，ネットワーク，セキュリティ，SDGs 4．質の高い教育を，SDGs 8．働きがい・経済成長，SDGs 9．産業・技術革命，SDGs 10．不
平等をなくす，SDGs 17．パートナーシップ

キーワード　/Keywords

17068 /



英語Ⅰ（比人１-F） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第一外国語

/Instructor
團迫　雅彦 / DANSAKO, Masahiko / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 比人１－F1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

この授業は、基礎的な英語能力の定着を目的とします。文法能力・語彙力に加えて主に読む力（リーディング力）と聴く力（リスニング力）の
向上を目指します。また、授業の一部にTOEIC (R) L&R テストの演習を取り込みます。
（到達目標）
【技能】英語（読む、書く、聞く、話す）を用いて、大学初級レベルで、日常生活のニーズを充足することができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
First Time Trainer for the TOEIC® TEST, Revised Edition（センゲージラーニング）（¥2,200［税込］）

〇TOEIC(R） TEST 英単語 出るとこだけ！（アルク）小石裕子・Dorey, Paul（著）（¥1,980［税込］）
〇TOEIC(R） TEST 英文法 出るとこだけ！（アルク）小石裕子（著）（¥1,320［税込］）
〇TOEIC(R） TEST リスニング 出るとこだけ！（アルク）小石裕子（著）（¥1,760［税込］）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　オリエンテーション
第２回　Unit 1: Shopping（動詞）
第３回　Unit 2: Daily Life（名詞）
第４回　Unit 3: Transportation（代名詞）
第５回　Unit 4: Jobs（形容詞と副詞）
第６回　Unit 5: Meals（時制）
第７回　Unit 6: Communication（受動態・分詞）
第８回　Unit 1～6 の振り返り／腕試し
第９回　Unit 7: Fun（動名詞と不定詞）
第１０回　Unit 8: Office Work（助動詞）
第１１回　Unit 9: Meeting（比較）
第１２回　Unit 10: Travel（前置詞）
第１３回　Unit 11: Finance（接続詞）
第１４回　Unit 12: Business（関係詞）
第１５回　全体のまとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験：40%、平常の学習状況（小テスト・宿題を含む）：60%
最終評価にはTOEICスコアが反映されます。詳しくは第1回の授業で文書を配布して説明します。

成績評価の方法　/Assessment Method

前回の授業の振り返りとして、小テストを行います。小テスト対策として復習をすること。また、次回の授業のUnitの予習を宿題として提出して
もらいます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

基盤教育センターの方針で、原則として各学期に1回、TOEIC（TOEFL）を受験することが義務付けられています。第1回の授業に必ず出席する
こと。

履修上の注意　/Remarks

受講生の理解度等に応じて、授業計画や授業内容等を変更することがあります。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

17069 /



英語Ⅰ（比人１-Ｇ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第一外国語

/Instructor
木梨　安子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 比人１－Ｇ1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

この授業は、基礎的な英語能力の定着を目的とします。文法能力・語彙力に加えて主に読む力（リーディング力）と聴く力（リスニング力）の
向上を目指します。また、授業の一部にTOEIC (R) L&R テストの演習を取り込みます。

（到達目標）
【技能】英語（読む、書く、聞く、話す）を用いて、大学初級レベルで、日常生活のニーズを充足することができる。

本授業では英語力の基盤となる文法知識の復習とともに、リーディング学習では教科書の精読に英文多読を適宜交えて、読む力を伸ばします。
リスニング学習では、事前・事後学習を含めて、実践的な聴く力を伸ばします。また授業では、理解度を測る小テスト[事前に指定された教科書
の内容が中心となる]を実施します。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
 妻鳥千鶴子 他『 First Time Trainer for the TOEIC TEST, Revised Edition』(センゲージラーニング)（￥2200 [税込み]）

　

　

授業時やMoodle (学習システム）にて適宜紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　オリエンテーション
2回　Unit 1　Shopping　リスニング＆文法(八品詞・句と節）
3回　Unit 1　Shopping　リーディング＆文法(文型）
4回　Unit 2　Daily Life    リスニング＆文法(時制－現在・過去）
5回　Unit 2　Daily Life    リーディング＆文法(時制－未来）
6回　Unit 3　Transportation  リスニング＆文法(時制３－現在完了形）
7回　Unit 3　Transportation  リーディング＆文法(時制4－過去・未来完了形)
8回　Unit 4　Jobs   リスニング＆文法(動詞－動詞分類）
9回　Unit 4　Jobs   リーディング＆文法(動詞2－能動態・受動態)
10回　Unit 5　Meals  リスニング＆文法(動詞３－現在分詞）
11回　Unit 5　Meals  リーディング＆文法(動詞4－過去分詞)
12回　Unit 6　Communication  リスニング＆文法(関係代名詞 1－制限用法）
13回　Unit 6　Communication  リーディング＆文法(関係代名詞 2－非制限用法)
14回　Unit 7　Fun  リスニング＆文法(関係副詞 1－制限用法)
15回　Unit 7　Fun  リーディング＆文法(関係副詞 2－非制限用法)  &  まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末テスト・・・30％,      平常の学習状況（小テストを含む）・・・７０％

最終評価には、TOEICスコアが反映されます。詳しくは第1回の授業で文書を配布して説明します。

成績評価の方法　/Assessment Method

授業内で説明したりMoodle上に情報を掲載したりするので、その指示に従うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

基盤教育センターの方針で、原則として各学期に1回、TOEIC (TOEFL)を受験することが義務付けられています。第１回の授業に必ず出席するこ
と。

履修上の注意　/Remarks

受講生の理解度等に応じて、授業計画や授業内容等を変更することがある。詳細は、初回の授業で説明する。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

17070 /



英語Ⅱ（比人１-Ｆ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第一外国語

/Instructor
木梨　安子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 比人１－Ｆ2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

この授業は、基礎的な英語能力の定着を目的とします。文法能力・語彙力に加えて主に読む力（リーディング力）と聴く力（リスニング力）の
向上を目指します。また、授業の一部にTOEIC (R) L&R テストの演習を取り込みます。
（到達目標）
【技能】英語（読む、書く、聞く、話す）を用いて、大学初級レベルで、日常生活のニーズを充足することができる。

本授業では英語力の基盤となる文法知識の復習とともに、リーディング学習では教科書の精読に英文多読を適宜交えて、読む力を伸ばします。
リスニング学習では、事前・事後学習を含めて、実践的な聴く力を伸ばします。また授業では、理解度を測る小テスト[事前に指定された教科書
の内容が中心となる]を実施します。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
北尾泰幸 他『一歩上を目指すTOEIC LISTENING AND READING TEST: Level 3 -advanced- 』 (朝日出版社）
(￥1870 [税込み])

授業時やMoodle (学習システム）にて適宜紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　オリエンテーション
2回　Unit 1　Eating Out リスニング＆文法(八品詞・句と節）
3回　Unit 1　Eating Out リーディング＆文法(文型）
4回　Unit 2   Travel  リスニング＆文法(時制－現在・過去）
5回　Unit 2   Travel  リーディング＆文法(時制－未来）
6回　Unit 3   Amusement  リスニング＆文法(時制３－現在完了形）
7回　Unit 3   Amusement  リーディング＆文法(時制4－過去・未来完了形)
8回　Unit 4   Meetings  リスニング＆文法(動詞－動詞分類）
9回　Unit 4   Meetings  リーディング＆文法(動詞2－能動態・受動態)
10回　Unit 5 Personnel リスニング＆文法(動詞３－現在分詞）
11回　Unit 5 Personnel リーディング＆文法(動詞4－過去分詞)
12回　Unit 6 Shopping  リスニング＆文法(関係代名詞 1－制限用法）
13回　Unit 6 Shopping  リーディング＆文法(関係代名詞 2－非制限用法)
14回　Unit 7 Advertisement リスニング＆文法(関係副詞 1－制限用法)
15回　Unit 7 Advertisement リーディング＆文法(関係副詞 2－非制限用法) & まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末テスト・・・30％,      平常の学習状況（小テストを含む）・・・７０％

最終評価には、TOEICスコアが反映されます。詳しくは第1回の授業で文書を配布して説明します。

成績評価の方法　/Assessment Method

授業内で説明したりMoodle上に情報を掲載したりするので、その指示に従うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

基盤教育センターの方針で、原則として各学期に1回、TOEIC (TOEFL)を受験することが義務付けられています。第１回の授業に必ず出席するこ
と。

履修上の注意　/Remarks

受講生の理解度等に応じて、授業計画や授業内容等を変更することがある。詳細は、初回の授業で説明する。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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英語Ⅱ（比人１-Ｇ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第一外国語

/Instructor
永末　康介 / Kosuke NAGASUE / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 比人１－Ｇ2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

この授業は、基礎的な英語能の定着を的とします。法能・語彙に加えて主に読む（リーディング）と聴く （リスニング）の向上を指します。ま
た、授業の部にTOEIC (R) L&R テストの演習を取り込みます。
（到達標）
 【技能】英語（読む、書く、聞く、話す）をいて、学初級レベルで、常活のニーズを充することができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
学習管理システムMoodle内にある資料や配布プリントをいる。 （Moodle上のデータをダウンロードしたりするために、インターネット接続通信
費がかかる場合がある。）

適宜授業時やMoodleにて紹介。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

 1回 オリエンテーション
 2回 やり抜く
 3回 分の好きな仕事
 4回 成功の秘訣
 5回 メディア・リテラシー
 6回 英語とのつきあい(1)【英語とつきあう前に】
 7回 TOEIC演習(1)【リスニング問題】
 8回 環境問題
 9回 TOEIC演習(2)【法問題】
10回 Internet of things（IoT）
11回 TOEIC演習(3)【問題】
12回 オンライン教育
13回 仕事を創る
14回 英語とのつきあい(2)【英語とつきあう時に】
15回 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験…30%、平常の学習状況（テストを含む)…70%
最終評価にはTOEICスコアが反映されます。詳しくは第1回の授業で書を配布して説明します。

成績評価の方法　/Assessment Method

授業内で説明したりMoodle上に情報を掲載したりするので、その指に従うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

基盤教育センターの針で、原則として各学期に1回、TOEIC（TOEFL）を受験することが義務付けられています。第1回 の授業に必ず出席するこ
と。

履修上の注意　/Remarks

受講の理解度等に応じて、授業計画や授業内容等を変更することがある。詳細は、初回の授業で説明する。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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英語Ⅲ（比人１-Ｆ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第一外国語

/Instructor
ダニー・ミン / Danny MINN / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 比人１－Ｆ1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

この授業は、基礎的な英語能力の定着を目的とします。主に書く力（ライティング力）と話す力（スピーキング力）の向上を目指します。

（到達目標）
【技能】英語（読む、書く、聞く、話す）を用いて、大学初級レベルで、日常生活のニーズを充足することができる。

The aim of this course is to help students activate the English that they have learned in secondary school for oral
communication as well as further develop their skills in line with the demands of purposeful communication tasks.
Class time is thus spent with students: (1) using their English actively with their classmates in pairs and small
groups to complete communication tasks, and (2) listening and watching samples of proficient speakers
performing the same tasks while completing activities which focus their attention on relevant aspects of the
meaning and the language forms used.

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
English Central (Academic Premium 4-month access) (level 3) 2,750 yen

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回 Explanation of the course
2回 Getting acquainted
3回 Talking about daily life
4回 Talking about free time
5回 Talking about hometowns
6回 Talking about likes and dislikes
7回 Talking about where to live in the future
8回 Talking about travel
9回 Talking about future travel ideas and plans
10回 Talking about music
11回 Talking about movies
12回 Talking about recent meals
13回 Talking about eating out
14回 Talking about our futures
15回  まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

Grades will be based on homework (34%), quizzes and tests (33%), and effort speaking English in class (33%).
成績評価の方法　/Assessment Method

Prepare and review for each class (about 60 min.).
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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英語Ⅲ（比人１-Ｇ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第一外国語

/Instructor
ロバート･マーフィ / Robert S. Murphy / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 比人１－Ｇ1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

この授業は、基礎的な英語能力の定着を目的とします。主に書く力（ライティング力）と話す力（スピーキング力）の向上を目指します。
（到達目標）
【技能】英語（読む、書く、聞く、話す）を用いて、大学初級レベルで、日常生活のニーズを充足することができる。

We will work together and enjoy conversations in English.
You will be expected to speak and write your thoughts on a variety of topics.
英語を用いて思考を深め、相手の英語を聞き指摘する力、表現したい事柄をテーマに沿って英語で流暢に表現できるようになること、英語会話
コミュニケーション能力と作文能力の向上をねらいとする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし
(see MOODLE)

なし
(see MOODLE)

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回 Introduction / Writing
第2回 Cycle 1: Video clip 1A, discussion and writing.
第3回 Cycle 1: Video clip 1B, discussion and writing.
第4回 Cycle 1: Video clip 1C, discussion and writing.
第5回 Cycle 1: Presentations, assessments, and concluding essay
第6回 Cycle 2: Video clip 2A, discussion and writing.
第7回 Cycle 2: Video clip 2B, discussion and writing.
第8回 Cycle 2: Video clip 2C, discussion and writing.
第9回 Cycle 2: Presentations, assessments, and concluding essay
第10回 Cycle 3: Video clip 3A, discussion and writing.
第11回 Cycle 3: Video clip 3B, discussion and writing.
第12回 Cycle 3: Video clip 3C, discussion and writing.
第13回 Cycle 3: Presentations, assessments, and concluding essay
第14回 Begin review of Cycle 1, 2, and 3; writing, Q&A, and advice
第15回 Complete review of Cycle 1, 2, and 3; writing, Q&A, and advice

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

Cycle 1プレゼンテーション とライティングが25%
Cycle 2プレゼンテーション とライティングが25%
Cycle 3プレゼンテーション とライティングが25%
試験(essay) 25%

成績評価の方法　/Assessment Method

必ず毎週MOODLEにアクセスをして、（１）宿題をアップロード、（２）変更等の確認をすること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

新型コロナウイルスの影響などにより授業が対面式から遠隔式に変わる可能性があるので必ず事前にMOODLEにて確認してください。
履修上の注意　/Remarks

自分の語りたいことを英語で語れるようになる、楽しいクラスです。アイデアをたくさん出して、自由に表現できるようになりましょう。文法
の用法や単語の表現方法などの質問も大歓迎です。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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英語Ⅳ（比人１-Ｆ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第一外国語

/Instructor
ロバート･マーフィ / Robert S. Murphy / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 比人１－Ｆ2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

この授業は、基礎的な英語能力の定着を目的とします。主に書く力（ライティング力）と話す力（スピーキング力）の向上を目指します。
（到達目標）
【技能】英語（読む、書く、聞く、話す）を用いて、大学初級レベルで、日常生活のニーズを充足することができる。

We will work together and enjoy conversations in English.
You will be expected to speak and write your thoughts on a variety of topics.
英語を用いて思考を深め、相手の英語を聞き指摘する力、表現したい事柄をテーマに沿って英語で流暢に表現できるようになること、英語会話
コミュニケーション能力と作文能力の向上をねらいとする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし
(see MOODLE)

なし
(see MOODLE)

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回 Introduction / Writing
第2回 Cycle 4: Video clip 4A, discussion and writing.
第3回 Cycle 4: Video clip 4B, discussion and writing.
第4回 Cycle 4: Video clip 4C, discussion and writing.
第5回 Cycle 4: Presentations, assessments, and concluding essay
第6回 Cycle 5: Video clip 5A, discussion and writing.
第7回 Cycle 5: Video clip 5B, discussion and writing.
第8回 Cycle 5: Video clip 5C, discussion and writing.
第9回 Cycle 5: Presentations, assessments, and concluding essay
第10回 Cycle 6: Video clip 6A, discussion and writing.
第11回 Cycle 6: Video clip 6B, discussion and writing.
第12回 Cycle 6: Video clip 6C, discussion and writing.
第13回 Cycle 6: Presentations, assessments, and concluding essay
第14回 Begin review of Cycle 4, 5, and 6; writing, Q&A, and advice
第15回 Complete review of Cycle 4, 5, and 6; writing, Q&A, and advice

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

Cycle 4プレゼンテーション とライティングが25%
Cycle 5プレゼンテーション とライティングが25%
Cycle 6プレゼンテーション とライティングが25%
試験(essay) 25%

成績評価の方法　/Assessment Method

必ず毎週MOODLEにアクセスをして、（１）宿題をアップロード、（２）変更等の確認をすること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

新型コロナウイルスの影響などにより授業が対面式から遠隔式に変わる可能性があるので必ず事前にMOODLEにて確認してください。
履修上の注意　/Remarks

自分の語りたいことを英語で語れるようになる、楽しいクラスです。アイデアをたくさん出して、自由に表
現できるようになりましょう。文法の用法や単語の表現方法などの質問も大歓迎です

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

17075 /



英語Ⅳ（比人１-Ｇ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第一外国語

/Instructor
ダンカン・ウォトリィ / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 比人１－Ｇ2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

この授業は、基礎的な英語能力の定着を目的とします。主に書く力(ライティング力)と話す力(スピーキ
ング力)の向上を目指します。
(到達目標)
【技能】英語(読む、書く、聞く、話す)を用いて、大学初級レベルで、日常生活のニーズを充足すること ができる。

　

This course should give you many opportunities to use the English you have studied through years of formal study in a practical face-to-face
manner. The text provides a range of topics for us to work through week-by-week and there will also be extra activities such as discussion, pair-
work, a Power-point presentation, daily life journal conversations and tasks with topics from which you will be able to choose something that
relates to your personal interests. The teacher will give advice about typical language usage in the situations and contexts that we cover in class.
Students will keep a weekly journal.

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Smart Choice 2B 3rd edition by K. Wilson & T.Healy ISBN 9780194602785 OUP
2592円

A dictionary will be useful.
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

Week 1 Introduction
Week 2 Unit 7 There are too many stores! (A)
Week 3 Unit 7 There are too many stores! (B)
Week 4 Unit 8 I like people who are smart. (A)
Week 5 Unit 8 I like people who are smart. (B)
Week 6 Unit 9 What were you doing? (A)
Week 7 Unit 9 What were you doing? (B)
Week 8 Review of Units 7-9
Week 9 Unit 10 It must be an earthquake! (A)
Week 10 Unit 10 It must be an earthquake! (B)
Week 11 Unit 11 I used to sing. (A)
Week 12 Unit 11 I used to sing. (B)
Week 13 Unit 12 If you live downtown (A)
Week 14 Unit 12 If you live downtown (B)
Week 15 Review

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

15% Journal
20% Powerpoint Presentation
30% Final mini-test
15% Project work
20% Class participation

成績評価の方法　/Assessment Method

Students should check Moodle each week, complete all assigned homework tasks and prepare for any presentation or role-play work assigned.
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

17076 /



英語Ⅳ（比人１-Ｇ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第一外国語

Good luck and I look forward to meeting all of you
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

17076 /



英語Ⅴ（比人２-Ｃ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第一外国語

/Instructor
十時　康 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 比人２－Ｃ1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

この授業は、英語資格試験(主に TOEIC (R) L&R)の実践的なトレーニングを中心に行い、引き続き基礎的な英語能力の定着を目的とします。
(到達目標)
【技能】英語(読む、書く、聞く、話す)を用いて、大学初中級レベルで、日常生活のニーズを充足することができる。

TOEICでの受験のポイント、コツだけではなく、英語力自体を高めていけるように授業をデザインしていますので、皆さんも積極的に受講して
ください。

授業では、単語のクイックレスポンス、英語の音の変化の聞き分け、シャドーイング、文法事項の学習と自動化トレーニング、パターンプラク
ティスなど英語力を高めるための各種トレーニングを行います。授業は「答え合わせ」の場所ではなく皆さんが英語力を鍛える場所です。した
がって、個人、ペア、グループ、クラス全体とさまざまなレベルでトレーニング活動をしていきます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『公式TOEIC Listening & Reading 問題集5』国際ビジネスコミュニケーション協会、￥3,300
ISBN　978-4-906033-57-7

『公式TOEIC Listening & Reading 問題集１－4』国際ビジネスコミュニケーション協会、3,080円
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１．ガイダンス（グループ分け、単語学習アプリの紹介とダウンロード手続き、アイスブレイク）
２．Part 2
３．Part 2
４．Part 3
５．Part 3
６．Part 4
６．Part 4
７．Part 5
８．Part 5
９．Part 5
１０．Part 7　SP（single passage)
１１．Part 7　SP
１２．Part 7　DP,TP (double passage, triple passage)
１３．Part 7　DP,TP
１４．Part 6
１５．Part 1 , まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

ペア／グループワークへの参加度：20％
小テスト：30％
期末試験：50％
最終評価には TOEIC スコアが反映されます。詳しくは第 1 回の授業で文書を配布して説明します。

成績評価の方法　/Assessment Method

授業前後に単語テストの準備と復習をすること。単語テストは「分かっている」レベルではなく、一秒以内に日英、英日がすばやく転換できる
レベルを要求するものです。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

基盤教育センターの方針で、原則として各学期に1回、TOEIC（TOEFL）を受験することが義務付けられています。第1回の授業に必ず出席する
こと。

履修上の注意　/Remarks

TOEICのテキストに収録されている英語はしっかりとトレーニングをすればとても「使える」英語です。英語のトレーニングは個人、ペア、グ
ループでいろいろとあります。楽しんで受講してください。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

17077 /



英語Ⅴ（比人２-Ｃ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第一外国語

キーワード　/Keywords

17077 /



英語Ⅴ（比人２-Ｄ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第一外国語

/Instructor
安丸　雅子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 比人２－Ｄ1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

この授業は、英語資格試験 (TOEIC(R) L&Rテスト) の実践的なトレーニングを中心に行い、引き続き基礎的な英語能力の定着を目的とします。
また、自分の苦手な個所や課題を発見し、勉強法を工夫して計画を立て、不断の努力を行うことを通して、広い意味での問題解決能力や自己管
理能力を身につけます。

（到達目標）
【技能】英語（読む、書く、聞く、話す）を用いて、大学初中級レベルで、日常生活のニーズを充足することができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
①SCORE BOOSTER FOR THE TOEIC L&R TEST：INTERMEDIATE　「レベル別TOEIC L&Rテスト実力養成コース：中級編」　番場直之 他著
　金星堂　￥2200(税込)
②TOEIC L&R TEST出る単特急 銀のフレーズ　TEX加藤 著　朝日新聞出版　￥979(税込)

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　 講義概要・ガイダンス
2回　 Unit 1　Travel
3回　 Unit 2　Dining Out
4回　 Unit 3　Media
5回　 Unit 4　Entertainment
6回　 Unit 5　Purchasing
7回　 Unit 6　Clients
8回　 Unit 7　Recruiting
9回　 Unit 8　Personnel
10回　Unit 9　Advertising
11回　Unit 10　Meetings
12回　Unit 11　Finance
13回　Unit 12　Offices
14回　Unit 13　Daily Life
15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

小テストによる平常点(30%)と筆記試験(70%)に、TOEICテストのスコアを反映して評価します。TOEICスコアの評価の反映方法は、初回の授業
で文書を配布して説明します。

成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習：単語テストの準備
事後学習：学習内容の復習

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

・第1回の授業に必ず出席すること。
・基盤教育センターの方針で、原則として各学期に1回、TOEIC（TOEFL）を受験することが義務付けられています。
・受講に際しては、テキストと辞書を必ず持参してください。
・単語テストなどの準備が必要なテストに関しては、各自自宅で暗記を済ませてテストに臨んでください。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

17078 /



英語Ⅵ（比人２-Ｃ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第一外国語

/Instructor
安丸　雅子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 比人２－Ｃ2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

この授業は、英語資格試験 (TOEIC(R) L&Rテスト) の実践的なトレーニングを中心に行い、引き続き基礎的な英語能力の定着を目的とします。
また、自分の苦手な個所や課題を発見し、勉強法を工夫して計画を立て、不断の努力を行うことを通して、広い意味での問題解決能力や自己管
理能力を身につけます。

（到達目標）
【技能】英語（読む、書く、聞く、話す）を用いて、大学初中級レベルで、日常生活のニーズを充足することができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
①PERFECT PRACTICE FOR THE TOEIC L&R TESTーRevised Editionー「TOEIC L&R TEST パーフェクト演習ー改訂新版ー」　石井隆之 他著
　成美堂　￥2420(税込)
②TOEIC L&R TEST出る単特急 金のフレーズ　TEX加藤 著　朝日新聞出版　￥979(税込)

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　 講義概要・ガイダンス
2回　 Unit 1　Studying Abroad
3回　 Unit 2　International Conference
4回　 Unit 3　Holidays
5回　 Unit 4　Leisure
6回　 Unit 5　Restaurant
7回　 Unit 6　Online Shopping
8回　 Unit 7　Global Warming
9回　 Unit 8　Web Sites
10回　Unit 9　Workplace
11回　Unit 10　Nursing Care
12回　Unit 11　Global Trading
13回　Unit 12　Eco-Friendly Economy
14回　Unit 13　Business Trips
15回　Unit 14　Hybrid Cars

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

小テストによる平常点(30%)と筆記試験(70%)に、TOEICテストのスコアを反映して評価します。TOEICスコアの評価の反映方法は、初回の授業
で文書を配布して説明します。

成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習：単語テストの準備
事後学習：学習内容の復習

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

・第1回の授業に必ず出席すること。
・基盤教育センターの方針で、原則として各学期に1回、TOEIC（TOEFL）を受験することが義務付けられています。
・受講に際しては、テキストと辞書を必ず持参してください。
・単語テストなどの準備が必要なテストに関しては、各自自宅で暗記を済ませてテストに臨んでください。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

17079 /



英語Ⅵ（比人２-Ｄ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第一外国語

/Instructor
十時　康 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 比人２－Ｄ2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

この授業は、英語資格試験(主に TOEIC (R) L&R)の実践的なトレーニングを中心に行い、引き続き基礎的な英語能力の定着を目的とします。
(到達目標)
【技能】英語(読む、書く、聞く、話す)を用いて、大学初中級レベルで、日常生活のニーズを充足することができる。

TOEICでの受験のポイント、コツだけではなく、英語力自体を高めていけるように授業をデザインしていますので、皆さんも積極的に受講して
ください。

授業では、単語のクイックレスポンス、英語の音の変化の聞き分け、シャドーイング、文法事項の学習と自動化トレーニング、パターンプラク
ティスなど英語力を高めるための各種トレーニングを行います。授業は「答え合わせ」の場所ではなく皆さんが英語力を鍛える場所です。した
がって、個人、ペア、グループ、クラス全体とさまざまなレベルでトレーニング活動をしていきます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『公式TOEIC Listening & Reading 問題集4』国際ビジネスコミュニケーション協会、￥3,080
ISBN　978-4-906033-54-6

『公式TOEIC Listening & Reading 問題集１－３』国際ビジネスコミュニケーション協会、2800円
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１．ガイダンス（グループ分け、単語学習アプリの紹介とダウンロード手続き、アイスブレイク）
２．Part 2
３．Part 2
４．Part 3
５．Part 3
６．Part 4
６．Part 4
７．Part 5
８．Part 5
９．Part 5
１０．Part 7　SP（single passage)
１１．Part 7　SP
１２．Part 7　DP,TP (double passage, triple passage)
１３．Part 7　DP,TP
１４．Part 6
１５．Part 1 , まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

ペア／グループワークへの参加度：20％
小テスト：30％
期末試験：50％
最終評価には TOEIC スコアが反映されます。詳しくは第 1 回の授業で文書を配布して説明します。

成績評価の方法　/Assessment Method

授業前後に単語テストの準備と復習をすること。単語テストは「分かっている」レベルではなく、一秒以内に日英、英日がすばやく転換できる
レベルを要求するものです。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

基盤教育センターの方針で、原則として各学期に1回、TOEIC（TOEFL）を受験することが義務付けられています。第1回の授業に必ず出席する
こと。

履修上の注意　/Remarks

TOEICのテキストに収録されている英語はしっかりとトレーニングをすればとても「使える」英語です。英語のトレーニングは個人、ペア、グ
ループでいろいろとあります。楽しんで受講してください。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

17080 /



英語Ⅵ（比人２-Ｄ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第一外国語

キーワード　/Keywords

17080 /



英語Ⅶ（比人２-Ｃ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第一外国語

/Instructor
デビット・ニール・マクレーラン / David Neil McClelland / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 比人２－Ｃ1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

この授業は、引き続き基礎的な英語能力の定着を目的とします。主に書く力（ライティング力）と話す力（スピーキング力）の更なる向上を目
指します。

（到達目標）

【技能】英語（読む、書く、聞く、話す）を用いて、大学初中級レベルで、日常生活のニーズを充足することができる。

Content and Language Integrated Learning: this course will present materials on various contemporary issues for discussion during and after
class. The focus will be on developing critical thinking skills and academic writing ability.

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
World in Focus (National Geographic Learning)

「税込価格：2,860 円」

Electronic Dictionary and Internet
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　Orientation
第２回　A Taste of Mexico (Food and Culture 1)
第３回　Lightening (Extreme Weather Science 1)
第４回　Penguins in Trouble (Life Science 1)
第５回　Parasomnia (Human Psychology 1)
第６回　Maasai Teacher (Anthropology 1)
第７回　Living in Venice (Lifestyle and Culture 1)
第８回　Tornado Chase (Extreme Weather Science 2)
第９回　Treasures in Old San Juan (Food and Culture 2)
第１０回　Bee Therapy (Anthropology 2)
第１１回　Inca Mummy (Archeology 1)
第１２回　Global Warming (Extreme Weather Science 3)
第１３回　More Water for India (Anthropology 3)
第１４回　Tsunami: Killer Wave (Life Science 2)
第１５回　Mecca (Lifestyle and Culture 2)

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

Final grades will combine class participation (45%), presentations (15%) and homework assignments (40%)
成績評価の方法　/Assessment Method

Check the Moodle site for this course and complete any assignments
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

Be careful to complete all the homework assignments for this course
履修上の注意　/Remarks

Let's have fun learning English together
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

Topic based discussion and writing
キーワード　/Keywords

17081 /



英語Ⅶ（比人２-Ｄ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第一外国語

/Instructor
マーニー・セイディ / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 比人２－Ｄ1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

The aim of this course is to help students develop confidence and skills in one on one debate. Students will practice critical thinking and language
skills, which will allow them to express their opinions and influence others through logical, reasoned discussion.
この授業は、引き続き基礎的な英語能力の定着を目的とします。主に書く力（ライティング力）と話す力（スピーキング力）の更なる向上を目
指します。
（到達目標）
【技能】英語（読む、書く、聞く、話す）を用いて、大学初中級レベルで、日常生活のニーズを充足することができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
There is no textbook for this class. Curriculum is based on class handouts and student generated materials

None
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回 Syllabus Review & Introductions
2回 Critical Thinking Skills: Agreeing / Disagreeing / Giving Reasons
3回 Discussion skills: Starting a Discussion / Matching Ideas / Ending a Discussion
4回 Debate Level 1: Stating the Positives in a Pro vs. Pro Debate
5回 Debate 1 Presentation
6回 Spontaneous Debate Challenge
7回 Debate Level 2: Pro / Con Idea Matching & Persuading
8回 Structuring a Pro / Con Debate
9回 Debate Topic 2 Presentation
10回 Spontaneous Debate Challenge
11回 Debate Level 3: A Well Informed Debate / Fact vs. Opinion
12回 Structuring a Fact Based Debate: Information & Statistics
13回 Debate Topic 3 Presentation
14回 Final Test  Review & Preparation
15回 Final Test Review & Preparation

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

In-class Tasks and Participation 30%, Homework 10%, Quizzes and Presentations 40%, Final Exam 20%
成績評価の方法　/Assessment Method

Students are expected to have regular attendance and take part fully in class writing and speaking exercises. Weekly preparation and review
should take approximately 30 minutes.

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

None
履修上の注意　/Remarks

Students will be working closely with group members and will have to fulfill many tasks together. As student absence will affect pair and group
success, all students are required to be present and active at all times.

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

17082 /



英語Ⅷ（比人２-Ｃ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第一外国語

/Instructor
大塚　由美子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 比人２－Ｃ2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

この授業は、引き続き基礎的な英語能力の定着を目的とします。文法能力・語彙力に加えて主に読む力（リ ーディング力）と聴く力（リスニン
グ力）の更なる向上を目指します。
（到達目標）
 【技能】英語（読む、書く、聞く、話す）を用いて、大学初中級レベルで、日常生活のニーズを充足することができる

リーディング学習として、現代社会の様々なトピックについて書かれた英文を音読した後、文構造を理解しながら精読して読む力を伸ばします
。リスニング学習として各チャプターのリスニング問題に取り組み、聞く力の向上を図ります。その他、各チャプターで英文法の基礎を復習し
、本文の内容理解問題、文法練習問題など豊富な練習問題に取り組みます。最後は自分で意見を述べられる力をつけていくことを目指します。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
"Changing Times, Changing Worlds"
Joan McConnell & Kiyoshi Yamauchi著
成美堂　2020年　2,090円  (税込）
ISBN: 9784791972074

適宜、授業の中で紹介します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回  Orientation （授業の進め方について説明）
2回  Chapter 1    Smokey Bear: A Mascot with a Message
3回  Chapter 2　 Overtourism is a Problem!
4回  Chapter 3　 Gender Equality in the Workplace
5回  Chapter 4　 Changing Definitions of Beauty
6回  Chapter 5　 Romeo and Juliet: A Tragic Story about Intolerance
7回  Chapter 6　 Nature and Health
8回  Chapter 7    Golden Years and Silver Divorces
9回  Chapter 8    Trees: A Gift from Nature
10回 Chapter 10   Redefining Gender and Marriage
11回 Chapter 11   All the Lonely People
12回 Chapter 12  Think before You Talk, Text, or Tweet
13回 Chapter 13  Jeans Go Global!
14回 Chapter 14   Helping People with Disabilities
15回 Chapter 15   A Special Message
　　 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

成績は小テスト、授業への貢献度、学期末試験などを考慮に入れ総合的に評価します。
平素の学習状況と小テスト・・・40 ％　　期末試験・・・60 ％

成績評価の方法　/Assessment Method

①　指定された課題は必ず提出しましょう。
②　音声ファイルを必ずダウンロードして活用しましょう。
③　指定された範囲の予習をして授業に臨みましょう。
④　授業の後は必ず復習をしましょう。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

17083 /



英語Ⅷ（比人２-Ｃ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第一外国語

授業以外でも英字新聞や英語ニュース等を通して英語にふれるようにしましょう。
予習・復習をしましょう。
授業の詳細は、初回の授業で説明します。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

17083 /



英語Ⅷ（比人２-Ｄ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第一外国語

/Instructor
安丸　雅子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 比人２－Ｄ2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

この授業は、引き続き基礎的な英語能力の定着を目的とします。文法能力・語彙力に加えて主に読む力（リーディング力）と聴く力（リスニン
グ力）の更なる向上を目指します。また、自分の苦手な個所や課題を発見し、勉強法を工夫して計画を立て、不断の努力を行うことを通して、
広い意味での問題解決能力や自己管理能力を身につけます。

（到達目標）
【技能】英語（読む、書く、聞く、話す）を用いて、大学初中級レベルで、日常生活のニーズを充足することができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
American Vibes  People, Places and Perspectives　「映像で学ぶアメリカの素顔：都市・人々・視点」　Todd Rucynski 他著　金星堂　
￥2970(税込)

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　 講義概要・ガイダンス
2回　 Chapter1　Boston, Massachusetts
3回　 Chapter2　Maine
4回　 Chapter3　New York City 1
5回　 Chapter4　New York City 2
6回　 Chapter5　Washington, D.C.
7回　 Chapter6　Charleston, South Carolina
8回　 Chapter7　Savannah, Georgia
9回　 Chapter8　Oswego, New York
10回　Chapter9　Austin, Texas
11回　Chapter10　Saint Jo, Texas
12回　Chapter11　Santa Fe, New Mexico
13回　Chapter12　Arizona—Grand Canyon, Route 66
14回　Chapter13　Los Angeles 1
15回　Chapter14　Los Angeles 2

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

小テストによる平常点(30%)と筆記試験(70%)で本単位の成績を評価します。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習：単語テストの準備
事後学習：学習内容の復習

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

・第1回の授業に必ず出席すること。
・受講に際しては、テキストと辞書を持参してください。
・事前に準備が必要な小テストに関しては、各自自宅で暗記を済ませてテストに臨んでください。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

17084 /



英語Ⅸ（英中国済営比人律政３年） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第一外国語

/Instructor
伊藤  晃 / Akira Ito / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英中国済営比人律
政３年

1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

この授業は、特定のトピックを通じてより高度な英語能力の向上を目的とします。
（到達目標）
【技能】英語（読む、書く、聞く、話す）を用いて、大学中級レベルで、日常生活のニーズを充足することができる。
【思考・判断・表現力】様々なトピックについて、英語を用いて主体的に自分の意見を表現することができる。
【コミュニケーション力】英語によるコミュニケーションを通じて相互理解を深めることができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Mark D. Stafford, successful keys to the TOEIC listening and reading test 2 , 桐原書店，1980円

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回 Unit 1 Daily life
第２回 Unit 2 Places
第３回 Unit 3 People
第４回 Unit 4 Travel
第５回 Unit 5 Business
第６回 Unit 6 Office
第７回 Technology
第８回 Personnel
第９回 Management
第１０回 Purchasing
第１１回 Finances
第１２回 Media
第１３回 Entertainment
第１４回 Health
第１５回 Restaurants

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験・・・90％　授業への取り組み・・・10％
成績評価の方法　/Assessment Method

リーディング教材の下調べをしておく。
リスニングの問題の音声を聞く。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

17085 /



英語Ⅹ（英中国済営比人律政３年） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第一外国語

/Instructor
杉山  智子 / SUGIYAMA  TOMOKO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英中国済営比人律
政３年

2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

この授業は、応用的な英語能力の定着を目的とします。

具体的には、TOEICの演習問題を通して英語聴解能力を訓練し、また比較的難易度の高い英文を読み解きながら文法能力と英語読解力の伸長を
目指します。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
ハリウッド（２）ビデオで見る映画とスターたち（朝日出版）ISBN4-255-15355-8　1,800円
TOEIC　5分間ドリル　リスニング３（マクミラン・ランゲージハウス）ISBN978-4-7773-6258-5　1,000円

その他、適宜、プリントを用います。

必要に応じて、授業時に指定します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　1回　　はじめに　英語を学ぶということ
　2回　　聴解（単語と文法の力をつける①）　読解（単語と文法の力をつける①）
　3回　　聴解（単語と文法の力をつける②）　読解（単語と文法の力をつける②）
　4回　　聴解（単語と文法の力をつける③）　読解（単語と文法の力をつける③）
　5回　　聴解（単語と文法の力をつける④）　読解（文脈を考える①）
　6回　　聴解（英語の音に注目する①）　　　読解（文脈を考える②）
　7回　　聴解（英語の音に注目する②）　　　読解（文脈を考える③）
　8回　　聴解（英語の音に注目する③）　　　読解（言語外の知識を利用する①）
　9回　　聴解（英語の音に注目する④）　　　読解（言語外の知識を利用する②）
10回　　聴解（多様なアクセントに注目する①）　読解（言語外の知識を利用する③）
11回　　聴解（多様なアクセントに注目する②）　読解（言外の意味を捉える①）
12回　　聴解（多様なアクセントに注目する③）　読解（言外の意味を捉える②）
13回　　聴解（多様なアクセントに注目する④）　読解（言外の意味を捉える③）
14回　　聴解（音の聞き取りから意味の理解へ）　読解（文法的な意味を超えたテクスト理解へ）
15回　　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

学期末試験・小テスト　80％
課題　　　　　　　　 　20%

成績評価の方法　/Assessment Method

授業時に指定する課題とリーディング教材の予習・復習を行ってください。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

17086 /



英語XI（英中国済営比人律政３年） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第一外国語

/Instructor
ロバート･マーフィ / Robert S. Murphy / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英中国済営比人律
政３年

1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

This is a "deep thinking in English" class. We will work together and enjoy conversations in English.
You will be expected to speak and write your thoughts on a variety of topics.

英語を用いて思考を深め、相手の英語を聞き指摘する力、表現したい事柄をテーマに沿って英語で流暢に表現できるようになること、英語会話
コミュニケーション能力と作文能力の向上をねらいとする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし
(see MOODLE)

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回 Introduction / Writing
第2回 Cycle 1: Video clip 1A, discussion and writing.
第3回 Cycle 1: Video clip 1B, discussion and writing.
第4回 Cycle 1: Video clip 1C, discussion and writing.
第5回 Cycle 1: Presentations, assessments, and concluding essay

第6回 Cycle 2: Video clip 2A, discussion and writing.
第7回 Cycle 2: Video clip 2B, discussion and writing.
第8回 Cycle 2: Video clip 2C, discussion and writing.
第9回 Cycle 2: Presentations, assessments, and concluding essay

第10回 Cycle 3: Video clip 3A, discussion and writing.
第11回 Cycle 3: Video clip 3B, discussion and writing.
第12回 Cycle 3: Video clip 3C, discussion and writing.
第13回 Cycle 3: Presentations, assessments, and concluding essay

第14回 Begin review of Cycle 1, 2, and 3; writing, Q&A, and advice
第15回 Complete review of Cycle 1, 2, and 3; writing, Q&A, and advice

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

Cycle 1プレゼンテーション とライティングが25%
Cycle 2プレゼンテーション とライティングが25%
Cycle 3プレゼンテーション とライティングが25%
試験(essay) 25%

成績評価の方法　/Assessment Method

必ず毎週MOODLEにアクセスをして、（１）宿題をアップロード、（２）変更等の確認をすること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

新型コロナウイルスの影響などにより授業が対面式から遠隔式に変わる可能性があるので必ず事前にMOODLEにて確認してください。
履修上の注意　/Remarks

自分の語りたいことを英語で語れるようになる、楽しいクラスです。アイデアをたくさん出して、自由に表現できるようになりましょう。文法
の用法や単語、表現の方法などの質問は大歓迎です。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

17087 /



英語XII（英中国済営比人律政３年） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第一外国語

/Instructor
デビット・ニール・マクレーラン / David Neil McClelland / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英中国済営比人律
政３年

2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

この授業は、引き続き基礎的な英語能力の定着を目的とします。主に書く力（ライティング力）と話す力（スピーキング力）の更なる向上を目
指します。

Content and Language Integrated Learning: this course will present materials on various contemporary issues for discussion during and after
class. The focus will be on developing critical thinking skills and academic writing ability.

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
English Central (4 Month Academic Premium)

Electronic dictionary and Internet use
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回:　　　　Orientation
第２回:　　　　Case Study 1 - and discussion in class
第３回:　　　　Case Study 2 - and discussion in class
第４回:　　　　Case Study 3 - and discussion in class
第５回:　　　　Student Presentations (1)
第６回:　　　　Case Study 4 - and discussion in class
第７回:　　　　Case Study 5 - and discussion in class
第８回:　　　　Case Study 6 - and discussion in class
第９回:　　　　Case Study 7 - and discussion in class
第１０回:　　　Student Presentations (2)
第１１回:　　　Case Study 8 - and discussion in class
第１２回:　　　Case Study 9 - and discussion in class
第１３回:　　　Case Study 10 - and discussion in class
第１４回:　　　Case Study 11 - and discussion in class
第１５回:　　　Student Presentations (3)

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

Final grades will combine class participation (45%), presentations (15%) and homework assignments (40%)
成績評価の方法　/Assessment Method

Check the Moodle site for this course and complete any assignments
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

Be careful to complete all the homework assignments for this course
履修上の注意　/Remarks

Let's have fun learning English together
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

Topic based discussion and writing
キーワード　/Keywords

17088 /



中国語Ⅰ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
板谷　秀子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英１－１・１－２1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

中国語初心者を対象に、中国語の基礎をマスターするのに重要な文法を全般的に学びます。
(1)発音から学び始め、語彙力を増やしながら、文法の学習を通して特に読み書きの能力向上を図り、日常生活に必要なことは表現できるように
なることを目標とします。
(2)課文の講読を通して中国の一部の生活、風習について理解します。
(3)この教科書の内容を全て学ぶことにより、中国に対して理解することができます。

(到達目標）
【技能】中国語を用い、初歩的なレベルで、読み、書き、聞き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『精彩漢語　基礎』（日本語版）中国・高等教育出版社

「中日・日中」辞書
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　第一課　発音【単母音】【声調】【軽声】
　２回　第二課　発音【子音】
　３回　第二課　発音【複合母音】【鼻母音】
　４回　第三課　総合知識
　５回　第三課　総合練習
　６回　第四課　私達はみんな友達です　【人称代名詞】【指示代名詞】【是の文】など
　７回　第四課　これは一枚の地図です（本文）　練習
　８回　第五課　私は最近忙しい　【形容詞の文】【動詞の文】など
　９回　第五課　あなたはいつ北京へ行きますか(本文）　練習
１０回　第六課　私達は買い物に行きます【二重目的語を取る述語動詞】【連動文】【有・没有】など
１１回　第六課　私は松本葉子です(本文）　練習
１２回　第七課　私達の学校は九州にあります　【在】【方位詞】【了】など
１３回　第七課　大学の生活(本文）　練習
１４回　第八課　あなたは長城に行ったことがありますか【動詞＋过】【是……的】など
１５回　第八課　全聚徳へ北京ダックを食べに行く(本文）　練習

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

定期試験・・６０％　小テスト・・２０％　日常の授業への取り組み・・２０％
成績評価の方法　/Assessment Method

必ず事前の予習と練習すること、または事後の復習すること！
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

１．CDを聞いたり、単語を調べる等、予習・復習をすること。
２．教科書の「練習問題」について、担当教員の指示に従い、定期的に完成したものを教科書から切り取って提出することもあります。

履修上の注意　/Remarks

毎回出席すること。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

発音　語彙力　文法　中国への理解
キーワード　/Keywords

17089 /



中国語Ⅰ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
小椋　吾郎 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英１－３・１－４1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

中国語初心者を対象に、中国語の基礎をマスターするのに重要な文法を全般的に学びます。
(1)発音から学び始め、語彙力を増やしながら、文法の学習を通して特に読み書きの能力向上を図り、日常生活に必要なことは表現できるように
なることを目標とします。
(2)課文の講読を通して中国の一部の生活、風習について理解します。
(3)この教科書の内容を全て学ぶことにより、中国に対して理解することができます。

(到達目標）
【技能】中国語を用い、初歩的なレベルで、読み、書き、聞き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『精彩漢語　基礎』（日本語版）中国・高等教育出版社

「中日・日中」辞書
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　第一課　発音【単母音】【声調】【軽声】
　２回　第二課　発音【子音】
　３回　第二課　発音【複合母音】【鼻母音】
　４回　第三課　総合知識
　５回　第三課　総合練習
　６回　第四課　私達はみんな友達です　【人称代名詞】【指示代名詞】【是の文】など
　７回　第四課　これは一枚の地図です（本文）　練習
　８回　第五課　私は最近忙しい　【形容詞の文】【動詞の文】など
　９回　第五課　あなたはいつ北京へ行きますか(本文）　練習
１０回　第六課　私達は買い物に行きます【二重目的語を取る述語動詞】【連動文】【有・没有】など
１１回　第六課　私は松本葉子です(本文）　練習
１２回　第七課　私達の学校は九州にあります　【在】【方位詞】【了】など
１３回　第七課　大学の生活(本文）　練習
１４回　第八課　あなたは長城に行ったことがありますか【動詞＋过】【是……的】など
１５回　第八課　全聚徳へ北京ダックを食べに行く(本文）　練習

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

定期試験・・６０％　小テスト・・２０％　日常の授業への取り組み・・２０％
成績評価の方法　/Assessment Method

必ず事前の予習と練習すること、または事後の復習すること！
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

１．CDを聞いたり、単語を調べる等、予習・復習をすること。
２．教科書の「練習問題」について、担当教員の指示に従い、定期的に完成したものを教科書から切り取って提出することもあります。

履修上の注意　/Remarks

毎回出席すること。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

発音　語彙力　文法　中国への理解
キーワード　/Keywords

17090 /



中国語Ⅰ（１－a） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
有働　彰子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 済営人律政群１年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

中国語初心者を対象に、中国語の基礎をマスターするのに重要な文法を全般的に学びます。
(1)発音から学び始め、語彙力を増やしながら、文法の学習を通して特に読み書きの能力向上を図り、日常生活に必要なことは表現できるように
なることを目標とします。
(2)課文の講読を通して中国の一部の生活、風習について理解します。
(3)この教科書の内容を全て学ぶことにより、中国に対して理解することができます。

(到達目標）
【技能】中国語を用い、初歩的なレベルで、読み、書き、聞き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『精彩漢語　基礎』（日本語版）中国・高等教育出版社

「中日・日中」辞書
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　第一課　発音【単母音】【声調】【軽声】
　２回　第二課　発音【子音】
　３回　第二課　発音【複合母音】【鼻母音】
　４回　第三課　総合知識
　５回　第三課　総合練習
　６回　第四課　私達はみんな友達です　【人称代名詞】【指示代名詞】【是の文】など
　７回　第四課　これは一枚の地図です（本文）　練習
　８回　第五課　私は最近忙しい　【形容詞の文】【動詞の文】など
　９回　第五課　あなたはいつ北京へ行きますか(本文）　練習
１０回　第六課　私達は買い物に行きます【二重目的語を取る述語動詞】【連動文】【有・没有】など
１１回　第六課　私は松本葉子です(本文）　練習
１２回　第七課　私達の学校は九州にあります　【在】【方位詞】【了】など
１３回　第七課　大学の生活(本文）　練習
１４回　第八課　あなたは長城に行ったことがありますか【動詞＋过】【是……的】など
１５回　第八課　全聚徳へ北京ダックを食べに行く(本文）　練習

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

定期試験・・６０％　小テスト・・２０％　日常の授業への取り組み・・２０％
成績評価の方法　/Assessment Method

必ず事前の予習と練習すること、または事後の復習すること！
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

１．CDを聞いたり、単語を調べる等、予習・復習をすること。
２．教科書の「練習問題」について、担当教員の指示に従い、定期的に完成したものを教科書から切り取って提出することもあります。

履修上の注意　/Remarks

毎回出席すること。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

発音　語彙力　文法　中国への理解
キーワード　/Keywords

17091 /



中国語Ⅰ（１－b） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
板谷　俊生 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 済営人律政群１年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

中国語初心者を対象に、中国語の基礎をマスターするのに重要な文法を全般的に学びます。
(1)発音から学び始め、語彙力を増やしながら、文法の学習を通して特に読み書きの能力向上を図り、日常生活に必要なことは表現できるように
なることを目標とします。
(2)課文の講読を通して中国の一部の生活、風習について理解します。
(3)この教科書の内容を全て学ぶことにより、中国に対して理解することができます。

(到達目標）
【技能】中国語を用い、初歩的なレベルで、読み、書き、聞き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『精彩漢語　基礎』（日本語版）中国・高等教育出版社

「中日・日中」辞書
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　第一課　発音【単母音】【声調】【軽声】
　２回　第二課　発音【子音】
　３回　第二課　発音【複合母音】【鼻母音】
　４回　第三課　総合知識
　５回　第三課　総合練習
　６回　第四課　私達はみんな友達です　【人称代名詞】【指示代名詞】【是の文】など
　７回　第四課　これは一枚の地図です（本文）　練習
　８回　第五課　私は最近忙しい　【形容詞の文】【動詞の文】など
　９回　第五課　あなたはいつ北京へ行きますか(本文）　練習
１０回　第六課　私達は買い物に行きます【二重目的語を取る述語動詞】【連動文】【有・没有】など
１１回　第六課　私は松本葉子です(本文）　練習
１２回　第七課　私達の学校は九州にあります　【在】【方位詞】【了】など
１３回　第七課　大学の生活(本文）　練習
１４回　第八課　あなたは長城に行ったことがありますか【動詞＋过】【是……的】など
１５回　第八課　全聚徳へ北京ダックを食べに行く(本文）　練習

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

定期試験・・６０％　小テスト・・２０％　日常の授業への取り組み・・２０％
成績評価の方法　/Assessment Method

必ず事前の予習と練習すること、または事後の復習すること！
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

１．CDを聞いたり、単語を調べる等、予習・復習をすること。
２．教科書の「練習問題」について、担当教員の指示に従い、定期的に完成したものを教科書から切り取って提出することもあります。

履修上の注意　/Remarks

毎回出席すること。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

発音　語彙力　文法　中国への理解
キーワード　/Keywords

17092 /



中国語Ⅱ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
板谷　秀子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英１－１・１－２2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

中国語初心者を対象に、中国語の基礎をマスターするのに重要な文法を全般的に学びます。
(1)発音から学び始め、語彙力を増やしながら、文法の学習を通して特に読み書きの能力向上を図り、日常生活に必要なことは表現できるように
なることを目標とします。
(2)課文の講読を通して中国の一部の生活、風習について理解します。
(3)この教科書の内容を全て学ぶことにより、中国に対して理解することができます。

（到達目標）
【技能】中国語を用い、初歩的なレベルで、読み、書き、聞き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『精彩漢語　基礎』（日本語版）中国・高等教育出版社

「中日・日中」辞書
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　第九課　彼は今あなたを待っていますよ【動作の現在進行形】【助動詞：会、能、可以】など
  ２回　第九課　田中さんが病気になりました(本文）　練習
  ３回　第十課　私は日本にハガキを送りたい【結果補語】【様態補語】【仮定の表現】など
  ４回　第十課　雪中に炭を送る(本文）　練習
  ５回第十一課　彼らが言ってることが、聞けば聞くほどわからない【可能補語】【方向補語】など
  ６回第十一課　電話を掛ける(本文）　練習
  ７回第十二課　私と外灘にコーヒーを飲みに行ってくれますか【要】【“把”構文】など
  ８回第十二課　ウィンドウショッビング(本文）　練習　
  ９回第十三課　陳紅さんは私に上海に転校して留学をしてほしい【使役動詞】【動詞／形容詞の重ね形】
１０回第十三課　“福”字を貼る(本文）　練習　　　　　　　　  　【存現文】【因为……所以　】など　
１１回第十四課　私の自転車は王さんが乗って行ってしまいました【受身動詞】【“被”の文】
１２回第十四課　円明園(本文）　練習　　　　　　　　　　　　　　　　　　【不但……而且】など
１３回第十五課　あなた達の話している中国語はまるで中国人のようです【比較文】【跟……一样】
１４回第十五課　日本概況(本文）　練習　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【虽然……但是】など
１５回総合練習

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

定期試験・・６０％　小テスト・・２０％　日常の授業への取り組み・・２０％
成績評価の方法　/Assessment Method

必ず事前の予習と練習すること、または事後の復習すること！
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

1.  中国語Ⅰ、Ⅲを履修完了者。
2．CDを聞いたり、単語を調べる等、予習・復習をすること。
3．教科書の「練習問題」について、担当教員の指示に従い、定期的に完成したものを教科書から切り取って提出することもあります。

履修上の注意　/Remarks

毎回出席すること。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

発音　語彙力　文法　中国への理解
キーワード　/Keywords

17093 /



中国語Ⅱ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
小椋　吾郎 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英１－３・１－４2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

中国語初心者を対象に、中国語の基礎をマスターするのに重要な文法を全般的に学びます。
(1)発音から学び始め、語彙力を増やしながら、文法の学習を通して特に読み書きの能力向上を図り、日常生活に必要なことは表現できるように
なることを目標とします。
(2)課文の講読を通して中国の一部の生活、風習について理解します。
(3)この教科書の内容を全て学ぶことにより、中国に対して理解することができます。

（到達目標）
【技能】中国語を用い、初歩的なレベルで、読み、書き、聞き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『精彩漢語　基礎』（日本語版）中国・高等教育出版社

「中日・日中」辞書
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　第九課　彼は今あなたを待っていますよ【動作の現在進行形】【助動詞：会、能、可以】など
  ２回　第九課　田中さんが病気になりました(本文）　練習
  ３回　第十課　私は日本にハガキを送りたい【結果補語】【様態補語】【仮定の表現】など
  ４回　第十課　雪中に炭を送る(本文）　練習
  ５回第十一課　彼らが言ってることが、聞けば聞くほどわからない【可能補語】【方向補語】など
  ６回第十一課　電話を掛ける(本文）　練習
  ７回第十二課　私と外灘にコーヒーを飲みに行ってくれますか【要】【“把”構文】など
  ８回第十二課　ウィンドウショッビング(本文）　練習　
  ９回第十三課　陳紅さんは私に上海に転校して留学をしてほしい【使役動詞】【動詞／形容詞の重ね形】
１０回第十三課　“福”字を貼る(本文）　練習　　　　　　　　  　【存現文】【因为……所以　】など　
１１回第十四課　私の自転車は王さんが乗って行ってしまいました【受身動詞】【“被”の文】
１２回第十四課　円明園(本文）　練習　　　　　　　　　　　　　　　　　　【不但……而且】など
１３回第十五課　あなた達の話している中国語はまるで中国人のようです【比較文】【跟……一样】
１４回第十五課　日本概況(本文）　練習　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【虽然……但是】など
１５回総合練習

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

定期試験・・６０％　小テスト・・２０％　日常の授業への取り組み・・２０％
成績評価の方法　/Assessment Method

必ず事前の予習と練習すること、または事後の復習すること！
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

1.  中国語Ⅰ、Ⅲを履修完了者。
2．CDを聞いたり、単語を調べる等、予習・復習をすること。
3．教科書の「練習問題」について、担当教員の指示に従い、定期的に完成したものを教科書から切り取って提出することもあります。

履修上の注意　/Remarks

毎回出席すること。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

発音　語彙力　文法　中国への理解
キーワード　/Keywords

17094 /



中国語Ⅱ（１－a） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
有働　彰子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 済営人律政群１年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

中国語初心者を対象に、中国語の基礎をマスターするのに重要な文法を全般的に学びます。
(1)発音から学び始め、語彙力を増やしながら、文法の学習を通して特に読み書きの能力向上を図り、日常生活に必要なことは表現できるように
なることを目標とします。
(2)課文の講読を通して中国の一部の生活、風習について理解します。
(3)この教科書の内容を全て学ぶことにより、中国に対して理解することができます。

（到達目標）
【技能】中国語を用い、初歩的なレベルで、読み、書き、聞き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『精彩漢語　基礎』（日本語版）中国・高等教育出版社

「中日・日中」辞書
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　第九課　彼は今あなたを待っていますよ【動作の現在進行形】【助動詞：会、能、可以】など
  ２回　第九課　田中さんが病気になりました(本文）　練習
  ３回　第十課　私は日本にハガキを送りたい【結果補語】【様態補語】【仮定の表現】など
  ４回　第十課　雪中に炭を送る(本文）　練習
  ５回第十一課　彼らが言ってることが、聞けば聞くほどわからない【可能補語】【方向補語】など
  ６回第十一課　電話を掛ける(本文）　練習
  ７回第十二課　私と外灘にコーヒーを飲みに行ってくれますか【要】【“把”構文】など
  ８回第十二課　ウィンドウショッビング(本文）　練習　
  ９回第十三課　陳紅さんは私に上海に転校して留学をしてほしい【使役動詞】【動詞／形容詞の重ね形】
１０回第十三課　“福”字を貼る(本文）　練習　　　　　　　　  　【存現文】【因为……所以　】など　
１１回第十四課　私の自転車は王さんが乗って行ってしまいました【受身動詞】【“被”の文】
１２回第十四課　円明園(本文）　練習　　　　　　　　　　　　　　　　　　【不但……而且】など
１３回第十五課　あなた達の話している中国語はまるで中国人のようです【比較文】【跟……一样】
１４回第十五課　日本概況(本文）　練習　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【虽然……但是】など
１５回総合練習

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

定期試験・・６０％　小テスト・・２０％　日常の授業への取り組み・・２０％
成績評価の方法　/Assessment Method

必ず事前の予習と練習すること、または事後の復習すること！
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

1.  中国語Ⅰ、Ⅲを履修完了者。
2．CDを聞いたり、単語を調べる等、予習・復習をすること。
3．教科書の「練習問題」について、担当教員の指示に従い、定期的に完成したものを教科書から切り取って提出することもあります。

履修上の注意　/Remarks

毎回出席すること。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

発音　語彙力　文法　中国への理解
キーワード　/Keywords

17095 /



中国語Ⅱ（１－b） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
板谷　俊生 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 済営人律政群１年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

中国語初心者を対象に、中国語の基礎をマスターするのに重要な文法を全般的に学びます。
(1)発音から学び始め、語彙力を増やしながら、文法の学習を通して特に読み書きの能力向上を図り、日常生活に必要なことは表現できるように
なることを目標とします。
(2)課文の講読を通して中国の一部の生活、風習について理解します。
(3)この教科書の内容を全て学ぶことにより、中国に対して理解することができます。

（到達目標）
【技能】中国語を用い、初歩的なレベルで、読み、書き、聞き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『精彩漢語　基礎』（日本語版）中国・高等教育出版社

「中日・日中」辞書
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　第九課　彼は今あなたを待っていますよ【動作の現在進行形】【助動詞：会、能、可以】など
  ２回　第九課　田中さんが病気になりました(本文）　練習
  ３回　第十課　私は日本にハガキを送りたい【結果補語】【様態補語】【仮定の表現】など
  ４回　第十課　雪中に炭を送る(本文）　練習
  ５回第十一課　彼らが言ってることが、聞けば聞くほどわからない【可能補語】【方向補語】など
  ６回第十一課　電話を掛ける(本文）　練習
  ７回第十二課　私と外灘にコーヒーを飲みに行ってくれますか【要】【“把”構文】など
  ８回第十二課　ウィンドウショッビング(本文）　練習　
  ９回第十三課　陳紅さんは私に上海に転校して留学をしてほしい【使役動詞】【動詞／形容詞の重ね形】
１０回第十三課　“福”字を貼る(本文）　練習　　　　　　　　  　【存現文】【因为……所以　】など　
１１回第十四課　私の自転車は王さんが乗って行ってしまいました【受身動詞】【“被”の文】
１２回第十四課　円明園(本文）　練習　　　　　　　　　　　　　　　　　　【不但……而且】など
１３回第十五課　あなた達の話している中国語はまるで中国人のようです【比較文】【跟……一样】
１４回第十五課　日本概況(本文）　練習　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【虽然……但是】など
１５回総合練習

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

定期試験・・６０％　小テスト・・２０％　日常の授業への取り組み・・２０％
成績評価の方法　/Assessment Method

必ず事前の予習と練習すること、または事後の復習すること！
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

1.  中国語Ⅰ、Ⅲを履修完了者。
2．CDを聞いたり、単語を調べる等、予習・復習をすること。
3．教科書の「練習問題」について、担当教員の指示に従い、定期的に完成したものを教科書から切り取って提出することもあります。

履修上の注意　/Remarks

毎回出席すること。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

発音　語彙力　文法　中国への理解
キーワード　/Keywords

17096 /



中国語Ⅲ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
陳　青鳳 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英１－１・１－２1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

中国語初心者を対象に、実用的な初級段階のコミュニケーションが取れることを目指します。
(1)発音の基礎から学び始め、会話文の練習などを通して、正しい発音を定着させます。
(2)日常会話に必要な語彙力を増やし、様々な場面で使う文法や表現を習得し、発話できるように図ります。
(3)会話文の学習を通して場面に応じる中国会話力を高めます。
(4)この教科書の内容を全て学ぶことにより、将来、中国へ旅行する時に役立つ、知識を得ることができます。

(到達目標）
【技能】中国語を用い、初歩的なレベルで、読み、書き、聞 き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『遊学漢語シリーズ  西遊記』 中国・華語教学出版社

「中日・日中」辞書
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　第一課　発音【単母音】【声調】【軽声】、練習問題
　２回　第二課　発音【子音】、練習問題
　３回　第三課　発音【複合母音】【鼻母音】、練習問題
　４回　総合知識
　５回　総合練習
　６回　第四課　紹介
　７回　第四課　自己紹介　練習問題
　８回　第五課　入国・北京紹介
　９回　第五課　飛行機搭乗・入国手続き、練習問題
１０回　第六課　レストランにて・天津紹介
１１回　第六課　レストランにて、練習問題
１２回　第七課　道を尋ねる・上海紹介
１３回　第七課　交通、練習問題
１４回　第八課　観光する・蘇州と杭州紹介
１５回　第八課　観光、練習問題

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

複数回の小テスト・・４０％　暗誦・・３０％　日常の授業への取り組み・・３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

必ず事前の予習と練習すること、または事後の復習すること！
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

１．CDを聞いたり、単語を調べる等、予習・復習をすること。
２．教科書の「練習問題」について、担当教員の指示に従い、定期的に完成したものを教科書から切り取って提出することもあります。

履修上の注意　/Remarks

必ず出席すること。
必ず毎回授業の内容を予習と復習すること。
電子辞書を携帯すること。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

発音　語彙力　会話　表現　コミュニケーション
キーワード　/Keywords

17097 /



中国語Ⅲ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
黄　健 / 国際教育交流センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英１－３・１－４1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

中国語初心者を対象に、実用的な初級段階のコミュニケーションが取れることを目指します。
(1)発音の基礎から学び始め、会話文の練習などを通して、正しい発音を定着させます。
(2)日常会話に必要な語彙力を増やし、様々な場面で使う文法や表現を習得し、発話できるように図ります。
(3)会話文の学習を通して場面に応じる中国会話力を高めます。
(4)この教科書の内容を全て学ぶことにより、将来、中国へ旅行する時に役立つ、知識を得ることができます。

(到達目標）
【技能】中国語を用い、初歩的なレベルで、読み、書き、聞 き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『遊学漢語シリーズ  西遊記』 中国・華語教学出版社

「中日・日中」辞書
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　第一課　発音【単母音】【声調】【軽声】、練習問題
　２回　第二課　発音【子音】、練習問題
　３回　第三課　発音【複合母音】【鼻母音】、練習問題
　４回　総合知識
　５回　総合練習
　６回　第四課　紹介
　７回　第四課　自己紹介　練習問題
　８回　第五課　入国・北京紹介
　９回　第五課　飛行機搭乗・入国手続き、練習問題
１０回　第六課　レストランにて・天津紹介
１１回　第六課　レストランにて、練習問題
１２回　第七課　道を尋ねる・上海紹介
１３回　第七課　交通、練習問題
１４回　第八課　観光する・蘇州と杭州紹介
１５回　第八課　観光、練習問題

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

複数回の小テスト・・４０％　暗誦・・３０％　日常の授業への取り組み・・３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

必ず事前の予習と練習すること、または事後の復習すること！
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

１．CDを聞いたり、単語を調べる等、予習・復習をすること。
２．教科書の「練習問題」について、担当教員の指示に従い、定期的に完成したものを教科書から切り取って提出することもあります。

履修上の注意　/Remarks

必ず出席すること。
必ず毎回授業の内容を予習と復習すること。
電子辞書を携帯すること。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

発音　語彙力　会話　表現　コミュニケーション
キーワード　/Keywords

17098 /



中国語Ⅲ（１－a） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
艾 文婷 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 済営人律政群１年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

中国語初心者を対象に、実用的な初級段階のコミュニケーションが取れることを目指します。
(1)発音の基礎から学び始め、会話文の練習などを通して、正しい発音を定着させます。
(2)日常会話に必要な語彙力を増やし、様々な場面で使う文法や表現を習得し、発話できるように図ります。
(3)会話文の学習を通して場面に応じる中国会話力を高めます。
(4)この教科書の内容を全て学ぶことにより、将来、中国へ旅行する時に役立つ、知識を得ることができます。

(到達目標）
【技能】中国語を用い、初歩的なレベルで、読み、書き、聞 き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『遊学漢語シリーズ  西遊記』 中国・華語教学出版社

「中日・日中」辞書
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　第一課　発音【単母音】【声調】【軽声】、練習問題
　２回　第二課　発音【子音】、練習問題
　３回　第三課　発音【複合母音】【鼻母音】、練習問題
　４回　総合知識
　５回　総合練習
　６回　第四課　紹介
　７回　第四課　自己紹介　練習問題
　８回　第五課　入国・北京紹介
　９回　第五課　飛行機搭乗・入国手続き、練習問題
１０回　第六課　レストランにて・天津紹介
１１回　第六課　レストランにて、練習問題
１２回　第七課　道を尋ねる・上海紹介
１３回　第七課　交通、練習問題
１４回　第八課　観光する・蘇州と杭州紹介
１５回　第八課　観光、練習問題

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

複数回の小テスト・・４０％　暗誦・・３０％　日常の授業への取り組み・・３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

必ず事前の予習と練習すること、または事後の復習すること！
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

１．CDを聞いたり、単語を調べる等、予習・復習をすること。
２．教科書の「練習問題」について、担当教員の指示に従い、定期的に完成したものを教科書から切り取って提出することもあります。

履修上の注意　/Remarks

必ず出席すること。
必ず毎回授業の内容を予習と復習すること。
電子辞書を携帯すること。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

発音　語彙力　会話　表現　コミュニケーション
キーワード　/Keywords

17099 /



中国語Ⅲ（１－b） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
于　佳  / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 済営人律政群１年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

中国語初心者を対象に、実用的な初級段階のコミュニケーションが取れることを目指します。
(1)発音の基礎から学び始め、会話文の練習などを通して、正しい発音を定着させます。
(2)日常会話に必要な語彙力を増やし、様々な場面で使う文法や表現を習得し、発話できるように図ります。
(3)会話文の学習を通して場面に応じる中国会話力を高めます。
(4)この教科書の内容を全て学ぶことにより、将来、中国へ旅行する時に役立つ、知識を得ることができます。

(到達目標）
【技能】中国語を用い、初歩的なレベルで、読み、書き、聞 き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『遊学漢語シリーズ  西遊記』 中国・華語教学出版社

「中日・日中」辞書
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　第一課　発音【単母音】【声調】【軽声】、練習問題
　２回　第二課　発音【子音】、練習問題
　３回　第三課　発音【複合母音】【鼻母音】、練習問題
　４回　総合知識
　５回　総合練習
　６回　第四課　紹介
　７回　第四課　自己紹介　練習問題
　８回　第五課　入国・北京紹介
　９回　第五課　飛行機搭乗・入国手続き、練習問題
１０回　第六課　レストランにて・天津紹介
１１回　第六課　レストランにて、練習問題
１２回　第七課　道を尋ねる・上海紹介
１３回　第七課　交通、練習問題
１４回　第八課　観光する・蘇州と杭州紹介
１５回　第八課　観光、練習問題

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

複数回の小テスト・・４０％　暗誦・・３０％　日常の授業への取り組み・・３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

必ず事前の予習と練習すること、または事後の復習すること！
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

１．CDを聞いたり、単語を調べる等、予習・復習をすること。
２．教科書の「練習問題」について、担当教員の指示に従い、定期的に完成したものを教科書から切り取って提出することもあります。

履修上の注意　/Remarks

必ず出席すること。
必ず毎回授業の内容を予習と復習すること。
電子辞書を携帯すること。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

発音　語彙力　会話　表現　コミュニケーション
キーワード　/Keywords

170100 /



中国語Ⅳ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
陳　青鳳 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英１－１・１－２2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

中国語初心者を対象に、実用的な初級段階のコミュニケーションが取れることを目指します。
(1)発音の基礎から学び始め、会話文の練習などを通して、正しい発音を定着させます。
(2)日常会話に必要な語彙力を増やし、様々な場面で使う文法や表現を習得し、発話できるように図ります。
(3)会話文の学習を通して場面に応じる中国会話力を高めます。
(4)この教科書の内容を全て学ぶことにより、将来、中国へ旅行する時に役立つ、知識を得ることができます。

（到達目標）
【技能】中国語を用い、初歩的なレベルで、読み、書き、聞き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『遊学漢語シリーズ  西遊記』  中国・華語教学出版社

「中日・日中」辞書
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　第九課　　買い物をする・義烏と横店紹介
　２回　第九課　　買い物、練習問題
　３回　第十課　　お金を両替・西安と洛陽紹介
　４回　第十課　　銀行にて、練習問題
　５回　第十一課　ホテルに泊まる・成都紹介
　６回　第十一課　ホテルにて、練習問題
　７回　第十二課　電話を掛ける・昆明紹介
　８回　第十二課　電話、練習問題
　９回　第十三課　興味について語る・広州紹介
１０回　第十三課　興味、練習問題
１１回　第十四課　見方について語る・大連紹介
１２回　第十四課　語り合い、練習問題
１３回　第十五課　搭乗手続き・日本の紹介
１４回　第十五課　空港での搭乗手続き・免税店にて
１５回　総合練習

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

複数回の小テスト・・４０％　暗誦・・３０％　日常の授業への取り組み・・３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

必ず毎回授業の内容を予習と復習すること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

1.  中国語Ⅰ、Ⅲを履修完了者。
2．CDを聞いたり、単語を調べる等、予習・復習をすること。
3．教科書の「練習問題」について、担当教員の指示に従い、定期的に完成したものを教科書から切り取って提出することもあります。

履修上の注意　/Remarks

必ず出席すること。
電子辞書を携帯すること。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

発音　語彙力　会話　表現　コミュニケーション
キーワード　/Keywords

170101 /



中国語Ⅳ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
黄　健 / 国際教育交流センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英１－３・１－４2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

中国語初心者を対象に、実用的な初級段階のコミュニケーションが取れることを目指します。
(1)発音の基礎から学び始め、会話文の練習などを通して、正しい発音を定着させます。
(2)日常会話に必要な語彙力を増やし、様々な場面で使う文法や表現を習得し、発話できるように図ります。
(3)会話文の学習を通して場面に応じる中国会話力を高めます。
(4)この教科書の内容を全て学ぶことにより、将来、中国へ旅行する時に役立つ、知識を得ることができます。

（到達目標）
【技能】中国語を用い、初歩的なレベルで、読み、書き、聞き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『遊学漢語シリーズ  西遊記』  中国・華語教学出版社

「中日・日中」辞書
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　第九課　　買い物をする・義烏と横店紹介
　２回　第九課　　買い物、練習問題
　３回　第十課　　お金を両替・西安と洛陽紹介
　４回　第十課　　銀行にて、練習問題
　５回　第十一課　ホテルに泊まる・成都紹介
　６回　第十一課　ホテルにて、練習問題
　７回　第十二課　電話を掛ける・昆明紹介
　８回　第十二課　電話、練習問題
　９回　第十三課　興味について語る・広州紹介
１０回　第十三課　興味、練習問題
１１回　第十四課　見方について語る・大連紹介
１２回　第十四課　語り合い、練習問題
１３回　第十五課　搭乗手続き・日本の紹介
１４回　第十五課　空港での搭乗手続き・免税店にて
１５回　総合練習

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

複数回の小テスト・・４０％　暗誦・・３０％　日常の授業への取り組み・・３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

必ず毎回授業の内容を予習と復習すること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

1.  中国語Ⅰ、Ⅲを履修完了者。
2．CDを聞いたり、単語を調べる等、予習・復習をすること。
3．教科書の「練習問題」について、担当教員の指示に従い、定期的に完成したものを教科書から切り取って提出することもあります。

履修上の注意　/Remarks

必ず出席すること。
電子辞書を携帯すること。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

発音　語彙力　会話　表現　コミュニケーション
キーワード　/Keywords

170102 /



中国語Ⅳ（１－a） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
艾 文婷 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 済営人律政群１年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

中国語初心者を対象に、実用的な初級段階のコミュニケーションが取れることを目指します。
(1)発音の基礎から学び始め、会話文の練習などを通して、正しい発音を定着させます。
(2)日常会話に必要な語彙力を増やし、様々な場面で使う文法や表現を習得し、発話できるように図ります。
(3)会話文の学習を通して場面に応じる中国会話力を高めます。
(4)この教科書の内容を全て学ぶことにより、将来、中国へ旅行する時に役立つ、知識を得ることができます。

（到達目標）
【技能】中国語を用い、初歩的なレベルで、読み、書き、聞き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『遊学漢語シリーズ  西遊記』  中国・華語教学出版社

「中日・日中」辞書
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　第九課　　買い物をする・義烏と横店紹介
　２回　第九課　　買い物、練習問題
　３回　第十課　　お金を両替・西安と洛陽紹介
　４回　第十課　　銀行にて、練習問題
　５回　第十一課　ホテルに泊まる・成都紹介
　６回　第十一課　ホテルにて、練習問題
　７回　第十二課　電話を掛ける・昆明紹介
　８回　第十二課　電話、練習問題
　９回　第十三課　興味について語る・広州紹介
１０回　第十三課　興味、練習問題
１１回　第十四課　見方について語る・大連紹介
１２回　第十四課　語り合い、練習問題
１３回　第十五課　搭乗手続き・日本の紹介
１４回　第十五課　空港での搭乗手続き・免税店にて
１５回　総合練習

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

複数回の小テスト・・４０％　暗誦・・３０％　日常の授業への取り組み・・３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

必ず毎回授業の内容を予習と復習すること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

1.  中国語Ⅰ、Ⅲを履修完了者。
2．CDを聞いたり、単語を調べる等、予習・復習をすること。
3．教科書の「練習問題」について、担当教員の指示に従い、定期的に完成したものを教科書から切り取って提出することもあります。

履修上の注意　/Remarks

必ず出席すること。
電子辞書を携帯すること。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

発音　語彙力　会話　表現　コミュニケーション
キーワード　/Keywords

170103 /



中国語Ⅳ（１－b） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
于　佳  / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 済営人律政群１年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

中国語初心者を対象に、実用的な初級段階のコミュニケーションが取れることを目指します。
(1)発音の基礎から学び始め、会話文の練習などを通して、正しい発音を定着させます。
(2)日常会話に必要な語彙力を増やし、様々な場面で使う文法や表現を習得し、発話できるように図ります。
(3)会話文の学習を通して場面に応じる中国会話力を高めます。
(4)この教科書の内容を全て学ぶことにより、将来、中国へ旅行する時に役立つ、知識を得ることができます。

（到達目標）
【技能】中国語を用い、初歩的なレベルで、読み、書き、聞き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『遊学漢語シリーズ  西遊記』  中国・華語教学出版社

「中日・日中」辞書
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　第九課　　買い物をする・義烏と横店紹介
　２回　第九課　　買い物、練習問題
　３回　第十課　　お金を両替・西安と洛陽紹介
　４回　第十課　　銀行にて、練習問題
　５回　第十一課　ホテルに泊まる・成都紹介
　６回　第十一課　ホテルにて、練習問題
　７回　第十二課　電話を掛ける・昆明紹介
　８回　第十二課　電話、練習問題
　９回　第十三課　興味について語る・広州紹介
１０回　第十三課　興味、練習問題
１１回　第十四課　見方について語る・大連紹介
１２回　第十四課　語り合い、練習問題
１３回　第十五課　搭乗手続き・日本の紹介
１４回　第十五課　空港での搭乗手続き・免税店にて
１５回　総合練習

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

複数回の小テスト・・４０％　暗誦・・３０％　日常の授業への取り組み・・３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

必ず毎回授業の内容を予習と復習すること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

1.  中国語Ⅰ、Ⅲを履修完了者。
2．CDを聞いたり、単語を調べる等、予習・復習をすること。
3．教科書の「練習問題」について、担当教員の指示に従い、定期的に完成したものを教科書から切り取って提出することもあります。

履修上の注意　/Remarks

必ず出席すること。
電子辞書を携帯すること。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

発音　語彙力　会話　表現　コミュニケーション
キーワード　/Keywords

170104 /



中国語Ⅴ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
有働　彰子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英済営人律政群
２年

1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

近年、日本を訪れる中国人観光客は増加の一途を辿るばかりです。外国語を学ぶというと、相手国のことばかりに目を向けがちですが、本テキ
ストでは自国日本についての知識を身につけ、外国語で自国を表現する、という能力を身につけることを目標としています。
皆さんは、日本を「内から見る」ことには慣れているかもしれません。本テキストを通じ、今までと角度を変えて「他との関わりから日本を見
る」ことをしてみませんか。きっと、日本が持つ別の側面を知ることができることと思います。
(1)本文読解を通じ、主に「読解・翻訳」面の強化に重点を置いた授業を行います。
(2)中級レベルの文法を学び、少し長めの文章を作る・自分の言いたいことを言えるレベルを目指します。
(3)本文読解を通じ日本への理解を深めると共に、日本各地の中国との関係への理解も深めます。

（到達目標）
【技能】中国語を用い、基礎的なレベルで、読み、書き、聞き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『遊学漢語シリーズ　東遊記』（修訂版）中国・華語教学出版社

「中日・日中」辞書
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

  １回　第一課　ポイント説明  日本紹介（本文）　
  ２回　第二課　ポイント説明
  ３回　第二課　東京（本文）
  ４回　第三課　ポイント説明
  ５回　第三課　横浜（本文）
  ６回　第四課　ポイント説明
  ７回　第四課　富士山と東照宮（本文）
  ８回　第五課　ポイント説明
  ９回　第五課　静岡と名古屋（本文）
１０回　第六課　ポイント説明
１１回　第六課　京都（本文）
１２回　第七課　ポイント説明
１３回　第七課　奈良（本文）
１４回　第八課　ポイント説明
１５回　第八課  大阪（本文）
　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

定期試験…６０％　　日常の授業への取り組み、小テスト等…４０％
成績評価の方法　/Assessment Method

必ず事前の予習と練習すること、または事後の復習すること！
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

1.  中国語Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳを履修完了者。
2．CDを聞いたり、単語を調べる等、予習・復習をすること。
3．授業前に本文を読み、内容を把握しておくことが望ましい。

履修上の注意　/Remarks

170105 /



中国語Ⅴ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

毎回出席すること。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

発音　語彙力　文法　日本の理解
キーワード　/Keywords

170105 /



中国語Ⅵ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
有働　彰子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英済営人律政群
２年

2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

近年、日本を訪れる中国人観光客は増加の一途を辿るばかりです。外国語を学ぶというと、相手国のことばかりに目を向けがちですが、本テキ
ストでは自国日本についての知識を身につけ、外国語で自国を表現する、という能力を身につけることを目標としています。
皆さんは、日本を「内から見る」ことには慣れているかもしれません。本テキストを通じ、今までと角度を変えて「他との関わりから日本を見
る」ことをしてみませんか。きっと、日本が持つ別の側面を知ることができることと思います。
(1)本文読解を通じ、主に「読解・翻訳」面の強化に重点を置いた授業を行います。
(2)中級レベルの文法を学び、少し長めの文章を作る・自分の言いたいことを言えるレベルを目指します。
(3)本文読解を通じ日本への理解を深めると共に、日本各地の中国との関係への理解も深めます。

（到達目標）
【技能】中国語を用い、基礎的なレベルで、読み、書き、聞き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『遊学漢語シリーズ　東遊記』（修訂版）中国・華語教学出版社

「中日・日中」辞書
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

    １回　第九課　　 ポイント説明
  ２回　第九課　 　宮島と下関（本文）
  ３回　第十課　 　ポイント説明
  ４回　第十課　　 九州（本文）
  ５回　第十一課 　ポイント説明
  ６回　第十一課　 福岡（本文）
  ７回　第十二課　 ポイント説明
  ８回　第十二課　 佐賀（本文）
  ９回　第十三課　 ポイント説明
１０回　第十三課　 長崎（本文）
１１回　第十四課　 ポイント説明
１２回　第十四課　 四国（本文）
１３回　第十五課　 ポイント説明
１４回　第十五課　 仙台と北海道（本文）
１５回　総合練習

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

定期試験…６０％　　日常の授業への取り組み、小テスト等…４０％
成績評価の方法　/Assessment Method

必ず予習と復習すること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

1.  中国語Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅶを履修完了者。
2．CDを聞いたり、単語を調べる等、予習・復習をすること。
3．授業前に本文を読み、内容を把握しておくことが望ましい。

履修上の注意　/Remarks

毎回出席すること。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

170106 /



中国語Ⅵ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

発音　語彙力　文法　日本の理解
キーワード　/Keywords

170106 /



中国語Ⅶ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
黄　健 / 国際教育交流センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英済営人律政群
２年

1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

近年、日本を訪れる中国人観光客は増加の一途を辿るばかりです。外国語を学ぶというと、相手国のことばかりに目を向けがちですが、本テキ
ストでは自国日本についての知識を身につけ、外国語で自国を表現する、という能力を身につけることを目標としています。
皆さんは、日本を「内から見る」ことには慣れているかもしれません。本テキストを通じ、今までと角度を変えて「他との関わりから日本を見
る」ことをしてみませんか。きっと、日本が持つ別の側面を知ることができることと思います。

中国語中級者を対象に、実用的な中級レベルのコミュニケーションが取れることを目指します。
(1) 会話文の練習などを通して、正しい発音・自然な言い回しをしっかり定着させます。
(2) 本文を通じ日本への理解を深めると共に、日本のことを中国語で紹介できる能力を身につけます。また、日本各地の中国との関係への理解も
深めます。

（到達目標）
【技能】中国語を用い、基礎的なレベルで、読み、書き、聞き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『遊学漢語シリーズ　東遊記』（修訂版）中国・華語教学出版社

「中日・日中」辞書
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　第一課　 日本紹介（会話）　練習
　２回　第二課　 東京（会話）
　３回　第二課　 練習
　４回　第三課　 横浜（会話）
　５回　第三課　 練習
　６回　第四課　 富士山と東照宮（会話）
　７回　第四課　 練習
　８回　第五課　 静岡と名古屋（会話）
　９回　第五課　 練習
１０回　第六課　 京都（会話）
１１回　第六課　 練習
１２回　第七課　 奈良と神戸（会話）
１３回　第七課　 練習
１４回　第八課　 大阪（会話）
１５回　第八課　 練習

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

複数回の小テスト・・４０％　暗誦・・３０％　日常の授業への取り組み・・３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

必ず事前の予習と練習すること、または事後の復習すること！
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

1.  中国語Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳを履修完了者。
2．CDを聞いたり、単語を調べる等、予習・復習をすること。
3．授業前に本文を読み、内容を把握しておくことが望ましい。
4．教科書の「練習問題」について、担当教員の指示に従い、定期的に完成したものを教科書から切り取って提出することもあります。

履修上の注意　/Remarks

170107 /



中国語Ⅶ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

毎回出席すること。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

発音　語彙力　文法　日本の理解
キーワード　/Keywords

170107 /



中国語Ⅷ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
黄　健 / 国際教育交流センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英済営人律政群
２年

2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

近年、日本を訪れる中国人観光客は増加の一途を辿るばかりです。外国語を学ぶというと、相手国のことばかりに目を向けがちですが、本テキ
ストでは自国日本についての知識を身につけ、外国語で自国を表現する、という能力を身につけることを目標としています。
皆さんは、日本を「内から見る」ことには慣れているかもしれません。本テキストを通じ、今までと角度を変えて「他との関わりから日本を見
る」ことをしてみませんか。きっと、日本が持つ別の側面を知ることができることと思います。

中国語中級者を対象に、実用的な中級レベルのコミュニケーションが取れることを目指します。
(1) 会話文の練習などを通して、正しい発音・自然な言い回しをしっかり定着させます。
(2) 本文を通じ日本への理解を深めると共に、日本のことを中国語で紹介できる能力を身につけます。また、日本各地の中国との関係への理解も
深めます。

（到達目標）
【技能】中国語を用い、基礎的なレベルで、読み、書き、聞き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『遊学漢語シリーズ　東遊記』（修訂版）中国・華語教学出版社

「中日・日中」辞書
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　第九課　　  宮島と下関（会話）
　２回　第九課 　　 練習
　３回　第十課　　  九州（会話）
　４回　第十課　　  練習
　５回　第十一課　  福岡（会話）
　６回　第十一課　  練習
　７回　第十二課　  佐賀（会話）
　８回　第十二課　  練習
　９回　第十三課　  長崎（会話）
１０回　第十三課　  練習
１１回　第十四課　  四国（会話）
１２回　第十四課　  練習
１３回　第十五課　  仙台と北海道（会話）
１４回　第十五課　  練習
１５回　総合練習

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

複数回の小テスト・・４０％　暗誦・・３０％　日常の授業への取り組み・・３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

必ず事前の予習と練習すること、または事後の復習すること！
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

1.  中国語Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅶを履修完了者。
2．CDを聞いたり、単語を調べる等、予習・復習をすること。
3．授業前に本文を読み、内容を把握しておくことが望ましい。
4．教科書の「練習問題」について、担当教員の指示に従い、定期的に完成したものを教科書から切り取って提出することもあります。

履修上の注意　/Remarks

170108 /



中国語Ⅷ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

毎回出席すること。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

発音　語彙力　文法　日本の理解
キーワード　/Keywords

170108 /



上級中国語Ⅰ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
唐　雋 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
3年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英国済営比人３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

上級中国語Ⅰは、中国語初・中級をひととおり終えた学習者のために、さらに一歩上の段階で学ぶ講義である。
　本講義は初・中級に続き、単語練習、聴解練習、短文作文、応用練習などすることによって、中国語の聴解と会話、作文力を身につけること
である。
　主に聴く、話す、文章の作成能力に重点を置く。
　到達目標
　中国語を用い、応用レベルで、読み、書き、聞き、話すことができる。

世界共通中国政府公認のビジネス中国語試験（ＢＣＴ初級テスト）の内容も同時に指導する。

参考資料などを通して中国の文化や風習などを紹介する。

（到達目標）
【技能】中国語を用い、上級レベルで、読み、書き、聞 き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
第1回の授業で指定する。

必要応じて参考資料を配布する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１学期　　　
第  1回　　授業説明、基礎復習
第  2回　　第1課①　文法、翻訳、聴解練習
第  3回　　第1課②　会話、リスニング、作文練習
第  4回　　第2課①　文法、翻訳、聴解練習
第  5回　　第2課②　会話、リスニング、作文練習
第  6回　　第3課①　文法、翻訳、聴解練習
第  7回　　第3課②　会話、リスニング、作文練習
第  8回　　場面の体験1
第  9回　　第4課①　文法、翻訳、聴解練習
第10回　　第4課②　会話、リスニング、作文練習
第11回　　第5課①　文法、翻訳、聴解練習
第12回　　第5課②　会話、リスニング、作文練習　　
第13回　　第6課①　文法、翻訳、聴解練習
第14回　　第6課②　読む、会話、作文練習
第15回　　場面の体験2

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への取り組み30％　発表40％　定期試験３0％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業中に指示する。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

予習および復習する必要がある。
欠席しないこと。　

履修上の注意　/Remarks

一緒に楽しく中国語を学びましょう。

就職に有利になる中国政府公認世界共通ビジネス中国語試験（ＢＣＴ初級テスト）に挑戦してほしい。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

170109 /



上級中国語Ⅰ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

日常生活用語　　ビジネス用語、　会話力、　翻訳力　作文力
キーワード　/Keywords

170109 /



上級中国語Ⅱ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
唐　雋 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
3年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英国済営比人３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

上級中国語Ⅱは、中国語初・中級をひととおり終えた学習者のために、さらに一歩上の段階で学ぶ講義である。
　本講義は初・中級に続き、単語練習、聴解練習、短文作文、応用練習などをすることによって、中国語の聴解と会話、作文力を身につけるこ
とである。
　主に翻訳、話す、文章の作成能力に重点を置く。
　到達目標
　中国語を用い、応用レベルで、読み、書き、聞き、話 すことができる。

　参考資料などを通して中国の文化や風習などを紹介する。

中国政府公認世界共通ビジネス中国語試験（ＢＣＴ初級テスト）の内容も同時に指導する。

到達目標）
【技能】中国語を用い、上級レベルで、読み、書き、聞 き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
第1回の授業時に説明する。（前期の上級中国語Ⅰと同じ教科書を使用する予定。）

必要に応じて参考資料を配布する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第２学期　　　
第  1回　　第7課①　文法、翻訳、聴解練習
第  2回　　第7課②　会話、リスニング、作文練習
第  3回　　第8課①　文法、翻訳、聴解練習
第  4回　　第8課②　会話、リスニング、作文練習
第  5回　　場面の体験1
第  6回　　第9課①　文法、翻訳、聴解練習
第  7回　　第9課②　会話、リスニング、作文練習
第  8回　　第10課①　文法、翻訳、聴解練習
第  9回　　第10課②　会話、リスニング、作文練習
第10回　　場面の体験2
第11回　　第11課①　文法、翻訳、聴解練習
第12回　　第11課②　会話、リスニング、作文練習
第13回　　第12課①　文法、翻訳、聴解練習
第14回　　第12課②　会話、リスニング、作文練習
第15回　　場面の体験3

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への取り組み30％　発表40％　定期試験30％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業中に指示する。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

予習、復習する必要がある。
欠席しないこと。

履修上の注意　/Remarks

一緒に楽しく中国語を学びましょう。

就職に有利になる中国政府公認世界共通ビジネス中国語試験（ＢＣＴ初級テスト）に挑戦してほしい。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

170110 /



上級中国語Ⅱ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

日常生活用語　　ビジネス用語、　会話力、考え力、ビジネス文章　
キーワード　/Keywords

170110 /



上級中国語Ⅲ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
王　晨 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
3年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英国済営比人３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

　この授業は、初級、中級を一通り終えた学習者が、さらに中国人に問いかけ、自由に話し合い、そして纏まった表現で自分の意志を話せるよ
うに図る。

　授業内容は、日本を舞台にした、極めて身近な材料を取り上げ、自分のことから、家族、そして周囲の人へとの話題を広めていく。

　講義の進み方
　一課を二回に分けて進む。
　一回目、必要な単語や文法表現を説明し、本文の音読練習と一問一答(ピンインなしの会話文を用いる)の形で日本語文意の確認を行う。
　二回目、参考文の音読練習、と日本語文意を確認し、「自由会話」に挙げられたタイトルを一つを選び、発表する。

(到達目標）
【技能】中国語を用い、上級レベルで、読み、書き、聞き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
教科書：『中国語実習コース 』白水社
著作者： 張　乃方
出版日：2006

授業ガイダンスで説明を行う。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

170111 /



上級中国語Ⅲ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

第一回
　授業ガイダンス
　　1学習内容の説明
　　2成績判定基準の説明
　　3中国語能力確認「自己紹介」
第二回
　第一課「自己紹介」
　　1語彙学習　
　　2本文音読練習、日本語文意確認、聴解問題練習
第三回
　第一課「自己紹介」
　　1参考文の音読練習、日本語文意確認
　　2決めたタイトルで会話発表
第四回
　第二課「家庭」
　　1語彙学習
　　2本文音読練習、日本語文意確認、聴解問題練習
第五回
　第二課「家庭」
　　1参考文の音読練習、日本語文意確認
　　2決めたタイトルで会話発表
第六回
　第三課「父母」
　　1語彙学習
　　2本文音読練習、日本語文意確認、聴解問題練習
第七回
　第三課「父母」
　　1参考文の音読練習、日本語文意確認
　　2決めたタイトルで会話発表
第八回
　第四課「友達」
　　1語彙学習
　　2本文音読練習、日本語文意確認、聴解問題練習
第九回
　第四課「友達」
　　1参考文の音読練習、日本語文意確認
　　2決めたタイトルで会話発表
第十回
　第五課「居住」
　　1語彙学習
　　2本文音読練習、日本語文意確認、聴解問題練習
第十一回
　第五課「居住」
　　1参考文の音読練習、日本語文意確認
　2決めたタイトルで会話発表
第十二回
　第六課「通勤通学」
　　1語彙学習
　　2本文音読練習、日本語文意確認、聴解問題練習
第十三回
　第六課「通勤通学」
　　1参考文の音読練習、日本語文意確認
　　2決めたタイトルで会話発表
第十四回
　第七課「飲み物」
　　1語彙学習
　　2本文音読練習、日本語文意確認、聴解問題練習
第十五回
　第七課「飲み物」
　　1参考文の音読練習、日本語文意確認
　　2決めたタイトルで会話発表

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

1　平常点60%（学習意欲、発表の成績）
成績評価の方法　/Assessment Method

170111 /



上級中国語Ⅲ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

2　定期試験40%

ただし、通期で遠隔授業を行う場合、また、対面試験を行う条件に満たさない場合、最終成績評価は平常点に基づいて算出する。

成績評価の方法　/Assessment Method

1　事前学習：新出単語や会話文を勉強する前に、本文音源を聞き、出来るだけ真似して発声練習する。

2　事後学習：配る練習プリントやテキスト練習問題を用い、授業にて学習した知識をこまめに復習する。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

中国に関する情報や中国人に関することに、より関心を持つようになるのは望ましい。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

170111 /



上級中国語Ⅳ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
王　晨 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
3年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英国済営比人３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

　この授業は、初級、中級を一通り終えた学習者が、さらに中国人に問いかけ、自由に話し合い、そして纏まった表現で自分の意志を話せるよ
うに図る。

　授業内容は、日本を舞台にした、極めて身近な材料を取り上げ、自分のことから、家族、そして周囲の人へとの話題を広めていく。

　講義の進み方
　一課を二回に分けて進む。
　一回目、必要な単語や文法表現を説明し、本文の音読練習と一問一答(ピンインなしの会話文を用いる)の形で日本語文意の確認を行う。
　二回目、参考文の音読練習、と日本語文意を確認し、「自由会話」に挙げられたタイトルを一つを選び、発表する。

(到達目標）
【技能】中国語を用い、上級レベルで、読み、書き、聞き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
教科書：『中国語実習コース 』白水社
著作者： 張　乃方
出版日：2006

授業ガイダンスで説明する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

170112 /



上級中国語Ⅳ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

第一回
　後期授業ガイダンス
　第八課「休日」
　　1語彙学習
　　2本文音読練習、日本語文意確認、聴解問題練習
第二回
　第八課「休日」
　　1参考文の音読練習、日本語文意確認
　　2決めたタイトルで会話発表
第三回
　第九課「送り迎え-電話の会話」
　　1語彙学習
　　2本文音読練習、日本語文意確認、聴解問題練習
第四回
　第九課「送り迎え-電話の会話」
　　1参考文の音読練習、日本語文意確認
　　2決めたタイトルで会話発表
第五回
　第十課「病気」
　　1語彙学習
　　2本文音読練習、日本語文意確認、聴解問題練習
第六回
　第十課「病気」
　　1参考文の音読練習、日本語文意確認
　　2決めたタイトルで会話発表
第七回
　第十一課「入院」
　　1語彙学習
　　2本文音読練習、日本語文意確認、聴解問題練習
第八回
　第十一課「入院」
　　1参考文の音読練習、日本語文意確認
　　2決めたタイトルで会話発表
第九回
　第十二課「旅行」
　　1語彙学習
　　2本文音読練習、日本語文意確認、聴解問題練習
第十回
　第十二課「旅行」
　　1参考文の音読練習、日本語文意確認
　2決めたタイトルで会話発表
第十一回
　第十三課「手紙」
　　1語彙学習
　　2本文音読練習、日本語文意確認、聴解問題練習
第十二回
　第十三課「手紙」
　　1参考文の音読練習、日本語文意確認
　　2決めたタイトルで会話発表
第十三回
　第十四課「ローン」
　　1語彙学習
　　2本文音読練習、日本語文意確認、聴解問題練習
第十四回
　第十四課「ローン」
　　1参考文の音読練習、日本語文意確認
　　2決めたタイトルで会話発表
第十五回
　総合復習

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

1　平常点60%（学習意欲、発表の成績）
2　定期試験40%

成績評価の方法　/Assessment Method

170112 /



上級中国語Ⅳ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

ただし、通期で遠隔授業を行う場合、また、対面試験を行う条件に満たさない場合、最終成績評価は平常点に基づいて算出する。
成績評価の方法　/Assessment Method

1　事前学習：新出単語や会話文を勉強する前に、本文音源を聞き、出来るだけ真似して発声練習する。

2　事後学習：配る練習プリントやテキスト練習問題を用い、授業にて学習した知識をこまめに復習する。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

中国に関する情報や中国人に関することに、より関心を持つようになるのは望ましい。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

170112 /



朝鮮語Ⅰ（１－d） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
金　光子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英中比人１年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

韓国語に初めて接する受講生の韓国語入門である。初級でつまずきやすい発音と文字をしっかりと練習しながら、正確な読み書きの習得を目指
す。ペア練習やグループワークを取り入れ、日常生活に必要な挨拶や基礎的表現を覚えていく。

（到達目標）
【技能】朝鮮語を用い、初歩的なレベルで、読み、書き、聞 き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『韓国語の初歩　三訂版』厳基珠他  (白水社) 2,200円

『プログレッシブ韓日・日韓辞典』　油谷幸利他 （小学館）
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　オリエンテーション
２回　文字と発音【母音】【基本挨表現①】
３回　文字と発音【子音①】【基本表現②】
４回　文字と発音【子音②】【基本表現③】
５回　文字と発音【子音③】【合成母音①】【基本表現④】
６回　文字と発音【激音】【合成母音②】
７回　文字と発音【濃音】【合成母音③】　
８回　発音の規則【終声・パッチム】　
９回　発音の規則【連音化】【激音化】
10回　発音の規則【濃音化】【流音化】【その他】
11回　文字と発音の復習【日本語のハングル表記】
12回　指定詞の丁寧形【～は～です】
13回　指定詞の丁寧な否定表現【～ではありません】
14回　語彙と文型の復習
15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

小テスト及び課題到達度・・・25％
授業中の参加意欲及び発言状況・・・25％　　
学期末試験・・・50％

成績評価の方法　/Assessment Method

ほぼ毎回行う小テストの準備のために復習をしておくこと。
次回学習する単語の意味を調べて発音できるように予習しておくこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

韓国語は"ハングル"という独自の文字から覚えなければならない言語です。他にも覚えることがたくさんあります。日ごろコツコツ頑張らないと
身に付きません。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

170113 /



朝鮮語Ⅱ（１－d） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
金　光子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英中比人１年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

朝鮮語Ⅰで学んだ基本的知識を踏まえて、発音変化を伴う単語や文章をより正確に読める力を身につける。初級テキストにあげる基本文型と同等
レベルの作文ができ、正確に読めるようになることを目標とする。様々なシチュエーションでの実践的な対話力を養成し、会話をするうえで重
要である動詞と形容詞に慣れ、より豊かな表現ができることを目指す。

（到達目標）
【技能】朝鮮語を用い、初歩的なレベルで、読み、書き、聞 き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『韓国語の初歩　三訂版』厳基珠他　（白水社）2,200円

『プログレッシブ韓日・日韓辞典』　油谷幸利他 （小学館）
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　　朝鮮語Ⅰの復習
２回　　動詞の丁寧形【ハムニダ体①】【～を】
３回　　形容詞の丁寧形【ハムニダ体②】【数詞①】　
４回　　否定表現【～しません】【～くありません】
５回　　指定詞の丁寧形【ヘヨ体①】【～です】【～ではありません】
６回　　数詞のまとめ【数詞②】【年齢】【日付】
７回　　助詞のまとめ【作文練習】
８回　　動詞と形容詞の丁寧形【ヘヨ体②】
９回　　否定表現【～しません】【～くありません】
10回　　用言の尊敬形①【ハムニダ体】
11回　　用言の尊敬形②【ヘヨ体】【特殊な尊敬語】
12回　　尊敬形のまとめ【作文練習】
13回　　用言の過去形①【ハムニダ体】
14回　　用言の過去形②【ヘヨ体】
15回　　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

小テスト及び課題到達度・・・25％
授業中の参加意欲及び発言状況・・・25％　　
学期末試験・・・50％

成績評価の方法　/Assessment Method

ほぼ毎回行う小テストの準備のために復習をしておくこと。
次回学習する単語の意味を調べて発音できるように予習しておくこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

覚えることがたくさんあります。日ごろコツコツ頑張りましょう。　
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

170114 /



朝鮮語Ⅲ（１－d） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
金　光子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英中比人１年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

 韓国語に初めて接する受講生の韓国語入門である。初級でつまずきやすい発音と文字をしっかりと練習しながら、正確な読み書きの習得を目指
す。ペア練習やグループワークを取り入れ、日常生活に必要な挨拶や基礎的表現を覚えていく。

（到達目標）
 【技能】朝鮮語を用い、初歩的なレベルで、読み、書き、聞 き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『最新チャレンジ！韓国語』　金順玉・阪堂千津子 （白水社）　定価2,300円

『ポケットプログレッシブ韓日・日韓辞典』　油谷幸利他 （小学館）
『韓国語ビジュアル単語集』　李恩周（高橋書店）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　文字と発音【基本母音】
２回　文字と発音【基本子音】
３回　文字と発音【激音】【濃音】
４回　文字と発音【合成母音字】
５回　文字と発音【終声①】【終声②】
６回　発音のルール【連音化】【濃音化】
７回　発音のルール【激音化】【鼻音化】
８回　その他の発音法則
９回　【文字の復習】【指定詞の丁寧形】
10回　疑問文と応答文【～ですか】【～です】【～ではありません】
11回　自己・物を紹介する時の表現【～といいます】
12回　存在詞の丁寧形【～があります】
13回　場所名、時をあらわす単語【～に】【～があります、います】
14回　位置を表す単語と助詞【～に】存在詞の否定文【～がありません、いません】
15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

小テスト及び課題到達度・・・25％　　
授業中の参加意欲及び発言状況・・・25％　　
学期末試験・・・50％

成績評価の方法　/Assessment Method

ほぼ毎回行う小テストの準備のために復習をしておくこと。
次回学習する単語の意味を調べて発音できるように予習しておくこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

韓国語は"ハングル"という独自の文字から覚えなければならない言語です。他にも覚えることがたくさんあります。日ごろコツコツ頑張らないと
身に付きません。　

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

170115 /



朝鮮語Ⅳ（１－d） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
金　光子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英中比人１年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

朝鮮語Ⅲで学んだ基本的知識を踏まえて、発音変化を伴う単語や文章をより正確に読める力を身につける。初級テキストにあげる基本文型と同等
レベルの作文ができ、正確に読めるようになることを目標とする。様々なシチュエーションでの実践的な対話力を養成し、会話をするうえで重
要である動詞と形容詞に慣れ、より豊かな表現ができることを目指す。

（到達目標）
【技能】朝鮮語を用い、初歩的なレベルで、読み、書き、聞 き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『最新チャレンジ！韓国語』　金順玉・阪堂千津子 （白水社）　

『ポケットプログレッシブ韓日・日韓辞典』 油谷幸利 ほか（小学館）
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　朝鮮語Ⅲの復習
２回　持ち物について尋ねる会話【誰のものですか？】
３回　疑問詞を使った表現【～は何／どこですか？】
４回　時制や日付【漢数詞①】助詞のまとめ【いつ～しますか？】
５回　用言の丁寧形①【ヘヨ体】【漢数詞②】【電話番号、学年】
６回　用言の丁寧形②【ヘヨ体】【固有数詞①】【何時ですか？】
７回　用言の否定形　【～しません、～くありません】【一週間の予定】
８回　目的表現【～に～しに行きます】好みの表現【～が好きです】
９回　数詞まとめ【電話番号、学年、誕生日は？いくらですか？】
10回　丁寧形の変則活用
11回　用言の尊敬形
12回　用言の過去形①【～ました、でした】
13回　用言の過去形②【変則活用】
14回　意思と推測表現【～するつもりです】動作の進行【～しています】
15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

小テスト及び課題到達度・・・25％
授業中の参加意欲及び発言状況・・・25％　　
学期末試験・・・50％

成績評価の方法　/Assessment Method

ほぼ毎回行う小テストの準備のために復習をしておくこと。
次回学習する単語の意味を調べて発音できるように予習しておくこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

覚えることがたくさんあります。日ごろコツコツ頑張りましょう。　
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

170116 /



朝鮮語Ⅴ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
安　瀞珠 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 済営比人律政群
２年

1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

基礎文法に基づいて応用力を伸ばすことに努める。より多くの語彙を習得するために、慣用表現とことわざ意および漢字語を習得するように指
導する。それを用いて実際コミュニケーションをする基礎になる文法を学び、作文練習も行う。長文や文学作品が理解できる基礎をしっかり学
習するのを目指したい。

（到達目標）
【技能】朝鮮語を用い、基礎的なレベルで、読み、書き、聞 き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
崔柄珠　『おはよう韓国語２』朝日出版社　2015年。2400円+税。

 油谷幸利 ほか『ポケットプログレッシブ韓日・日韓辞典』小学館　2004年。3520円。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　オリエンテーション、『朝鮮語Ⅰ・Ⅱ』の復習
 2回　第1課　過去形・過去形の縮約形、仮定・条件・希望表現
3回　第１課　フランスから来ました【練習問題、スキット】
4回　第２課　尊敬形・特殊な尊敬形【名詞・助詞】、家族紹介
5回　第２課   家族は何名様ですか【練習問題、スキット】
6回　第３課   尊敬形の해요体、丁寧な命令形表現
7回　第３課  으変則用言ドリル、勧誘・意志・確認、婉曲表現
8回　第３課   キム・ミンスさんのお宅ですよね【練習問題、スキット】   　　　
9回　 韓国文化紹介、映画鑑賞
10回  第４課   ㅂ変則用言ドリル、用言＋아서/어서、意志表現【-을래요/ㄹ래요】
11回　第4課　野菜が多くて体にもいいです 【練習問題、スキット】
12回　第５課   意志・推測【을/ㄹ 거예요】、現在連体形
13回　第５課   未来意志・推測・婉曲【겠】、～しに・～ために表現。【未来の計画発表】
14回　 第５課   夏休みに何をするつもりですか【練習問題、スキット】
15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

定期試験…50％、　日常の授業への取り組み・課題・小テスト…50％　
成績評価の方法　/Assessment Method

次の授業内容を確認し、知らない単語の事前学習をお勧めします。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

理解の徹底を図るために随時小テストの実施や宿題を課す予定なので、前回の授業の内容を復習し、次回の予習をしておく必要がある。
履修上の注意　/Remarks

楽しく学び、韓国語が上手に話せる日を目指して頑張りましょう。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

170117 /



朝鮮語Ⅵ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
安　瀞珠 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 済営比人律政群
２年

2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

基礎文法に基づいて応用力を伸ばすことに努める。より多くの語彙を習得し、実際コミュニケーションをする基礎になる文法を学び、作文練習
を行う。長文が理解できる基礎をしっかり学習するのを目指したい。

（到達目標）
【技能】朝鮮語を用い、基礎的なレベルで、読み、書き、聞 き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
崔柄珠　『おはよう韓国語２』朝日出版社　2015年。2400円＋税。

 油谷幸利 ほか『ポケットプログレッシブ韓日・日韓辞典』小学館　2004年。3520円。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

 1回　オリエンテーション、『朝鮮語Ⅴ』の復習
2回　第6課　条件【으면/면 돼요】、尊敬形の過去表現
 3回　第６課　르変則ドリル、理由表現【用言＋으니까/니까、指定詞・名詞＋이니까/니까】
4回　第６課　どのように行けばいいですか【練習問題、スキット】
5回　第７課   名詞＋하고/과/와,   可能・不可能表現
 6回　第7課　過去連体形【動詞・形容詞・存在詞・指定詞】、意志・約束表現【用言＋을/ㄹ게요】
 7回　 第７課   写真を添付しますよ【練習問題、スキット】 【メール文を書く】
 8回　第８課   未来連体形、決心・意図表現、르変則　　
9回　 第８課   みんな一緒に歌を歌いましょう【練習問題、スキット】
10回  第９課   ㅎ変則ドリル、義務【用言＋아/어야 되다(하다)】
11回　第9課　未来形推測【用言＋을/ㄹ 것 같다】、許可【用言＋아/어도 되다】
12回　第９課   どんなアルバイトをしていますか【練習問題、スキット】
13回　第10課　ㄷ変則ドリル、不可能【못～/～지 못하다】
14回 　第10課　現在形推測【는 것 같다/ 은/ㄴ 것 같다/ 인 것 같다】、経験表現
15回　 第10課   何にも聞いていませんが【練習問題、スキット】、まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

定期試験　50％、日常の授業への取り組み・課題・小テスト　50％　
成績評価の方法　/Assessment Method

次の授業内容を確認し、知らない単語の事前学習をお勧めします。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

理解の徹底を図るために随時小テストの実施や宿題を課す予定なので、前回の授業の内容を復習し、次回の予習をしておく必要がある。
履修上の注意　/Remarks

楽しく学び、韓国語が上手に話せる日を目指して頑張りましょう。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

170118 /



朝鮮語Ⅶ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
安　瀞珠 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 済営比人律政群
２年

1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

日常生活で必要とされるフレーズを中心に、自分が表現したいことを韓国語で表現できること、応用文型まで幅広く会話形式で練習することで
、コミュニケーション能力を高める。さらに、グループ発表の時間を設け、異文化理解を深める契機となることを目指す。基礎レベルの範囲で
多彩な文型を無理なく駆使できるようになる。

（到達目標）
【技能】朝鮮語を用い、基礎的なレベルで、読み、書き、聞 き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
金順玉・阪堂千津子・崔栄美　『ちょこっとチャレンジ！韓国語　改訂版』白水社　2017年。2400円＋税

油谷幸利 ほか『ポケットプログレッシブ韓日・日韓辞典』 小学館　2004年。3520円。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回．オリエンテーション
２回．第1課　打ち解けた尊敬表現【-(으)세요】を使ってインタビューする。条件・仮定表現【-(으)면】
３回．第1課意図・計画【-(으)려고 해요】、休暇計画について尋ね合う
４回．第2課　説明・紹介【-인데】、期間【-ㄴ/은 지】、韓国語を習ってからどのくらい経ったか尋ね合う
５回．第2課動作の順序【-ㄴ/은 다음에/-기 전에】、自分の日課を順を追って話す
６回．第1課と第2課まとめ復習、聞き取り、会話文作成発表
７回．第3課　義務【-아/어야 해요】、丁寧な命令・禁止命令【-(으)세요/-지 마세요】
８回．第3課　許可・禁止【-아/어도 돼요/-(으)면 안 돼요】、サークルの規則を決めて発表
９回．第4課　形容詞の連体形、理由表現【-아/어서】
10回　第4課　決心・約束【-기로 했어요】、約束したことや決心したことについて尋ね合う
11回．第3課と第4課まとめ復習、聞き取り、会話文作成発表
12回．第5課　位置を表す語、手段【-로/으로】、家から学校までの交通手段と所要時間をインタビューする
13回．第5課　動作の順序・連結【-아/어서】、おすすめのスポットを紹介し、道順を教える
14回．第6課　動詞・存在詞の現在連体形、試行・経験【-아/어 봤어요】
15回．第6課　物や出来事の状況説明・感想【-는데】、まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

定期試験…50％　日常の授業への取り組み課題・小テスト…５０％
成績評価の方法　/Assessment Method

次の授業内容を確認し、知らない単語の事前学習をお勧めします。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

理解の徹底を図るために随時小テストの実施や宿題を課す予定なので、前回の授業の内容を復習し、次回の予習をしておく必要がある。
履修上の注意　/Remarks

なるべく韓国語で多くのことを話し合いましょう。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

170119 /



朝鮮語Ⅷ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
安　瀞珠 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 済営比人律政群
２年

2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

日常生活で必要とされるフレーズを中心に、自分が表現したいことを韓国語で表現できること、応用文型まで幅広く会話形式で練習することで
、コミュニケーション能力を高める。さらに、グループ発表の時間を設け、異文化理解を深める契機となることを目指す。

（到達目標）
【技能】朝鮮語を用い、基礎的なレベルで、読み、書き、聞 き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
金順玉・阪堂千津子・崔栄美　『ちょこっとチャレンジ！韓国語（改訂版）』白水社　2017年。2400円＋税

油谷幸利 ほか　『ポケットプログレッシブ韓日・日韓辞典』小学館　2004年。3520円
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　第５・６課　聞き取り、会話文復習
２回　第７課　依頼【-아/어 주세요】、勧誘・アドバイス【-아/어 보세요】
３回　第７課　より丁寧な依頼【-아/어 주시겠어요?】、買い物している場面を想定して話し合う
４回　第８課　理由・根拠【-(으)니까】、感嘆【-네요】、推測【-ㄹ/을 것 같아요】
５回　第８課　プレゼントをやりとりする場面を想定して話し合う
６回　第７・８課の復習、聞き取り、ペアで会話文を作って発表
７回　第９課　かしこまった尊敬、不可能表現【自分ができないことを話し合う】
８回　第９課　時間・場合【-(으)ㄹ 때】
９回　第10課　傾向【-(으)ㄴ /는 편이에요】、同時・並行動作【-(으)면서】、学習方法をインタビューする
10回　第10課　～するのが【-는 것이(-는게)】、自分の性格・学習スタイルについて話す
11回　第９．10課の復習、聞き取り、ペアで会話文を作って発表
12回　韓国文化紹介、映画鑑賞
13回　第11課　間接話法、インタビューした内容を間接話法を使って発表する
14回　第11課　間接話法の過去、間接話法の縮約形【気になっているニュースを友達に伝える】
15回まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

定期試験…50％　日常の授業への取り組み・課題・小テスト…５０％
成績評価の方法　/Assessment Method

次の授業内容を確認し、知らない単語の事前学習をお勧めします。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

理解の徹底を図るために随時小テストの実施や宿題を課す予定なので、前回の授業の内容を復習し、次回の予習をしておく必要がある。
履修上の注意　/Remarks

韓国語で多くのことを話し合いましょう。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

170120 /



上級朝鮮語Ⅰ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
安　瀞珠 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
3年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英中国済営比人
３年

1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

日常生活だけではなく、韓国全般に及ぶ社会と文化の理解を談話に取り入れ、対話を誘導できることを目指して練習する。そうすることで、自
分が表現したいことを流暢に表現できること、応用文型まで幅広く会話形式、発表形式でコミュニケーション能力を高める。さらに、グループ
研究発表の時間を設け、異文化理解を深める契機となることを目指す。
専門的な用語と社会全般の説明が理解出来る多彩な文型と諺を無理なく駆使できるようになることを目標にする。

（到達目標）
【技能】朝鮮語を用い、応用レベルで、読み、書き、聞き、話 すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜プリントを配布する

油谷幸利 ほか『ポケットプログレッシブ韓日・日韓辞典』 小学館　2004年。3520円
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回．授業概要、オリエンテーション（韓国語で自己紹介を含む）
２回．読解【私の新年計画、韓国で人気のある職業】
３回．聞き取り、会話・文型練習【-가/이 되다, -(으)려고, -는 동안(에)】
４回．作文発表【夢と将来の計画について】
５回．読解【韓国社会人の悩み、進路についての悩み】
６回．聞き取り、会話・文型練習【-는 건 어때요?/-는 게 좋겠다/-때문에】
７回．作文発表【悩みについて】
８回．読解【自分の願望のために現在やっていること】
９回．聞き取り、会話・文型練習【-기 위해서/ -거나/-(으)면 좋겠다】
10回．読解【大衆文化、韓国映画】
11回．韓国映画鑑賞
12回．読解【韓国の住居環境、部屋探し】
13回．聞き取り、会話・文型練習【-보다/-지요/-중에서】
14回．作文発表【自分が今住んでいる家と将来住みたい家】
15回．まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

定期試験…50％ 、日常の授業への取り組み・課題・小テスト 50％　
成績評価の方法　/Assessment Method

毎回の作文の課題を発表できるように準備すること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

単元ごとにスキットの暗記と応用会話を演じ、同じテーマを持って自分の意見を発表出来るように、事前に予習をする必要がある。
履修上の注意　/Remarks

韓国語でコミュニケーションする楽しさを体験しましょう。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

170121 /



上級朝鮮語Ⅱ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
安　瀞珠 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
3年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英中国済営比人
３年

2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

日常生活だけではなく、韓国全般に及ぶ社会と文化の理解を談話に取り入れ、対話を誘導できることを目指して練習する。そうすることで、自
分が表現したいことを流暢に表現できること、応用文型まで幅広く会話形式、発表形式でコミュニケーション能力を高める。さらに、グループ
研究発表の時間を設け、異文化理解を深める契機となることを目指す。

（到達目標）
【技能】朝鮮語を用い、応用レベルで、読み、書き、聞き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜プリントを配布する

 油谷幸利 ほか『ポケットプログレッシブ韓日・日韓辞典』小学館　2004年。3520円
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回．オリエンテーション
２回．読解【韓国の交通手段、道路標識】
３回．聞き取り、会話・文型練習【-(으)로 해서, -(으)ㄹ까요?,-(으)ㄹ 것 같다】
４回．作文発表【自分の国と他の国の交通事情を比較】
５回．読解【宿泊先の予約】
６回．聞き取り、会話・文型練習【-기 때문에, -(으)로,-밖에】
７回．作文発表【宿泊先に予約のメールを送る】
８回．韓国の観光事情について話し合う
９回．読解【インターネットバンキング、銀行事情】
10回．聞き取り、会話・文型練習【-고 나서, -(으)려면, -에다(가)】
11回．作文発表【自分の国と他の国のインターネット事情を比較】
12回．読解【終了式】
13回．聞き取り、会話・文型練習【-(으)ㄴ지,   -(으)ㄹ 게요】
14回．作文発表【学期を終えての感想を発表】
15回．まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

定期試験…50％、日常の授業への取り組み発・課題・小テスト…50％
成績評価の方法　/Assessment Method

毎回の作文の課題を発表できるように準備すること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

課題提出の締め切りをしっかり守ること。
履修上の注意　/Remarks

韓国語のコミュニケーションを楽しみましょう。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

170122 /



上級朝鮮語Ⅲ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
金　貞愛 / Kim Jung-Ae / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英中国済営比人
３年

1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

初級・中級まで学習してきたことを定着、さらに発展させて自信と実践力をつける。また、韓国の社会や文化など、韓国事情に触れることで異
文化理解も深めたい。

（到達目標）
【技能】朝鮮語を用い、上級レベルで、読み、書き、聞 き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『Enjoy!! 韓国の文化と言語』（自主制作出版物により、授業時に案内）

辞典（必携）
『朝鮮語辞典』（小学館、8,000円）、『韓国語上級表現ノート』（前田、明石書店、1890円）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第 1回目　オリエンテーション
第 2回目　『朝鮮語Ⅴ/Ⅵ』の復習
第 3回目　　第１課 ビビンパが美味しい理由
第 4回目　　会話に役立つ文法①
第 5回目　   フリートーキング①
第 6回目　   第２課 韓服と着物
第 7回目　   会話に役立つ文法②
第 8回目　   フリートーキング②   　　　
第 9回目　   ドラマで学ぶ韓国の社会と文化
第10回目　  第３課 便利なマンション暮らし
第11回目　   会話に役立つ文法③
第12回目　  フリートーキング③
第13回目　   第４課 いつでもどこでもデリバリー
第14回目　   会話に役立つ文法④
第15回目　　フリートーキング④　まとめ
　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業に対する取り組み、小テストおよび宿題…６０％　　期末レポート…４０％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業開始までにその日の授業内容を確認し、知らない単語などを調べること。
また、授業後は学習内容の理解や暗記を徹底すること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

フリートーキングや発表を多く取り入れます。間違いを恐れずに、積極的に取り組みましょう。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

170123 /



上級朝鮮語Ⅳ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
金　光子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
3年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英中国済営比人
３年

2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

初級・中級まで学習してきたことを定着、さらに発展させて自信と実践力をつける。また、韓国の社会や文化など、韓国事情に触れることで異
文化理解も深めたい。

（到達目標）
【技能】朝鮮語を用い、上級レベルで、読み、書き、聞 き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『Enjoy!! 韓国の文化と言語』（自主制作出版物により、授業時に案内）

辞典（必携）
『朝鮮語辞典』（小学館、8,000円）、『韓国語上級表現ノート』（前田、明石書店、1890円）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第 1回目　　オリエンテーション
第 2回目　　前期の復習
第 3回目　　第５課 恋愛と結婚　
第 4回目　　会話に役立つ文法①
第 5回目　   フリートーキング①
第 6回目　   第６課 「オッパ」ってお兄さん？彼氏？
第 7回目　   会話に役立つ文法②
第 8回目　   フリートーキング②   　　　
第 9回目　   ドラマで学ぶ韓国の社会と文化
第10回目　   第７課 スキンシップを好む韓国人
第11回目　   会話に役立つ文法③
第12回目　  フリートーキング③
第13回目　   第８課 「みんな一緒に」と「おひとりさま」
第14回目　   会話に役立つ文法④
第15回目　  フリートーキング④　まとめ
　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業に対する取り組み、小テストおよび宿題…６０％　　期末試験…４０％

※コロナの状況により、変更の可能性あり

成績評価の方法　/Assessment Method

授業開始までにその日の授業内容を確認し、知らない単語などを調べること。
また、授業後は学習内容の理解や暗記を徹底すること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

フリートーキングや発表を多く取り入れます。間違いを恐れずに、積極的に取り組みましょう。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

170124 /



ロシア語Ⅰ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
芳之内　雄二 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英中国済営比人律
政１年

1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

読み書き、標準的発音の習得に重点を置き、ロシア語の基礎力養成を行なう。また、ロシア語の背景としての歴史・社会・文化・生活習慣など
について解説することにより、ロシア語学習への興味を呼び起こし、学習の動機付けを行ない、異文化理解を深める。

(到達目標）
【技能】ロシア語を用い、基礎的レベルで、読み、書き、聞き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
「１年生のロシア語」戸辺又方編著　白水社、2000年

「ロシア語ミニ辞典」安藤厚他編　白水社、1997年
「パスポート初級露和辞典」米重文樹編　白水社、1994年

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　ロシア語概論、アルファベット
　２回　文字と発音：母音、子音(１)、アクセント、疑問詞のある疑問文と答え方(１)
　３回　子音(２)、疑問詞のある疑問文と答え方(２)、硬子音と軟子音、名詞の性
　４回　所有代名詞、疑問詞のある疑問文と答え方(３)、有声子音と無声子音、子音の発音規則
　５回　硬音記号と軟音記号、疑問詞のない疑問文と答え方、イントネーション
　６回　50音のロシア文字表記法
　７回　一課前半　テキストの読み、内容解説、挨拶表現、ロシア人の名、自己紹介の練習
　８回　一課後半　テキストの読み、内容解説、人称代名詞、国名・国民名、名詞複数形
　９回　二課前半　テキストの読み、内容解説、動詞の現在変化、接続詞、副詞、練習問題
１０回　二課後半　テキストの読み、内容解説、名詞格変化(対格)、和文露訳
１１回　三課前半　テキストの読み、内容解説、所有表現、名詞格変化(前置格)、練習問題
１２回　三課後半　テキストの読み、内容解説、形容詞、複数専用名詞、前置詞用法、和文露訳
１３回　四課前半　テキストの読み、内容解説、動詞過去、個数詞、時間表現、練習
１４回　四課後半　テキストの読み、内容解説、動詞の体、名詞格変化(生格)、和文露訳
１５回　復習とまとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

直接対面授業の場合　期末試験60％　小テスト・和文露訳課題等40％
遠隔授業の場合　　　期末試験40％、小テスト・和文露訳課題等60％

成績評価の方法　/Assessment Method

授業後、授業前に、前回習った重要な文法事項、語彙などの復習をすること。小テスト、或は和文露訳の問題を課するので復習と合わせて準備
を怠らぬように。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

最初数回の授業でアルファベットの読み書きを学習するので、スタート時期に欠席するのは好ましくない。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

170125 /



ロシア語Ⅱ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
芳之内　雄二 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英中国済営比人律
政１年

2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

読み書き、標準的発音の習得に重点を置き、ロシア語の基礎力養成を行なう。また、ロシア語の背景としての歴史・社会・文化・生活習慣など
について解説し、ロシア語学習への興味を呼び起こし、学習の動機付けを行ない、異文化理解を深める。

(到達目標）
【技能】ロシア語を用い、基礎的レベルで、読み、書き、聞き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
「１年生のロシア語」戸辺又方編著　白水社、2000年

「ロシア語ミニ辞典」安藤厚他編　白水社、1997年
「パスポート初級露和辞典」米重文樹編　白水社、1994年

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　一学期に習ったことの復習(１)
　２回　一学期に習ったことの復習(２)
　３回　四課前半　テキストの読み、内容解説、動詞過去、個数詞・時刻表現
　４回　四課後半　テキストの読み、内容解説、動詞の体、生格、指示代名詞、限定代名詞、和文露訳
　５回　四課の復習、練習問題　
　６回　五課前半　テキストの読み、内容解説、動詞未来、前置詞句(１)、曜日
　７回　五課後半　テキストの読み、内容解説、完了動詞未来、不定人称文、命令形、和文露訳
　８回　五課の復習、練習問題
　９回　六課前半　テキストの読み、内容解説、運動の動詞、行先表現、交通手段表現
　１０回　六課後半　テキストの読み、内容解説、出発と到着表現、場所に関する疑問詞、和文露訳
　１１回　六課の復習、練習問題
　１２回　七課前半　テキストの読み、内容解説、形容詞と副詞について、数量表現
　１３回　七課後半　テキストの読み、内容解説、述語副詞、四季、方位、月、和文露訳
　１４回　七課の復習、練習問題
　１５回　復習とまとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

直接対面授業の場合　　期末試験60％、　小テスト・和文露訳課題など60％
遠隔授業の場合　　　　期末試験40％、小テスト ・和文露訳課題など60％　　

成績評価の方法　/Assessment Method

授業後、授業前に、前回習った重要な文法事項、語彙などの復習をすること。小テスト、或は和文露訳の問題を課するので復習と合わせて準備
を怠らぬように。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

　この授業を履修する場合は、「ロシア語Ⅰ」を履修しておくこと。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

170126 /



ロシア語Ⅲ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
ナタリア・シェスタコーワ / Natalia Shestakova / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英中国済営比人律
政１年

1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

「聞き取り・発音」、「会話」に重点を置き、ロシア語の基礎力養成を行う。また、ロシア語の背景としての歴史・社会・文化・生活習慣につ
いて説明し、ロシア語学習への興味を呼び起こし、学習の動機付けを行い、異文化理解を深める。

(到達目標）
【技能】ロシア語を用い、基礎的レベルで、読み、書き、聞き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
「一年生のロシア語」戸辺又方編著　白水社 ￥１，４００
DVD教材も活用する予定

「ロシア語ミニ辞典」安藤 厚編　白水社
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　ロシア語とはどんな言葉か？【母音と母音文字】、【こんにちは】
　２回　ロシア語のアルファベット【交際】
　３回　短文のイントネーション　【これは誰ですか】、【これは何ですか】
　４回　簡単な問いと答え　【あなたは学生ですか】、【お元気ですか】
　５回　第１課①　【挨拶】、【紹介】
　６回　第１課②　【ロシア人の名前】、【これは誰のものですか】
　７回　第１課③　会話
　８回　第２課①　【教室でロシア語】
　９回　第２課②　【動詞現在変化】、【私は本を読んでいます】
１０回　第２課③　【趣味】、【私はロシア語を話します】
１１回　第３課①　【家族の紹介】
１２回　第３課②　【名詞の前置格】、【あなたの家族はどこにお住まいですか】
１３回　第３課③　【形容詞】、【これは新しい車です】
１４回　復習
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況（小テスト含む）…１０％　　宿題…１０％　　期末試験…８０％
成績評価の方法　/Assessment Method

指定された範囲の予習と、授業内容の復習を行うこと。（必要な学習時間の目安は、予習 60分、
復習 60分です。)

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

できるだけロシア語の音声資料などで耳慣らしをして発音練習をすること、また
毎回、授業の前と後で単語・表現、挨拶言葉などの予習・復習を怠らないこと。
正当な理由なく遅刻欠席をしないこと。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

170127 /



ロシア語Ⅳ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
ナタリア・シェスタコーワ / Natalia Shestakova / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英中国済営比人律
政１年

2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

「聞き取り・発音」、「会話」に重点を置き、ロシア語の基礎力養成を行う。また、ロシア語の背景としての歴史・社会・文化・生活習慣につ
いて説明し、ロシア語学習への興味を呼び起こし、学習の動機付けを行い、異文化理解を深める。

(到達目標）
【技能】ロシア語を用い、基礎的レベルで、読み、書き、聞き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
「一年生のロシア語」戸辺又方編著　白水社　￥１，４００
DVD教材も活用する予定

「ロシア語ミニ辞典」安藤 厚編　白水社
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　第４課①　【一日の生活】、【過去の表現】
　２回　第４課②　【時間表現】
　３回　第４課③　【動詞の体】、【昨日あなたは何をしましたか】
　４回　第４課④　【不完了体と完了体】、【あなたは宿題をしてしまいましたか】
　５回　第５課①　【休日】、【動詞の未来】
　６回　第５課②　【曜日名】、【明日あなたは何をしますか】
　７回　第５課③　【名詞の造格】、【命令形】
　８回　第５課④　【どうぞ、午後に私に電話してください】
　９回　第６課①　【交通】、【運動の動詞】
１０回　第６課②　【交通手段と行先】、【あなたはどこへ行くのですか】
１１回　第６課③　【電話】、【出発と倒着の表現】　
１２回　第６課④　【あなたはどこから来ましたか】
１３回　会話　　　【どこへ】、【どこに】、【どこから】
１４回　復習
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況（小テスト含む）…１０％　　宿題…１０％　　期末試験…８０％
成績評価の方法　/Assessment Method

指定された範囲の予習と、授業内容の復習を行うこと。（必要な学習時間の目安は、予習 60分、
復習 60分です。)

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

できるだけロシア語の音声資料などで耳慣らしをして発音練習をすること、また
毎回、授業の前と後で単語・表現、挨拶言葉などの予習・復習を怠らないこと。
正当な理由なく遅刻欠席をしないこと。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

170128 /



ロシア語Ⅴ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
芳之内　雄二 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英中国済営比人律
政２年

1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

一年次に習ったロシア語の語彙、基礎文法、読み書き、聞き取り・発音を練磨しつつ、書き言葉でよく使われる現在分詞、過去分詞、仮定法、
最上級表現など複雑な構文について解説する。「読解・解釈」と「文法・語法」に重点を置く。

(到達目標）
【技能】ロシア語を用い、中級レベルで、読み、書き、聞き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
１年生のロシア語

「ロシア語ミニ辞典」安藤厚他編　白水社
佐藤純一著『NHK新ロシア語入門』日本放送出版協会
〇プリキナ著『新ロシア語文典』我妻書房

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回        ロシア語Ⅱで習ったことの復習１
　２回　    ロシア語Ⅱで習ったことの復習２
　３回　    八課前半　テキストの読み、内容解説、無人称述語、動詞の格支配(１)(２)
　４回　    八課後半　テキストの読み、内容解説、義務・可能性表現、動詞の格支配(３)、和文露訳
　５回　    八課の復習
　７回　    九課前半　テキストの読み、内容解説、年齢表現、年月日表現、比較級
　８回　    九課後半　テキストの読み、内容解説、値段表現、授与動詞、仮定法、和文露訳
　９回　    九課の復習
　１０回　十課前半　テキストの読み、内容解説、関係代名詞、形容詞最上級、形容詞格変化
　１１回　十課後半　テキストの読み、内容解説、単文と複文、直接話法と間接話法、ことわざ
　１２回　十課の復習
　１３回　副動詞、形動詞現在
　１４回　形動詞過去、特殊変化動詞
　１５回　まとめと復習

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

直接対面授業    期末試験60％　　小テスト・和文露訳課題等40％
遠隔方式授業　期末試験40％　　小テスト ・和文露訳課題等60％

成績評価の方法　/Assessment Method

テキストの読み・和訳の発表等を課すので授業前準備が必要。なお、授業後その日に習った重要な文法事項、語彙、表現などの復習をすること
。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

ロシア語Ⅰ、Ⅱを履修しておくこと。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

170129 /



ロシア語Ⅵ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
芳之内　雄二 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英中国済営比人律
政２年

2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

書き言葉に特徴的な複文（関係代名詞、関係副詞、分詞、仮定法などを使った構文）の「文法・語法」学習、動詞の体の意味用法理解など、よ
り複雑な文法の学習を行う。読み物テキストの読解を通じて文章読解力を養うことを目指す。

(到達目標）
【技能】ロシア語を用い、中級レベルで、読み、書き、聞き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
プリント配布

安藤厚ほか編「ロシア語ミニ辞典」白水社、1997年
中村建之介著「自習ロシア語問題集」白水社、2014年
佐藤純一著『NHK新ロシア語入門』日本放送出版協会
〇プリキナ著『新ロシア語文典』我妻書房

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　＜СКОРО ПЕРВОЕ СЕНТЯБРЯ＞　名詞の性、不規則変化動詞、形容詞前置格
　２回　＜МАМА И ФУТБОЛ＞　多義動詞の用法、関係副詞構文、形容詞短語尾、全否定構文
　３回　＜МАТЬ＞　関係副詞構文、関係代名詞構文、不規則変化動詞、名詞単数・複数の使分け
　４回　＜САЛЮТ＞　複文の種類と構造、不規則変化動詞、第二生格
　５回　＜ГИПНО'З＞　不定人称文、「・・する」の後結合、完了動詞・不完了動詞
　６回　＜ВАЖНЫЙ РАЗГОВОР＞　願望を意味する動詞と複文、運動の動詞の派生語
　７回　＜ТРУДНЫЙ ЭКЗАМЕН＞　動詞の格支配、複文、否定生格
　８回　＜ДОМ ОТДЫХА＞　時の表現、動詞の体
　９回　＜БАБУШКА И ВОВКА＞　動詞の格支配、不規則変化動詞
１０回　＜ВТОРАЯ МОЛОДОСТЬ＞　複文、動詞の体
１１回　＜О ЧЁМ ДУМАЕТ МАРАБУ＞　年月日表現、年齢表現、形容詞格変化復習
１２回　＜КАК Я ВСТРЕЧАЛ НОВЫЙ ГОД＞　不定法構文、無人称文
１３回　＜ЛЮБИМЫЙ ПРАЗДНИК＞　個数詞＋形容詞＋名詞の語結合、所有形容詞
１４回　＜ЭТО СЛУЧИЛОСЬ В ВОЗДУХЕ＞「互いに」の表現、運動の動詞、不定代名詞
１５回　　まとめと復習

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

直接対面授業　期末試験60％　　　普段の授業発表等40％
遠隔方式授業　期末試験40％　　　小テスト ・課題など60％

成績評価の方法　/Assessment Method

履修者には毎回、テキストの読み・訳の発表を課するので授業前に準備が必要。なお、授業後その日に習った重要な文法事項、語彙、表現など
の復習をすること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

ロシア語Ⅰ、Ⅱを履修しておくこと。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

170130 /



ロシア語Ⅶ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
ナタリア・シェスタコーワ / Natalia Shestakova / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英中国済営比人律
政２年

1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

これまでに習ったロシア語の語彙、読み書き、聞き取り・発音を練磨しつつ、応用力の向上をめざす。「聞き取り･会話」と「作文」に重点を置
く。

(到達目標）
【技能】ロシア語を用い、中級レベルで、読み、書き、聞き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
「一年生のロシア語」戸辺又方編著　白水社　￥１，４００
DVD教材も活用する予定

「ロシア語ミニ辞典」　安藤 厚編　白水社
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　第５課の復習
2回    第６課①　【交通】、【運動の動詞】
3回　第６課②　【交通手段と行先】、【あなたはどこへ行くのですか】
4回　第６課③　【電話】、【出発と倒着の表現】　
5回　第７課①　【天候】、【КАКАЯ СЕГОДНЯ ПОГОДА ?】
6回　第７課②　【気温】、【雨が降る】
7回　第７課③　【四季】、【КАКОЕ ВРЕМЯ ГОДА ВЫ ЛЮБИТЕ ?】
8回　ビデオ学習①【В ГОСТИНИЦЕ】
9回　ビデオ学習②　会話練習
10回　第８課①　【病気と健康】、【ЧТО У ВАС БОЛИТ ?】
11回　第８課②　【必要性】、【可能】、【不可能】、【許可】、【禁止】
12回　第８課③　【ЧТО ВЫ ДОЛЖНЫ СДЕЛАТЬ ЧЕРЕЗ НЕДЕЛЮ ?】
13回　ビデオ学習③【ЗИМНЯЯ СЮИТА】
14回　ビデオ学習④　会話練習、　作文【Я И СПОРТ】
15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

　学期末試験…６０％    平常の学習状況（小テスト含む）…１０％　　宿題…３０％　　　
成績評価の方法　/Assessment Method

履修者には毎回、テキストの読み・和訳の発表を課するので授業前までに準備が必要。なお、授業終了後その日に習った重要な文法事項、語 彙
、表現などの復習をすること。 　

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

この授業を履修する合は、「ロシア語Ⅲ」「ロシア語Ⅳ」を履修しておくこと。
正当な理由なく遅刻欠席をしないこと。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

170131 /



ロシア語Ⅷ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
ナタリア・シェスタコーワ / Natalia Shestakova / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英中国済営比人律
政２年

2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

一年次に習ったロシア語の語彙、基礎文法、読み書き、聞き取り・発音を練磨しつつ、応用力の向上を目指す。「読解・解釈」と「文法・語法
」に重点を置く。

(到達目標）
【技能】ロシア語を用い、中級レベルで、読み、書き、聞き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
「一年生のロシア語」戸辺又方編著　白水社￥１，４００
DVD教材も活用する予定

「ロシア語ミニ辞典」　安藤 厚編　白水社
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　 第９課①　【年齢】、【年月日の表現】、【КОГДА ВЫ РОДИЛИСЬ ?】                                                                2回　 第９課②　【買い
物】、【値段】
3回　 第９課③      会話練習
4回　 ビデオ学習①　【В ГОСТЯХ】
5回　 ビデオ学習②　会話練習【В ГОСТЯХ】
6回　 ビデオ学習③　作文【КАК ПРИГЛАШАЮТ В ГОСТИ В ЯПОНИИ 】
7回　 第１０課①【モスクワの町】
8回　 第１０課②【関係代名詞 КОТОРЫЙ】、【КАКАЯ ГОРА САМАЯ ВЫСОКАЯ?】　　　　
9回　 第１０課③【モスクワの町】、【単文と複文】
10回   第１０課④【ことわざ】、【МОЙ РОДНОЙ ГОРОД】
11回   読み物①　                                                                                                                                                                 12回　読み物②　　
13回　読み物③
14回　練習
15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

学期末試験…６０％     平常の学習状況（小テスト含む）…１０％　　宿題…３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

履修者には毎回、テキストの読み・和訳の発表を課するので授業前までに準備が必要。なお、授業終了後その日に習った重要な文法事項、語 彙
、表現などの復習をすること。 　

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

この授業を履修する場合は、「ロシア語Ⅲ」「ロシア語Ⅳ」を履修してくこと。正当な理由なく遅刻欠席をしないこと。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

170132 /



ドイツ語Ⅰ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
古賀　正之 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 済営人律政１年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

　現代のドイツは拡大したＥＵ（ヨーロッパ連合）の政治、経済、文化の中心として重要な役割を果たしています。ヨーロッパで最も多くの人
々が日常的に用いているドイツ語を学習することを通じて、ドイツ語圏とヨーロッパへの関心、知識および理解を深めていきます。
　
＊到達目標は、以下の「基盤教育センター　到達目標」の通りです。

「ドイツ語を用い、初歩的なレベルで、読み、書き、聞き、話すことができる。」

＊このシラバスは、対面授業を実施することを前提に作成されています。遠隔授業への変更に伴い、授業方法をはじめ、授業内容、成績評価の
方法等が変わることがあります。その際には、改めて連絡します。
ただし、教科書の変更はありません。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
　『アプファールト＜ノイ＞　スキットで学ぶドイツ語』　　飯田道子・江口直光　　三修社　　２,４００円＋税　

　辞書は当分の間不要です。必要に応じて、授業開始後に参考書とともに紹介します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回 　テーマ：あいさつ(１)　文法：人称代名詞
第2回　 テーマ：人と知り合う　文法：動詞の現在人称変化（規則動詞，sein）
第3回　 テーマ：紹介(名前･出身地･居住地･職業･趣味)　文法：疑問文の種類と答え方
第4回　 テーマ：時刻／あいさつ(２)／時を表す表現　文法：動詞の現在人称変化（haben）
第5回　 テーマ：人を誘う／アドレスと携帯番号　文法：動詞の現在人称変化（不規則動詞）
第6回　 テーマ：食べ物と飲み物／メール　文法：定動詞第２位の原則，疑問文の語順
第7回　 テーマ：道の尋ね方・答え方　文法：duとSie／命令形
第8回　 テーマ：位置・方向を表す語／建物など　文法：名詞の性／定冠詞と不定冠詞
第9回　 テーマ：～してください　文法：冠詞と名詞の格変化（１・４格）
第10回　テーマ：持ってる？　持ってない？　文法：否定冠詞と所有冠詞（１．４格）
第11回　テーマ：買い物／値段　文法：名詞と冠詞の３格／複数形
第12回　テーマ：プレゼント　文法：人称代名詞の格変化
第13回　テーマ：気に入った？　文法：前置詞（１）
第14回　テーマ：家族・親戚　文法：否定の語を含む疑問文とその答え方
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

　定期試験　50％
　日常の授業への取り組み　50％

成績評価の方法　/Assessment Method

　次回の授業で用いる会話表現の意味を確認し、覚えておくこと。
　今回の授業で学んだ単語や基本文法を定着させるための宿題を完了しておくこと。
　ETV「旅するドイツ語」など、授業の理解に役立つ番組を見ておくこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

　このクラスはドイツ語を初めて習う学生が対象です。受講開始以前のドイツ語の知識は問いません。
　ただし、毎時間必ず出席してください。

履修上の注意　/Remarks

170133 /



ドイツ語Ⅰ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

　日常的な会話テキストを用いて、ドイツ語の発音と文法を楽しみながら習得してください。
　授業の中でもドイツ語圏の社会や文化を紹介する動画を見てもらいます。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

　パートナー練習　役割練習　正確な発音と初級文法の習得　楽しく学習
キーワード　/Keywords

170133 /



ドイツ語Ⅱ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
古賀　正之 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 済営人律政１年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

　ドイツ語学習を通じてドイツとヨーロッパに対する関心や理解を深めます。具体的にはドイツ語の基礎的な技能（初級文法に関する知識およ
び運用力）の習得を目指します｡私が担当するドイツ語Ⅰのシラバスも参照してください。教科書はドイツ語Ⅰで使用したものを継続します。

＊到達目標は、以下の「基盤教育センター　到達目標」の通りです。

「ドイツ語を用い、初歩的なレベルで、読み、書き、聞き、話すことができる。」

＊このシラバスは、対面授業の実施を前提に作成されています。遠隔授業の実施に伴い、授業方法をはじめ、授業内容、成績評価の方法等が変
わることがあります。その際には、改めて連絡します。ただし、教科書の変更はありません。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
　『アプファールト＜ノイ＞　スキットで学ぶドイツ語』　　飯田道子・江口直光　　三修社　　２,４００円＋税

　必要な場合には授業中に紹介します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　 テーマ：週末や休暇の予定　文法：分離動詞／前置詞と定冠詞の融合形
第2回　 テーマ：天候　文法：話法の助動詞／非人称のes
第3回　 テーマ：一日の行動・日常生活　文法：分離動詞に似た使い方をする表現／形容詞
第4回　 テーマ：過去のできごと（１）　文法：過去分詞
第5回　 テーマ：時を表す表現（２）　文法：現在完了
第6回　 テーマ：過去のできごと（２）　文法：過去基本形／過去時制
第7回　 テーマ：位置の表現　文法：前置詞（２）
第8回　 テーマ：～がある／遅刻／メルヒェン　文法：es gibt…
第9回　 テーマ：修理／家事　文法：受動文
第10回　テーマ：開店時間・閉店時間　文法：再帰代名詞と再帰動詞
第11回　テーマ：料理／比較の表現　文法：比較級・最上級
第12回　テーマ：病気／色彩　文法：zu不定詞句
第13回　テーマ：ふたつの文をひとつにする　文法：従属の接続詞と副文
第14回　テーマ：非現実の仮定　文法：接続法２式（非現実話法）
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

　日常の授業への取り組み５０％　　　期末試験 ５０％
成績評価の方法　/Assessment Method

　次回の授業で取り扱うドイツ語表現の意味を教科書で確認し、暗誦できるまでになっていること。
　今回の授業で学んだ単語や基本文法を定着させるための宿題を完了しておくこと。
　ETV「旅するドイツ語」など、授業の理解に役立つ番組を見ておくこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

　ドイツ語Ⅱの授業は、ドイツ語Ⅰで学んだ知識を前提にして行われます。受講開始前にドイツ語Ⅰの学習範囲をもう一度見直しておいてください
。

履修上の注意　/Remarks

　ドイツ語Ⅰに続き、日常的な会話テキストを用いて、ドイツ語の発音と文法を楽しみながら習得してください。ドイツ語Ⅱの時間でも、必要に応
じてドイツ語圏の生活や文化を紹介する動画を見てもらいます。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

　パートナー練習　役割練習　正確な発音と初級文法の習得　楽しく学習
キーワード　/Keywords

170134 /



ドイツ語Ⅲ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
山下　哲雄 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 済営人律政１年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

初級文法を習得し簡単な日常会話ができることを目的とする。授業全体のキーワードは、ドイツの文化を知りドイツを身近に感じること。

到達目標
日常の生活行動をドイツ語で書き、発音する。
例えば、「君のお父さんの職業は何ですか。」とその答え。
Was ist dein Vater von Beruf?
Mein Vater ist Angestellter.

（到達目標）
【技能】ドイツ語を用い、初歩的なレベルで、読み、書き、聞き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『スツェーネン１　場面で学ぶドイツ語』三修社

〇『びっくり先進国ドイツ』熊谷徹、新潮社
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　名前、出身、住所、挨拶。【規則動詞の現在人称変化、１・２人称、】
　２回　名前、出身、住所を尋ねる【前置詞、副詞、疑問文、疑問詞】
　３回　紹介、数字、電話番号【３人称、数詞】
　４回　各国の国名、車のナンバープート【名詞の性、定冠詞、所有冠詞】
　５回　履修科目、言語、曜日【動詞の位置と語順】
　６回　ドイツと日本の外国人数【冠詞の使い方】
　７回　趣味、好きなこと、嫌いなこと【否定文の作り方】
　８回　ドイツ人と日本人の余暇活動【不規則動詞の現在人称変化】
　９回　好物、外国料理【接続詞】
１０回　ドイツの食事【頻度を表す副詞】
１１回　家族、職業、年齢、性格【不定冠詞、否定冠詞、人称代名詞、１（主）格】
１２回　ドイツと日本の子供の数【名詞の複数形、形容詞、否定文の作り方】
１３回　１回から６回までのキーワードの復習
１４回　７回から１２回までのキーワードの復習
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

数回の小テスト（５０％）　　学期末試験（５０％）
成績評価の方法　/Assessment Method

語学は授業前の準備が重要です。そこで次の授業の範囲に目を通し、辞書で単語を調べます。授業後、理解したドイツ語文を３度正しい発音で
音読しましょう。音に慣れ親しむことで独自の言葉になります。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

ドイツ語と英語には語源上関連するものがあります。Zaun（発音：ツァウン、「垣根」）とtownです。中世の町は垣根で囲まれた円形状の地域
でした。このように英語の知識がドイツ語に生かされ得ることがあります。しかしながら、各言語は異なる文化・歴史をもつ人々の中から生ま
れたものですから、文法や表現が異なるところもあるわけです。だからこそ、言語間の関連を見出したとき、大きな喜びを味わうことができる
のです。そこで大切なことはドイツ語に、ドイツに好奇心を持つことです。
　

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

170135 /



ドイツ語Ⅳ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
山下　哲雄 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 済営人律政１年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

初級文法を習得し簡単な日常会話ができることを目的とする。授業全体のキーワードは、ドイツの文化を知りドイツを身近に感じること。

到達目標
日常の生活行動をドイツ語で書き、発音する。
例えば、「君は週末に何をしましたか。」とその答え。
Was hast du am Wochenende gemacht?
Ich habe gejoggt.

（到達目標）
【技能】ドイツ語を用い、初歩的なレベルで、読み、書き、聞き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『スツェーネン１　場面で学ぶドイツ語』三修社

〇『びっくり先進国ドイツ』熊谷徹、新潮社
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　持ち物、持ち物を尋ねる【指示代名詞】
　２回　傘はドイツ語でなんと言うか【４（直接目的）格】
　３回　住居、場所の表現【前置詞、人称代名詞の３格、】
　４回　家賃はいくらですか、部屋の広さは
　５回　時刻の表現、テレビを何時間みるか【非人称動詞の主語es】
　６回　日付、曜日、誕生日、今週の予定
　７回　大学の建物、道案内、【副詞】
　８回　交通手段、ドイツの大学【Sieに対する命令形、疑問詞womit】
　９回　休暇の計画、手紙の書き方【話法の助動詞】
１０回　ドイツで人気のある休暇先【疑問詞】
１１回　過去の表現、天気、日記【完了形、過去人称変化】
１２回　クイズ：ドイツの首都は。再統一はいつ。　　　　
１３回　１回から６回までのキーワードの復習
１４回　７回から１２回までのキーワードの復習
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

数回の小テスト（５０％）　　学期末試験（５０％）
成績評価の方法　/Assessment Method

語学は授業前の準備が重要です。そこで次の授業の範囲に目を通し、辞書で単語を調べます。授業後、理解したドイツ語文を３度正しい発音で
音読しましょう。音に慣れ親しむことで独自の言葉になります。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

ドイツ語と英語には語源上関連するものがあります。Zaun（発音：ツァウン、「垣根」）とtownです。中世の町は垣根で囲まれた円形状の地域
でした。このように英語の知識がドイツ語に生かされ得ることがあります。しかしながら、各言語は異なる文化・歴史をもつ人々の中から生ま
れたものですから、文法や表現が異なるところもあるわけです。だからこそ、言語間の関連を見出したとき、大きな喜びを味わうことができる
のです。そこで大切なことはドイツ語に、ドイツに好奇心を持つことです。
　

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

170136 /



ドイツ語Ⅴ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
山下　哲雄 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英中国済営比人律
政２年

1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

ドイツ滞在中の旅行、隣人との交流、買い物などの際の基本会話を習得することを目的とします。学生達は二人一組になり、互いにドイツ語会
話の練習を重ねることで、ドイツ語が自然に口から出るようになります。
　旅してみたいドイツ諸都市の情報をドイツ語で読み、ドイツの人々の生活を映像で見て、文化・習慣・歴史の日独比較をします。

到達目標
自分の日常の生活行動をドイツ語で書き、発音する。
例えば、「君は昼食に何を食べますか。」とその答え。
Was isst du zu Mittag?
Ich esse Udon.

（到達目標）
【技能】ドイツ語を用い、基礎的なレベルで、読み、書き、聞き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『スツェーネン２　場面で学ぶドイツ語』三修社、佐藤修子 他
（Szenen 2）

〇『びっくり先進国ドイツ』熊谷徹、新潮社
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　ザビーネとパウルはハンブルクへ行きます。【時刻表】
　２回　駅の券売窓口で。【列車の乗り換え】
　３回　私達は注文したいのですが。【レストランで】
　４回　部屋は空いていますか？【ホテルで】
　５回　郵便局へはどう行けばいいですか？【道を教える】
　６回　円をユーロに両替したいのですが。【銀行で】
　７回　フライブルクはミュンヘンより暖かいです。【天気】
　８回　ドイツの休暇の過ごし方。【長期休暇】
　９回　どこが悪いのですか？【病気】
１０回　頭痛に効く薬が欲しいのですが。【薬局で】　　　　　　　　　
１１回　君は彼女に何をプレゼントしますか？【贈り物】
１２回　ドイツ人はお祝いをするのがとても好きです。【誕生祝い】
１３回　ドイツ語でクロスワード遊び。
１４回　一日の活動を日記に書く。
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

数回の小テスト（５０％）　　学期末試験（５０％）
成績評価の方法　/Assessment Method

授業で理解した文を３回音読しましょう。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

テキストのCDを何度も聞きながら一緒に発音し、ドイツのニュースに興味を持ち、ドイツの映像をインターネットで見ましょう。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

170137 /



ドイツ語Ⅵ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
山下　哲雄 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英中国済営比人律
政２年

2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

ドイツ滞在中の旅行、隣人との交流、買い物などの際の基本会話を習得することを目的とします。学生達は二人一組になり、互いにドイツ語会
話の練習を重ねることで、ドイツ語が自然に口から出るようになります。
　旅してみたいドイツ諸都市の情報をドイツ語で読み、ドイツの人々の生活を映像で見て、文化・習慣・歴史の日独比較をします。

到達目標
日常の生活行動をドイツ語で書き、発音する。
例えば、「君はもうクリスマスを楽しみにしていますか。」とその答え。
Freust du dich schon auf Weihnachten?
Ja, schon.

（到達目標）
【技能】ドイツ語を用い、基礎的なレベルで、読み、書き、聞き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『スツェーネン２　場面で学ぶドイツ語』三修社、佐藤修子 他
（Szenen 2）

〇『びっくり先進国ドイツ』熊谷徹、新潮社
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　パーティーに何を着ますか？【服装】
　２回　このグレーのスラックスはいいかがですか？【お店で】
　３回　家庭のゴミはどのように分類しますか？【環境問題】
　４回　ドイツの学校の環境プロジェクト。【無駄を省く】
　５回　ここで犬を放してはいけません。【禁止】
　６回　何歳になったら何ができますか？【選挙権】
　７回　ドイツの学校制度。【教育】
　８回　パン屋になるためには大学へ行く必要はありません。【資格】
　９回　あなたは何に興味がありますか？【職業】
１０回　イースターはなぜ特別なお祭りなのですか？【祝日】　　　　　　　　
１１回　イースターのウサギが語ります【祭り】
１２回　君はクリスマスを楽しみにしていますか？【年末】
１３回　君達はクリスマスには何をしますか。【年末】
１４回　クリスマスクッキーの作り方。
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

数回の小テスト（５０％）　　学期末試験（５０％）
成績評価の方法　/Assessment Method

授業で理解した文を３回音読しましょう。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

テキストのCDを何度も聞きながら一緒に発音し、ドイツのニュースに興味を持ち、ドイツの映像をインターネットで見ましょう。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

170138 /



ドイツ語Ⅶ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
山下　哲雄 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英中国済営比人律
政２年

1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

ドイツ滞在中の旅行、隣人との交流、買い物などの際の基本会話を習得することを目的とします。学生達は二人一組になり、互いにドイツ語会
話の練習を重ねることで、ドイツ語が自然に口から出るようになります。
　旅してみたいドイツ諸都市の情報をドイツ語で読み、ドイツの人々の生活を映像で見て、文化・習慣・歴史の日独比較をします。

到達目標
スマホのGoogleで「heute logo nachrichten」で検索し、子供ニュース「Kindernachrichten」を字幕と共に見て、
理解し、シャドーイングする。

（到達目標）
【技能】ドイツ語を用い、基礎的なレベルで、読み、書き、聞き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
プリントおよび資料

〇『びっくり先進国ドイツ』熊谷徹、新潮社
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　自己紹介、人の紹介、お礼をいうとき、お礼をいわれたとき
　２回　人に会ったとき、人と別れるとき、知人に会ったとき、人と別れるとき
　３回　軽く詫びて話しかけるとき、謝るとき、ちょっと席をはずすとき
　４回　ドイツのビデオ、1回から3回までの復習
　５回　人と別れるとき、相手の成功を祈るとき、お礼を言うとき
　６回　相手の言うことが聞き取れないとき
　７回　理解できないとき、単語が分からないとき、ドイツ語で何と言うか聞くとき
　８回　綴りを聞くとき、英語の分る人を探すとき、いい直しをするとき
　９回　ドイツのビデオ、５回から８回までの復習
１０回　場所を聞くとき、道順・方向を聞くとき、距離を聞くとき　　　　　　　　　
１１回　時刻を聞くとき、時間を聞くとき、曜日を聞くとき、日付を聞くとき
１２回　値段を聞くとき、数量を聞くとき、方法を聞くとき、理由を聞くとき
１３回　目的を聞くとき、住所を聞くとき、出身地を聞くとき、生年月日を聞くとき
１４回　ドイツのビデオ、10回から13回までの復習
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

数回の小テスト（５０％）　　学期末試験（５０％）
成績評価の方法　/Assessment Method

授業で理解した文を３回音読しましょう。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

私のドイツ生活・ドイツ語通訳体験などのエピソードを通して、ドイツ・ドイツ語を身近に感じて、インターネットでドイツの情報を得ましょ
う。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

170139 /



ドイツ語Ⅷ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
山下　哲雄 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英中国済営比人律
政２年

2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

ドイツ滞在中の旅行、隣人との交流、買い物などの際の基本会話を習得することを目的とします。学生達は二人一組になり、互いにドイツ語会
話の練習を重ねることで、ドイツ語が自然に口から出るようになります。
　旅してみたいドイツ諸都市の情報をドイツ語で読み、ドイツの人々の生活を映像で見て、文化・習慣・歴史の日独比較をします。

到達目標
スマホのGoogleで「heute logo nachrichten」を検索し、子供ニュース「Kindernachrichten」を字幕と共に見て、
理解し、シャドーイングする。

（到達目標）
【技能】ドイツ語を用い、基礎的なレベルで、読み、書き、聞き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
プリントおよび資料

〇『びっくり先進国ドイツ』熊谷徹、新潮社
　　　　

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　事情を聞くとき、あることを頼むとき、人に何かを頼むとき
　２回　両替を頼むとき、助力を求めるとき、助言を求めるとき
　３回　服を買うとき、席・切符の予約をするとき、人に助言をするとき
　４回　ドイツのビデオ、1回から3回までの復習
　５回　相手の助言に応じるとき、相手の助言に応じられないとき、人を誘うとき
　６回　自分の考え・意見を言うとき、相手の意見を聞くとき、相手の感想を聞くとき　　　　
　７回　相手の発言・意見に同意するとき、関心事について言うとき、希望を言うとき
　８回　予定・計画を言うとき、相手の都合が合わないとき、相手が気の毒な状態のとき
　９回　ドイツのビデオ、５回から８回までの復習
１０回　病状を言うとき、身体の具合を聞くとき、体調を言うとき
１１回　会う日を相談するとき、会う場所を相談するとき、相手の都合を聞くとき
１２回　自分の都合を説明するとき、場所と時間を確認するとき、招待に感謝するとき　　　　
１３回　贈り物・お土産を渡すとき、飲み物を聞くとき、料理を勧めるとき
１４回　ドイツビデオ、１０回から13回までの復習
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

数回の小テスト（５０％）　　学期末試験（５０％）
成績評価の方法　/Assessment Method

授業で理解した文を３回音読しましょう。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

私のドイツ生活・ドイツ語通訳体験などのエピソードを通して、ドイツ・ドイツ語を身近に感じて、インターネットでドイツの情報を得ましょ
う。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

170140 /



フランス語Ⅰ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
山下　広一 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 済営人律政１年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

初級文法の習得をとおしてフランス語の日常会話と文章読解・表現の基礎を学びます。

（到達目標）
【技能】フランス語を用い、初歩的なレベルで、読み、書き、 聞き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『パリーボルドー』　（藤田裕二著　朝日出版社　￥２５００＋税）

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

教科書は全１４課、配列に従って原則二回で１課進み、1学期は第７課まで終了。
以下のスケジュールで基本表現を学んでいきます。
　１回　フランス語の発音と綴り字
　２回　自己紹介をする
　３回　主語人称代名詞と動詞 etre の活用
　４回　物を指し示す
　５回　名詞と不定冠詞、形容詞の性・数の一致と位置
　６回　尋ねる
　７回　第一群規則動詞、定冠詞
　８回　買い物をする
　９回　動詞avoirの活用、否定文
１０回　物や人について尋ねる
１１回　動詞allerと近接未来、疑問代名詞
１２回　場所を尋ねる
１３回　所有形容詞、疑問形容詞
１４回　～したいと言う
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

日常の授業への取り組み…20％　　　　　期末試験…80％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習：テキスト各課の本文（会話文）を付属ＣＤをつかって聴き取りと発音練習をしてください。
事後学習：毎回講義で学んだ文法事項を復習し覚えていってください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

仏和辞典を各自用意すること(紙・電子どちらでもよい）
遅くとも２回目の講義までには教科書を用意しておくこと（事情により入手が遅れる場合は、講義開始前に申し出ること）

履修上の注意　/Remarks

連続して欠席すると、講義内容についていくのが困難となります。
正当な理由がある場合をのぞき、遅刻・途中退室は欠席扱いとします。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

はじめて学ぶフランス語
キーワード　/Keywords

170141 /



フランス語Ⅱ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
山下　広一 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 済営人律政１年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

1学期に引き続き、フランス語の日常会話と文章読解・表現の基礎を学びます。

（到達目標）
【技能】フランス語を用い、初歩的なレベルで、読み、書き、 聞き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『パリーボルドー』　（藤田裕二著　朝日出版社　￥２５００＋税）

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

教科書は全１４課、配列に従って２学期は第８課から第１４課まで。
以下のスケジュールで基本表現を学んでいきます。
　１回　興味を述べる
　２回　定冠詞の縮約、補語人称代名詞
　３回　誘う
　４回　代名動詞、中性代名詞 y
　５回　天候と時刻を言う
　６回　非人称構文、命令形
　７回　数量を表す
　８回　部分冠詞、中性代名詞 en
　９回　比較する
１０回　比較級、単純未来
１１回　過去のことを話す
１２回　複合過去、半過去
１３回　仮定する
１４回　条件法現在
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

日常の授業への取り組み…20％　　　　　　期末試験…80％
　　　

成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習：テキスト各課の本文（会話文）を付属のＣＤをつかって聴き取りと発音練習をしてください。
事後学習：毎回講義で学んだ文法事項を復習し覚えていってください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

仏和辞典を各自用意すること（紙・電子どちらでもよい）
教科書は1回目の講義から用意しておくこと。
１学期に最低1科目はフランス語の講義を履修しておくこと。

履修上の注意　/Remarks

正当な理由がある場合をのぞき、遅刻・途中退室は欠席扱いとします。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

フランス語を生きた言葉として実感
キーワード　/Keywords

170142 /



フランス語Ⅲ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
中川　裕二 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 済営人律政１年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

初級フランス語学習の常として、基本的な文法事項の説明はしますが、フランス文化に触れつつ、会話や作文に重点を置きたいと考えています
。そしてフランス語を正確に読み、発音できるようになってほしいと思います。発音を学ぶにあたっては、調音点・調音法など音声学的な分類
をふまえながら、図あるいはＣＤを使い、目からも耳からも理解できるようにします。そうしてフランス語の音の学習を重ねていく課程で、我
々が日常用いる言葉の構成要素である音の、ふだん意識されることのない側面を認識してもらえればとも思います。またフランス映画を何度か
鑑賞し、学習の成果を確認します。

（到達目標）
【技能】フランス語を用い、初歩的なレベルで、読み、書き、聞き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
新装　カフェ・フランセ　ニコラ・ガイヤール他著、朝日出版社刊　

仏和辞典
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　日本のアニメをフランス語で見てみる（１）
　　　〈文法〉フランス語の子音と母音
２回　日本のアニメをフランス語で見てみる（２）
　　　〈文法〉フランス語の読み方
３回　自己紹介とあいさつ、フランスという国（１）
　　　〈文法〉名詞の性と数
４回　職業について語る、フランスという国（２）　　
　　　〈文法〉主語人称代名詞、動詞 être、否定形
５回　住んでいるところについて語る、世界の中のフランス語（１)　
　　　〈文法〉-er 動詞、不定冠詞と定冠詞
６回　カフェで注文してみる、世界の中のフランス語（２）
　　　〈文法〉形容詞〔1〕
７回　様々な言語について、日本の中のフランス語、フランスの中の日本語（１）
　　　〈文法〉動詞 avoir  、疑問文　
８回　持ち物について語る、日本の中のフランス語、フランスの中の日本語（２）
　　　〈文法〉人称代名詞の強勢形、疑問形容詞、数字 11〜20
９回　家族について語る、ジャパン・エキスポ（１）
　　　 〈文法〉所有形容詞
10回　人物を描写してみる、ジャパン・エキスポ（２）
　          〈文法〉不規則動詞 aller, venir, vouloir、国名につく前置詞
11回　インタビュー、フランスの地方の魅力（１）
　　　　〈文法〉部分冠詞、指示形容詞　
12回　さまざまな質問、フランスの地方の魅力（２）
　　　　〈文法〉疑問代名詞
13回　好きな食べ物について語る、フランスの朝ごはん（１）
　　　　〈文法〉疑問副詞、前置詞と定冠詞の縮約
14回　服装について語る、フランスの朝ごはん（２）
　　　　　〈文法〉命令形、-ir 動詞
15回　復習と確認(フランス映画の鑑賞と感想)

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

講義中の課題（50％）、学期末試験の結果（50％)を総合的に考慮して評価を行います。ただしどちらかに著しい成果をみせた場合には、別途考
慮します。また大学の単位認定制度とは別に、本学期中にフランス語検定試験５級以上を獲得した学生には、申し出により成績評価Ｃを保証し
ます。

成績評価の方法　/Assessment Method

この講義は復習を前提としています。復習を終えた後、余裕があれば予習をしてください。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

170143 /



フランス語Ⅲ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

履修上の注意　/Remarks

フランス語は国連公用語の一つであり、英語とともに「国連事務局作業用語」として定義されています。また世界29カ国で公用語として用いら
れており、利用価値の高い言語です。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

170143 /



フランス語Ⅳ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
中川　裕二 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 済営人律政１年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

１学期と同じくフランス文化に触れつつ、基本的な文法事項を学びながら、より高いレベルの会話力の取得を目指します。フランス語を前期以
上に正確に読み発音できるようになってほしいと思います。前期と同様にフランス映画を鑑賞し、学習の成果を確認します。

（到達目標）
【技能】フランス語を用い、初歩的なレベルで、読み、書き、聞き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
新装　カフェ・フランセ　ニコラ・ガイヤール　他著、朝日出版社　刊

仏和辞典
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　スポーツについて語る、フランスのヴァカンス（１）
　　　〈文法〉形容詞〔2〕
２回　朝食について語る、フランスのヴァカンス（２）
　　　〈文法〉数量表現、不規則動詞 savoir, voir, mettre
３回　人を誘ってみる、フランスの世界遺産（１）
　　　〈文法〉目的補語人称代名詞
４回　行き先を聞く、フランスの世界遺産（２）
　　　〈文法〉非人称構文、数字 21〜69
５回　日常生活について（１）、フランスのホームパーティー（１）
　　　〈文法〉代名動詞（１）
６回　日常生活について（２）、フランスのホームパーティー（２）
　　　〈文法〉代名動詞（２）
７回　有名人について語る、フランスのスポーツ（１）
　　　〈文法〉形容詞と副詞の比較級（１）
８回　アルバイトについて語る、フランスのスポーツ(２）
　　　〈文法〉形容詞と副詞の比較級（２）　
９回　レストランで（１）、フランス人の余暇（映画・音楽）（１）
　　　〈文法〉複合過去（１）
10回　レストランで（２）、フランス人の余暇（映画・音楽）（２）
　　　〈文法〉複合過去（２）、中性代名詞 en
11回　過去について語る（１）、フランスの美術館（１）
　　　〈文法〉半過去（１）
12回　過去について語る（２）、フランスの美術館（２）
　　　　〈文法〉半過去（２）、中性代名詞 y と le
13回　メールを書く、フランスの教育制度
　　　　〈文法〉命令形
14回　近い未来の計画について話す、フランスの大学生活
　　　　〈文法〉近接未来
15回　復習と確認(フランス映画の鑑賞と感想）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

講義中の課題（50％)と学期末試験の結果（50％)を総合的に考慮して評価を行います。ただしどちらかに著しい成果をみせた場合には別途考慮
します。また大学の単位認定制度とは別に、本学期中にフランス語検定試験４級以上を獲得した学生には、申し出により成績評価Ｃを保証しま
す。

成績評価の方法　/Assessment Method

この講義は復習を前提としています。復習を終えた後、余裕があれば予習をしてください。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

170144 /



フランス語Ⅳ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

フランス語は国連公用語のひとつであり、英語とともに「国連事務局作業用語」として定義されています。また世界29カ国で公用語として用い
られており、利用価値の高い言語です。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

170144 /



フランス語Ⅴ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
小野　菜都美 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英中国済営比人律
政２年

1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

フランス語を用い、基礎的なレベルで、読み、書き、聞き、話すことができることを目指します。
1年生で学んだ内容を踏まえ、さらに高度な文法を学んでいきましょう。
リスニングや長文のリーディングも行います。

（到達目標）
【技能】フランス語を用い、中級レベルで、読み、書き、聞 き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『クロワッサン　２』（松村博史他　朝日出版　2300円＋税）

皆さんの質問や必要に応じて、授業中に紹介します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回：1課Dialogue、自己紹介
第2回：複合過去の復習、子音の発音
第3回：２課Dialogue、直接目的補語と間接目的補語、母音の発音
第4回：強制形、複合母音、鼻母音の発音、数字1〜20
第5回：小テスト①３課Dialogue、代名動詞、数字21〜69
第6回：代名動詞の複合過去、数字70〜100
第7回：４課Dialogue、中性代名詞、
第8回：指示代名詞、eの発音
第9回：小テスト②、５課Dialogue、月の言い方
第10回：前未来、曜日の言い方
第11回：現在分詞とジェロンディフ、過去分詞と受動態
第12回：小テスト③、所有代名詞
第13回：６課
第14回：７課Dialogue、複合過去と半過去
第15回：大過去
※上記は目安であり、習熟度によって変わる可能性があります。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

小テスト30％
授業中の取り組み20％
期末テスト50％
ただし出席が前提です。欠席が多い場合はこの通りではありません。

成績評価の方法　/Assessment Method

復習をしっかり行うこと
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

すでに一年間フランス語を履修した学生が対象です。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

170145 /



フランス語Ⅵ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
小野　菜都美 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英中国済営比人律
政２年

2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

前期に引き続き、フランス語を用い、基礎的なレベルで、読み、書き、聞き、話すことができることを目指します。
1年生で学んだ内容を踏まえ、さらに高度な文法を学んでいきましょう。
リスニングや長文のリーディングも行います。

（到達目標）
【技能】フランス語を用い、中級レベルで、読み、書き、聞 き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『クロワッサン２』（村松博史　朝日出版　2300円＋税）

Le Petit Prince (Antoine de Saint-Exupéry, Gallimard) ○
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回：７課までの復習
第2回：８課Dialogue、時を表す接続詞
第3回：小テスト①、理由・条件を表す接続詞
第4回：長文読解（歌詞）
第5回：９課Dialogue、条件法現在
第6回：条件法過去
第7回：12課
第8回：小テスト②、10課Dialogue、関係代名詞
第9回：強調構文
第10回：11課Dialogue、接続法
第11回：小テスト③、リスニング
第12回：長文読解（『星の王子さま』狐の話）
第13回：長文読解（『星の王子さま』献辞）
第14回：長文読解（『星の王子さま』第１章）
第15回：長文読解（『星の王子さま』バオバブの話）

※上記はあくまで目安であり、習熟度に合わせて進度が変化する場合があります。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

小テスト30％
授業中の取り組み20％
期末テスト50％
ただし出席が前提です。欠席が多い場合にはこの通りではありません。

成績評価の方法　/Assessment Method

教科書中心の回は復習をしっかりすること。読解などの場合は指示された予習をおこなうこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

すでに一年間フランス語を学んだ学生が対象です。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

170146 /



フランス語Ⅶ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
小野　菜都美 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英中国済営比人律
政２年

1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

フランス語を用い、基礎的なレベルで、読み、書き、聞き、話すことができることを目指します。
日常的な場面でのフランス語会話力を養うことを中心に、発音や聞き取りの力をつけることも目指します。
ペア、またはグループでの会話を通して、なめらかにフランス語で意思疎通が測れるよう練習します。
授業は主に教科書に沿って進めますが、適宜プリントや映像を用いて、リスニングやリーディングの練習も行います。

（到達目標）
【技能】フランス語を用い、中級レベルで、読み、書き、聞 き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Albéric DERIBLE他『Rythmes & communication』朝日出版　2500円＋税

皆さんからの質問や必要に応じて、授業中に紹介します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１）unité 1：自己紹介（前半）
２）unité 1：自己紹介（後半）
３）unité 1：自己紹介（総括）
４）unité 2：質問する（前半）
５）unité 2：質問する（後半）
６）unité 2：質問する（総括）、小テスト
７）unité 3：買い物をする（前半）
８）unité 3：買い物をする（後半）
９）unité 3：買い物をする（総括）
１０）unité 4：いつ（前半）
１１）unité 4：いつ（後半）
１２）unité 4：いつ（総括）、小テスト
１３）unité 5：どこ（前半）
１４）unité 5：どこ（後半）
１５）unité 5：どこ（総括）
上記は目安であり、受講生の理解度や関心に合わせて変更する場合があります。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

小テスト（２回）・・・４０％
期末テスト・・・４０％
授業中の取り組み・・・２０％
ただし出席が前提です。欠席が多い場合はこの通りではありません。

成績評価の方法　/Assessment Method

会話は復習を、読解は予習を行うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

すでに一年間フランス語を履修した学生が対象です。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

フランス語
キーワード　/Keywords

170147 /



フランス語Ⅷ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
小野　菜都美 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英中国済営比人律
政２年

2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

前期に引き続き、フランス語を用い、基礎的なレベルで、読み、書き、聞き、話すことができることを目指します。
日常的な場面でのフランス語会話力を養うことを中心に、発音や聞き取りの力をつけることも目指します。
ペア、またはグループでの会話を通して、なめらかにフランス語で意思疎通が測れるよう練習します。
授業は主に教科書に沿って進めますが、適宜プリントや映像を用いて、リスニングやリーディングの練習も行います。

（到達目標）
【技能】フランス語を用い、中級レベルで、読み、書き、聞 き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
 Albéric DERIBLE他『Rythmes & communication』朝日出版　2017年　税別2500円

皆さんからの質問や必要に応じて、授業中に紹介します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１）前期の復習、unité 6：誰（前半）
２）unité 6：誰（後半）
３）unité 6：誰（総括）、リスニング
４）unité 7：何（前半）
５）unité 7：何（後半）
６）unité 7：何（総括）、小テスト
７）unité 8：どのように（前半）
８）unité 8：どのように（後半）
９）unité 8：どのように（総括）、読解
１０）unité 9：過去について（前半）
１１）unité 9：過去について（後半）
１２）unité 9：過去について（総括）、小テスト
１３）unité 10：仮定、条件（前半）
１４）unité 10：仮定、条件（後半）
１５）後期の復習、プレゼンテーション
上記は目安であり、受講生の理解度や関心に合わせて変更する場合があります。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業中の取り組み・・・２０％
小テスト（２回）・・・４０％
プレゼンテーション・・・２０％
レポート・・・２０％
ただし出席が前提です。欠席が多い場合はこの通りではありません。

成績評価の方法　/Assessment Method

会話は復習を、読解は予習を行うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

すでに一年間フランス語を履修した学生が対象です。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

フランス語
キーワード　/Keywords

170148 /



スペイン語Ⅰ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
野村　明衣 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 中国済営人律政
１年

1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

この授業は、スペイン語の基礎文法を学び、学生間あるいは教員学生間の会話練習を通して、スペイン語での日常的なコミュニケーション能力
の習得を目指します。
また、スペイン各地の世界遺産、歴史や文化なども紹介します。
スペイン語には５つの母音がありますが、これは日本語の母音の発音と似ているので、日本人にとって発音しやすい言語です。また発音のしや
すさから、私たちの周りにある店やモノの名前が実はスペイン語であることも多々あります。こういった身近にあるスペイン語に気づくとき、
言語を学ぶおもしろさを感じることができるでしょう。

（到達目標）
【技能】スペイン語を用い、初歩的なレベルで、読み、書き、 聞き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
辻博子・野村明衣　『彩（いろど）りスペイン語』　朝日出版社　２０２１年
ISBN:　978-4-255-55119-7

西川喬　『わかるスペイン語文法』　同学社　２０１０年

西和辞典：
〇西和中辞典（小学館）
〇現代スペイン語辞典（白水社）
〇新スペイン語（研究社）
プログレッシブスペイン語辞典（小学館）
パスポート初級スペイン語辞典（白水社）

和西辞典：
〇和西辞典（宮城、コントレラス監修：白水社）
〇クラウン和西辞典（三省堂）
和西辞典（小学館）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　イントロダクション、アルファベット
第２回　発音、アクセント
第３回　名詞、名詞の数
第４回　冠詞、形容詞
第５回　主格人称代名詞、動詞ser
第６回　否定文、疑問文、疑問詞（１）
第７回　直説法現在　規則動詞
第８回　疑問詞（２）、接続詞
第９回　指示詞
第１０回　所有詞
第１１回　曜日、日付、時間表現（１）
第１２回　動詞estar, serとestar
第１３回　hay, hayとestar
第１４回　総復習（１）
第１５回　総復習（２）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

定期試験５０％　小テスト（毎回）３５％　日常の授業への取り組み１５％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業前に必ず単語の意味を調べておくこと。また授業後は毎回の小テストに備えて復習を怠らないこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

170149 /



スペイン語Ⅰ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

授業には辞書を持参すること。くわしくは初回の授業でお知らせします。
履修上の注意　/Remarks

授業開始５～１０分程度で毎回小テストを実施します。学習した内容を毎回定着させることによって、定期試験準備の負担が軽くなります。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

スペイン　スペイン語
キーワード　/Keywords

170149 /



スペイン語Ⅱ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
野村　明衣 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 中国済営人律政
１年

2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

１学期に引き続き、スペイン語の基礎文法を学び、現在形の活用を一通り学習します。
ペアやグループでの会話練習を通して自分のことをスペイン語で表現する能力を身につけ、日常的なコミュニケーション能力のさらなる向上を
目指します。
また、スペインの文化を扱った発展問題を通して異文化理解を深め、自国の文化と比較により学習者の視野を広げることを目標とします。

（到達目標）
【技能】スペイン語を用い、初歩的なレベルで、読み、書き、 聞き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Ⅰと同じテキストを使用します。
辻博子・野村明衣　『彩（いろど）りスペイン語』　朝日出版社　２０２１年
ISBN:　978-4-255-55119-7

西川喬　『わかるスペイン語文法』　同学社　２０１０年

西和辞典：
〇西和中辞典（小学館）
〇現代スペイン語辞典（白水社）
〇新スペイン語（研究社）
プログレッシブスペイン語辞典（小学館）
パスポート初級スペイン語辞典（白水社）

和西辞典：
〇和西辞典（宮城、コントレラス監修：白水社）
〇クラウン和西辞典（三省堂）
和西辞典（小学館）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　１学期の復習
第２回　直説法現在　不規則動詞（１）
第３回　直接目的格人称代名詞
第４回　間接疑問文、時間表現（２）
第５回　直説法現在　不規則動詞（２）
第６回　間接目的格人称代名詞
第７回　直説法現在　不規則動詞（３）
第８回　前置詞格人称代名詞、動詞gustar
第９回　その他のgustar動詞、不定語・否定語
第１０回　天候表現、比較表現
第１１回　再帰動詞
第１２回　再帰動詞のその他の用法
第１３回　再帰動詞演習
第１４回　総復習
第１５回　総復習

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

定期試験５０％　小テスト（毎回）３５％　日常の授業への取り組み　１５％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業前に必ず辞書で単語の意味を調べておくこと。また授業後は毎回の小テストに備えて復習を怠らないこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業には辞書を持参すること。
履修上の注意　/Remarks

170150 /



スペイン語Ⅱ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

授業開始５～１０分程度で毎回小テストを実施します。学習した内容を毎回定着させることによって、定期試験準備の負担が軽くなります。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

スペイン　スペイン語
キーワード　/Keywords

170150 /



スペイン語Ⅲ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
辻　博子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 中国済営人律政
１年

1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

この授業では日常会話に必要な語彙や言い回し・会話表現に有効な文法事項を学びながら、簡単なコミュニケーションを取ることを目指します
。教科書に従い、モデルとなる短い会話例をまず暗記します。その後、語彙を増やしながら応用の会話もすぐ口から出てくるように何度も練習
します。その際、ペアで、あるいは３－４人のグループでの会話練習を行います。
スペイン語の知識が全くない人を対象に、スペイン語の読み方・発音・アクセントの規則からはじめます。スペイン語の発音は日本語話者に易
しく、発音しやすいのでどんどん単語や文を発音し慣れていきましょう。

(到達目標）
【技能】スペイン語を用い、初歩的なレベルで、読み、書き、 聞き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
坂東省次、泉水浩隆、Alejandro CONTRERAS著『対話で学ぶスペイン語　改訂版』三修社、2017 第２版

なし。
西和・和西辞書については開講時に指示します。開講前に慌てて購入することはありません。
西和辞書として薦めるものは『クラウン西和辞典』三省堂2005、『現代スペイン語辞典』白水社1999、電子辞書などです。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　　１回　スペイン語とスペイン語圏について、教室での表現、
　　　　　スペイン語のアルファベット「スペイン語で何といいますか？」
　　２回　スペイン語の発音とアクセントの位置、挨拶「おはよう。」
　　３回　１課　主語とser動詞、肯定文・否定文。名前・国籍・職業を言う「私はソニアです。」
　　４回　　　　estar動詞、疑問文「元気ですか？」
　　５回　２課　名詞の性と数、冠詞、指示詞、他人の紹介「こちらはフアンです。」
　　６回　　　　数字1－100「消防の電話番号は？」
　　７回　３課　規則活用動詞1　「わたしは文学を学んでいます。」　　
　　８回　　　　規則活用動詞2   「スペイン語を話しますか？」
　　９回　４課　ser,estar,hayの使い方「近くにレストランはありますか？」
　１０回　　　　ir動詞　「どこに行きますか？」
　１１回　 ５課　gustar動詞　「好きな食べ物は？」
　１２回　 　　  料理の注文　「メキシコ料理は好きですか？」
　１３回　 ６課　家族について　「私の祖父はホルヘです。」
　１４回　　　　家族について　tener動詞　「兄弟はいますか？」
　１５回　 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

定期試験　50％、　　小テスト　30％、        日常の授業への取り組み　20％　
成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習として、単語を辞書などを使いあらかじめ調べてくること。授業後には、動詞の活用や表現などを何度も練習し覚えること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

スペイン語Ⅰ（文法）の授業を履修しながら（あるいはすでに過去に履修など）であれば、理解度が深まりますし、より多くのスペイン語に接す
る機会が増えるので、効果的にスペイン語会話が学べます。必修でなくてもぜひ文法の方も履修することを勧めます。

履修上の注意　/Remarks

初めて接する言語ですから、何度も声に出して発音しましょう。自身で発音し、その音を耳にすることも立派な学習です。
また、スペイン語の音に慣れていくためにインターネット上の素材をどんどん聞いて有効活用しましょう。
参考サイト：
http://www.rtve.es/ 　（スペイン国営放送　ＴＶＥ）
http://www.cadena100.es/　（スペインのＦＭラジオ放送のサイト。音楽が中心で、英語圏の歌も多く流れる。）

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

170151 /



スペイン語Ⅲ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

スペイン語、スペイン、スペイン語圏、中南米、ラテンアメリカ
キーワード　/Keywords

170151 /



スペイン語Ⅳ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
辻　博子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 中国済営人律政
１年

2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

1学期と同様、この授業では日常会話に必要な語彙や言い回し・会話表現に有効な文法事項を学びながら、簡単なコミュニケーションを取ること
を目指します。教科書に従い、モデル会話を覚えて行きましょう。口に出してジェスチャーをつけることで、フレーズを暗記しやすくなるはず
です。そのあとは会話の応用練習をペアで、あるいは３－４人のグループで行います。

(到達目標）
【技能】スペイン語を用い、初歩的なレベルで、読み、書き、 聞き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Ⅲと同じテキストを使用。
坂東省次、泉水浩隆、Alejandro CONTRERAS著『対話で学ぶスペイン語　改訂版』三修社、2017第2版

なし。
西和・和西辞書については開講時に指示します。開講前に慌てて購入することはありません。
西和辞書として薦めるものは『クラウン西和辞典』三省堂2005、『現代スペイン語辞典』白水社1999、電子辞書などです。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　1学期の復習、7課「これはスペイン語で何といいますか？」
　２回　7課　店での会話「こんな上着がほしいんですが。」
　３回　8課　「カルロスの家は3部屋で、トイレは２つあります。」
　４回　　　「住まいはどんなですか？」
　５回　9課　時間表現「何時ですか？」
　６回　　　再帰動詞「何時におきますか？」
　７回　　　1週間のスケジュール「週末は何をしますか？」
　８回　10課　大学で「ガルシア先生の研究室はどこですか？」
　９回　　　　肯定命令「クラスメートと会話をしなさい。」
１０回　　　　大学の時間割「週に何度スペイン語の授業がありますか？」
１１回　11課　現在完了「週末はどうでしたか？」　
１２回　　　　「美術館はどうでしたか？」
１３回　12課　休暇の予定「夏にはどこへ行きますか？」
１４回　　　　「タンゴを踊りたいですか、それともフラメンコ？」
１５回　2学期まとめ

＊テキストの順に従い記していますが、進度に応じ多少変更する可能性があります。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

定期試験　50％、　　小テスト　30％、        日常の授業への取り組み　20％　
成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習として、単語を辞書などを使いあらかじめ調べてくること。授業後には、動詞の活用や表現などを何度も練習し覚えること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

スペイン語Ⅱ（文法）の授業を履修しながら（あるいはすでに過去に履修など）であれば、理解度が深まりますし、より多くのスペイン語に接す
る機会が増えるので、効果的にスペイン語会話が学べます。必修でなくてもぜひ文法の方も履修することを勧めます。

履修上の注意　/Remarks

スペイン語の音に慣れていくためにインターネット上の素材をどんどん聞いて有効活用しましょう。
参考サイト：
http://www.rtve.es/ 　（スペイン国営放送　ＴＶＥ）
http://www.cadena100.es/　（スペインのＦＭラジオ放送のサイト。音楽が中心で、英語圏の歌も多く流れる。）

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

スペイン語、スペイン、スペイン語圏、中南米、ラテンアメリカ
キーワード　/Keywords

170152 /



スペイン語Ⅴ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
青木　文夫 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英中国済営比人律
政２年

1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

中級程度以上のスペイン語の文法と表現を学びながら、スペインや中南米のスペイン語圏の文化理解の導入とします。視聴覚教材も楽しいもの
を提示し、スペイン語に馴染めるようにします  授業を通じて随時スペイン語圏の文化に接することができるような教材も紹介します。

（到達目標）
【技能】スペイン語を用い、基礎的なレベルで、読み、書き、聞き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
昨年のテキストの文法事項の続きをしますが、テキストは用いず、moodleから教材のプリントに文法事項の内容をまとめたものを送るので、そ
れを見ながら、文法事項を積み上げていきます。

西和辞典：
スペイン語中辞典（小学館）
新スペイン語（研究社）
現代スペイン語辞典（白水社）
プログレッシブスペイン語辞典（小学館）
級スペイン語辞典（白水社）
他多数有。
白水社の別の西和辞典（高橋編）は、見出し語は多いが使いにくいので薦めません。
和西辞典：
和西辞典（宮城、コントレラス監修：白水社）
クラウン和西辞典（三省堂）
その他
図説スペインの歴史（川成洋、中西省三編：河出書房新社）
スペインの歴史（立石、関、中川、中塚著：昭和堂）
スペイン（増田監修：新潮社）
スペインの社会（寿里、原編：早稲田大学出版）
スペインの政治（川成、奥島編：早稲田大学出版）
スペインの経済（戸門、原編：早稲田大学出版）
スペイン語とつきあう本（寿里著：東洋書店）
スペイン語基礎文法（ロボ、大森、広康共訳：ピアソンエデュケーション）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１年次の進度が若干異なるため、最初に復習を多めにやります。
1 １年の復習（代名詞を中心に）（１）
2 １年の復習（代名詞を中心に） （２）
3 １年の復習（代名詞を中心に）（３）
4 スペイン語の動詞活用の全体像について
5 点過去・線過去・現在完了の用法（１）
6 同上　（２）
7 同上　（３）
8 動詞の派生形とその用法（進行形、完了形、命令形など）（１）
7 同上 （２）
9 未来形・過去未来・過去完了 （１）
10 同上　（2）
11 同上 （3）
12 上記時制も含め、重要な文法事項：複文（副詞節・形容詞節）（１）
13 同上 （2）
14 同上（3）
15 点過去と線過去の違いについてと、ここまでの復習（１）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

170153 /



スペイン語Ⅴ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

定期試験に授業中の評価（小テスト、口頭での答え、作文など）も考慮します。欠席が多い場合その部分が不利になります。 具体的には出席は
必要条件なので1/3以上休んだ場合は平常点を考慮せずに評価します。その条件を満たしていれば数回の欠席は構いません。なお、クラブなどの
欠席届は認めません。平常点は普段の教室でのやりとり（読む、書くなど）や小テストの点数を年間に亘って数値化します。最大で20点くらい
になるようにします。したがって、欠席が多い場合（例えば小テストを受けていないなど）は平常点が少なくなりますので、そのつもりで取り
組んでください。
 定期試験　100％　+　授業中評価20％　＝　120％　で60％を超えていれば単位を認定します。

なお、新型コロナウィルスの状況でオンライン授業になった場合には評価の方法を変更します。その時点で詳しく説明します。

成績評価の方法　/Assessment Method

動詞の活用を中心として、学習したことをしっかりと復習しましょう（復習重視で、30分程度は必要になります）。また小テストがある場合は
しっかり準備しましょう（30分程度）。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

上記文法資料に対するプリントなどの補助教材はポータル(moodle)から送ります。授業時に詳しく説明します。
履修上の注意　/Remarks

留学・学習の相談、何でもＯＫです。メール：faoki@fukuoka-u.ac.jp
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

スペイン語でその広大な世界とつながろう！
キーワード　/Keywords

170153 /



スペイン語Ⅵ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
青木　文夫 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英中国済営比人律
政２年

2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

 スペイン語の中級から上級の文法を理解し使えるようにすることを目標にします。詳しくは授業計画を参照。前期のスペイン語Ｖに引き続き 、
スペインや中南米のスペイン語圏の文化理解の導入とします。視聴覚教材も楽しいものを提示し、スペイン語に馴染めるようにします

（到達目標）
【技能】スペイン語を用い、基礎的なレベルで、読み、書き、聞き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
昨年度のテキストの前期の続きを、moodleから補助教材のプリントにテキストの内容をまとめたものを送るので、それを見ながら、文法事項を
まとめていきます。
最後にスペイン語版のアニメ（題材未定）を見ながら、表現の聞き取りの練習を楽しみながらやりましょう。
スペイン語Vのプリントもmoodleに残っているので、スペイン語VIから受講の場合も教材はすべてそろいます。

スペイン語中辞典（小学館）
新スペイン語（研究社）
現代スペイン語辞典（白水社）
プログレッシブスペイン語辞典（小学館）
パスポート初級スペイン語辞典（白水社）
他多数有。
白水社の別の西和辞典（高橋編）は、見出し語は多いが使いにくいので薦めません。
和西辞典：
和西辞典（宮城、コントレラス監修：白水社）
クラウン和西辞典（三省堂）
その他
図説スペインの歴史（川成洋、中西省三編：河出書房新社）
スペインの歴史（立石、関、中川、中塚著：昭和堂）
スペイン（増田監修：新潮社）
スペインの社会（寿里、原編：早稲田大学出版）
スペインの政治（川成、奥島編：早稲田大学出版）
スペインの経済（戸門、原編：早稲田大学出版）
スペイン語とつきあう本（寿里著：東洋書店）
スペイン語基礎文法（ロボ、大森、広康共訳：ピアソンエデュケーション）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1 前期を含め、様々な構文のまとめ（受け身、使役、放任、比較など）（１）
2 同上 （２）
3 時制の一致
4 再帰動詞　（１）
5 同上 （２）
6　いくつかの文法事項（感嘆文、比較表現）
7　同上（2）
8 接続法の活用全般について
9 接続法の用法 （１）
10 同上 （２）
11 同上　（3）
12 スペイン語版アニメ（題材未定）による聞き取りと訳
13 同上（２）
14 同上（3）
15 まとめ
授業全体を通じて、スペイン語の表現を覚えるための会話・講読教材を随時学びます。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

170154 /



スペイン語Ⅵ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

定期試験に授業中の評価（小テスト、口頭での答え、作文など）も考慮します。欠席が多い場合その部分が不利になります。 具体的には出席は
必要条件なので1/3以上休んだ場合は平常点を考慮せずに評価します。その条件を満たしていれば数回の欠席は構いません。なお、クラブなどの
欠席届は認めません。平常点は普段の教室でのやりとり（読む、書くなど）や小テストの点数を年間に亘って数値化します。最大で20点くらい
になるようにします。したがって、欠席が多い場合（例えば小テストを受けていないなど）は平常点が少なくなりますので、そのつもりで取り
組んでください。
定期試験　100％　+　授業中評価20％　＝　120％　で60％を超えていれば単位を認定します。
なお、新型コロナウィルスの状況でオンライン授業になった場合には評価の方法を変更します。その時点で詳しく説明します。

成績評価の方法　/Assessment Method

活用を中心として、学習したことをしっかりと復習しましょう。（復習重視で、30分程度は必要になります）。また小テストがある場合はしっ
かり準備しましょう（30分程度）。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

プリントなどの補助教材はmoodleから送ります。
履修上の注意　/Remarks

留学・学習の相談、何でもＯＫです。メール：faoki@fukuoka-u.ac.jp
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

スペイン語でその広大な世界とつながろう！
キーワード　/Keywords

170154 /



スペイン語Ⅶ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
辻　博子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英中国済営比人律
政２年

1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

前年度のスペイン語Ⅲ・Ⅳ（会話表現）を更に発展させていきます。教科書を中心に会話表現を学んで行き、何度も音声を聞き暗記をし繰り返し
声に出しましょう。習った会話表現を発展させクラス内でスペイン語発表も行います。また時折、プリントや映像・音声などでネイティブの話
すスペイン語理解を行います。

 (到達目標）
【技能】スペイン語を用い、基礎的なレベルで、読み、書き、 聞き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『会話と通訳練習で学ぶ中級スペイン語』本間芳江、安富雄平、Enrique Almaraz Romo著、三修社、2020

なし。
西和・和西辞書については開講時に指示します。辞書必携です。
西和辞書で薦めるものは『クラウン西和辞典』三省堂2005、『現代スペイン語辞典』白水社1999、電子辞書などです。
和西辞書の利用も必要ですが、詳細は開講時に指示します。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　　前年度スペイン語の復習、1課　自己紹介　seの無主語文
2回　　1課　リピーティング・シャドウイング
3回　　2課　カフェテリアで　趣味の話など　再帰動詞
4回　　2課　リピーティング・シャドウイング
5回　　3課　花見　直説法現在完了
6回　　3課　リピーティング・シャドウイング
7回　　4課　買い物　目的格人称代名詞
8回　　4課　リピーティング・シャドウイング
9回　　5課　回転寿司　現在分詞
10回　5課　リピーティング・シャドウイング
11回　6課　サッカー　直説法点過去・線過去・過去完了
12回　6課　リピーティング・シャドウイング
13回　7課　電車にて　3人称複数の無主語文
14回　7課　リピーティング・シャドウイング
15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

定期試験　50％、日常の授業への取り組み　50％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習：テキストを読んでわからない単語を調べてくる、文のおおよその意味を推測してくる、最低3回は声に出して文を読んでくる。
事後学習：音声を何度も流しテキストを見ずにスペイン語をリピートしていく、またスペイン語の速度に合わせシャドウイングを行う。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

辞書必携です。
スペイン語初級（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ･Ⅳ）の単位をとっていることは必須ではありませんが、よく理解している必要があります。

履修上の注意　/Remarks

スペイン語の1年目を終え、基礎的なことを理解した後は、会話テキストや実際の映像などをもとに、その会話使用例をどんどん覚えてもらいた
いと考えています。授業の予習は大変ですが、目にする単語を引いて覚えること、イラストや映像の状況をもとにどんな会話がなされているか
推測することも練習の一つです。また、出てきたフレーズを理解し、自分でも同じように発音することでスペイン語をより身につけることがで
きるはずです。
また、オンラインで見られるスペインの映像・音声も随時参考にしてください。
http://www.rtve.es/　（スペイン国営放送　ＴＶＥ）
http://www.cadena100.es/　（スペインのＦＭ放送ラジオ。音楽が中心で、英語圏の歌も多く流れる。）
また、YoutubeやTwitter, Instagram, Facebookなど、気に入ったSNSを見つけいろいろなスペイン語に触れてみるのも勧めます。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

170155 /



スペイン語Ⅶ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

スペイン語　スペイン語圏　中南米　ラテンアメリカ
キーワード　/Keywords

170155 /



スペイン語Ⅷ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

/Instructor
辻　博子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英中国済営比人律
政２年

2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

1学期に引き続き教科書を使用しながら会話表現を更に発展させていきます。教科書を中心に会話表現を学んで行き、何度も音声を聞き暗記をし
繰り返し声に出しましょう。習った会話表現を応用・発展させ、クラス内でスペイン語発表も行います。また時折、プリントや映像・音声など
でネイティブの話すスペイン語理解を行います。

 (到達目標）
【技能】スペイン語を用い、基礎的なレベルで、読み、書き、 聞き、話すことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『会話と通訳練習で学ぶ中級スペイン語』本間芳江、安富雄平、Enrique Almaraz Romo著、三修社、2020（1学期と同じ）

なし。
西和・和西辞書については開講時に指示します。辞書必携です。
西和辞書で薦めるものは『クラウン西和辞典』三省堂2005、『現代スペイン語辞典』白水社1999、電子辞書などです。
和西辞書の利用も必要ですが、詳細は開講時に指示します。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　　8課　旅館で　直説法未来・過去未来
2回　　8課　リピーティング・シャドウイング
3回　　9課　明治神宮　受身表現
4回　　9課　リピーティング・シャドウイング
5回　　10課　バルで　gustar型構文
6回　　10課　リピーティング・シャドウイング
7回　　11課　オリンピック秘話　接続法現在
8回　　11課　リピーティング・シャドウイング
9回　　12課　新幹線  quizáを使った接続法、比較級
10回　  12課　リピーティング・シャドウイング
11回　  13課　銀座への行き方　命令文
12回　  13課　リピーティング・シャドウイング
13回　  14課　通訳依頼の電話　条件文
14回　  14課　リピーティング・シャドウイング
15回　  15課　浅草寺で　接続法過去・過去完了　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

定期試験　50％、日常の授業への取り組み　50％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習：テキストを読んでわからない単語を調べてくる、文のおおよその意味を推測してくる、最低3回は声に出して文を読んでくる。
事後学習：音声を何度も流しテキストを見ずにスペイン語をリピートしていく、またスペイン語の速度に合わせシャドウイングを行う。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

辞書必携です。
スペイン語初級（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ･Ⅳ）の単位をとっていることは必須ではありませんが、よく理解している必要があります。

履修上の注意　/Remarks

スペイン語の1年目を終え、基礎的なことを理解した後は、テキストや実際の映像などをもとに、その会話使用例をどんどん覚えてもらいたいと
考えています。授業の予習は大変ですが、目にする単語を引いて覚えること、イラストや映像の状況をもとにどんな会話がなされているか推測
することも練習の一つです。また、出てきたフレーズを理解し、自分でも同じように発音することでスペイン語をより身につけることができる
はずです。
また、オンラインで見られるスペインの映像・音声も随時参考にしてください。
http://www.rtve.es/　（スペイン国営放送　ＴＶＥ）
http://www.cadena100.es/　（スペインのＦＭ放送ラジオ。音楽が中心で、英語圏の歌も多く流れる。）
また、YoutubeやTwitter, Instagram, Facebookなど、気に入ったSNSを見つけいろいろなスペイン語に触れてみるのも勧めます。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

170156 /



スペイン語Ⅷ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目
第二外国語

スペイン語　スペイン語圏　中南米　ラテンアメリカ
キーワード　/Keywords

170156 /



歴史と政治 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

/Instructor
藤田　俊 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

本授業では、第一次世界大戦から太平洋戦争終結までの日本近代史を講義します。授業を通して、学校教育や日常生活の中で学んできた「史実
」の根拠となっている史料や諸研究に触れ、「史実」の実態をより深く理解すると共に、「史実」を相対化して歴史を多角的に捉える力の修得
を目指します。その上で、近代日本の歴史が、現代の政治・外交・軍事・社会・文化・メディア等のあり方にいかなる影響を与えているのかを
考え、各履修生が歴史を身近なものとして捉えられるようにします。

・本授業の到達目標
「知識」
　→日本の近代史を理解するための基盤となる知識を総合的に身につけている。
「思考・判断・表現力」
　→日本の近代史について論理的に思考し、自分の考えや判断を適切な方法で表現する力を身につけている。
「自立的行動力」
　→日本の近代史に関する課題を自ら発見し、解決のための学びを継続する意欲を有している。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
テキストの指定はありません。教員作成のレジュメ・画像・映像等を使用して講義します。

授業の中で適宜紹介します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

   第1回　大学で学ぶ歴史
  第2回　現代の起点としての第一次世界大戦
  第3回　言論の「中立」化
  第4回　国際協調体制と戦争の違法化
  第5回　1920年代の日本と中国
  第6回　近代日本と災害
  第7回　政治の大衆化
  第8回　軍縮をめぐる政治と世論
  第9回　満洲事変と「熱狂」の創出
第10回　政党政治の崩壊と軍の政治的台頭
第11回　日中戦争の諸相
第12回　新体制運動　
第13回　日米交渉・日米開戦
第14回　戦時体制下における情報・宣伝・報道
第15回　太平洋戦争の終結と聖断

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

学期末試験70％、日常の授業への取り組み30％　
成績評価の方法　/Assessment Method

授業終了後は、レジュメ等の配布資料や各自が作成したノートを読み返し、授業中に紹介した参考文献にも目を通しておいて下さい。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

第1回授業において、授業の進め方や受講する上での注意事項について説明しますので、受講希望者は必ず出席して下さい。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

170157 /



ことばの科学 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

/Instructor
漆原  朗子 / Saeko Urushibara / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

「ことば」は種としての「ヒト」を特徴づける重要な要素です。しかし、私たちはそれをいかにして身につけたのでしょうか。「ことば」はど
のような構造と機能を持っているのでしょうか。「ことば」の構成要素を詳しく見ていくと、私たちが「ことば」のうちに無意識に体現してい
るすばらしい規則性が明らかになります。それは、狭い意味での「文法」ではなく、もっと広い意味での言語の知識です。この講義では、私の
専門である生成文法の言語観に基づきながら、日本語、英語はじめその他の言語のデータをもとに、「ことば」について考えていきます。

[到達目標]
DP1 知識：言語の様々な側面を理解するための基盤となる知識 を総合的に身につけている。
DP2 技能：ことばの規則性を正しく理解するために必要な技能 を身につけている。
DP3 思考・判断・表現力：言語学に関する課題について論理的に思考し、自分 の考えや判断を適切な方法で表現する力を
　　身につけている

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
漆原　朗子（編著）『形態論』（朝倉日英対照言語学シリーズ第4巻）。朝倉書店、2016年。￥2700 + 税。
配布資料・その他授業中に指示

○大津　由紀雄（編著）『はじめて学ぶ言語学：ことばの世界をさぐる17章』。ミネルヴァ書房、2009年。
○スティーヴン・ピンカー（著）椋田　直子（訳）『言語を生みだす本能（上）・（下）』。NHKブックス、1995年。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　ことばの不思議
第2回　ことばの要素
第3回　ことばの習得
第4回　普遍文法と個別文法
第5回　ことばの単位(1)：音韻
第6回　連濁
第7回　鼻濁音
第8回　ことばの単位(2)：語
第9回　語の基本：なりたち・構造・意味
第10回　語の文法：複合語・短縮語・新語
第11回　ことばの単位(3)：文
第12回　動詞の自他
第13回　日本語と英語の受動態
第14回　数量詞
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業中の態度・参加度…10％　　課題・期末試験...90%
成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習：授業時に指示した文献の講読
事後学習：授業で扱った内容に関する課題の提出

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

集中力を養うこと。私語をしないことを心に銘じること。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

170158 /



文化と政治 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

/Instructor
神原　ゆうこ / YUKO KAMBARA / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

グローバルな現代世界において、異なる文化同士の共生が必要とされている。しかし、どの文化とも共生が可能になる万能のマニュアルのよう
なものは存在しない。ケースに応じて対応する能力が必要であり、本講義では、現代社会が抱える文化に関する問題を取り上げながら、判断の
ための基礎知識を身ににつけることを目的とする。 講義の前半は、「文化を知る」という行為そのものが持つ政治的意味について講義を行う。
後半は、私たちが異なる文化を持つ人々とも認識を共有していると考えがちな身体に関する文化についての講義を行う。外国の文化については
解説を無批判にうのみにしてしまいがちであるが、文化を理解することについての前提が正しいか常に問い返すことができるような総合的な知
識の獲得をめざす。

（到達目標）
【知識】現代社会と文化の関係性を理解するための基盤となる知識を総合的に身につけている。
【思考・判断・表現力】現代社会と文化の関係性について論理的に思考し、自分の考えや判断を適切な方法で表現する力を身につけている。
【自律的行動力】現代社会と文化に関する課題を自ら発見し、解決のための学びを継続する意欲を有している。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
教科書は指定しない。ただし、『世界民族百科事典』『人の移動事典』『社会学事典』など（いずれも丸善出版、北九州市立大学図書館契約の
電子ブックとして閲覧可能）の関連項目のリンクをMoodleに掲載するので、各自ダウンロードして読むこと。また、講義に関する映画（有料動
画の場合もあります）を見に行くように指示することもあるので、その費用がかかるかもしれません（観に行けない人のための代替手段として
、図書館所蔵の図書を用いた課題などは指示します）。

○池田光穂・奥野克巳編 2007『医療人類学のレッスン』学陽書房
○太田好信編 2012『政治的アイデンティティの人類学』
○塩原良和 2010 『変革する多文化主義へ』法政大学出版局
○陳天璽 2005 『無国籍』 新潮社
○本多俊和ほか 2011『グローバリゼーションの人類学』放送大学教育振興会
※そのほか必要に応じて講義中に指示する

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回 導入：授業の説明 ／本講義において文化とは何を意味するのか

第I部 現代社会において異文化を理解するということ
第2回 文化を「知る」とはどういうことか？
第3回 ナショナリズムと文化
第4回 「未開の人々」へのエキゾチズム
第5回 植民地主義と文化
第6回 レポートについての注意と課題レポート①の説明
第7回 マイノリティ文化の保護と多文化主義
第8回 多文化主義の可能性と限界
第9回 国籍・人種などの分類の不明瞭さ
第10回 課題レポート①の解説と課題レポート②の説明

第II部 文化の違いを超えて？
第11回 近代・ポスト近代という時代の認識と文化
第12回 身体の近代化
第13回 医療の持つ権力と文化
第14回 癒しの多様性
第15回 課題レポート②の解説と課題レポート③の説明

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題レポート（3回） 60％、毎回の授業課題 40％
毎回の授業課題については、提出時期や授業への貢献により得点が変化します。

成績評価の方法　/Assessment Method

170159 /



文化と政治 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

・毎回何らかの課題があります。計画的に取り組みましょう。
・予習復習のための資料として、『世界民族百科事典』『人の移動事典』『社会学事典』など（いずれも丸善出版、北九州市立大学図書館契約
の電子ブックとして閲覧可能）の関連項目を講義中に指示するので、各自ダウンロードして読むこと。
・講義に関連する映画やDVDなどの映像資料を授業時間外に視聴することを求めることもあります。
・高校レベルの世界史、地理、現代社会などに自信がない学生は、背景となる事象を知らないままにせず、調べておきましょう。高校の教科書
は図書館にあります。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

・遠隔授業の場合は、オンデマンド配信となりますが、毎回の課題は提出時期により得点が変わるので、計画的に受講すること。
・受講にあたっては、基本的なPC操作環境が整っていることが望ましいです。
・評価方法や電子ブックの閲覧方法などは第一回の講義で説明します。
・提出課題において剽窃などの不正が発覚した場合、評価割合の枠を超えて大幅に減点することがあります。

履修上の注意　/Remarks

・講義で自分が学んだことを用いて、現代の文化に関する問題を自分なりに理解しようとすることが重要です。意欲的な学生の受講を歓迎しま
す。
・「異文化理解の基礎」を受講済みの学生は理解が深まると思います。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

文化、ナショナリズム、マイノリティ、グローバリゼーション、多文化主義、身体、SDGs10 不平等をなくす、SDGs 16 平和と公正
キーワード　/Keywords

170159 /



生活世界の哲学 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

/Instructor
高木　駿 / Shun TAKAGI / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

　社会哲学とは、平たく言えば、「社会って何なの？」に答える学問です。哲学の一つのヴァリエーションです。西洋の哲学は、2500年以上も
前に始まったと言われます。そのあいだに、社会の形もさまざまに変化してきました。今日の社会は、大戦以前の社会とは違いますよね。社会
の変化に応じて、哲学が提示する答え（理論）も変化してきました。それでは、これまでにはどんな社会があり、哲学はそれをどのように説明
してきたのでしょうか？この問いを考えていくのが本講義です。
　今年度は、まずは、社会の構成要素である「人間」と「共同体」を、西洋哲学の歴史を辿りつつ考えます。これは基礎編ですね。次に、現代
に目を移し、現代に特有の社会的な事象とそれに答える哲学的理論（ジェンダー論、フェミニズム論、優生思想、正義論など）を見ていき、私
たちが直面する社会のあり方とそこに潜む問題を考察します。こっちは、応用編です。最後に、COVID(コビット)-19との関係の中で私たちの社
会は今後どうあるべきか、どこへむかうのか、どうなったらいいのか、一緒に考えていきたいとも思います。

【到達目標】
《思考・判断・表現力》哲学的課題について論理的に思考し、自分の考えや 判断を適切な方法で表現する力を身につけている。

＊この講義は、哲学や倫理学、社会学とも密接な関係にあるので、関連講義を合わせて履修すると理解が深まります。ちなみに、僕が担当する
講義には、「倫理思想史」があります。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特定の教科書はありません。テキストを使用する場合は、授業内で配布します。

・○プラトン『国家』(上下), 岩波文庫
・重田園江『社会契約論 ホッブズ、ヒューム、ルソー、ロールズ』, ちくま新書
・S. サリー『ジュディス・バトラー』, 青土社
・米本昌平等『優生学と人間社会』, 講談社現代新書
・○植村邦彦『市民社会とは何か 基本概念の系譜』, 平凡社新書
・神島裕子『正義とは何か』, 中公新書

などなど。
＊授業中にもご紹介します。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　イントロダクション：哲学って何？社会って何？
第2回　【古代】人間って何？①：善き生と徳（プラトン、アリストテレス）
第3回　【古代】共同体って何？①：支配と民主制（プラトン、アリストテレス）
第4回　【中世】人間って何？②：神と被造物（アウグスティヌス）
第5回　【中世】共同体って何？②：愛の共同体（アウグスティヌス）
第6回　【近代】共同体って何？③：社会契約と国家（ホッブス、ロック、ルソー、カント）
第7回　【近代】人間って何？③：自由と権利（カント）
第8回　【近現代】人間って何？④：産業の奴隷（マルクス）
第9回　【近現代】共同体って何？④：社会主義と資本主義（ハイエク）
第10回　【現代】公共性って何？：プライベートとパブリック（ハーバーマス ）
第11回　【現代】正義って何？：平等と格差（ロールズ）
第12回　【現代】フェミニズムって何？：男女の平等と差異
第13回　【現代】ジェンダーって何？：ジェンダーとセックス（バトラー）
第14回　【現代】優生思想って何？：命の法的管理
第15回　【現代】COVID-19と共にどう生きたらいいのか？

＊（）の中は、その回に扱う主な思想家ですが、それ以外の思想家も扱います。書いてないところは、その理論全体をおさえることを目標にし
ています。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

・毎回の小テスト 45%
（オンデマンドの場合は、グーグルフォームを使用します。）
・期末テスト 55%

＊授業を5回欠席した場合は、テストを受けても成績評価の対象とはなりません。

成績評価の方法　/Assessment Method

170160 /



生活世界の哲学 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

・各回の最後に、その次の回に関連するキーワードをお伝えしますので、それについて辞典・事典やネットで調べてきましょう。僕のところに
質問に来てもいいです。このキーワードに関連する問題が、小テストでは出題されます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

・初回は、いわゆるイントロダクション（導入）ですが、講義全体の進め方や成績の付け方についても説明するので、必ず出席してください。
履修上の注意　/Remarks

　大人数の講義になり、おそらくオンデマンド講義になると思われますが、なるべく双方向の講義になるようにしたいですね。哲学は、対話の
学問で、一人ではできません、わかりません。一緒に勉強していきましょう。僕は、教員ですが、みなさんのリアクションや質問で学ぶことが
たくさんあります（今までそうでしたので）。「教え-教えられる」関係ではなくて、「互いに教え合う」関係になりましょう。みなさんの積極
的な参加を楽しみにしています！

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

哲学、倫理学、社会学、社会哲学
キーワード　/Keywords

170160 /



メンタル・ヘルスⅠ 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目

スキル科目
ライフ・スキル

/Instructor
中島　俊介 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

授業のねらい、テーマ

メンタルヘルス（心の健康）の学習とは，病気や不適応事例の発生予防だけでなく，もっと幅広く，多くの「健康な生活人」の健康増進にも役
立つような要件を学ぶことである。ストレス社会と言われる現代にあっては，メンタルなタフさがなければ生活人としての活動は難しい世相で
ある。身近なことでは学生生活そのものがさまざまなストレス源への対処を余儀なくされ，ストレスに関連した多くの疾病に見舞われる危険も
多くなっている。過剰なストレスは友人間や家族内の人間関係の悪化や学習意欲の低下，生活上の事故やミス，無気力や抑うつ症状などを生じ
させる。
　本講義では一般的な心理学やアドラー心理学や森田療法を基盤に「メンタルヘルス（心の健康）」を多角的かつ発達的な視点からとらえ日々
の生活と人生を充実させるためのストレスマネジメントの力を身につけることを目標とする。またメンタルに関連するソーシャルヘルス（社会
的健康）やSDGs（持続可能な開発目標）にも触れる。具体的には青年期と成人期の心の健康（SDGｓ３）や平和と暴力（ＳＤＧｓ１６）をテー
マに持続可能な豊かな社会を求めどう行動するかを皆で考える授業である。
(到達目標）[自律的行動力】自分自身の心の健康に関する課題を自ら発見し、解決のための学びを継続する意欲を有している。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
テキスト　「こころと人生」中島俊介　編著　　ナカニシヤ出版　2017　定価2000円

「森田療法」　岩井　寛　著　講談社現代新書
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

授業内容とタイムスケジュール
第1回　メンタルヘルスとは･･････メンタルヘルスの歴史・最近の推移・受講上の注意
第2回　心の健康と人生･･････人間の発達・社会と心理学・生涯発達の理論
第3回　胎児・乳幼児のこころの健康･･････胎児の能力・誕生の危機・乳児の課題
第4回　幼児期・学童期の心の健康･･････自律と積極性・しつけ・勤勉性と劣等感
第5回　思春期の心理学･･････思春期の特徴とその対応。適応の困難さと向き合う
第6回　青年期･･････同一性（アイデンティティ）の心理・LGBTの理解
第７回　若い成人期･･････親密性の発達。働く上でのメンタルヘルス
第8回　ライフスタイル診断とこころの健康･･････うつ病・神経症など
第9回　発達障害についての理解１…ADHD・LD・アスペルガーなどの基本的知識
第10回　発達障害についての理解２…実際の対応の仕方、留意点
第11回　成人期の心の健康･･････生きがい・職場の心理学
第12回　老年期の心の健康･･････高齢者と認知症の心理
第13回　平和と暴力１･･････社会的健康を阻害する暴力
第14回　平和と暴力２･･････人権と対話の文化を・SDGs（持続可能な開発目標）の理解
第15回　講義のまとめ･･････講義のまとめ・ふりかえり

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

①毎回の授業への参加熱意と態度（40％）②定期試験もしくは期末課題レポート（60％）
成績評価の方法　/Assessment Method

心理学一般に関する様々な知識があれば理解は深まりやすい。日頃の生活の中で心理学や社会学、また科学的手法に関わるテーマについて自分
の興味を深めていくような態度を習慣にしていくことが大切だと考える。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

授業に対する質問や感想を小片紙に書いてもらうので積極的な姿勢で毎回の授業に取り組んでほしい。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

ＳＤＧｓ３「健康と福祉」、ＳＤＧｓ16「平和と公正」に強い関連がある。
キーワード　/Keywords

170161 /



フィジカル・ヘルスⅠ 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目

スキル科目
ライフ・スキル

/Instructor
山本　浩二 / YAMAMOTO  KOJI / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義・演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

　健康の保持増進には、運動・栄養・休養の3つの柱が重要であると言われており、特に、運動は、体力の向上のみならず、リーダーシップやコ
ミュニケーション作りの手段としても有用である。また、今後いかに運動習慣を継続して健康の保持増進を図ることは社会人になっても必要な
ことである。
　そこで、本授業では、自分自身の健康について身体的・精神的・社会的側面から考え（講義）、年齢、性別、障がいの有無にかかわらず、誰
でもできる運動を取り入れ（実習）、生涯にわたる健康の自己管理能力や社会で生きる自律的行動力を養うことを目指していく。

＜到達目標＞
【コミュニケーション力】他者と協働して、効果的に活動できるコミュニケーション力を有している
【自律的行動力】自分自身の身体活動に関する課題を自ら発見し、解決のための学びを継続する意欲を有している

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
必要に応じてプリントを配布

必要に応じて紹介
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　オリエンテーション
　２回　（講義）運動と身体の健康　　
　３回　（実習）仲間づくりを意図したウォーミングアップ
　４回　（実習）運動強度測定　
　５回　（講義）運動の効果（精神的側面）　　
　６回　（実習）ウエイトトレーニングのやり方　　
　７回　（実習）体脂肪を減らすトレーニング　　　　
　８回　（講義）運動の効果（身体的側面）　
　９回　（実習）レクリエーションスポーツ①（車椅子ソフトボール）　　
１０回　（実習）レクリエーションスポーツ②（ペタンク）　　
１１回　（実習）レクリエーションスポーツ③（キンボール）　　
１２回　（実習）レクリエーションスポーツ④（アルティメット）　　
１３回　（講義）運動の効果（社会的側面）　　
１４回　これからのスポーツ　　
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の授業への取り組み …　７０％　　レポート …　３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業で行う内容を事前に文献、インターネット等で調べておくこと。また、講義で習得した内容に関しては、再度、自宅でも無理のない程度、
実践してみること。運動前，運動後には自宅で体ほぐし運動（ストレッチや体操）を実施し，怪我防止に努めること（ストレッチや体操に関し
ては授業内で紹介する）。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業内容（講義･実習）によって教室・体育館（多目的ホール）と場所が異なるので、間違いがないようにすること。（体育館入り口の黒板にも
記載するので確認すること）
実習の場合は、運動のできる服装ならびに体育館シューズを準備すること。
授業で得た知識や実践を各自実践し、授業内容を反復すること。

履修上の注意　/Remarks

運動ができる（得意）、できない（不得意）などは一切関係ありません。楽しく気軽に受講できると思います。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

SDGs3「健康と福祉を」と強い関連がある
キーワード　/Keywords

170162 /



フィジカル・エクササイズⅡ（バドミントン） 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目

スキル科目
ラーニング・スキル

/Instructor
山本　浩二 / YAMAMOTO  KOJI / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実技 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

　健康の保持増進には、運動・栄養・休養の３つの柱が重要であると言われている。特に、運動は、体力の向上のみならず、リーダーシップ能
力やコミュニケーション作りの手段としても有用である。また、運動習慣を継続して健康の保持増進を図ることは、今後社会人になっても必要
なことである。
　本授業では、身体活動の理論を踏まえ、バドミントンの実技を通して、スキルアップの目標を各自がたてる。そして、その到達度をふまえ、
将来に役立つ健康の保持増進やコミュニケーション能力の向上、さらに社会で生きる自律的行動力を身につけ、生涯スポーツとしてのスキル獲
得を図ることを目的とする。

＜到達目標＞
【コミュニケーション力】他者と協働して、効果的に活動できるコミュニケーション力を有している
【自律的行動力】自分自身の身体活動に関する課題を自ら発見し、解決のための学びを継続する意欲を有している

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　オリエンテーション（授業の展開方法や履修に関しての諸注意）
　２回　バドミントンの歴史、用具の点検方法、グリップ、スウィング
　３回　スキル獲得テスト①
　４回　基本的な打ち方とフライト（ヘアピン・クリアー）
　５回　基本的な打ち方とフライト（ドロップ）
　６回　サービスの練習
　７回　ゲームの展開方法と審判法の習得
　８回　ダブルスのゲーム法の解説
　９回～１４回　ダブルスゲーム（リーグ戦）
１５回　スキル獲得テスト②

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の授業への取り組み…７０％　　スキル獲得テスト…３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業で行う内容を事前に文献、インターネット等で調べておくこと。また、講義で習得した内容に関しては、再度、自宅でも無理のない程度、
実践してみること。運動前，運動後には自宅で体ほぐし運動（ストレッチや体操）を実施し，怪我防止に努めること（ストレッチや体操に関し
ては授業内で紹介する）。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

運動のできる服装とシューズを準備すること。
実技種目のため、４分の３以上の出席を必要とする。
授業で得た知識や実践を各自実践し、授業内容を反復すること。
本講義では、障害者差別解消法に基づき、障害の有無に関わらず 履修できるような授業内容の工夫・設定を行っています。

履修上の注意　/Remarks

本講義は実技種目です。運動を実施する上で身体的に困難な場合や医師からの診断がある場合は、ガイダンスの際にご相談ください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

SDGs3「健康と福祉を」と強い関連がある
キーワード　/Keywords

170163 /



自然史へのいざない 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
日高　京子 / Hidaka Kyoko / 基盤教育センター, 河野　智謙 / Tomonori KAWANO / 環境生命工学科（19～）
柳川　勝紀 / Katsunori YANAGAWA / 環境生命工学科（19～）

担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

北九州市は化石の一大産地であり、多様で豊かな自然に囲まれた都市であるとともに、古くより交通の要衝として栄えてきた。本科目は北九州
市立自然史・歴史博物館（愛称：いのちのたび博物館）を舞台とした、学芸員および北方・ひびきの両キャンパスの教員によるオムニバス講義
である。多様な生命をはぐくんできた地球の歴史、そして人間の歴史に関する基礎的な知識を身に付けながら、学芸員や教員のそれぞれの分野
の最先端のトピックについて学習し、北方・ひびきの両キャンパスの交流を通して、より多角的な視点から自然と歴史について学ぶ。

到達目標
【知識】自然史を理解するための基盤となる知識を総合的に 身につけている。
【思考・判断・表現力】自然史についての考え方を用いて論理的に思考し、 自分の考えや判断を適切な方法で表現する力を身 につけている。
【自律的行動力】自然史に関する課題を自ら発見し、解決のための学 びを継続する意欲を有している。関連のテーマに関して積極的に情報を
仕入れ、自ら学び続けることができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

講義のテーマは下記の通り。（　）内は担当者。【　】はキーワード

　　１回　ガイダンス（日高）
　　２回　植物を鍵とした生物間相互作用（真鍋）【共生】【食物連鎖】
　　３回　生命の起源を探る（柳川）【極限環境】【微生物】
　　４回　北九州市周辺の地質と化石の多様性について（太田）【化石】【ジオパーク】
　　５回　博物館を楽しむ：いのちのたびで知る脊椎動物進化（大橋）【恐竜】【脊椎動物】
　　６回　鳥類の生態と進化（中原）【適応放散】【進化的軍拡競走】
　　７回　海産無脊椎動物の行動生態学（竹下）【無脊椎動物】
　　８回　多様性生物学と進化（蓑島）【進化】【生物多様性】
　　９回　石の歌がきこえる（森）【岩石】【考古】【文理融合】
　１０回　魚類分類学と多様性（日比野）【ホロタイプ】【分類学の歴史】
　１１回　博物館見学（日高）
　１２回　フィールドの地学と歴史を楽しむ（野井）【地学と歴史のかかわり】
　１３回　人新世におけるヒトと植物の関係（河野）【人新世】【科学史】
　１４回　課題研究（日高）
　１５回　まとめ（日高）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

・授業中ごとのMoodle課題（確認テスト、ミニレポート等）100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習：授業開始前にキーワードについて自分で調べておくこと。
事後学習：授業中に出された課題に沿って学習し、Moodle （e-learning システム）で提出すること。
https://moodle.kitakyu-u.ac.jp

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

・第7回〜第9回は11月28日（日）博物館にて講義と見学の予定。
　　（博物館までの交通費は自己負担とする）
・上記以外は遠隔授業（オンデマンド動画配信）の予定。
・第1回目Moodleで詳細について説明するので必ず閲覧すること。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

170164 /



自然史へのいざない 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

SDGsとの関連：
13. 気候変動に具体的な対策を　14. 海の豊かさを守ろう　15. 陸の豊かさも守ろう

キーワード　/Keywords

170164 /



現代人のこころ 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
福田　恭介 / Kyosuke Fuikuda / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

　現代を生きているわれわれの「こころ」について考えていきます。「こころ」というと，通常は，笑ったり，悲しんだり，怒ったりといった
ことを引き起こしているものと思い浮かべがちです。「こころ」を科学的に調べるにはどうすればいいのでしょうか？医療現場のように血液を
採集してその人の「身体の状態」はわかっても，その人の「こころ」がわかるわけではありません。
　「こころ」はそれだけではありません。目の前のリンゴを見て指さすこと，これも「こころ」が引き起こしているものです。なぜなら，目の
網膜に映ったリンゴを，目の網膜の中にあるのではなく，あそこのテーブルの上にあるものと判断しているからです。さらに，リンゴは真っ赤
で，噛むと口中に果汁が染みわたり，美味しそうだと思うこと，これも「こころ」の一部です。
　「こころ」は目に見えるものではないので，「こころ」を知るために心理学では行動を観察することから始めます。観察するとは，行動だけ
でなく，質問にハイ・イイエで答える単純なものから，実験室でモニター画面を見て答えてもらったり，そのときの身体の反応を測ったりする
ものまでさまざまです。心理学の研究者は，さまざまな側面から「こころ」についてアプローチを行っています。
　こういった基礎的な面を明らかにした上で，「こころ」の問題で苦手さや困難さを抱えている人たちを支えていこうとするのです。この授業
では，さまざまな側面から「こころ」がどのように見えるのかについて考えていきます。

（到達目標）
【思考・判断・表現力】現代人のこころを取り巻く諸問題について論理的に思考し、自分の考えや判断を適切な方法で表現する力を身につけて
いる。
【コミュニケーション力】異なる価値観を理解し、組織や社会の活動を促進する力を身につけている。
【自律的行動力】現代人のこころを取り巻く課題を自ら発見し、解決のための学びを継続する意欲を有している。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
教科書は指定しません。

〇福田恭介（2018）ペアレントトレーニング実践ガイドブック－きっとうまくいく。子どもの発達支援　あいり出版
〇行場次朗・箱田裕司（2014）新・知性と感性の心理－認知心理学最前線－福村出版
〇神奈川LD協会編（2006）ふしぎだね!?LD (学習障害) のおともだち　ミネルヴァ書房
　三浦麻子・佐藤博（2018）なるほど！心理学観察法　北大路書房
〇丸野俊一・子安増生（1998）子どもが「こころ」に気づくとき　ミネルヴァ書房
　奥村隆　息子と僕のアスペルガー物語　 https://gendai.ismedia.jp/list/serial/okumura　
〇諏訪利明・安倍陽子編（2006）ふしぎだね!?自閉症のおともだち　ミネルヴァ書房
〇諏訪利明・安倍陽子編（2006）ふしぎだね!?アスペルガー症候群「高機能自閉症」のおともだち　ミネルヴァ書房　
〇高山恵子編（2006）ふしぎだね!?ADHD(注意欠陥多動性障害)のおともだち.　ミネルヴァ書房
〇やまだようこ（1987）ことばの前のことば　新曜社

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1: 　心理学とは：さまざまな「こころ」の側面
2:　 知覚1：ものが見えるとは？
3: 　知覚2：色はなぜ見える？
4: 　知覚3：形はなぜ見える？
5: 　知覚4：どうやって奥行きや動きを判断している？
6:　 目の動きを観察して「こころ」を探る
7:     まばたきを観察して「こころ」を探る
8:     注意1：どうして騒がしい中でも会話ができるのか？
9:     注意2：意外と見落としやすい注意の機能
10:   数秒間の記憶によってストーリーは作られる
11:   昔の記憶は忘れることはない
12:   発達1：「こころ」どのように芽生えてくる？
13:   発達2：「こころ」はどのようにして人とやりとりできる？
14:   発達3：発達に苦手さを抱えるのはなぜ？
15:   まとめ：いろいろな「こころ」の側面

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業中のコメント：40点　　
レポート：30点　　
期末試験：30点

成績評価の方法　/Assessment Method

170165 /



現代人のこころ 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

事前：Moodleにあげた資料を読んでください。
事後：授業で取り上げた内容についてコメントを書いてください。

レポート：もっとも関心のある本やウェブサイトを読んで，所定の書式のレポートに5,000字程度で要約し，200字程度のコメントを書いてくだ
さい。レポートを書くのは前期で1回限りです。所定の書式は最初の授業で紹介します。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

1．授業を聞いて毎回コメントを書いてもらいます（事後学習）。
2．次の時間，書かれたコメントの一部には回答したいと思います。
3．配付資料やコメントへの回答には，関連する本やウェブサイトを紹介しますので，それに目を通すと理解が深まります。

履修上の注意　/Remarks

授業に積極的に参加できるようないろいろな仕掛けを用意したいと思います。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

知覚，目の動き，注意，短期記憶，長期記憶，ワーキングメモリ―，心の発達，発達障害
キーワード　/Keywords

170165 /



市民活動論 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
西田　心平 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

市民活動とはどのようなものか、日本の現実を歴史的に振り返り、基本的な論点が理解できるようになることを目的とする。主要な事例をとり
あげ、それを柱にしながら授業を進めて行く予定である。到達目標としては受講生が自分なりの「政治参加」のあり方を柔軟に考えられるよう
になることである。
「SDGｓ」の目標の中の「３.すべての人に健康と福祉を」「11.住み続けられるまちづくりを」「16.平和と公正をすべての人に」などに対応し
ています。

（到達目標）
【知識】市民活動を理解するための基盤となる知識を総合的に身につけている。
【コミュニケーション】他者と協働して、市民活動に関する諸問題の解決に向けて取り組む姿勢を身につけている。
【行動力】市民活動に関する課題を自ら発見し、解決のための学びを継続する意欲を有している。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
とくに指定しない。

授業の中で適宜紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　ガイダンス
２回　検討の枠組みについて
３回　枠組みを使った民衆行動の分析①－政治と経済
４回　枠組みを使った民衆行動の分析②－市民
５回　市民活動の＜萌芽＞①－政治と経済
６回　市民活動の＜萌芽＞②－市民
７回　市民活動の＜再生＞①－政治と経済
８回　市民活動の＜再生＞②－市民
９回　市民活動の＜広がり＞①－政治と経済
１０回　市民活動の＜広がり＞②－市民
１１回　中間まとめ
１２回　北九州市における市民活動のうねり
１３回　今日の市民活動の＜展開＞①－政治と経済
１４回　今日の市民活動の＜展開＞②－市民
１５回　全体まとめ
※スケジュールの順序または内容には、若干の変動がありうる。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への積極的な参加姿勢…　40％
期末試験…　60％　

成績評価の方法　/Assessment Method

講義の理解に有益な読書、映像視聴等を行うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

受講者には、市民活動について自分で調べてもらうような課題を課す場合があります。その際の積極的な参加が求められます。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

この講義は「SDGｓ」世界を変えるための17の目標に幅広くあてはまるものですが、とくに「３.すべての人に健康と福祉を」「11.住み続けら
れるまちづくりを」「16.平和と公正をすべての人に」などに対応しています。

キーワード　/Keywords

170166 /



企業と社会 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
山下　剛 / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

企業は、現代社会においてそれなしでは成り立たない存在です。諸個人は一生を通じて何らかの形で企業と関わっていかざるをえません。企業
を経営するとは、企業の経営者だけの問題ではなく、企業に関わるすべての人間にとっての問題です。この授業の狙いは、社会の中で企業がど
のような原理で存在し、これまで歴史的にどのような側面を有してきたのか、また逆にそのような企業が社会に対してどのような影響を与えて
いるか、現代社会においてこれからの企業はどのように経営されていくべきかを考えることにあります。

（到達目標）
【知識】企業と社会に関する諸問題を理解するための基盤と なる知識を総合的に身につけている。
【思考・判断・表現力】企業と社会の諸問題について論理的に思考し、自分の考えや判断を適切な方法で表現する力を身につけている。
【自律的行動力】企業と社会に関する課題を自ら発見し、解決のための学びを継続する意欲を有している。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
三戸浩・池内秀己・勝部伸夫『企業論　第4版』有斐閣アルマ、2018年、2310円

三戸公『会社ってなんだ』文眞堂、1991年（○）
三戸公『随伴的結果』文眞堂、1994年（○）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回ガイダンス　【企業の社会における意味の変遷】【6つの企業観】
第2回企業と「豊かな社会」【現代における財・サービスの豊かさ】
第3回「株式会社」の仕組み①　【株式会社の歴史】【株式会社の機能と構造】
第4回「株式会社」の仕組み②　【株式会社の機能と構造】【上場と非上場】
第5回社会における「大企業」の意味①　【大企業とは何か】【所有と支配】　
第6回社会における「大企業」の意味②　【商業社会と産業社会】【企業の性格の変化】
第7回社会における「大企業」の意味③　【官僚制】【科学的管理の展開】
第8回社会における「大企業」の意味④　【環境問題】【随伴的結果】
第9回社会における「大企業」の意味⑤　【コーポレート・ガバナンス】【企業倫理】
第10回「家」としての日本企業①　人事における日本企業特有の現象【日本企業と従業員】【契約型と所属型】
第11回「家」としての日本企業②　日本企業特有の組織原理【階統制】【能力主義】【企業別組合】
第12回「家」としての日本企業③　日本企業の行動様式【日米の株式会社の違い】【企業結合様式の独自性】
第13回「家」としての日本企業④　「家」の概念　【日本企業の独自性】【家の論理】
第14回「家」としての日本企業⑤　今後の日本的経営　【原理と構造】【家社会】
第15回総括

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

学期末試験・・・60％　　　小テスト・・・40%
成績評価の方法　/Assessment Method

事前にテキスト該当箇所を読んでおいてください。授業後に該当箇所を再読し、復習しておいてください。（必要な学習時間の目安は、予習
60分、復習60分です。）
また、適宜、任意のレポート課題を出します。
また該当箇所の参考文献をよく読んでおいてください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

状況に応じて臨機応変に対応したいと考えていますので、若干の内容は変更される可能性があります。
履修上の注意　/Remarks

積極的な参加を期待しています。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

財・サービス　株式会社　大企業　家の論理　社会的器官

SDGs8. 働きがい・経済成長、SDGs12. 作る・使う責任、SDGs15. 環境保全、等の問題と強く関連する。

キーワード　/Keywords

170167 /



現代の国際情勢 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
北　美幸 / KITA Miyuki / 国際関係学科, 大平　剛 / 国際関係学科
ローズマリー・リーダー / Rosemary Reader / 英米学科, 下野　寿子 / SHIMONO, HISAKO / 国際関係学科
白石　麻保 / 中国学科, 久木  尚志 / 国際関係学科
篠崎　香織 / 国際関係学科, 柳　学洙 / 国際関係学科
政所　大輔 / Daisuke MADOKORO / 国際関係学科, 阿部　容子 / ABE YOKO / 国際関係学科

担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

現代の国際情勢を、政治、経済、社会、文化などから多面的に読み解きます。近年、国際関係および地域研究の分野で注目されている出来事や
言説を紹介しながら講義を進めます。

到達目標
【知識】現代の国際情勢を理解するための基盤となる知識を総合的に身につけている。
【思考・判断・表現力】現代の国際情勢について論理的に思考し、自分の考えや判断を適切な方法で表現する力を身につけている。
【自律的行動力】現代の国際情勢に関する課題を自ら発見し、解決のための学びを継続する意欲を有している。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
使用しません。必要に応じてレジュメと資料を配布します。

適宜指示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　オリエンテーション
第2回　北　日系アメリカ人の歴史と今日（１）概況と歴史【アメリカ合衆国】【日系人】【エスニシティ】
第3回　北　日系アメリカ人の歴史と今日（２）現代のエスニシティ状況への視座【アメリカ合衆国】【日系人】【エスニシティ】
第4回　阿部　米中の技術覇権争いと日本経済　【貿易摩擦】【DX革命】【知的財産権】
第5回　政所　国際連合の活動と日本【集団安全保障】【国連中心主義】【多国間外交】
第6回　政所　国内紛争と国連平和活動【「新しい戦争」】【平和維持活動】【平和構築】
第7回　久木　2010年代以降のイギリス（１）【政権交代】【国民投票】
第8回　久木　2010年代以降のイギリス（２）【EU離脱】
第9回　篠崎　東南アジアの多文化・多宗教社会【イスラム教】【上座仏教】【自律史観】
第10回　篠崎　世界文化遺産ペナン島ジョージタウンを歩こう【マレーシア】【マラッカ海峡】【華僑華人】【イスラム教】【ヒンドゥー教】
第11回　リーダー　Humour in British Politics（イギリス政治におけるユーモア）【British politics（イギリス政治）】【Protest（抵抗）】【
Humour（ユーモア）】
第12回　白石　中国経済の課題と展望【経済成長】【SNA】【投資】
第13回　柳　朝鮮半島の冷戦体制と南北分断【朝鮮戦争】【体制競争】【民族主義】
第14回　柳　北朝鮮の核開発と北東アジアの安全保障【冷戦体制】【駐留米軍】【対話と圧力】
第15回　下野　台湾の多元化社会【民主化】【中国】【移民】
※都合により変更もあり得ます。変更がある場合は授業で指示します。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

小テスト（各担当者ごとに最低1回は行います。最少9回、最大14回）100%　
成績評価の方法　/Assessment Method

各回の担当者の指示に従ってください。授業終了後には復習を行ってください。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

この授業は、複数の教員が、各自の専門と関心から国際関係や地域の情勢を論じるオムニバス授業です。授業テーマと担当者については初回授
業で紹介します。
小テストを実施する際は、授業の最後に行います。授業中は集中して聞き、質問があればその回のうちに出してください。

履修上の注意　/Remarks

この授業では今の国際情勢を様々な角度から取り上げていきます。授業を通じて自分の視野を広げていくきっかけにしてください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

170168 /



現代の国際情勢 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

SDGsとの関連
第4回　阿部　９「産業・技術革命」
第5回、第6回　政所　16「平和と公正」
第9回、第10回　篠崎　11「まちづくり」
第12回　白石　17「グローバル・パートナーシップ」
第15回　下野　５「ジェンダー平等」、16「平和と公正」

キーワード　/Keywords

170168 /



エンドユーザコンピューティング 【夜】
基盤教育科目
情報教育科目

/Instructor
中尾　泰士 / NAKAO, Yasushi / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

  本授業のねらいは，現在の情報社会を生きるために必要な技術や知識を習得し，インターネットをはじめとする情報システムを利用する際の正
しい判断力を身につけることです。具体的には以下のような項目について説明できるようになります:

● 情報社会を構成する基本技術
● 情報社会にひそむ危険性
● 情報を受け取る側，発信する側としての注意点

  本授業を通して，現在の情報社会を俯瞰的に理解し，現在および将来における課題を受講者一人一人が認識すること，また，学んだ内容を基礎
とし，変化し続ける情報技術と正しくつき合えるような適応力を身につけることを目指します。

（到達目標）
【技能】情報社会を正しく理解するために必要な技能を身につけている。
【思考・判断・表現力】情報社会の課題について論理的に思考し、自分の考えや判断を適切な方法で表現する力を身につけている。

  また，この授業で学ぶICT（情報通信技術）は，国連が定めたSDGs（持続可能な開発目標）のうち，「4．質の高い教育をみんなに」「8．働
きがいも経済成長も」「9．産業と技術革新の基盤をつくろう」「10．人や国の不平等をなくそう」「17．パートナーシップで目標を達成しよう
」に関連していると考えています。授業を通じて，これらの目標についても考えを深めてみてください。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし。

なし。随時紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　情報社会の特質 【システムトラブル，炎上，個人情報】
　２回　情報を伝えるもの 【光，音，匂い，味，触覚，電気】
　３回　コンピュータはどうやって情報を取り扱うか 【2進数，ビット・バイト】
　４回　コンピュータを構成するもの １【入力装置，出力装置，解像度】
　５回　コンピュータを構成するもの ２【CPU，メモリ，記憶メディア】
　６回　コンピュータ上で動くソフトウェア 【OS，拡張子とアプリケーション，文字コード】
　７回　電話網とインターネットの違い 【回線交換，パケット交換，LAN，IPアドレス】
　８回　ネットワーク上の名前と情報の信頼性 【ドメイン名，DNS，サーバ／クライアント】
　９回　携帯電話はなぜつながるのか 【スマートフォン，位置情報，GPS，GIS，プライバシ】
１０回　ネットワーク上の悪意 【ウイルス，スパイウェア，不正アクセス，詐欺，なりすまし】
１１回　自分を守るための知識 【暗号通信，ファイアウォール，クッキー，セキュリティ更新】
１２回　つながる社会と記録される行動 【ソーシャルメディア，防犯カメラ，ライフログ】
１３回　集合知の可能性とネットワークサービス 【検索エンジン，Wikipedia，フリーミアム，クラウド】
１４回　著作権をめぐる攻防 【著作権，コンテンツのデジタル化，クリエイティブコモンズ】
１５回　情報社会とビッグデータ 【オープンデータ】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業中に提示する課題 … 100％
成績評価の方法　/Assessment Method

e-Learningサイト「Moodle」に授業資料を提示しますので，事前学習・事後学習に利用してください。また，Moodleの課題等に期限までに解答
したりしてもらいます（必要な学習時間の目安は予習60分，復習60分）。
その他，ICTに関するニュースを視聴するなど，日常的，能動的に情報社会に関する事柄に興味をもつことをお勧めします。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

受講生の理解や授業進度に応じて、授業計画を変更する可能性があります。
履修上の注意　/Remarks

170169 /



エンドユーザコンピューティング 【夜】
基盤教育科目
情報教育科目

専門用語が数多く出てきますが覚える必要はありません。必要なときに必要なものを取り出せる能力が重要です。アンテナを張り巡らせ，「情
報」に関するセンスをみがきましょう。分からないことがあれば，随時，質問してください。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

情報社会，ネットワーク，セキュリティ，SDGs 4．質の高い教育を，SDGs 8．働きがい・経済成長，SDGs 9．産業・技術革命，SDGs 10．不
平等をなくす，SDGs 17．パートナーシップ

キーワード　/Keywords

170169 /



データ処理 【夜】
基盤教育科目
情報教育科目

/Instructor
廣渡  栄寿 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2020 20212018 201920172012 2014201320112010 2015 2016

情報化社会においては、コンピュータの基礎操作を習得することと、コンピュータやネットワークを正しく安全に使える知識を持つことが必要
である。この授業では、コンピュータやネットワークを効果的に使えるようになるために、実際にコンピュータを操作しながら、表計算ソフト
を用いた情報処理技術や、電子メールをはじめとするネットワークコミュニケーションの技法を学習する。具体的には、以下のような知識や技
術を習得する。

● タイピングの基礎
● 表計算ソフトを使った表作成、グラフ作成の基礎
● 様々なデータを目的に沿って処理 ・分析するための数量的スキルの基礎
● 本学が提供している電子メールの利用方法の基礎
● ネットワークを安全に利用するための情報倫理やセキュリティに関する基礎

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　本学の情報システム利用環境について【ID】【パスワード】【ポータルサイト】【北方Moodle】
　２回　正確な文字入力と電子メールの送受信方法【タイピング】【電子メール】
　３回　ネットワークの光と影１【情報倫理】【セキュリティ】
　４回　ネットワークの光と影２【著作権】【個人情報保護】
　５回　表作成の基本操作【セル】【書式】【罫線】【数式】【合計】
　６回　見やすい表の作成【列幅】【結合】【ページレイアウト】【印刷】
　７回　関数を活用した集計表【セルの参照】【平均】
　８回　グラフ作成の基礎【グラフ】
　９回　グラフ作成の応用【目的に合ったグラフ】【複合グラフ】
１０回　表 ・グラフ作成演習
１１回　データ処理の基礎【散布図】【相関】
１２回　データ処理演習１【データ処理の計画】
１３回　データ処理演習２【データ処理の実践】
１４回　データ処理演習３【データ処理手法の見直し】
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業中に提示する課題 … 50％、
積極的な授業参加（電子メール送受信・情報倫理の理解等を含む） … 50%

成績評価の方法　/Assessment Method

授業開始前に、それまでの授業内容について振り返っておくこと。授業終了後には、授業中に学んだことを復習して、課題を締め切りまでに間
に合うように提出すること。タイピングや表計算ソフト Excel などのコンピュータ操作は、自主練習を行うこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

コンピュータの基本的な操作（キーボードでの文字入力、マウス操作など）ができるようになっておくことが望ましい。
履修上の注意　/Remarks

授業の進度や情報システムの状況によっては、「授業計画・内容」を変更することがある。また、授業の一部、もしくは、全てを遠隔で実施す
る可能性もある。それらの場合は、授業中に説明する。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

表計算ソフト、タイピング、電子メール、情報倫理
キーワード　/Keywords

170170 /


